






近世防長儒学史関係年表

河　村　一　郎　編著





ま　え　が　き

○　本書は、年表の形をとった近世防長儒学史である。前に出した『長州藩

　思想史覚書』及び『長州藩狙徐学』とともに三部作をなすものである。

○　対象とした期間は、右田毛利家による時観園開設の寛永５年（１６２８）か

　ら、義務教育制度が実施された明治５年（１８７２）までである。

○　記事は「防長」と「参考」とに区分し、儒学を中心に思想や学問・文芸

　の変遷を時代動向の中に辿った。特に幕末期は儒学的精神世界の解体過程

　として、洋学及び科学技術の受容状況に配慮した。また知的ネットワーク

　の掘り起しを図り、通常の年表には見られないコメントを附けたりした。

○　年次の確定しにくいものは、重要と思われる事項でも割愛するところが

　あった。

○　利用の利便を図り、巻末に“索引”等を附した。

○　近世防長儒学史の実態は現在探査の途中にあり、今後の研究・資料発掘

　により総合的で綿密な体系がもたらされることを望むものである。

○　太陽暦採用までは太陰暦による月日である。

○　記事採用においては、独自に探査したものの外、先学諸氏の業績あるい

　は教示に依捷させて頂いた。特に慶応義塾大学教授松村宏氏には特別に資

　料等の恵与を頂いた。ともに厚く感謝の意を表するものである。
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寛永５（１６２８）～正保元（１６４４）

近世防長儒学史関係年表

１

年 区分 記　　　　　　　　　　事

寛
永５

戊辰

防

長

○右田毛利元法、佐波郡右田村（現防府市）に郷校時観園を創設。

　　（安藤紀一「萩史料』）

豪
１４
五

院

長

０９月８日、言如（天樹院及び萩・平安寺開山）歿、７８才。

参

考

０１０月、島原の乱起る。

票
１６
晶

参

考

○林羅山「性理字義諺解』成る。

Ｏ「詩人玉屑」和刻刊。詩法書。

票
１８
害

参

考

○（明）盧允武「助語辞」和刻刊。

Ｈ

２
－；

防

長

０２月１４日、雲谷等益歿、５４才。長男等与相続。知行高３００石。

参

考

○「文章一貫」和刻刊。

○中江藤樹、この年はじめてｒ陽明全書』を読む。



正保４（１６４７）～慶安４（１６５１）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

蛋
４
麦

参

考

○山崎闇斎「闘異」成る。

Ｏ「唐才子伝」和刻刊。

○（元）陳師凱「書蔡氏伝旁通』和則刊。

昌

ド
ｊ

誓．

學

０１月３日、那波活所歿、５４才。

０８月２５日、中江藤樹歿、４１才。

○（元）黄鏃成「尚書通考」和刻刊。

嬰
２
云

防

長

○宇都宮遁庵（１７才）、岩国領主吉川広嘉の命により京都へ遊学、松永

　尺五へ入門。（桂芳樹「宇都宮蓮庵」）

参

考

０６月１５日、木下長鳴子歿、８１才。

○『焦氏筆乗』（明の焦呟が旧聞を考鐙したもの）和刻刊。

雲３
需

参

考

０５月６日、幕府大老酒井忠勝は岡山藩主池田光政に対し、花畠教場

　（岡山藩校）についで大勢あつまり候所もやう悪く候間御しめ可有

　候″と警告する。（「池田光政日記」）

○『伝習録』和刻刊。（『伝習録』は、後に正徳２年（１７１２）に三輪執斎

　の標注のものが刊行されて、広く読まれるようになった。）

○『列仙伝」和刻刊。

雲
？
喬

防

長

○三吉規為編「毛利秀元記」６巻６冊成る。

参

考

○藤原惺高『惺高先生文集』或る。

○林羅山「草賊前記」成る。

○朱熹『楚辞集注丿和刻刊。

－２－



年 区分 記　　　　　　　　　　事

雲
４

参　○『尨頭評註四書大全』刊゜

ヤ

恚２
置

参

考

○近松門左衛門生。～享保９年（１７２４）歿。７２才。

○永田善斎『謄余雑録』刊。

○『性理大全』７０巻５１冊和刻刊。

○『王陽明先生文録』和刻刊。

○ｒ野客叢書』和刻刊。

○『列女伝』和刻刊。

恚３
ボ

防

長

０２月、宇都宮悳庵、松永尺五門での業を卒えて岩国に帰る。帰途の旅

　行記ｒ岩邑紀行』がある。

０１１月２８日、三谷等宿歿、７８才。

参

考

０７月、隠元、門下の淘湛・独吼・大眉等を従えて来朝。

Ｈ

ズ－
ｌｉ

防

長

０１１月２日、雲谷等与・等爾・等室、禁裏造営の襖絵製作に参加、仕事

　を終えこの日帰国の途に善く。

器
２
Ｅａ

防

長

○火照院（臨済宗南禅寺派）落成。

参

考

０１２月１６日、金森宗和歿、７３才。

○松平直矩『大和守日記』、この年より起筆。

○山鹿素行『武教本論』成る。また『武教全書序』成る。素行３０才。

○『円機活法』（漢詩語彙集）刊。（菅得庵門下菊池耕斎校刊か）。

○『王注東城先生詩』和刻刊。

慶安４（１６５１）～明暦２（１６５６）

－

３－



明暦３（１６５７）～万治３（１６６０）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

明響

；４

防

長

○宇都宮避庵、岩国吉川家の儒官となる。

○宇都宮遷庵「岩邑紀行」成る。

参

考

０１月１８日、明暦の大火。

０１月２３日、林羅山歿、７５才。

０２月、徳川光圀、史局を江戸駒込に開き、「大日本史」編纂事業始ま

　る。史局を彰考館と名づけたのは寛文１２年（１６７２）のことである。

０２月１０日、新井白石生。～享保１０年（１７２５）。

○熊沢蕃山「大学或問」、この年成るか。

Ｏ「白氏長慶集」和刻刊。

明万

暦治

４元

戻
２
妥

参

考

○朱舜水、来朝。

○元政上人、身延（甲斐国）に旅行する。途次名古屋にて陳元貰に逢

　う。元賃は元政に袁中郎の詩を推賞する。

Ｏ「五車韻瑞」和刻刊。

○李廷雄編『文章軌範百家評林註釈」和則刊。

荼３
雫

賢
０９月、「万治制法」（長州藩基本法）発布。

参

考

○（明）梁橋「水川詩式』（詩作法書）和刻刊。

○（明）羅整庵「困知記』和刻刊。『困知記』は朱子の理の哲学を批判

　して気の哲学を主張したもの。文雅慶長の役で日本にもたらされた朝

　鮮星州願刻本を林羅山が筆写したものによる刊行。羅山による写本は

　現在内閣文庫にあり、朝鮮将来本は熊本県人吉高校にある。（阿部吉

　雄「江戸初期の文芸復興と朝鮮」「文学」１９６７　・　４月号）

○鵜飼石斎『韓文』・ｒ柳文』刊。（桂五十郎編「漢籍解題」による。）寛

　文４年刊か。

－４－



万治４（１６６１）～寛文４（１６６４）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

１１

⌒Ａ

ズフ；

覧
○宇都宮蕭庵「錦繍段抄」刊。

参

考

○林靖（守勝・読耕斎。林羅山の四男）歿。３８才。

○元歌上人『称心病課』成る。

○『五雑俎」和刻刊。

○黄柴山万福寺建立。

○この年、伊勢参り流行。

要
２
ＪＩ

防

長

○宇都宮逐庵「成君寺鐘銘」（成君寺は現玖珂郡本郷村にある）。

Ｏ「春定井検見之事」公布。

参

考

０２月、伊藤仁斎、古義堂開塾。

○（宋）羅大経『鶴林玉露』和刻刊。

要
３
箭

防

長

○雲谷等珊（２９才）、兄等与の養子となる。

参

考

○『元元唱和集』（元歌・陳元賃両人の漢詩集）刊。

○林羅山解・鵜飼石斎補「古文真宝後集諺解大成』刊。

要
４
毘

防

長

０４月１３日、独立（明僧）長崎より岩国に来て滞留、８月９日長崎に帰る。

０５月３日、雲谷等瑶、法橋となる。

○斎藤等室、高野山に画く。等室は岩国雲谷派画家。

参

考

０９月２６日、江村悳斎歿。１００才。

０１１月２８日、林春斎（羅山の子）、徳川光圀の招きによりその屋敷を訪

　ね、「本朝通艦』について議論をする。（春斎『国史館日録』）。

○元政「扶桑隠逸伝』刊。

Ｏ「陶靖節集」和刻刊。陶淵明の詩文集。菊池耕斎点。第３巻が詩。

○鵜飼石斎点『雑文』・『柳文』刊。（岩波『日本古典文学大辞典』によ

　る）。万治３年の項参照。

５－



寛文５（１６６４）～同７（１６６７）

年 賢 記　　　　　　　　　　事

要
５
芭

防

長

○宇都宮還庵「鮭頭評註古文真宝前集」刊。

○　同　「陰徳記序」成る。

参

考

○三宅石庵生。

寛

文

６

丙

午

防

長

○山田原教生。～元禄６年（１６９３）。

○生駒等寿（画家）長州藩に出仕。

参

考

０２月１６日、荻生胆来生。　～享保１３年（１７２８）。

０１０月３日、山鹿素行、幕府の忌諦するところとなり（保科正之の意見

　による）播磨国赤穂に流鵠される。

○山鹿素行「聖教要録」この年刊行か。（寛文５年の門人の序がある）。

○林驚峰、塾生の為のカリキュラム゛五科の制″一経学・読書・詩・

　文・和学一を定める。（『驚峰文集」第５１巻）。

○那波活所『活所遺稿』刊。６冊。

○（宋）釈悳洪『冷斎夜話』和刻刊。１０巻。

○『古今事文類聚』和刻刊。

○『文体明弁」和刻刊。

○『詩林広記』和刻刊。

翌

７

１４］

防

長

０３月、阿川毛利就方、玖珂郡高森村に大梅山通化寺（旧名大梅院）建

　立。黄壁宗。開山道明恵極。（安藤紀－「山田原欽』）。

０４月１２日、雲谷等与、法眼となる。

－６



寛文８（１６６８）～同１０（１６７０）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

寛

文

８

戊

申

防

長

０１月日１７日、雪谷等与歿、５７才。

０８月、道明悳極、病気静養の為に通化寺より萩に来り、妙峯庵に住す。

０１１月５日、斎藤等室歿。

○山県良斎（雪洞、長白。山県周南の父）京都に遊学す。

参

考

０５月１７日、雨森芳洲生。～宝暦５年（１７５５）。

○山科長安「日本古今人物史序」。（『日本古今人物史」は宇都宮遷庵著）。

○野間静軒『四時幽賞」刊。

○鵜飼石斎・安井真祐点「朱子語類大全」刊。１４０巻６０冊。江戸山形屋

　開板。（訓点は巻９０までか石斎、巻９１以下は真祐。誤読が多いといわ

　れる。それは俗語や方言の多い所為であつだ）。

Ｏ「北渓先生字義詳解』（『性理字義』）和刻刊。或は寛文１０年か。

Ｏ「南軒先生文集』和刻刊。

要
９
最

防

長

○宇都宮遷庵「日本古今人物史』刊。この書中の中川清秀伝か幕府の忌

　牌にふれ、延宝３年（１６７５）に禁固される。同年末赦免。（桂芳樹

　ｒ宇都宮週庵Ｊ）。

参

考

○山鹿素行「中朝事実序」。刊行は天和元年（１６８１）。

○野間静軒（三竹）「本朝詩英』刊。

○（明）顧夢麟「持経説約』２８巻和刻刊。

寛

文

１０

庚

戌

参

考

０４月２８日、伊藤東涯生。～元文３年（１７３８）。

○林羅山・林春斎（驚峰）「本朝通艦」成る。３１０巻。

Ｏ「唐詩訓解』（８冊本）和刻刊。（この書は以後寛文１１　・天和元・正

　徳５・宝暦４年と刊行された。元禄以前は「三体詩」・ｒ濠奎律髄』・

　「唐宋連珠詩格」がよく読まれて『唐詩訓解』はあまり読まれなかっ

　たが、元禄に入ってから次第に読まれるようにな・た。荻生胆来は元

　禄３年に「唐詩訓解」を手にして全巻筆写している。本書の板株を所

　有していたのは京都の書肆原田氏であった。）

０９月、『漬洛風雅」和刻刊。

○（宋）陳北渓「北渓先生性理字義」和刻刊。

－７



年 区分 記　　　　　　　　　　事

娶
１１
委

防

長

０４月３０日、雲谷等爾歿、５７才。墓は萩の徳隣寺にある。

要
１２
ｊＥ

防

長

０１２月２１日、安部吉左衛門春貞、翌春正月の書初め及び１１日の城内連歌

　会に陪席を命ぜらる。（『毛利十一代史』）

参

考

０５月２３日、石川丈山歿、９０才。

○荻生胆来、林家に入門す。７才。

○熊沢蕃山「集義和書」（初板本）刊。

○徳川光圀、史局を駒込から小石川に移し、「左伝」の杜預の序の゛彰

　往考来″から彰考館と名づける。

○南部南山（木下順庵門）長崎に赴く。

０１１月、独立、長崎の崇福寺に歿す。７７才。（書の弟子に北島雪山・深

　見玄岱がある）。

Ｏ「八種画譜」和刻刊。８巻。唐代の詩画帖８種を輯めたもの。宝永年

　間にも和訓される。

詐

と

－

Ｊ§

参

考

０３月、山鹿素行「孫子諺義」成る。

０４月３日．隠元歿、８２才。

○八尾板『史記評林』（無点）刊。

Ｏ「円機活法」和刻刊。

○この頃（延宝年前後）大名の歌舞伎見物が流行する。（参照ｒ松平大

　和守直矩日記』）

梁
２
１

参

考

○三宅観測生。～享保３年（１７１８）。三宅石庵の弟。

０１０月７日、狩野探幽歿、７３才。

○八尾板「史記評林」（付訓点）刊。

寛文１１（１６７１）～延宝２（１６７４）

－ ８－



延宝３（１６７５）～同６（１６７８）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

延
宝
３

乙
卯

防

長

○宇都宮遷庵、幕府の罪を得て近江国坂本に流される。年末赦免。（悳

　庵の詩「延宝四歳元旦擬古」による）。延宝８年にも流される（桂芳

　樹「宇都宮蒼庵』）。

参

考

○北村季吟「源氏物語湖月抄』刊。

○『周張全書」和刻刊。

笛４
雲

防

長

０５月、山田原欽、京都に上がり伊藤坦庵に師事。

０７月２８日、山田原欽、後水尾院に謁す。１１才。

○この年、藩負債銀１万２千貫目。

延

宝

５

丁

巳

防

長

０１月２９日、波多野等宥歿、５４才。雲谷派画家。

０６月、宇都宮遷庵、京から岩国へ帰る。

○小倉尚斎生。～元文２年（１７３７）。（山根華陽ｒ華陽先生文集』巻８）。

○長州藩、初めて藩札を発行。

○萩地方地震。

参

考

○中国僧心越（曹洞宗）来朝。後に水戸徳川家に招かれる。

○『江戸雀』刊。江戸最初の観光案内書。菱川師宣画。

延

宝

６

戊

午

防

長

○宇都宮廼庵注「鮭頭近思録』刊。

参

考

○梅室洞雲「詩律初学抄』刊。

○林業峰「本朝画史序」。（『本朝画史」は狩野山楽の遺稿をもとに狩野

　永納か編集したもので元禄４年刊）。

－９



年 劈 記　　　　　　　　　　事

延

宝

７

己

未

防

長

ＯＵ月８日、鷹司房輔室竹子（毛利秀就女。毛利綱広姉）歿。

０１１月１１日、山田原欽、世子毛利吉就の侍臣となり京都より江戸へ発足

　する。ｎ月２２日江戸着。年銀４貫目給付。

参

考

０２月、榊原篁洲「詩法授幼抄」刊。漢詩手引書。

０８月、荻生胆来、父方庵の流鏑に従って上総国長柄郡二宮庄本能村に

　移る。

Ｏｒ分類補註李太白詩』和刻刊。（元の蕭土賃が楊斎賢の集註に補註し

　たもの）。

延

宝

８

庚

申

防

長

０２月３日、鉄牛（瑞聖寺住持）より毛利就信宛書状。山田原欽の人物

　評を行っている。（安藤紀一「山田原欽ＪＰ．４８）

０２月、山田原欽「鐘秀亭記」。（鐘秀亭は松平大和守直矩の亭名。直矩

　は毛利綱広の従弟で、有名な「松平大和守日記」がある）。

０２月、山田原欽、藩の給費により再度京都に遊学。年銀２貫目給与。

○春、宇都宮遷庵、幕府の罪を得て近江国坂本に流される。天和２年赦

　免、京都に帰る。（ｒ岩邑年代記』。桂芳樹『宇都宮遷庵』）。

０１１月、安部吉左衛門春貞、長州藩の連歌宗匠となる。春貞は吉川惟足

　の門下。貞享２年、山田原欽等と「八江八景」を詠ず。

参

考

０５月５日、林驚峰歿、６３才。

０８月２３日、徳川綱吉、将軍となる。

０９月１４日、太宰春台生。～延享４年（１７４７）。

○熊沢蕃山「集義外書」この年頃までに成るか。

○貝原益軒『初学詩法』刊。

Ｏ「扶桑名勝詩集」刊。

託

⌒；

昌

防

長

０５月２７日、山田原欽、京都での修学を了え江戸に帰る。６月７日江戸着。

０７月７日、山田原欽「明視」、長州藩世子毛利吉就に提出。君主の心

　構えを説いたもの。（安藤紀一『山田原欽ＪＰ．６４に全文掲載）。

０１２月、毛利吉就襲封。

参

考

○山鹿素行ｒ中朝事実』刊。

○『花壇綱目」刊。

○山田喜兵衛纒『書籍目録大全』刊。

延宝７（１６７９）～天和元（１６８１）

－ １０－



天和２（１６８２）～同３（１６８３）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

天

和

２

壬

戌

防

長

０７月１０日、朝鮮信使赤関関着。一行４８５人，１５日赤間開発、１６日上ノ

　間着、１泊。

０８月２１日、朝鮮信使江戸着。宿舎馬喰町本誓寺。

０８月２９日及び９月２日、山田原欽、朝鮮使節中の学士李盤石等と筆談

　唱酬。（毛利吉就が対馬藩主宗義真に依頼して実現したもの）。

０１０月、山田原欽「韓客酬唱録」成る。

０１１月２９日、山田原欽、江戸より京都に上る。

○この年、馳走出米１４石懸り、百姓出銀石別３匁。

参

考

０４月１７日、朱舜水歿、８３才。

０５月２２日、池田光政歿、７４才。

０７月２８日、木下順庵、幕府儒官となる。

０９月１６日、山崎闇斎歿、６５才。

０１０月、西鶴『好色一代男』刊。

天

和

３

発

亥

防

長

０３月、毛利吉就、富谷等瑶筆「西湖図」屏風を幕府に猷ず。（『毛利十

　一代史」）

０４月、山田原欽「与貝原篤信書」。貝原篤信は益軒。（安藤紀－『山田

　原欽ＪＰ．８７）。｀｀有志於四方″が男児だと述べている。

０９月、伊藤坦庵「復軒説」。復軒は山田原欽に与えた号。（安藤紀一

　『山田原欽ＪＰ．８９に全文掲載）。

０１０月、山田原欽、京都より江戸へ帰る。

０１１月、宇都宮遷庵「蒙求詳説」刊。（延宝８年６月自序）。

参

考

０１月２８日、安藤東野生。～享保４年（１７１９）。

○閑５月、伊藤仁斎「語孟字義」成稿。

０９月２４日、服部南郭生。　～宝暦９年（１７５９）。

○安積漕泊、彰考館に入る。

○榊原篁洲「古文真宝前集諒解大成』刊。

○盧允武『鮭頚木助語辞』刊。

１１



貞享元（１６８４）～同２（１６８５）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

天貞

和享

４元

⌒２ｊ

－

甲

子

防

長

０７月１日、山田原欽、藩主吉就に従って越ヶ浜に遊び「遊腰浜記」を

　作る。（原欽「竜山集」収）

０８月、毛利網元「毛利甲斐守秀元公譜略』成る。

０９月、山田原欽、藩主の領内巡視に陪従する。

参

考

０１０月２１日、徳川吉宗生。～宝暦元年（１７５１）。

０１２月、幕府、天文方設置。幕府の綴暦所。（大崎正次綴「天文方関係

　資料」）。

○山本洞雲「太極図説諺解」刊。

○「二程全書」刊。

○幕府、時事を取り扱った出版物の取締りを発令。

○貞享の頃から享保にかけて「前句附」・「冠附」流行。料金１６文。（曳

　尾庵南竹「我衣」）。

貞

享

２

乙

丑

防

長

０１月１５日、斎藤閑渓歿。岩国の雲谷派画家。

０３月、山田原欽、藩主に従って出府の途次京都に留る。翌３年、藩主

　帰国に際し京都より陪従、萩に帰る。

○山田原欽・安部春貞・富谷等珊、｀｀萩八景″を選定し、「八江八景」を

　詠じ、画す。（藩主吉就の下命によるもの）。

参

考

○水戸藩士佐々木助三郎、防長両国の寺社旧記調査に来藩。「大日本史』

　史料蒐集。

０４月、伊藤仁斎『大学定本」成る。

０６月、「杜律集解」（新板）３巻６冊刊。（この書は既に万治２年

　（１６５９）に京都寺町四条下ル丸屋庄三郎より板行されている）。

０９月１５日、石田梅岩生。～延享元年（１７４４）。

０９月２６日、山鹿素行歿、６４才。

○ｒ京羽二重』刊。京都案内書。

○「広益書籍目録」刊。

○寂源和尚『高良山十景詩歌』正続刊。筑後国高良山に寄せた詩歌集。

　宇都宮漉庵・香川宣阿・山田原欽等が寄せた序・詩を収める。

○漢訳洋書の輸入取締強化される。

－１２－



年 区分 記　　　　　　　　　　事

貞

享

３

丙

寅

院

長

０２月、貞享検地始まる。　～翌４年。

０２月、山田原欽「送仁保玄珠序」。（原欽の詩論がうかがえる。安藤紀

　－「山田原欽ＪＰ．１１３）。

０４月１９日、井上玄徹歿、８５才。防長出身。曲直瀬玄朔に学び、徳川家

　光・同家綱の侍医となる。

０６月３日、萩の端の坊に時鐘を設ける。

０７月７日、津森等為歿。雲谷派画家。

参

考

○越智雲夢生。

○熊沢蕃山ｒ大学或問』成る。

○人見卜幽『東見記』刊。

○西鶴「好色五人女』・『好色一代女』・『本朝二十不孝』刊。

Ｏ「林和靖先生詩集丿和刻刊。

○（明）胡応麟『詩藪」和刻刊。詩論書。

貞

享

４

丁

卯

防

長

０３月、山田原欽、藩主に従って出府。

０４月、香川県継（梅月堂宣阿）、主君吉川氏に無断で仏門に入り、罰

　せられる。

０５月３日、山県周南生。～宝暦２年（１７５２）。

０７月１２日、三谷等休歿、７０才。雲谷派画家。

○秋、道明恵極、江戸瑞聖寺の住職となる。前住は鉄牛。この年、毛利

　吉就始めて恵極に会う。

参

考

０８月２９日、日野弘資歿。長府藩主毛利綱元の和歌の師。

０１０月、熊沢蕃山、下総国古河に禁固となる。

０１０月、芭蕉、『笈の小文」の旅に出る。

○契沖『万葉代匠記』初稿本この年成るか。（或は貞享５年か。精撰本

　は元禄３年成立）。

○村田通信『詩林良材』（６冊）刊。漢詩の語彙集。「円機活法」を材料

　にした手軽な類書であり、その和訳簡約版。（上野洋三「詩の流行と

　俳諧」「文学』１９７３・１１）。

貞享３（１６８６）～同４（１６８７）

－

１３－



元禄元（１６８８）～同２（１６８９）

年 賢 記　　　　　　　　　　事

貞元

享禄

５元

ｉ
／
３０－

戊

辰

防

長

０５月、山田原欽、藩主に従って萩に帰る。

０５月、山田原欽「勉賀屋玄張書」。

０９月、山田原欽、藩主に従って大寧寺に遊ぶ。「大寧十境」或る。

　　（大寧寺に原欽自筆「大寧十境詩巻」所蔵さる）。

○山田原軟「蹟竜蔵寺来歴記」（吉敷郡竜蔵寺）・「蹟仏舎利記」（「仏舎

　利記」は山内広直の作）。

○吉弘元常（徳山の人）、佐々宗淳と共に水戸藩彰考館総裁となる。

参

考

○平野金草生。～享保１７年（１７３２）。

０１１月１２日、柳沢保明（吉保）将軍の側用人となる。

○栗山潜蜂「保建大記』成る。（正徳６年刊）

○西鶴「日本永代蔵」刊。

○ｒ文答丿刊。（陳鐸曽『文章欧冶』のこと）。

○ｒ神異経』和刻刊。１巻。（漢の東方朔の名をかたった偽書）。

一瓦

禄

２

己

巳

防

長

０２月、山田原欽、藩主に従って出府。

○宇都宮遷庵「肥州平戸普門寺碑銘」。

○山田原欽「生霊亭記」（生雲亭は尾張徳川家分家松平摂津守義行の邸

　内にあった。義行は毛利綱広の女婿）。

○山田原欽「嘉会亭記」（嘉会亭は内藤紀伊守＝ｔ信の邸内にあった。＝ｔ

　信は毛利綱広の女婿）。

参

考

○三浦竹渓生。～宝暦６年（１７５６）。

○成島錦江生。～宝暦１０年（１７６０）。

○藪慎庵（震庵）生。～延享元年（１６２４）。

０３月、芭蕉、『奥の細道』の旅に出る。

０１１月、池川春海、江戸本所に天文台を開く。

○雨森芳洲．恵厳（心越門下）に師事す。

○林驚蜂『驚峰全集』１０５冊、刊。

○『皇明七才詩集解』和刻刊か。（陳継儒解・李士安補。７巻。明の古

　文辞派の総集）。元禄２年の祓がある。延享４年（１７４７）に覆刻。

１４－



元禄３（１６９０）～同４（１６９１）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

一冗

禄

３

庚

午

防

長

０６月、山田原欽、藩主に従って萩に帰る。

０８月、毛利元次、徳山藩主となる。

○宇都宮選庵「独楽園記」。（独楽園は津和野亀井氏の家老多胡氏の園）。

参

考

○高野蘭亭生。～宝暦７年（１７５７）。

○山井箆高生。～享保１３年（１７２８）。

０８月、「和則詩法入門」刊。

０１２月２２日、湯島聖堂落成。

○契沖「万葉代匠記」精撰本成る。（「万葉代匠記』が長州藩へもたらさ

　れたことを示すものとして、後年ではあるが山根華陽「華陽先生文集」

　巻九「題万葉代匠記写本巻末」がある。）

Ｏ「詞林意行集』刊。和文漢文による紀行文集。

一瓦

禄

４

辛

未

防

長

○山田原欽、藩主に従って出府。

０２月、東光寺創建。黄聚宗。開山道明恵極。

０８月、道明恵極、瑞聖寺住職を退き、北国に遊ぶ。８月２５日、悳極、

　河内国河内郡日下村大竜寺に入る。

参

考

０１月１３日、林鳳岡、蓄髪を命ぜられて、大学頭となる。

０８月１７日、熊沢蕃山歿、７３才。

○伊藤仁斎『童子問」第一稿本成る。

○藤原惶高「仮名性理』刊。

○狩野永納「本朝画伝』刊。後に「本朝画史」と改題。

○訓訳本「遊仙窟」刊。

－１５－



年 区分 記　　　　　　　　　　事

一冗

禄

５

壬

申

防

長

０１月２９日、栗栖等俐歿。雲谷派画家。

○小倉実操（尚斎）京都に遊学し、伊藤担庵の門に入る。（山田原欽の

　弟子）。

０７月６日、熊谷玄旦歿、６０才。医師。詩を能くする。

○秋、道明恵極、毛利吉就の招きにより東光寺に入山。（恵極は画も能

　くし「古画備考」にも載せられている。）

０１０月２１日、内藤以貫歿、６８才。或は元禄２年７月６日歿、６６才ともい

　う。

○岡島冠山、藩主毛利吉就に訳士として出仕する。（萩にも来たか。岩

　波版「日本古典文学大辞典」参照）。

参

考

０３月、『通俗三国志」首巻共５１巻刊。（小川環樹『中国小説史の研究』

　によると訳者は文山。（元）羅貫中の「李卓吾先生批評三国志」から

　の訳という。田中大観「大観随筆」によると、天竜寺の兄弟僧義轍・

　月堂による訳で、『三国志通俗演義』を基に正史の「三国志』を参考

　にしているという。徳田武「「通俗三国志』の作者について」は、み

　んな同一の人物だと見なしている。

０６月２日、荻生胆来、父方庵の赦免により流諭地より江戸に帰る。祖

　練２５才。芝増上寺門前にて開塾。

○雨森芳洲、長崎に赴いて上野玄貞に就いて華音を学ぶ。

○『広益書籍目録大全』刊。

一瓦
禄

６

発

酉

防

長

０７月１４日、山田原欽、江戸桜田長州藩邸にて自殺。２８才。

○坂時存（当時矢島姓）、氷上山興隆寺真光院の住職行海に従って京都

　に上る。

参

考

０８月１０日、井原西鶴歿、５２才。

０１２月、新井白石、徳川綱豊（後の将軍家宣）の侍講となる。

Ｏ「男重宝記』刊。

Ｏ「拾遺意行集」刊。和文漢文の紀行文集。

元禄５（１６９２）～同６（１６９３）

－ １６－



元禄７（１６９４）～同８（１６９５）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

一瓦

禄

７

甲

戌

防

長

０２月７日、藩主毛利吉就歿、２７才。

○岡島冠山、藩主吉就の死により長崎に帰る。

○春、道明恵極、長府に赴く。

０６月晦日、彰考館総裁吉弘元常歿、５３才。

○山県良斎、この年、新藩主吉広に従って一家で萩に移住か，

参

考

○太宰春台（１５才）、出石侯小出英利に仕う。

０６月４日、菱川師宣歿。

０１０月１２日、松尾芭蕉歿、５１才。

０１２月８日、柳沢吉保、老中となる。

○三好似山『広益助語辞集例」刊。

Ｏｒ語録字義』刊。『朱子語類』中の俗語の注釈書。

○（明）王世貞改編『世説新語補」和刻刊か。２０巻。

－冗

禄

８

乙

亥

防

長

０１０月、香川宣阿（梅月堂）「陰徳太平記序」。「陰徳太平記」成る（正

　徳２年刊）。

参

考

○伊藤東涯編『当世詩林』正続３巻１冊、元禄８年以降成る。宇都宮遷

　庵・小倉尚斎に関する記事が見える。

○伊藤仁斎ｒ語孟字義』の贋刻本、江戸で板行される。

○榊原篁洲「文法授幼紗』刊。林文会堂（林義端）等板行。

○西川如見「華夷通商考」刊。

○（朝鮮）柳成竜『懲登録』和刻刊。貝原益軒序。原本１７巻のうち本篇

　２巻のみを４巻にしての刻本。

Ｏ「通俗濃楚軍談』（章峰・徽庵訳）刊。瓢偉「西濃通俗演義」の訳。

　（徳田武氏は「通俗濃楚軍談』は日本における白話小説誦訳の嘆矢だ

　という。）

－１７－



元禄９（１６９６）～同１０（１６９７）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

－瓦
禄

９

丙

子

参

考

０８月２２日、荻生胆来、柳沢吉保に仕える。十五人扶持給与。胆来３１

　才。

０１１月１０日、荻生祖来、三宅休と結婚。媒酌人は細井広沢。

○太宰春台（１７才）、中野偽謙に入門。

○服部南郭（１４才）、京都より江戸に出る。

Ｏ「皇明通紀」刊。（「通俗元明軍談」の林義端の序によると、「皇明通

　紀』は岡島冠山の訓点校正になるという。）

Ｏ「梨霊館類定袁中郎全集」和刻刊。唐本のままの覆刻。

○宮川進達「和語円機活法」１１冊刊。

○河内屋利兵衛「増益書籍目録大全」刊。全６冊。当時市場に出まわっ

　ていた書物７，８００点の目録。

一瓦

禄

１０

丁

丑

防

長

○閑２月８日、鳩野宗巴歿、５７才。熊本藩医。萩出身。

０５月２日．朝枝玖珂（毅斎）生。～延享２年（１７４５）。（伊藤蘭隅

　「朝枝弘毅斎硝銘」）。

０５月、毛利網元「伊勢のっと序」。「伊勢のっと」の源豊常の紀行文。

０６月、長府覚苑寺創建。開山悦山。

○宇都宮遷庵「杜律集解詳説」成る。

○岩国領内寺社由来記まとまる。元禄８年１０月より着手したもの。

参

考

０３月４日、賀茂真淵生。～明和６年（１７６９）。

○五井蘭洲生。～宝暦１２年（１７６２）。

○三宅石庵、讃岐金比羅に赴く。（三宅観測の兄。懐徳堂初代学主）。

○『酉陽雑俎」和刻刊。（今村与志雄氏の東洋文庫「酉陽雑俎」解説に

　よると、この和刻本は中国でもっとも普及したｒ酉陽雑俎』刊本であ

　る明の毛晋の汲古閣刊の津逮秘書本の極めて忠実な騎刻であり、日本

　でもっともよく使用された刊本であるという。しかしその訓点は、点

　者か語学的に古典文章語や唐代の史実に暗かった為か、誤りが多いと

　述べている。）

－１８－



年 区分 記　　　　　　　　　　事

一冗

禄

１１

戊

寅

防

長

０３月３日、安部吉左衛門春貞歿、７７才。

○赤間関住書林坂本伊兵衛、「新編四島―注集」刊。

○東光寺、大雄宝殿建立。

参

考

０５月２０日、宇野明霞生。～延享２年（１７４５）。

０１２月２３日、木下順庵歿、７８才。

○鞍岡元昌（蘇山）、荻生胆来に入門。胆来は元昌に唐音を学ぶ。

Ｏ「博桑名賢文集」刊。

Ｏ「折板増益書籍目録』刊。

一
冗
禄
１２

己

卯

防

長

０１月、宇都宮廻庵「根笠行紀序」。根笠は現玖珂郡美川町。

○東光寺天主殿建立。

○藩士、家計困難甚し。

参

考

○『役者口三味線』刊。この書は、゛評判記″の型を決定づけた。

一冗

禄

１３

庚

辰

防

長

０１月、小倉尚斎「復軒先生行状」。復軒は山田原欽の号。

０３月、京都陶工丹波屋安兵衛、岩国に招かれ多田焼始まる。

０４月、徳山の長沼玄珍、京都に遊学し、伊藤仁斎に師事す。（『徳山市

　史』上）。

０７月、山県良斎（長白）、１０石増加されて禄高３０石となる。

０８月２０Ｈ、鉄牛歿、７３才。晋応禅師。長門須佐出身。木庵の弟子。

Ｏｎ月、宇都宮遷庵「藤村庸軒先生伝」（久須美疎庵「茶話指月集』収）。

○宇都宮避庵「三体詩詳解』刊。

参

考

○太宰春台、出石藩を勝手に致仕する。

０１２月６日、徳川光圀歿、７３才。

元禄１１（１６９８）～同１３（１７００）

－ １９－



元禄１４（１７０１）～同１６（１７０３）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

一瓦

禄

１４

辛

巳

防

長

○春、坂時存、嫡子雇により江戸方役人として初出仕。出府。（『遺産

　抄」）。

０５月８日、生駒等寿歿、７７才。雲谷派画家。寛永３年（１６２６）生。

参

考

０１月２５日、契沖歿、６２才。寛永１７年（１６４０）生。

○宇野士期生。～享保１６年（１７３１）。

○三宅石庵、大坂に開塾する。

０１２月、「桃源遺事」（「西山遺事」）成る。徳川光圀伝。

○林義端綱「文林良材』刊。伊藤東涯の「作文真訳」等を収める。

一冗
禄
１５

壬

午

防

長

０５月１６日、長冨等珍歿、７２才。雲谷派画家。

０６月２８日、津田東陽生。～宝暦４年（１７５４）。

　　　　　　　〈山根華陽「東陽君墓砺」（「華陽先生文集」巻八）〉

○杉岡就房「吉田物語」この年成るか。

参

考

０２月１９日、新井白石、自著「藩翰譜』を徳川綱豊（後将軍家宣）に献

　ず。

０７月２５日、中村場斎歿、７４才。

０１２月、「全国絵図」成る。

－瓦

禄

１６

突

未

防

長

○和智東郊生。～明和２年（１７６５）。

○坂大速（時速）生。

０２月、毛利元次「花玉集千句序・蹟」。（「花玉果千句」は風月高光端

　著）。

０４月、宇都宮遷庵「宮庄氏花園記」。

０５月、小田村郵山生。～明和３年（１７６６）。

０９月２８日、宇都宮遷庵徳山に赴き、藩主毛利元次と会見。１０月７日、

　岩国へ帰る。（桂芳樹『宇都宮廻庵』）。

０１０月、宇都宮悳庵「棲息堂記」。（宝永３年刊「徳山名勝』に収まる。

　棲息堂は毛利元次の書屋。）毛利元次「棲息堂記序」。

－２０－



元禄１６（１７０３）～宝永２（１７０５）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

一冗
禄
１６

発

未

参

考

０１月５日、荻生狙来・鞍岡蘇山（共に柳沢吉保の儒臣）将軍綱吉の前

　で「大学」を唐音で講ずる。

０５月７日、近松門左衛門「曽根崎心中」初演。（その道行の叙述は荻

　生狙来を感嘆させた。近世演劇史上画期的な意義を有する作品）。

○柳沢吉保、藩校文武教場を創設。荻生胆来を教授とす。

○荻生胆来、伊藤仁斎に書を送り教えを乞う。（吉川幸次郎は宝永元年

　の冬とする）。仁斎より返事なし。それにより胆来は反仁斎学にむか

　う。

ＯＨ月２２日、江戸大地震。震源地は小田原付近。２９日、｀｀地震火災″起

　る。

元宝
禄永
１７元

？
／
と？

甲
申

防

長

０１月、幕府より課役の江戸城修復工事着工。

０５月、宇都宮選庵『巌邑紀行」刊。

○長沼玄珍（徳山藩医）京都に遊学し、医学を修めるかたわら伊藤仁斎

　に入門。（「徳山市史」は元禄１３年とする）。

参

考

０２月１９日、初代市川団十郎歿、４５才。

０１２月２１日、柳沢吉保、甲斐に封ぜられる。１５万１千２百石。

○荻生胆来が明の古文辞派李挙竜・王世貞の文集に初めて接したのはこ

　の年頃か。宝永初年という。祖来が朱子学から脱却する契機をなす。

宝

永

２

乙

酉

防

長

○山県周南、荻生胆来の門に入る。

０９月、宇都宮選庵、毛利元次の招きにより徳山に赴く。（桂芳樹『宇

　都官選庵』）。

０１０月２２日、雲谷等瑶宅（堀内）から出火。類焼平安古に及ぶ。

０１２月３日、初代三輪休雪歿、７６才。

参

考

０３月１２日、伊藤仁斎歿、７９才。寛永４年（１６２７）生。

○荻生胆来、明の李挙竜・王世貞の文集に接し、独自の儒学説構築に向

　う。

　　　く山県周南「学館功令」に゛我胆練先生年方四十、始修古文辞、蓋

　　　十年作弁道。″（『周南先生文集』巻九）とある。〉

－２１－



年 区分 記　　　　　　　　　　事

宝
永
２

乙
酉

参

考

○荻生胆来、中野偽謙宛書噴（『胆肺集』巻十）。西遊記・水滸伝・西廂

　記等を唐音を学ぶ為の教科書だとしている。

○伊藤仁斎ｒ語孟字義』刊。２巻２冊。林景恋文進後記。

○陳元賃「老子経過考」刊。２巻４冊。

Ｏ「覚後棒」（一名「肉蒲団」）訓訳刊。白話小説。（徳田武氏は、この

　年刊に疑問を呈している）。

○一顎訳「通俗南北朝軍談』・「通俗北魏南梁軍談」刊。

○岡島冠山訳『通俗元明軍談』刊。（「皇朝英烈伝」の蕪訳）。

○伊勢お蔭参り流行し、３６２万人に達したという。

宝

永

３

丙

戌

防

長

０５月、小倉尚斎、藩主吉就に従って萩に帰り、儒艮に列す。

０５月、宇都宮悳庵「極楽寺亭子記」。

○杉岡就房歿、８１才。『吉田物語』の作者。

○伊藤梅宇、徳山藩主毛利元次の招きにより徳山に来るか。（「徳山市史』

　上には、４月に伊藤東涯徳山に来るとあるが疑問）。

０１１月２７日、山県良斎、御伽衆となり、手廻組に加えられる。

○この年、山県周南、「梁渓雑談」を筆写す。（吉田樟堂文庫『周南余音」

　による）。

○「徳山名勝」刊。宝永３年４月、伊藤東涯序。宇都宮蓋庵「棲息堂

　記ム同「松屋十八景詩」、桂方直「松屋十八景詩」、長沼玄珍「徳山

　府記」、毛利元次「造石記」等を収める。

○検見仕法を公布。

参

考

０３月、『草蘇州集』（「須渓先生校本霖蘇州集」）和刻刊。（校合がよく

　ないという）。

○安藤東野、胆来に入門したのはこの年か。

０９月、荻生胆来、主命により田中桐江と甲府に赴く。山県周南・安藤

　東野「送序」を作る。（阻来はこの旅行記「風流使者記」を著し、後

　に改稿して「峡中紀行」とする。）

○荻生方庵歿、８１才。咀来の父。

○新井白石「俳優考」成る。

○『末書』・『梁書』・『陳書』和則刊。（柳沢吉保による出版。荻生胆来

　関係する）。

宝永２（１７０５）～同３（１７０６）

－ ２２－



年 区分 記　　　　　　　　　　事

宝

永

４

丁

亥

防

長

０３月１６日、山県東門（周南の兄）江戸遊学中病死、２９才。

○春、毛利綱元編歌集「七石集』成る。

０７月１６日、桑原幽宅歿。岩国の狩野派画家。

０９月、言外和尚歿、７８才。萩の平安寺住職。「宝訓集」の著作がある。

０１０月１０日、宇都官選庵歿、７５才。寛永１０年生。（松崎孝之「宇都宮遵

　庵墓誌銘」）。

○毛利元次、伊藤東涯・同梅宇に各五人扶持を給す。（「徳山略記』。渡

　辺憲司『毛利元次文化圏考」参照）。

○毛利元次「塩鉄論序」。「塩鉄論』は伊藤東涯校及び訓点で宝永５年刊。

０１１月、毛利吉元襲封。毛利網元の長子。（右田毛利広政はこの年２２才）。

○『胆採集』に収める荻生胆来「与左吻真」の第一書・第二書はこの年

　か。左洵真は佐々木縮往。第一書は岩波『日本思想大系・荻生胆昧」

　に収める。

○安藤東野が佐々木縮往の圏「太華図」及び詩「瑞鵡鳩」を見て「寄吻

　真佐先生辞並序」を作ったのはこの年か。（『東野遺稿』）。

○毛利元次「徳山名勝』刊。（宝永３年か）

参

考

０２月２９日、其角歿、４７才。寛文元年生。

０９月、伊藤仁斎『童子問』刊。

０９月、荻生祖来、悦峰に唐音を習う。（悦峰は柳沢吉保の参禅の師。

　宝永４年５月万福寺の住職となる。黄梁８代。この年９月頃江戸に来

　る）。

○伊藤東涯編著ｒ古学先生礪銘行状』刊。

０１１月２３日、富士山大噴火。

宝
永
５

戊
子

防

長

０３月１５日、富士山噴火被害修補金７，３８８両を幕府に献ず。

０６月６日、山県周南、胆来門を卒業して萩に帰る。２月か３月頃江戸

　発、途中京都に寄り伊藤東涯に会う。当時京都は大火の後であった。

　（胆来宛和文書状による）。

○荻生胆来「次公字叙贈行」（「阻採集」巷十。次公とは山県周南のこと）。

○荻生胆来「与県雲洞」第一書（ｒ胆採集』巻二十七。雪洞は山県良斎

　のこと）。

○荻生胆来「与都三近」（『胆採集丿巻二峰七。三近は宇都宮遁庵のこと）。

宝永４（１７０７）～同５（１７０８）

－ ２３－



宝永５（１７０８）～同６（１７０９）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

宝

永

５

戊

子

防

長

○毛利元次序「塩鉄論丿刊。宝永５年伊藤東涯咳。東涯の校及び訓点。

○伊藤東涯「棲息堂坐右蹟」を毛利元次の需めに応じて作る。

参

考

０３月１２日、湯浅常山生。～天明元年（１７８１）。

０５月、貝原益軒『大和本草』成る。

０８月２４日、伊藤坦庵歿、８６才。

０８月２８日、シドチ、屋久島に来着。

○秋、岡島冠山、大坂に赴く。

○毛利貞斎『訓蒙助語辞諺解大成」刊。

０１２月２４日、関孝和歿、６７才。

宝

永

６

己

丑

防

長

０３月１日、毛利網元歿、６０才。長府藩主。歌人。

○春、小倉尚斎出府（山県周南より荻生胆来宛書状による）。林鳳岡の

　門に入る。

０７月２９日、悦山歿、８１才。長府覚苑寺開山。

○滝鶴台生。～安永２年（１７７３）。

○雲谷等珊隠居し、長男等鶴嗣ぐ。

○山県良斎「復荻生先生」（「周南先生文集」巻十）。山県周南の代作。

　宇都宮悳庵の死を報じている。

○荻生胆来「与県次公（第一書）」（「祖採集」巻二十一）。周南は師胆

　来の肺患の養生の為に猪・鹿肉を桶につめて江戸に送った。それは在

　府中の坂時存によって胆来へ届けられた。それらの事はこの胆来の書

　噴や周南より胆来宛の書状によって知られる。）

Ｏ「徳山雑吟」刊。漢詩・和歌集。毛利元次以下の作品。宝永７年の林

　義端の践がある。（この書を宝永６年刊とするのは『山口県文化史年

　表」による）。宝永７年刊か。

－２４－



年 区分 記　　　　　　　　　　事

宝
永
６

己
丑

参

考

０１月１０日、将軍徳川綱吉歿、６４才。

０１月、新井白石、将軍徳川家宣の政治顧問の地位に就く。

０６月３日、柳沢吉保隠居する。

０８月カ、荻生胆来（４４才）、江戸日本橋茅場町に私宅を構える。（雅

　園の由来）。

０１１月、新井白石、シドチを訊問。

○熊沢蕃山「集義外書」刊。　１６巻。

宝

永

７

庚

寅

防

長

０１月ヵ、右田毛利広政、国元加判役となる。（或は前年１２月か）

○山県良斎「復荻生先生（第二書）」（「周南文集」巻十）この年か。周

　南の代作。

○安藤東野「与県次公（第二書）」（「東野遺稿』下）。東野が肺患養生の

　為に養父安藤氏宅に移ったと報じている。

○毛利元次『徳山雑吟』刊。（岩波「国書総目録」による。宝永６年の

　項参照）。

０１２月１７日、国重三郎兵衛政恒歿、７２才。又は７３才。「温故私記』の著

　者。

参

考

０２月、安藤東野、柳沢家を致仕する。（平石直昭「荻生狙抹年譜考』。

　組来及びその周辺者の記事年時は主として本書による）。

０３月２１日、中院通茂歿、８０才。堂上歌人。毛利網元の師（和智東郊

　『東郊座右記』による）。

○服部南郭、この年荻生祖来に入門か。（平石直昭『荻生胆練年譜考』）。

○岡島冠山、上方より江戸に帰る。

○伊藤東涯『経史博論』成稿。元文２年（１７３７）刊。

０１２月、江戸大火。

宝正

永徳

８元

防

長

○春、亀谷小兵衛「授時暦諺解」刊。毛利元次序。

０８月２３日、藩主吉元、朝鮮信使饗応の為に長府に着す。

０８月２９日、朝鮮信使赤間間着。同夜阿弥陀寺にて饗応。藩の責任者は

　右田毛利広政。山県周南、藩命により赤間関に赴き筆談詩文唱酬を行

　う。周南は春以来病気となり中村玄与の薬を服用していたが、恢復し

　ないまま赤間関に出張した（周南より祖来宛の書状による）。

宝永６（１７０９）～正徳元（１７１１）

－ ２５－



年 区分 記　　　　　　　　　　事

宝正

永徳

８元

？
／
２５－

辛

卯

防

長

０９月１日、吉元長府発、３日萩帰城。

０９月３日、朝鮮信使赤間開発。同日上の関泊。（１０月１８日、京都東本

　願寺着）。

○小倉尚斎、江戸にて朝鮮信使一行の学士と詩文応酬。

○荻生胆来「与県雲澗（第二書）」（『胆採集』巻二十七）。胆来は、自己

　の学者としての方向を吐露している）。

○荻生胆来「与県次公（第二書）」（「胆採集」巻二十一）。周南か、幕府

　新政の機運に乗じて先生も政治的に活躍されてはどうかとすすめてき

　たのに対し、その気のないことを伝えている。

○荻生胆来「与県次公（第三書）」（「胆棟梁」巻二十一）。周南が伊藤東

　涯に｀｀納交″したいと伝えたのに対し、快く許可している。

０１０月２０日、荻生胆来「与県次公（第四書）」（「祖採集」巻二十一）。

０１２月１日、荻生胆来「与県次公（第五書）」（「胆採集」巻二十一）。安

　藤東野が上洛しようとしたが、金が無いので中止したことを伝えてい

　る。

○安藤東野「与次公（第二書）」（「東野遺稿下）。文章について周南と論

　争。

参

考

０２月７日、幕府、新井白石の建議により朝鮮使節の待遇を改める。

０３月２５日、室鳩巣・三宅観瀾、幕府の儒官となる。

０９月、入江若水、朝鮮使節と詩文酬唱。

０１０月、荻生胆来、中国語学習会「訳社」を始める。講師岡島冠山。

　（『胆採集』巻十八に「訳社約」を収める）。

○太宰春台（３２才）、荻生胆来に入門。（湯浅常山「文会雑記』によれば、

　春台入門時に胆来「学則」第一則は出来ていたという）。

○荻生胆来『訳文茎蹄」刊。漢和辞典というべきもの。「訳文茎蹄題言

　十則」はこの年成るか（吉川幸次郎「祖採学案」による）。岩波ｒ日

　本文学大辞典』は「訳文答蹄」刊を正徳４～５年とする。

○服部南郭、この年荻生胆来に入門か（日野竜夫「文人の成立」）。

○中井整庵、三宅石庵の門に入る。

０５月８日、林義端九成歿。（書肆名は林文会堂。伊藤仁斎の弟子）。

正徳元（１７１１）

－

２６－



年 区分 記　　　　　　　　　　事

宝正

永徳

８元

参

考

Ｏ「鶏林唱和巣」刊。木下順庵門下生を主とした朝鮮使節との唱和果。

　（正徳２年にも刊）。

Ｏ「朱子文集』（『晦庵先生朱文公文集』）和刻刊。浅見絹斎校点。明の

　嘉靖刊本を原とする。正徳板。

Ｏｒ佩文韻府」（清康煕帝勅選）成る。（漢詩作成語彙集といったもの）。

正

徳

２

壬

辰

防

長

０１月２１日、帰国の朝鮮信使赤間間着。毛利広政饗応の為出張。山県周

　南、藩命により赤間間に赴き詩文応酬、文名を挙げる。（信使往還両

　度の周南の詩文を含む祖来門下の応酬詩文は「問楢崎賞』として刊

　行）。

○雲谷等恕、家督を等全に譲り隠居。

０１２月、宍道玄蕃就晴、当職を退く。

○「陰徳太平記』刊。（「通俗日本全史」に収まる）。

参

考

○山田麟嶼生。～享保２０年（１７３５）。

０９月、伊藤仁斎「論語古義」刊。

０１０月１４日、将軍徳川家宣歿、５１才。

○安藤東野、増上寺門前駒込白山で開塾（自責書屋）、繁昌す。

Ｏ「問楢崎賞』刊。（家鳩巣『鳩巣小説』参照。この書の刊行をめぐる

　当時の知識人間の雰囲気がわかる）。

○荻生胆来「題問楢篇首」（「胆採集』巻十九）。

○荻生胆来「広陵問嵯録序」（「胆採集』巻八）。

○荻生胆来「顔園十筆』の第七筆成る。

○ｒ問楢二種』（『問嵯崎賞』及びｒ広陵問機軸』より成る）刊。

○松室松峡、伊藤束涯に入門。

○新井白石『読史余滴』成る。白石５６才。この書は享保８年頃より世に

　流布す。

○王陽明『伝習録』和刻刊。三輪執斎標註。（『伝習録』は慶安３年

　（１６５０）和則既刊）。

正徳元（１７１１）～同２（１７１２）

－ ２７－



正徳３（１７１３）～同４（１７１４）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

正

徳
３

娶

巳

防

長

０３月、藩財政困難により半知を令す。藩負債銀５万貫目。

○和智東郊（１１才）、世子毛利宗元の小姓となる。

○荻生胆来「与県次公（第六書）」（「祖採集』巻二十一）。

○宇都宮遷庵「悳庵詩集』刊。野々宮恕方編。宇都宮圭斎序。

０１１月、江戸浅草鳥越の長州藩邸焼失。

参

考

０１月或は２月、田中桐江、同僚を切って柳沢藩邸を逃亡する。

０９月、荻生胆来、佐々立慶女と再婚。

○山井座高、荻生胆来に入門。

Ｏ「大明一統志」和則刊。陰山東門点。

正

徳

４

甲

午

防

長

０６月朔日、毛利広政、江戸加判役となる。

○小田村鄭山（１２才）、三田尻より萩に出て山県周南に入門。（山根華陽

　「鄙山田君墓砺」『華陽先生文集」巻八）。

○荻生胆来「与県次公」（「但採集拾遺」）。

○この年始めは半知を令したが、藩士困窮の為に１／４を免除し、高百石

　につき現米５石宛を返す。米価高値になったことによる。

参

考

０１月、安藤東野「農園随筆序」。

０１月、荻生胆来「雅園随筆」５巻刊。（その第五巻は「文戒」で、初

　稿名は「文罫」）。胆来はまだこの書では朱子学に立っていて、伊藤仁

　斎を攻撃している。後に胆来はこの書を未熟の時の著作として否定す

　る（『胆棟先生答問書」下）。

０５月１６日、幕府、新井白石の建議により正徳金銀改鋳発令。

○荻生胆来、牛込への転居はこの年か。

○貝原益軒『大疑録」成る。朱子学への疑念を述べる。

０８月２７日、貝原益軒歿、８５才。寛永７年（１６３０）生。

０１０月、荻生胆来「国恩靖遺稿序」（「胆採集」巻八）。

０１０月、荻生胆来、「憲廟実録」（憲廟は徳川綱吉を指す）完成の功によ

　り百石加増されて禄五百石となる。

０１１月２日、柳沢吉保歿、５７才。万治元年（１６５８）生。

０１２月力、雨森芳洲、子息顕允を荻生胆来に入門させる。（顕允は翌年

　３月、父芳洲の意志で胆来門を退き対島に帰る。当時芳洲は江戸に来

－２８－



年 区分 記　　　　　　　　　　事

正

徳
４

甲
午

参

考

　て組来・中野偽謙・岡島冠山等と交遊。）

○穂積以貫、伊藤東涯に入門。

○伊藤仁斎「大学定本」・「中庸発揮」刊。この刊本には伊藤東涯の補訂

　が加わる。

○松崎祐之編「唐宋名家史論奇紗」刊。

○『唐王右丞詩集』和刻刊。王右丞は王椎のこと。

正

徳

５

乙

未

防

長

０３月、荻生胆来「与県次公（第七書）」（「胆採集」巻二十一）。胆来は

　「雌園随筆」を周南に贈り、服部南郭・平野金華の入門を報じている。

○山県周南「答胆採先生」（「周南先生文集」巻十）はこの年か。

○荻生胆来「送長藩医仲邨玄与序」（『胆採集』巻十）はこの年か。

参

考

０１月、荻生胆来『訳文篆蹄』初編６巻６冊刊。語学沓。後編３巻は寛

　政８年（１７９６）刊。後編を胆来著とするのは疑問とされている。（宝

　永８年・正徳元年の記事参考）。

○荻生胆来「送雨森顕允序」（『胆採集』巻十）。

０３月、胆来５０歳の賀宴が牛込の胆来宅で開かれる。

○水戸藩彰考館総裁大井貞広（松隣）、藩主綱條の名で「大日本史序」

　を作る。「大日本史』紀伝脱稿し享保５年幕府に猷ず。志表の編修は

　困難を極め、明治３９年に至ってｒ大日本史』全４０２巻完成す。

○井沢婚竜子『広益俗説弁」成る。

Ｏ「買浪仙長江集』和則刊。貰浪仙は唐の賢島。

正享
徳保
び

ｊ
－

；

防

長

０１月７日、山県周南、林鳳岡の宅において七言絶句の漢詩（賦庭樹発

　春輝）を賦したのはこの年か。或いは享保１３年か。吉田禅堂文庫「山

　県家文書Ｊ（山口県文書館）には享保申年作と記す。この年１月はま

　だ正徳である。享保１３年にしても藩主は萩に居り、周南が江戸で越年

　したとも考えにくい。（詩は『周南先生文集」巻四にある）。

０１月２０日、雲谷等宥歿、５７才。

０４月１１日、朝枝玖珂（毅斎）、上京して伊藤東涯に入門。

０４月、二代目島田智庵（貫通）、上京して外科医浅井周廸に学び、ま

　た松岡玄達に師事して本草学を学ぶ。享保２年萩に帰る。

正徳４（１７１４）～享保元（１７１６）

－ ２９



享保元（１７１６）～同２（１７１７）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

正享

徳操

６元

防

長

０４月、徳山藩改易。藩主毛利元次、新庄藩主戸沢氏に預けらる。（江

　戸における元次の評判については、室鳩巣『鳩巣小説』参照）。

０９月２８日、坂時存、当役用所役となる。享保３年８月まで永田瀬兵衛

　政純と同役。

０１２月、山内広通は当役、桂広保は当職となる。

参

考

０５月１日、徳川吉宗、宗家相続。

○入江若水、京都に移る。

○蕪村生。～天明３年（１７８３）。

○新井白石「古史通』成る。

○人見友竹編「重鎮文家必用」刊。

○伊藤東涯「助辞考』贋刻本刊。書肆柏屋勘右衛門。

○岡島冠山『唐話纂要」５巻刊。高瀬学山序。この書は唐音学習書とし

　て有名になる。享保３年に６巻本で再刊。

○『武将感状記」刊。武士の逸話集。

享

保

２

丁

酉

防

長

０５月１１日、山県周南、唐船追払い用務として赤間関に出張、同２６日萩

　に帰る。（吉田樟堂文庫「山県家系譜」）。

０９月、山県周南、藩主の侍読として参勤に従って出府。

０１１月、山県周南、林家へ入門。（前出「山県家系譜」）。

○荻生胆来「与県次公（第八書）」（『狙棟梁』巻二十一）。

参

考

０１月、江戸大火。

０２月、生島春卿（後の陶山南涛）、伊藤東灘に入門。

○春、肥後藩儒藪震庵、荻生胆来を訪問。

○荻生胆来「与藪震庵（第一書）」（「祖採集丿巻二十三）。震庵の疑問に

　答えたもの。朱子学を批判し、胆来の学問的立場を述べる。「答屈景

　山」（『胆採集』巻二十七）とともに重要。

０７月、荻生胆来「弁道」脱稿か。末尾に｀｀享保丁酉秋七月望物茂卿″

　とある。阻来５２才。『弁道』は『弁名」とともに元文２年（１７３７）に

　刊行される。

０９月下旬、安藤東野・太宰春台・山井座高、武蔵国久良岐郡弘明寺村

　に根本武夷を訪ね、湘南に遊ぶ。

－３０－



享保２（１７１７）～同３（１７１８）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

参

考

○伊藤東涯「訓幼字義』成る。宝暦９年（１７５９）刊。

○松井河楽「詩法要略」刊。初学者向きの作詩作法書。

○この年、中国持ち渡り「皇濤経解」を幕府購入す。

享

保

３

戊

戌

防

長

０２月１１日．周防国山代諸村（現玖珂郡及び都濃郡）百姓一揆起る。

０２月２３日、朝枝玖珂、伊藤蘭嶼と「周官」の研究を始める。（中村幸

　彦「古義堂の小説家達」「中村幸彦著述集』第７巻）。

０４月、荻生胆来「贈長大夫右田君」（「胆採集』巻十六）。長大夫右田

　君とは毛利広政。当時江戸加判役として藩主吉元に従って在江戸。広

　政か周南を介して道とは何か、政治とは何かを問うてきたのに答えた

　もの。

○島田智庵（３０才）、江戸勤番として出府。享保５年まで在江戸。

○永田瀬兵衛政純、御什書用係（毛利家古文書整理係）となる。彼によっ

　てまとめられたものは『大日本古文書家別第８巻毛利家文書』として

　東大史料編纂所より刊行。

○小倉尚斎撰『唐詩趣」成る。尚斎自序及び雨森芳洲序。享保５年刊。

○冬、山県周南、毛利広政に従って山口の酒造家松本家に宿る。（『周南

　文集」巻四）。

０１２月１３日、朝枝玖珂、備後国福山藩儒官として福山に赴く伊藤梅宇に

　　｀｀送序″を贈る。

参

考

○春、服部南郭（３６才）、柳沢家を致仕して上野不忍池の側に住む。芙

　薬館（日野龍夫「文人の成立」）。以後数年間生活困窮す。享保８年１０

　月に火災に遣い、家財一切を失い山王町（現中央区銀座八丁目）に仮

　寓するが、そこも同９年１月３０日に火災に遭い、富山町（現港区西久

　保広町）に移る。

○荻生胆来、この年頃『論語微』成稿。刊行は元文５年（１７４０）。また

　「大学解」・『中庸解」に着手。この刊行は宝暦３年（１７５３）。

○荻生胆来、宿病の肺病で一時危険状態になる。

０１２月、伊藤梅宇（東涯の弟）、備後福山藩に聘されて福山に赴く。

３１－



享保４（１７１９）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

享

保

４

己

亥

防

長

０１月２日、藩校明倫館開館。祭酒（学頭）小倉尚斎。尚斎は当時江戸

　に在り、帰国して出勤するまでの間、草場兵蔵（居敬）・佐々木源左

　衛門が学頭役を勤める。尚斎は７月２２日に明倫館構内役屋敷に入る。

０３月５日、小田村文助（齢山。１７才）選ばれて廟司役として明倫館に

　入学す。

０３月、山県周南、参勤に従って出府。

○山県周南、江戸にて小倉尚斎編ｒ唐詩趣』に序す。（「稿本周南先生文

　集」巻五）。

○八谷忠勤（後の津田東陽）、明倫館に入学す。

０６月１５日、山根七郎左衛門（華陽。１７才）、越氏塾より書物方として

　明倫館に入学。

０８月１８日、朝鮮信使赤間関に着。小倉尚斎・山根華陽等詩文応酬。（こ

　の時の応酬詩文は後に伊藤東涯序『両国唱和集』として刊行される）。

０９月５日、朝枝玖珂、大坂で信使一行と詩文唱和（伊藤宜斎等東涯門

　と共に）。

ＯＨ月１９日、毛利元次歿、４９才。

○山県周南「明倫館落成祭先聖告文」。

○同上「明倫館釈菜祝文」。

参

考

０３月、伊藤東涯、松室松峡同伴、和泉国堺に赴く。

０４月１３日、安藤東野、肺患により歿、３７才。

　　　く山県周南゛哭東壁二首″（『周南先生文集』巻四）、服部南郭｀｀哭

　　　勝東壁十首″（『南郭先生文集初編」巻三〉

０６月、平野金華、三河国刈谷藩に聘されて木曾街道を通り三河に赴

　く。６月１５日、金華送別の宴開催。山県周南゛東都送平子和之参州″

　（『周南先生文集丿巻四）。

０８月１５日、佐藤直方歿、７０才。慶安３年（１６５０）生。

○服部南郭、不忍池より本郷に移る。

○荻生胆来、肺患恢復にむかう。

○冬、三浦竹渓、柳沢家を致仕。

Ｏｎ月、荻生胆来、「旧事本紀解序」（「胆採集」巻八）。祖来が、聖人の

　道と日本の神道とをどのように考えていたかを知ることができる。山

３２－



年 区分 記　　　　　　　　　　事

享

保

４

参

考

　県周南の『為学初問』冒頭の神道論に影響を与えたといえる。

○穂積以貫「助語辞俗解」成る。

○岡島冠山編「太平記演義』刊。「太平記」の白話訳。

享

保

５

庚

子

防

長

○山県周南、藩主に従って萩に帰る。

○荻生祖来「与県次公」（「祖採集拾遺』中の第一書）この年頃か。論語

　微・弁道・弁名を著わした意図を述べ、組採学の要点を伝えている。

　その内容や用語は、咀来が藪震庵にあてた書噴（「祖採集」第二十三

　巻中の第七書）と同じ。

０７月、藩主吉元、家臣に毛利家が発給した文書の写しの提出を命じ、

　『閥閲録」の編纂に着手。享保１１年成就。

○林東洪（ｎ才）、明倫館に入学。

○田坂潭山生。～宝暦８年（１７５８）。

○雲谷等直、山県周南に師事、家業である画業を廃して儒家として立つ

　ことを藩に願い出で許可を得、繁沢権兵衛規直（南塘）と改名。（繁

　沢豊城の養父）。

○小倉尚斎綱『唐詩趣』刊。

Ｏ「両国唱和集」刊。伊藤東涯序。

参

考

０５月、荻生胆来、赤城へ移転。神楽坂の付近。翌６年類焼。

○秋、服部南郭、本郷より増上寺門前三島町へ移転。

０９月より山井箆高・根本武夷による足利学校でのｒ七経孟子孜文』の

　仕事始まる。享保８年１０月完了。

０１０月、伊藤仁斎「孟子古義」刊。

Ｏ「康煕字典」渡来するか。山県周南「唐本目録』による。（中村幸彦

　「都賀庭鐘の中国趣味丿参照）。同字典は１７１６年に完成したもの。

　　　｀｀享保五年辛丑秋閑七月、京尹松平伊賀守上京、東公以伊賀守為

　　　使、猷字典及十三経註疏於朝廷、此時字典二部始渡ご

　辛丑は享保６年になり、７月に閏月がある。享保６年渡来か。

○荻生胆来編「唐後詩丿刊。明古文辞派の総詩集。服部南郭序。原題

　『唐詩典刑』。咀来はこれをもって詩の典範を示そうとしたのである。

○幕府、洋書輸入の禁を緩める。

享保４（１７１９）～同５（１７２０）

－ ３３－



享保６（１７２１）～同７（１７２２）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

享

保

６

辛

丑

防

長

○津田東陽・山根華陽、京都に遊学し伊藤東涯に入門。

○小倉実廉（鹿門）、越子塾より明倫館に入学する。

○仲子岐陽生。～明和２年（１７６５）。

　　　〈山根華陽「岐陽仲子君墓硝」〉

０４月２３日（或は８月２４日）道明悳極歿、９《）才。寛永９年（１６３２）生。

○和智東郊、世子毛利宗元の死（４月）により萩に帰り、３年間喪に服

　す。

○閑７月、山県周南宛伊藤東涯書状はこの年か。（吉田樟堂文庫ｒ山県

　家文書」）。半紙十帖を土産として貰ったことへの礼状。

０１０月、山県周南宛伊藤東涯書状この年か。（吉田樟堂文庫前掲書）。津

　田東陽・山根華陽の勉学振りを伝え、佐々木縮往の絵を所望している。

参

考

０３月４日、荻生胆来、居宅類焼し市ヶ谷大住町に移転とするも、平石

　直昭「荻生胆浹年譜考』は、火事にあわなかったことを考疸。

０３月４日、太宰春台、居宅類焼。

○荻生胆来、将軍吉宗から「六諭街議」の訓点を命じられる。

○荻生胆来「太平策」この年の８～９月頃成るか。（平石直昭「荻生胆

　抹年譜考」）。

○入江若水訳「通俗両国志』刊。「大宋中興通俗演義」の訳。

享

保

７

壬

寅

防

長

０１月３日、安部信貞歿、６６才。連歌師。

○滝鶴台（１４才）、明倫館に入学。

○雲谷等恕歿、８４才。

０１１月、熊毛郡平生の岩国屋長吉ｒ周防国巡礼手引』刊。

○山県周南「有吉斎漫録後」この年か。（『周南先生文集』巻九）。荻生

　但来が伊藤仁斎を攻撃しているのに対し、仁斎を弁護している。

参

考

０２月、荻生胆来、゛御隠密御用″を命ぜられ、毎月三度有馬兵庫頭氏

　倫の邸へ出勤し、将軍の諮問にあずかる。有馬氏倫は御用取次を勤

　め、事実上の実力者であった。

０４月、幕府、｀｀流地禁止令″（田畑質流禁止）発令。質地騒動という大

　一揆か起こり、享保８年撤回。

－３４－



年 区分 記　　　　　　　　　　事

享

保

７

壬

寅

参

考

０７月、幕府、大名に上ゲ米を課し参勤期間を半年とする。

０１２月、幕府、出版統制令発令。

○伊藤竹里（束涯の弟）、久留米藩に仕う。

○陶山南涛、再び伊藤東涯に入門。

○荻生胆来「吉斎漫録咳」（「但採集拾遺』）。ｒ吉斎漫録』は明の呉廷翰

　（蘇原）の著で、反朱子学的なその主気鋭は伊藤仁斎の学説形成に影

　響を与えたといわれる。胆来は、仁斎かこの書をひそかに持っていて、

　その鋭をあたかも自分の創見のように主張したのだとして仁斎を批難

　するのである。

○鷹見爽鳩「詩答』刊。荻生胆来咳。「唐詩品彙」中の初唐・盛唐・中

　唐の五言七言の律・絶の詩語を、天文・地理・時令等の項目に分類し

　て平仄を附した語彙集。

○ｒ大明律』和刻刊。

享

保

８

発

卯

防

長

０１月６日、奈古屋大夏の家類焼す。（ｒ毛利十一代史』）。

０３月、宮庄親輔ｒ岩邑志』成る。

０９月、山県周南、江戸の藩邸において「頌琴譜」を写し、その奥書に

　周南か咀来より筝を習ったことを記す。

０１０月４日（又は３日）、今井似閑歿、６７才。似閑所蔵の国文学書多数

　を写し取り、明倫館に収める。元文４年頃までに明倫館に収まるか。

　いわゆる大黒屋本。

○初代栗山孝庵、藩医となる。禄高８０石。

○虎渓歿。仙台の東昌寺住職。長門の人。

参

考

０３月、黒田直邦（琴鶴丹公）、奏者番となり寺社奉行を兼ねる。

○米価急下落。しかし諸物価高値。

○この頃「地口附」流行する。その後幕府によって禁止。（曳尾庵南竹

　『我衣』）。

享保７（１７２２）～同８（１７２３）

－

３５－



享保９（１７２４）～同１０（１７２５）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

享

保

９

甲

辰

防

長

０２月、島田智庵（３６才）、漂着朝鮮人を護送して長崎に赴く。

○津田東陽・山根華陽、伊藤東涯門を卒業して萩に帰り、明倫館に復

　す。

０８月２０日、宇都宮三的（圭斎）歿、４８才。宇都宮遷庵の子。

０９月、山根華陽、明倫瞎会頭役となる。

○毛利家の系譜「江氏家譜」作成に着手。永田瀬兵衛・山県周南・徳田

　良方・安部和貞校訂。

参

考

０２月１５日、幕府、物価引下令を発す。

０３月、服部南郭「胆棟先生答問書序」。

○春、板倉美仲（板倉復軒の子）、荻生胆来に入門。

○春、平野金華、刈谷藩主に芦従して三河に赴く．（金華「遊高浜記」）。

０５月、荻生胆来、「芥子園画伝」を将軍吉宗に献ず。

０１０月、宇野士朗（宇野明言の弟）、京都より江戸に出て荻生胆来に入

　門。

０１２月、本多忠統（椅蘭侯）、奏者番となり寺社奉行を兼ねる。

０１２月、伊藤東涯「制度通序」。

○山田麟嶼、幕府の儒官となる。１３才。

○服部南郭校「唐詩選丿刊。小木１冊。（「唐詩選」は遅くとも寛永１６年

　（１６３９）にもたらされていたという）。

○大坂に懐徳堂開設。学キ『宅石庵。

享

保

１０

乙

巳

防

長

０２月、山県周南、参勤に従って出府。１０月帰国。

０８月、山県周南、伊藤東涯に手紙を送り、毛利広政・山内広通の為に

　東涯の害を求める。（「稿本周南先生文集」）。

０１０月、山県周南、京都にて伊藤東涯に会う。

○荻生胆来「県先生八十序」（「祖採集」巻九）。県先生は山県良斎のこ

　と。

○小田村鄭山、江戸に出て荻生狙来に入門。

○荻生狙来「答和君実害」（「咀採集」巻二十五）。和君実は和智東郊。

－３６－



年 区分 記　　　　　　　　　　事

享

保

１０

乙

巳

参

考

０５月４日、松崎観海生。～安永４年（１７７５）。

０５月１９日、新井白石歿、６９才。明暦３年（１６５７）生。

０５月、宇野士朗、江戸より京都へ帰る。

０６月、本多忠統、若年寄となる。

０１０月３日、荻生胆来『組決先生答問書」中第三十五信。

０１０月５日、荻生胆来「南郭光生文集初編序」。

０１０月、篠崎東海、山田麟嶼・天野曽原を伊藤東涯に紹介する。両者東

　涯に入門。

○服部南郭『南郭先生燈火書」成る。（日野龍夫「壷中の天」による）。

　南郭の名を喘った偽書であるともいわれる。この書は享保１９年の板行

　まで「南郭先生詩話」の書名で写本で流布していた。

○岡島冠山「唐語使用序」。

○岡島冠山『経学字海便覧』刊。『朱子語類』中の俗語の注釈書。

享

保

１１

丙

午

防

長

０２月、山県周南「送田子高奉太傷人造上国序」（松江図書館蔵『護園

　詩文書纂』）。

０４月．「閥閲録』成る。享保５年着手。

０４月、飯田道環、岩国領内の薬草調査をする。

○山県周南（４０）、李挙竜のｒ鷹瞑先生文纂』前後集を弟子達と共に写

　す。（吉田樟堂文庫『周南余音」）。

○山県周南「谷翁八十寿序」（『護園詩文書纂』）。谷翁は津田東陽の父八

　谷通良。

○山根華陽「八谷翁八十序」（「華陽先生文集』巻五）。

○山根華陽「矢崎翁伝」（「華陽先生文集」巻七）はこの年か。矢場翁は

　矢崎半左衛門直之で、坂時存の父。

Ｏ「防長両国物産絵図』成る。吉山常房画。

参

考

０１月１５日、荻生胆来「七経孟子孜文叙」。

○山井箆裔「七経孟子放文』或る。

０１月、伊藤東涯「唐訳便覧序」。

○岡島冠山『唐沢便覧』・「唐音雅俗語順」刊。

○石川大凡編「三家詩話」刊。（南宋の厳羽「治浪詩話」、明の徐禎卿

享保１０（１７２５）～同１１（１７２６）

－ ３７



享保１１（１７２６）～同１２（１７２７）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

享
保
１１

丙
午

参

考

　　「談芸録」、王世想「杭圃揉余」を収める。「池浪詩話」は狙練門流

　　の詩人が特に珍重したもの）。

○原雙桂、伊藤東涯に入門。

○大坂の懐徳堂、官許の学問所となる。中井雙庵か中心となり大島古

　心・三輪執斎等が援助する。

享

保

１２

丁

朱

防

長

○閏１月７日、狩野安雪（佐藤永閑）歿、８０才。岩国の狩野派画家。

０７月１５日（中元）、山県周南、荻生胆来・服部南郭・平野金華等十余

　人を招待して隅田川に舟をうかべて遊ぶ。（『周南先生文集」巻一

　　゛墨水認舟作井序″及び巻三の七言律詩。また服部南郭｀｀県次公認舟

　宴胆練先生同賦得秋字″「南郭先生文集二編』巻四）。周南は９月に江

　戸を発して萩に帰る。

０９月２７日、河野養哲歿、６７才。養哲は越氏塾を創設し、山根華陽・小

　田村鄭山・小倉鹿門等を育てる。養哲死後の越氏塾は郷校として経費

　を公費一郡方負担とした。

　　　〈山県周南「河野養哲先生伝」「周南先生文集」巻八〉

○朝枝玖珂、伊藤東涯門から岩国へ帰る。玖珂は黄柴僧大通等に華音を

　学んだ。

参

考

０１月、荻生胆来「学則』附録共２冊刊。三浦義賢（平子彬）・伊藤元

　啓校訂。咀来の書噴五通が附されている。

０４月１８日、荻生胆来、始めて将軍吉宗に掲す。

０５月、荻生胆来「胆採先生答問書」刊。根本武夷編。

０９月、服部南郭「南郭先生文集初編」刊。正徳初年から享保１０年頃ま

　での作品を収める。

○荻生胆来「政談』この年成るか。（岩波『日本思想大系荻生胆棟」辻

　達也解説）。

○岡白駒『水浴全伝訳解』成る。

Ｏ「嶺園録稿』刊。（岩波『国書総目録」による。享保１６年の項参照。）

３８－



享保１３（１７２８）～同１４（１７２９）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

享

保

１３

戊

申

防

長

０５月２１日、山県治右衛門良斎．明倫館教授を免ぜられる。

０７月４日、山県良斎歿、８１才。

　　　〈滝鶴台「良斎先生貌歌」（「鶴台遺稿』巻－）。〉

○小田村鄭山、江戸から萩に帰り、明倫館都講となる。

０７月、小田村鄙山、明倫館会頭役となる。会頭役は山根華陽と共に２

　人となる。

０１０月２日、坂時存、当役桂広保と衝突して手元役を辞す。

○伊藤好義斎歿。長門の人。伊藤仁斎門。

参

考

０１月２日、岡島冠山歿、５５才。延宝２年（１６７４）生。

０１月１９日、荻生胆来歿、６３才。江戸市ヶ谷大住町中の町の家にて死

　去。寛文６年（１６６６）生。

　　　〈滝鶴台［遥哭胆抹先生二首」（「鶴台遺稿」巻－）〉

０１月２８日、山井箆脊歿、３９才。

○谷口元淡（谷大雅）『祖練学則附録問答』成る。

○太宰春台「倭読要領」刊。

○平野金華「金華稿剔」刊。守山藩主松平頼寛輯。

○岡島冠山訳力「忠義水滸伝」刊。李卓吾百回本による。

Ｏ「両巴庖言』刊。吉原案内記。最初の漢文戯作。

○石川大凡輯『唐詩礎』刊。唐詩の語として擬唐詩に常用されている用

　語を集めたもの。

○三井高房「町人考見録」成る。

享

保
１４

己

酉

防

長

０１月、山県周南・坂時存等、萩で荻生胆来一周忌の祭痍を行う。

　　　く周南「祭咀練先生文」（「周南先生文集」巻九≫

０４月、繁沢規直、明治館教授となる。

０１０月、清末藩再置。

参

考

０３月、太宰春台「経済録」刊。自序。

○服部南郭「流浪尺噴序」。刊行は享保１５年。

○伊藤東涯「秉燭譚序」。刊行は宝暦１３年。

○『唐詩正声』和則刊。

３９



年 区分 記　　　　　　　　　　事

享

保

１５

庚

戌

防

長

○和智東郊（九郎左衛門）、武具方検使として出仕。

０８月２１日、長沼玄珍歿。徳山藩の儒・医家。「徳山府記」の作者。

０１２月、滝鶴台、明治館退館。（萩市郷土博物館安藤文庫「滝弥八略系

　及伝書」）。

参

考

○中井竹山生。～享和４年（１８０４）。中井竪庵の長子。

０５月７日、本題宣長生。～享和元年（１８０１）。

○中井竪庵、懐徳堂第二代学主となる。

０６月、老中水野和泉守忠之退役。

０９月、「油膜尺績』刊。油漢は明の古文辞派の李単竜。この書は咀抹

　学派によく読まれた。

○細井広沢編『新鎖詩牌譜』刊。享保５年岡島冠山序。

○冬、服部南郭、赤羽（現港区東麻布附近）に居住する。

Ｏ「唐詩品彙」和刻刊。明の高禄編。咀練学派に重んぜられた。元文３

　年にも刊行さる。

享

保

１６

辛

亥

防

長

０３月、滝鶴台（２３才）、山県周南の斡旋により右田毛利広政に仕え、

　時観園の教授となる。切銭銀３００目、米３石６斗（新枡）給与。実際

　の赴任は享保１９年。

０３月、山県周南、参勤に従って出府。

０３月、滝鶴台、江戸に遊学し、服部南郭に師事。

０４月１５日、江戸大火。桜田・新橋長州藩邸焼失。

０９月１３日、藩主吉元歿、５５才。宗広襲封。

○林東況、郷国を捨てて大坂に出る。（岩波「日本古典文学大辞典』解

　説）。

○栗山孝庵（２代目）生。～寛政３年（１７９１）。

参

考

○五井蘭洲、津軽藩に出仕。元文４年（１７３９）致仕する。

○『雅園録稿』刊。但採一門の詩集。この編纂に太宰春台は除外され

　た。春台はこの詩集に痛烈な批判を加え、服部南郭はそれに反論し、

　両者の往復書簡は当時から有名。『馥園録稿」下巻に山県周南・滝鶴

　台等の詩か載せられている。（江村北海ｒ授業編』は周南及び小田村

　郵山の詩を取上げて、その唐詩模倣の態度を批難している）。

享保１５（１７３０）～同１６（１７３１）

－

４０－



年 区分 記　　　　　　　　　　事

享

保
１６

辛

亥

参

考

０６月、山井良高・根本武夷「七経孟子孜文補遺」刊。荻生観（北渓。

　狙来の弟）哺。足利学校に所蔵される宋版を用いて校定を行ったも

　の。中国では侠亡した書であった。山井箆高・根本武夷によって享保

　１１年に成った「七経孟子孜文」は伊予西条藩主松平頼渡に献ぜられ、

　享保１３年に頼渡から将軍吉宗に献上。吉宗は再度の校定を荻生北渓に

　命じ、享保１５年１２月に完成。この書は中国に伝えられて、乾隆年間に

　刊行された。

○岡白駒訓「文心離竜」和刻刊。

享

保

１７

壬

子

防

長

０２月１４日、永富独礦庵生。～明和３年（１７６６）。

０３月２１日、坂時存編『本朝官位相当ノ図・中華歴代帝王僣偽ノ図』の

　出版許可（「毛利十一代史」）。

　　　〈服部南郭「為坂子叙咳歴代帝王図」（ｒ南郭文集二編』巻八）。〉

０４月、滝鶴台、江戸より京都に遊学。芥川丹丘との交友がひらけ、林

　東漢と再開する。

○井士良（窪井鶴汀）宛滝鶴台書噴（第二書）この年か（『鶴台遺稿」

　巻九）。鶴汀の明倫館教員入りが適わなかったことを慰撫、大坂で鶴

　汀の父に会ったことを報じる。

○秋、煌による被害により領内凶作、減損高２８万５千石。（西日本全般

　にわたるもの。享保の大飢饉）。

参

考

０１月、太宰春台「聖学問答序」。『聖学問答」は享保２１年刊。

０６月１日、林鳳岡歿、８１才。

０７月、黒田直邦、西丸老中となる。

０７月２３日、平野金華歿、４５才。元禄元年（１６８８）生。

０９月、服部南郭「絶句解序」。

○荻生胆来『絶句解』刊。明古文辞派の詩の注釈書。「唐後詩」に選ん

　だ李挙竜・王世貞の詩のうち絶句のみを抜き出して簡単な解説を施し

　たもの。五言絶句百首解と池洪七絶三百首解から成る。

○室鳩巣「駿台雑話』成る。寛延３年（１７５０）刊。

○太宰春台、『古文孝経孔子伝』（孔安国注）を、日本にのみ伝わる古注

　として刊行。

○「郁離子」和刻刊。

享保１６（１７３１）～同１７（１７３２）

－ ４１



享保１８（１７３３）～同１９（１７３４）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

享

保

１８

突

丑

防

長

○凶荒の為、１月５日より当職毛利広政藩内巡視。悪疫流行、餓死者多

　数。１月までの飢人１７万７千余人。

０３月２７日、毛利広政歿、４７才。（「周南文集」巻八「海北君毛利文子神

　道碑」）。

○春、滝鶴台「南郭先生燈下書序」（「鶴台遺稿」巻五）。（「先哲叢談」

　参照）。

０４月、滝鶴台、京都より萩へ帰る。翌１９年春、佐波郡右田へ引越す。

○滝鶴台、雲澗上人宛書壇（第三書。「鶴台遺稿」巻十）。帰国後の状況

　を報ず。

○秋、坂時存、江戸より萩に帰る。

○冬、津田東陽、侍読となり出府。

参

考

０１月２５日、江戸最初の打毀し起る。（高間騒動）。

○荻生胆来編『絶句解拾遺」刊。

Ｏ「唐詩品彙」（五・七言絶句部）和刻刊。

Ｏ「王昌齢集」和刻刊。

享

保

１９

甲

寅

防

長

０３月１４日、内田渓鴎子歿。岩国の雲谷派画家。

０３月１６日、雲谷等鶴、雲谷本家を雲谷等澄（後等徽）に譲って隠居し、

　その子より画業を廃して平士となる。禄２５０石。

○春、滝鶴台（２６才）、萩より佐波郡右田へ移居す。この年、世良たけ

　と結婚。（松崎偉堂「懐堂日暦」（平凡社刊東洋文庫）に｀｀その妻は奇

　醜なれども賢。薩の赤崎原動及び太室の内子と、三賢の名あり。これ

　みな平洲の語るところと云う。″とある。文致７年１０月２７日の条）。

０６月１８日、佐々木縮往歿、８６才。

０６月、公卿小倉宜季、山県周南に゛寄周南詞宗″と題した漢詩二首を

　贈ってくる。

０８月１５日、小倉尚斎を囲んで山根華陽宅で小集を催し、小田村郵山等

　か会した（「７銅山詩集」）。

０９月７日、亀谷小兵衛歿、７４才。徳山の和算家。「授時暦諺解」の著

　がある。

０９月、平井温故歿、長府藩士。「豊府志略」の著がある。

○山根華陽、寺社組に編入される。

－４２－



享保１９（１７３４）～同２０（１７３５）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

享
保
１９

甲
寅

参

考

０２月、服部南部『文茎小言』刊。漢語の助辞について述べたもの。

０６月２５日ヵ、上田秋成生。～文化６年（１８０９）。

０８月１４日、室鳩巣歿、７７才。万治元年（１６５８）生。

○服部南郭「南郭先生燈下書」刊。滝鶴台序。

○伊藤東涯「用字格」刊。（既に正徳元年に無断出版されていた）。

享

保

２０

乙

卯

防

長

０３月２９日、田中蘆城歿、５７才。（近藤清石「防長人物誌」等によれば

　田中蘆城は片山鳳翻に授業したとあり、また延享５年（１７４８）には朝

　鮮使節と詩文の唱酬をしており（「長門戊辰問嵯』）、それならばこの

　歿年に疑念が生じる）。

０５月１１日、島田智庵・仁保玄珠、防長物産改役となる。幕府から防長

　両国の物産の調査報告を求められたことから設けられたもので、初め

　岡部市郎兵衛が充てられていた。智庵と玄珠は元文５年（１７４０）まで

　その職を勤め、ｒ長防産物名寄』をまとめる。

０８月、林東洪「担保先生詩文国字噴序」。担保名の偽書刊行にかかわっ

　たとして東漢一生の汚点となる。

０９月２２日、梅月堂（香川）宣阿歿、７８才。（９０または８９と各説がある）。

○多田信臣「読扶桑見聞私記議」（毛利家文庫１５文武８）。ｒ扶桑見聞私

　記』は大江広元の日記という体裁で、別名「大江広元日記』ともいう。

　広元日記というのでその真偽が毛利家で問題となり、幕府にまで持ち

　出されて結局偽書と認定され、禁書処分となる。須磨不音が大江広元

　の名を利用して創作した偽書。

○須佐益田氏、須佐に育英館創設。

参

考

０４月、鷹見爽鳩歿、４６才。

○山田無嶼歿、２４才。

○田中大観歿、２６才。

０１２月２３日、細井広沢歿、７８才。万治元年（１６５８）生。

○伊藤東涯ｒ古今学変』成る。寛延３年（１７５０）刊。

○入江南淡「唐詩句解』刊。

○平野金華校『劉向新序』刊。

○抵徳『俳諧句選』を著し、俳諧における古学を提唱。

－４３－



元文元（１７３６）～同２（１７３７）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

享元

保文

２１元

７
／
２８－

丙

辰

防

長

○山根華陽・小田村郡山、手廻組に編入される。

参

考

０３月、『祖採先生詩文国字噴」刊。（ｒ少年必読日本文庫丿第三編に収まる）。

　本書は但来の名を輯った偽書。大坂菅生堂河内置字兵衛梓。菅生堂は

　延享元年（１７４４）にも太宰春台の「斥非」を林東漠の校訂で無断出版

　し、問題を起こしている。

○荻生祖来「南留別志」刊。

○太宰春台ｒ聖学問答』刊。

○　同「撮要孔子家語序」。

Ｏ「晏子春秋」和刻刊。

一瓦晋

否

防

長

０２月５日、草場居敬歿、５９才。

○山県周南、参勤に従って出府。

０６月、島田智庵「長防物産名寄」（別名「両国本草」）或る。

０１１月２日、小倉尚斎歿、６１才。延宝５年（１６７７）生。

　　　〈滝鶴台、山根華陽宛書蹟（「鶴台遺稿」巻九の第一書）〉

　　　〈滝鶴台、小倉彦平（鹿門）宛書績（「鶴台遺稿」巻九〉

　　　く滝鶴台「故本府提学尚斎倉先生挽詞三首」（「鶴台遺稿」巻三≫

　　　〈和智東郊「倉彦平喪父就東山廬矣賦慰」（ｒ東郊文集』巻三）〉

　　　く山根華陽「長粛小倉先生幕砺」（「華陽文集」巻八≫

０１１月１８日、山県周南、明倫館学頭を命ぜられ、江戸より萩に帰る。

参

考

○荻生胆来「弁道」・「弁名」刊。（次いで元文５年・寛改元年刊。寛改

　元年板は元文５年板の誤りが訂正されている）。

○荻生胆来「論語徴」刊。

○服部南郭「南郭先生文集二編」刊。享保９年から元文２年までの作品

　を収める。

○伊藤東涯「経史博論』刊。宝永７年（１７１０）成稿。

０１２月１０日、安檀漕泊歿、８２才。明暦２年（１６５６）生。

４４－



年 区分 記　　　　　　　　　　事

－尤

文

３

戊

午

防

長

０１月、山県周南宛小倉宜季書状。周南の詩文のほか滝鶴台の序のある

　「南郭先生燈下書」を求めており、和智東郊から律詩三首が送られて

　きたと述べている。また元文２年４月に周南宛書状を京都留守居役平

　川氏に託したと述べている。

０１月、岩国領ｒ享保増植村記』成る。

０２月、山県周南「（明倫館）学館功令」（『周南文集』巻九）。｀｀昔者我

　組採光生年方四十、姶修古文辞、蓋十年、作僻遠。先生之於文也、

　可見焉耳。″の文かある。この功令は長州藩における咀採学の勝利宣

　言とも読める。

０６月２１日、和智東郊、遠近方となる。

０８月１０日、品川勿所歿、５１才。須佐益田家の儒臣。伊藤東涯門。

０１１月、「新裁軍記」編纂事業始まる。山県周南、校訂を命ぜられる。

　「新裁軍記」は毛利元就一代記。永田瀬兵衛が編纂責任者。山根華陽・

　小田村郵山・小倉鹿門編纂手子。寛保元年（１７４１）成就。

○滝鶴台「三之逞序」。本書は宝暦６年（１７５６）刊。『祢さめ草』と題し

　たものもある（山口県文書館蔵）。ただｒねさめ草』の序文は長周叢

　書所収のｒ三之逞』序文と文章に相違がある。

○草場允文（草場居敬の養子）家督。

参

考

○荻生胆来『訓訳示蒙」が胆来門下には無断で出版される。

○戸田旭山「非薬選」刊。林東浪序。

Ｏ「唐詩品彙」和刻再刊。

－瓦
文
４

己

未

防

長

０１月２６日、小田村文助（鄭山）、赤間関八幡方の用務で赤間関へ出張。

０２月、「明詩礎」刊。林東洪序及び校。東洪門下の田霊峰・原五嶽編。

　（林東演関係記事は、主として多治比郁夫「林東漢」による）。

○山根華陽「坂翁六十寿序」（「華陽文集」巻五）。坂翁は坂時存のこと。

○山根華陽、大組に編入される。

０７月９日、大楽朴水歿、７４才。狩野派画家。

○山県周南「樵漁余適業序」はこの年か（「周南文集」巻五）。『樵漁余

　適業」は田中桐江の著、寛保元年（１７４１）刊。

○大黒星本（今井似閑所持本の写本）が明倫館へ納入し終わったのはこ

　の年か。

元文３（１７３８）～同４（１７３９）

－ ４５－



元文４（１７３９）～同５（１７４０）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

一尤
文

４

己

未

参

考

○五井蘭洲、津軽藩を致仕して大坂に帰り懐徳堂の教授となる。

○竜草廬、京都に開塾し（「先哲叢談」参照）詩社幽蘭社を結成。林東

　洪・芥川丹丘・木村蓬莱・武田梅竜・清田冊叟等参加。

○太宰春台『論語古訓』刊。

○木下蘭皐「玉壷詩稿」刊。

○湯浅常山『常山紀談』刊。

○石田梅岩『都鄙問答』刊。

○服部南郭校訂「郭注荘子」和刻刊。郭之玄による『荘子』の注釈。狙

　棟学派は林希逸注「老子荘子虜斎口義」を排斥し、「郭注荘子」を重

　んじた。

一冗

文

５

庚

申

防

長

０２月、林東演か訓点を施した「痘疹大成」を大坂書肆柏屋清右衛門が

　板行願いを出したが、未刊のままとなる。理由不明。

○山県周南「与服子遷」（「周南文集」巻十、服部南郭宛第一書）。南郭

　か次男惟恭を３月１７日に喪ったことへの哀悼文。

○山県周南「与富春叟」（『周南文集」巻十の富春叟宛第二書）。富春叟

　は田中桐江。周南は桐江からその文集への序文を求められていたが、

　それへの返事。文中周南は今年５４才になると言い、長州藩では学問に

　従事する者はみな祖採先生の学を奉じ、一人も旧学（朱子学）を主張

　する者はいない。自分は学問の上では何もすることはなかったが、

　このような状態になったことを楽しみとして老いの至るのを忘れてい

　ると述べている。

○山県周南「周南先生演説書」（京都府図書館蔵「周南先生遺書」）はこ

　の年か。当職山内広通へ提出した意見書。

○小田村郡山「永田政府七十寿序」（『鄭山小田村先生集」）はこの年か。

○無隠道管「無孔笛序」成る。『無孔笛」は延享元年（１７４４）刊。

○滝鶴台、禄高３０石となる。（下地１５石、浮米１５石）。

○片山鳳覇生。～文化５年（１８０８）。

参

考

○荻生胆来『胆採集』３０巻刊。

○「関尹子」和刻刊。

－４６－



寛保元（１７４１）～同２（１７４２）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

元寛

文保

６元

？

／Ｕ

辛

酉

防

長

０２月、林東演「諸体詩則」の開板願いが出される。この年刊。

０４月２６日、北川政陽（小平次）歿、５２才。武芸家。

　　　〈山根華陽「攻陽北君幕砺」（「華陽文集』巻八）〉

０４月２７日、初代栗山孝庵歿、６９才。

０５月、「新裁軍記」成る。山県周南校訂。元文３年着手。

○山県周南、明倫館碑文（「長門国明倫館記」「周南文集』巻七）を撰ぶ。

　碑文の書は津田東陽。

○（阿川）毛利広漠、父に従って江戸に出、服部南郭に師事。山県周南

　の紹介状が「芙菜館帖』（天理図書館蔵）及び「稿本周南先生文集」

　に収まる。

○この年、林東漢、京都に移居。

参

考

０１月２９日、三宅尚斎歿、８８才。寛文２年（１６６２）生。

○万庵原資「江陵集序」。「江陵集』は万庵の漢詩集。万庵は但来門下で

　東禅寺住職。

○大潮「無孔笛序」。「無孔笛」は無陽道費の漢詩集。

○この冬頃より｀｀なぞ付″（物は附）が流行する（『我衣』）。応募料金１０

　文。一等は百疋（金一歩）。

寛

保

２

壬

戌

防

長

Ｏ「江氏家譜」或る。山県周南「江氏家譜叙」（「周南文集』巻六）。享

　保９年着手。周南校定。

０１０月８日、郡司源太夫信之歿、８７才。鋳物師。

０１０月、長州藩、幕府より利根川堤防修築工事課役。武蔵国旛羅・榛沢

　両郡から上野国新田郡に及ぶ２２里の間担当。坂時存、惣奉行手元役と

　して出役。

○山県周南「上国相桂君」（「周南文集」巻十、桂広保宛第二書）この年

　か。文中｀｀主今年五十有五年″とある。桂広保か組棟学を好まず不敬

　の学としたことへの弁明の書。

Ｏ「林塾名月篇」刊。田雲峰編、林東漢序。東浪が門人から｀｀中秋月″

　との題で募った詩を一巻にまとめたもの。引続き同名の題で延享３・

　同４・寛延２年と出板される。

○仲子岐陽「游艦子浜記」（『遺稿』）。越ヶ浜のこと。

－４７－



寛保２（１７４２）～同３（１７４３）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

器？
羨

参

考

０９月、『脊州尺噴」刊。越有原（曽野有原か）校。彝州は明の王世貞。

○服部南郭、麻布森元町に居所を移す。

○服部南郭「十八史略序」。

０６月２６日、田中桐江（富春山人）歿、７５才。

寛

保

３

突

亥

防

長

０３月１１日、足立寿軒、上洛して山脇東洋に入門。

０３月、幕府からの課役の利根川堤防修築工事完工。坂時存の発議によ

　り、成功の記念碑を建立して、その撰文を服部南郭に依頼する。山県

　周南、南郭へ依頼の書噴を書く（「周南文集」巻十「与服子遷」第二

　書）。なお『遺徳談林』及び坂時存『遺塵抄』参照。

０４月１５日付小倉宜季より山県周南宛書状（吉田樟堂文庫「山県家文

　書』）。宜季は、当世の巨儒名僧の詩華集を編みたいので周南の詩を求

　めたいと依頼。既に雨森芳洲や林祭酒のものは届いており、服部南郭

　にも申し込んでいると述べる。寛保２年９月にも周南宛の手紙を書い

　て白泉を通じて長州藩京都留守居役平川氏に頼んだが、平川氏か紛失

　したので周南まで届かなかったという。（「周南文集」巻十及び「鶴台

　遺稿』巻八に宜季宛の書隋、『東郊文集丿巻五「与周南先生」第三書

　に関連内容がある）。

０５月、伊藤蘭端「品川勿所墓銘」。品川勿所は須佐益田家儒臣。伊藤

　東涯門。

○栗山孝庵（文仲）、京都に上り山脇東洋に入門か。山脇家「養寿院門

　人簿」に、この年の入門者として養庵以直の名が見え、安藤紀－はこ

　れを孝庵とした。しかし田中助－はこれに反対し、孝庵の入門を寛延

　元年とする。

○山県周南「寿一本香先生六十叙」（ｒ周南文集』巻六）。香先生は香川

　修庵。

○山県周南「渡辺浄忠府君功徳碑撰文」（『周南文集』巻八）。碑は萩の

　常念寺にある。

○山県周南「某屋君画像賛井序」（「周南続稿』）この年か。某屋君は某

　屋勘兵衛元与のことで、元文３年に裏判役となる。

○山根華陽「継孝説」（『華陽文集』巻九）。阿川毛利広漠の問いに答え

　たもの。

－４８－



寛保３（１７４３）～延享元（１７４４）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

寛

保

３

娶

亥

防

長

○滝鶴台「祭小女阿雪奴文」（「鶴台遺稿』巻七）。阿雪は鶴台女。

○滝鶴台「祭阿野翁文」（「鶴台遺稿」巻七）。阿野翁は右田毛利家の臣。

参

考

○亀井南冥生。～文化１１年（１８１４）。

０５月、服部南郭「刀祢上流以南修治告成碑文」（ｒ南郭文集Ξ編』巻八）。

０１０月、芭蕉五十回忌。服部南郭参会か。（柳居＝佐久間長水「芭蕉翁

　同光忌」）。

○芥川丹丘Ｆ丹丘詩話序」。「丹丘詩話』の刊行は寛延４年（１７５１）。

○岡白駒訳『小説精言』刊。

Ｏ「古今詩剔」和刻刊。李草亀編。宇野明霞訓点（徳田武「宇野明霞の

　ｌｌｌ法の悲劇」）。漢詩のアンソロジー。ｒ唐詩選』の詩は殆ど入ってい

　るｏ

Ｏｒ大学養老篇」刊。「礼記』から『大学』にあたる部分を抄記したも

　ので、万暦刊の北監本による。

０６月２日、尾形乾山歿、８１才。

寛延

保享

４元

⌒２ｊ

－

甲

子

防

長

０４月１８日、山根道之進（済洲）、山根華陽の養子となる。

０９月、小倉宜季、山県周南宛書状。（吉田樟堂文庫『山県家文書』）。

○永富独鳴庵（１３才）、萩に来て医師井上玄静守常の門に入る。

○林東洪、太宰春台「斥非」を「斥非編』と題して春台に無断で大坂菅

　生堂河内臓宇兵衛から出版する。

○無陽道費『無孔笛」６巻３冊刊。

参

考

０１月２５日、三輪執斎歿、７６才。寛文９年（１６６９）生。

○春、服部南郭、常陸鹿島に遊び潮来節を漢詩に翻案して「潮来詩二十

　首」をつくる。（ｒ南郭文集三編』巻－）。このような粋な試みは初め

　てであったので評判をとる。

０９月２４日、石田梅岩歿、６０才。貞享２年（１６８５）生。

○三浦衛興『但抹先生学則解』刊。組来『学則』の簡単な註釈書。三浦

　衛興は石見人。号瓶山。山県周南門。富山藩儒となる。周南に「送三

　浦生之京都序」（「周南文集』巻六）がある。

Ｏ「補註李漁況先生文選』和刻刊。李漁瞑は李撃竜。

４９－



年 区分 記　　　　　　　　　　事

延

享

２

乙

丑

防

長

０５月、田坂７朝山、参勤に従って出府。

０６月、小倉宜季、山県周南宛書状（吉田禅堂文庫「山県家文書」）

０７月１４日、吉山常房歿．５１才。画家。大楽朴水の弟子。『防長両国物

　産絵図』を描く。

０１１月１０日、朝枝玖珂（毅斎）歿、４９才。伊藤東涯門。稗官五大家の一

　人。

　　　〈伊藤蘭隅「朝枝弘毅斎硝銘」（「紹衣稿」）〉

○山県周南「与和棟卿考功」（「周南続稿」）。

○山県周南、川魚を食して下痢を患い、大病となる。

○林東漬、淡路国洲本稲田氏の招きにより淡路に赴く。その結果、淡路

　から入門する者が増える。この年「東演先生詩文」刊。

参

考

０４月１７日、宇野明霞歿、４８才。

０４月、林東演校「斥非編」（延享元年大坂より無断出版）の板木をこ

　わし摺本の販売を禁止さる。春台一門からの出訴による。（勝部青魚

　「剪燈随筆」及び「大坂書林仲間記録」）。

０６月、太宰春台「斥非』刊（岩波「日本思想大系・組採学派」に収め

　る）。原尚賢の序文は、林東漢の行為を批難している。

○太宰春台「六経略説」刊。９月、同「産語」刊。

○服部南郭「南郭先生文集第三綱』刊。元文元年から延享元年までの作

　品を収める。

○万庵原資「江陵集」刊。寛保元年序。

Ｏ「菊子全書」和刻刊。

延

享

３

丙

寅

防

長

０５月５日、山内広俊歿、２１才。毛利広漠の弟。号琴台。山内広通の養

　子となる。

　　　〈山根華陽「琴台山内君墓砺」（「華陽文集」巻八）。〉

０５月、山県周南「万倉君遺稿題言」（『周南文集」巻九）。万倉君は国

　司正久のことで、寛保３年歿、２１才。

０５月、山県周南宛山脇東洋書噴（吉田禅堂文庫『山県家文書』）。

○夏、津田東陽、江戸より萩へ帰る。

○山県周南六十才寿賀。（「周南文集」巻十「与服子遷」第三書）。

延享２（１７４５）～同３（１７４６）

－

５０－



年 区分 記　　　　　　　　　　事

延

享

３

丙

寅

防

長

　　　〈和智東郊「州学司業周南県先生六十初度序」（「東郊文集」巻四）〉

　　　く山根華陽「周南県先生六十寿序」（『華陽文集』巻六≫

　　　〈滝鶴台「周南県先生六十寿序」（『鶴台遺稿」巻五）〉

○永富独礦庵、山県周南に入門。（「独鳴庵先生行状」・「（独繍庵自撰）

　行述」）。

○山県周南、病気快癒せず、明倫館学頭の辞職を願い出たが藩主宗広許

　可せず。友人や弟子が周南の詩文集刊行を企画するが周南は同意しな

　かった。９月２０日、周南は服部南郭宛に自分の詩文稿の取扱いを委ね

　て後事を託す。あわせて山脇東洋の依頼による紹介状を書く。周南の

　病気は、山根済洲（華陽の養子）が三田尻まで能美由庵を迎えに行き、

　その診断投薬を得て奇蹟的に快復する。しかし以後病気がちになる。

　（「周南文集」巻十南郭宛第三信及び「華陽文集』巻六「香川先生七十

　寿序」、またｒ芙菜館帖』巻―所収南郭宛周南書噴）。

０９月、山県周南「与徳夫」（ｒ周南文集』巻十太宰春台宛第一杏）。山

　脇東洋の要請により書いた紹介状。南郭宛のものとほぼ同文。

０１０月、山県周南「上表」（京都府図書館『周南先生遺書』）。藩主宗広

　に当てた藩政意見書。

○山県周南Ｆ与医官山脇氏」（『周南文集』巻十の山脇東洋宛第一書）こ

　の年か。又は延享４年か。江戸で南郭・春台に会った印象を尋ねてい

　る。また村田玄廸の東洋への入門を依頼する。

○『林塾明月篇』刊。林東瞑門下生の漢詩集。

○滝鶴台、山県周南宛書噴（「鶴台遺稿」巻九の周南宛第三書）。道安

　「二教諭」等を読んで儒学に疑問を持ち、それについての策問を呈す

　るので、明倫館生に討論させてほしいと述べている。（「鶴台遺稿」巻

　七「策問」）。

○滝鶴台、仲子岐陽宛書墳（『鶴台遺稿』巻九、岐陽宛第一書）。周南宛

　に策問を呈したことを述べ、この疑問についてはかつて岐陽とも討論

　したものだと言い、山根華陽等へも見せて意見を聞いてほしいと望ん

　でいる。

○滝鶴台、服部南郭宛書噴（『鶴台遺稿』巻八、南郭宛第五書）。儒教へ

　の疑問について教示してほしいと述べる。（天理図書館ｒ芙築館帖』

延享３（１７４６）

－

５１－



延享３（１７４６）～同４（１７４７）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

延

享

３

丙

寅

防

長

　巻四）。

○滝鶴台「私擬策問」（「鶴台遺稿」巻七。「芙莱館帖」巻四）。儒教への

　疑問を述べて教示を乞うたもの。

０１１月１３日、野呂玄丈、石薬調査の為に萩に来る。唐樋町河内屋に止

　宿。

参

考

○太宰春台「朱子詩伝青盲」刊。

○王世貞「芸苑危言」８巻８冊和刻刊。詩文論。

延

享

４

丁

卯

防

長

０２月１４日、大照院焼失。

０２月、坂時存、郡奉行となる。奈古屋大原、遠近方となる。

０３月、永富独鳴庵（１６才）、江戸に出る。

　　　〈山県周南「送永富昌安遊東都序」（「周南文集」巻六）〉

０４月５日、山根華陽、側儒となる。（「毛利十一代史」）。

０１１月５日、山内広通歿、６０才。東光寺に葬る。

　　　〈和智東郊「山内忠靖君伝」（ｒ東郊文集』巻四）〉

○藩主宗広、山県周南に明治館諸生か勉学の合間に音楽（雅楽）の習練

　に励むよう指示。｀｀古き風俗に候付田舎にも捨り不申様″との趣旨に

　よる（山県周南「日記」）。

○秋、雲谷等仲、眼病の為隠居。以後俳諧に専念。聴松庵初代原箇枕。

○毛利広漠『学則集結』成る。荻生胆来「学則』中の用語の出典を探っ

　たもので、学則一則毎に伸子岐陽が解説を附し、むしろこの方が主体

　となっている。

　　　く｀｀右学則評語、丁卯之秋豊西君作学則集結使他日講読。不尋河源

　　　誰賭甕高。可謂盛挙矣。乃嘱余贅管見干其後。Ｓ眸不得於是平書。

　　　岐陽仲由基謹識。″〉

○小田享叔生。永富独鳴庵の末弟。

－５２－



延享４（１７４７）～寛延元（１７４８）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

延

享

４

丁

卯

参

考

０５月３０日、太宰春台歿、６８才。延宝８年（１６８０）生。

０６月、岡白駒「西淡余稿序」。「西淡余稿』は大潮の著。

０１０月２日、松室松峡歿、５６才。伊藤東涯門。朝枝玖珂等と共に稗官五

　大家の一人。

０１０月８日、尾藤二洲生。～文化１０年（１８１３）。

０１１月、『批点檀弓』刊。山県周南序。

Ｏｒ林塾明月算」刊。林東浹塾の漢詩集。

Ｏｒ皇明七才詩集注解』復刻刊。明の後七才子の詩の注解。既に元禄２

　年に刊行さる。

○『鄭淀詩経」和刻刊。

延寛

享延

５元

⌒７／
１２－

戊

辰

防

長

○田坂潭山、新年を江戸で迎える。

○春、津田東陽、江戸より萩に帰る。（山根華陽「東陽君墓碩」）。

０３月２８日、藩主宗広、萩城内東園御茶屋において明倫陀生や山県周南

　門弟及び侍臣たちより編成された楽団によって、越天楽や太平楽等の

　演奏を聴く。この年数回演奏会か行われた（山県周南「日記」）。宗広

　は音楽愛好家であった。組珠学は人心和合・人格陶冶をもたらすもの

　として音楽を重視した。従って狙来門下に限らず周南門下も何らかの

　楽器を習得していた。宗広は、侍臣を音楽習練の為に京都へ派遣して

　いる。

０３月、京都大通寺塔頭恩徳院住持竺巌、萩に来る。（周防国分寺行基

　千年忌法要参会の為に三田尻に来たついでに萩を訪れたもの）。万行

　寺において周南・小倉鹿門・山県業園・仲子岐陽・山根済洲・繁沢繕

　山等と詩会を催す。（山県周南「日記」）。

０４月４日、朝鮮信使来朝、赤間間着。赤間間へは惣奉行宍戸出雲広

　周・手元役坂時存、上ノ間へは惣奉行毛利広漠（豊西君）か赴く。田

　坂瀾山も番役として赤間関に出張（「潮山詩集」）。詩文唱酬した者は

　草場中山（允文）・小田村郵山・山根華陽・繁沢喉山（繁沢規直の子）

　・田中蘆城・山県業園（周南の子）・山県子棋（毛利広漠の家老）等

　であった。唱酬した詩文は「長門戊辰問嵯」としてまとめられる。

　　　≪仲子岐陽「送豊西大夫行役通関序」（『遺稿』≫

５３



年 区分 記　　　　　　　　　　事

延寛

享延

５元

⌒７

／

１２

－

戊

辰

防

長

０４月１５日、山根華陽、手廻組に加えられ、側儒となる。（「毛利十一代

　史』）。

０８月４日、明倫館の受講者減少し、入込生の規律も緩み、教師の行規

　作法及び講義上問題があるとして、山県周南以下講師・師家等藩主よ

　り訓戒を受く。（「毛利十一代史』）。

０８月、「長門戊辰問楢」刊。山県周南序。

０８月１０日、栗山孝庵（二代目）、山脇東洋に入門。（永富独檜庵より４

　才年長）。

０８月、山県周南、子息二郎左衛門の病気見舞い及び自身の病気保養の

　為、２５日より２９日まで５日間、明倫館内役宅から土原の自宅に帰る。

　（山県周南「日記」）。

０９月２３日．、山県周南、泄薦再病、一時重態となる。

０１０月３日、明倫賠算術師範松本伊兵衛歿、７５才。

○閑１０月２８日、山県周南、明倫館学頭を辞す。儒学の大斗なるをもって

　役人格の待遇で現役席（すなわち学頭席）に置き、一年間銀一貫五百

　目宛下附。学頭職は津田東陽・小倉鹿門が隔年交替で勤める。学頭が

　入居する明倫館役舎は、一年交替で入居とする。

○小倉鹿門、手廻組に加えられ、側儒格となる。

０１１月１２日、坂時存隠居する。７０才。（『遺塵抄」）。

０１２月１４日、仁保玄珠歿、５６才。

○永富独鳴庵、養父友庵の命により江戸から下関に帰り、再び萩に出て

　山県周南に師事。

○山県周南「国府系図序」（ｒ周南文集』巻六）この年成るか。

○山県子棋「漂城新著序」。ｒ潮城新著』は寛延２年刊。同書毛利広漠の

　序もこの年か。

○滝鶴台「一宮玉祖大明神略記」成る。

○無陽道曹『心学典論』刊。当時無隠は加賀国実性禅寺住持。この著で

　彼は、心の内面を重視して｀｀（咀跨の説は）偏に外を執りて内を治め

　ず。是を以て其の心極めて愚冥、其の気暴戻″（原漢文）として組練

　学を批判している。

寛延元（１７４８）

－

５４－



寛延元（１７４８）～同２（１７４９）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

延寛

享延

５元

参

考

０１１月１１日、宇佐見清水、出雲藩江戸詰儒者となる。萩野復堂の推挙に

　よる。

○太宰春台「文論」及び「詩論」刊。

○芥川丹丘「丹丘詩話』刊。

○宇野明霞「明霞遺稿」刊。

Ｏ「李油膜詩集」和刻刊。

Ｏ「彝州先生四部稿選』和刻刊。

Ｏ「芥子園画伝」和刻刊。

寛

延

２

己

巳

防

長

０５月、山県周南「題子竜集後」（『周南続稿』）。子竜は柿並子竜。柿並

　半右衛門正治か。

０８月、「林塾明月篇」刊。「束漬先生近作」として詩１２首・尺噴２通を

　附す。

０９月、山県周南「祖式左仲墓志銘」（「周南続稿」）。

０１０月、桂広保「蒙求拾遺考例」。「蒙求拾遺』は柱広保編著。服部南郭

　が序文を寄せ宝暦２年（１７５２）刊。

○山県周南「蒙求拾遺咳」（「周南文集」巻九）。

○山県子騏編「瀬城新著」刊。毛利広漠・山県子棋序。山県周南及びそ

　の門下生の書墳を集めたもの。

○永田政純編纂「毛利家文書」完了。収録文書の上限は安元３年（１１７７）、

　下限は享保９年（１７２４）。大正９年に「大日本古文書家別第８集毛利

　家文書』として刊行。

○滝鶴台「海北室老村上君壊誌銘」はこの年か。

参

考

○大田南畝生。～文政６年（１８２３）。

○服部南郭が秋山玉山と識り合ったのはこの年か。南郭、江戸竜口の細

　川藩邸に招かれる。

○都賀庭鐘「英草紙」刊。

Ｏ「賢子新書」和刻刊。

Ｏｒ鄭注周礼」・「鄭注儀礼」和刻刊。

○（南宋）洪輿祖『楚辞補注」和刻刊。

－５５－



年 区分 記　　　　　　　　　　事

寛

延

３

庚

午

防

長

○和智東郊「辞職胎同僚奈生」（「東郊文集」巻－）。奈生は奈古屋大夏。

　前書によると東郊は病気によりこの年（寛延庚午）辞職したとある。

　この年まで遠近方を勤める。

０７月３日、和智東郊、当戦手元役となる。宝暦３年１月まで勤める。

０８月、和智東郊「庚午八月国相益田君高卒観潮作歌三首」（「東郊文集』

　巻三）。国相益田君は益田越中広尭。この年６月１５日に当職となる。

０９月、和智東郊、蔵元両人役を兼ねる。寛延４年２月まで。

０１０月１日、明倫館学頭津田東陽外９人、音楽用務苦労により銀子下附

　される。

○秦（波多）兼虎（嵩山）、明倫館に入学し山根華陽に師事するのはこ

　の年か。

○山県周南「静安解」（『周南続稿」）。師胆来の６３才の生涯より１年を越

　えた年齢となり、感慨とともに病身の老後を迎える尼４を語っている。

○滝鶴台「贈東原阪子令山口序」（「鶴台遺稿」巻五）。東原阪子は、坂

　時存の子坂時速。この年８月、山口町奉行となる。

○周防一宮玉祖神社を重建。

　　　く滝鶴台「新修周防州婆摩郡大崎玉祖神祠上梁文」（『鶴台遺稿』巻

　　　七）。〉

参

考

○中西淡淵（４２才）、江戸に出て芝三島町に家塾叢桂社を開く。

○服部南郭ｒ大東世語』５巻５冊刊。

○服部南郭７論語徴集覧序」。

○荻生胆来『孫子国字解』刊。

○宮瀬竜門ｒ明李王七言律解Ｊ。宮瀬竜門は服部南郭門下。

○伊藤東涯「古今学変」刊。後天保１４年（１８４３）に東涯頭注のものが刊

　行。

○室鳩巣『駿台雑話』刊。成立は享保１７年（１７３２）。

○皇侃注「論語議疏』、根本武夷によって刊行。

○王逸注『楚辞章句』和則刊。

寛延３（１７５０）

－ ５６－



年 区分 記　　　　　　　　　　事

寛宝

延暦

４元

⌒１０

／

２７
－

辛

未

防

長

０２月４日、藩主宗広歿、３５才。長府藩主毛利匡敬（後重就）本家を相

　続し襲封。宗広時代のことは和智履実（東郊の養子）のｒ遺徳談林』

　（東郊よりの聞書を主とする）に詳しい。『遺徳談林』はｒ毛利十一代

　史」に収まる。

○田坂潮山、出府する。（「淵山詩集』）。

０６月、飯田道調歿、６３才。岩国の医家で本草家。

○閏６月、山県周南「小野允升墓陰銘」（ｒ周南続高』）。小野允升は周南

　第三子小野仁右衛門のこと。

　　　く滝鶴台「祭大亨小野君文」（『鶴台遺稿』巻七≫

０７月、当職益田広尭出府。留守中毛利広漠当職の職務代行。（「東郊文

　集」巻二）。

○和智東郊、秋より翌２年にかけて大阪質入米切手事件等に関し大坂に

　出張し、処理に奔走する（「諸事少々控』）。この米切手事件は、借銀

　の為に長州藩が入質した米切手が債主の手から散出し、その米切手の

　持主よりの現米交換要求を拒否したところから、債権者による大坂町

　奉行への出訴に発展したものである。

○秋、桂広保（号南野）隠居する。

０１０月７日、河治友周歿、８７才。長門鍔の名工。

０１０月、永富独哺庵（２０才）、上京して山脇東洋に入門。磯部道永取次。

○林束浪（４４才）、「明宮古名考」刊。

○山根華陽「鷹峰平賀君墓碩」（『華陽文集』巻八）。平賀鷹峰は平賀君

　重。

○役藍泉生。～文化６年（１８０９）。

参

考

○細井平洲（２４才）、江戸に出て芝三島町に住居ず。

○松平不昧生。～文致元年（１８１８）。

○中村蘭林『学山録』刊。

○伊藤東涯『助字考』刊。元禄６年（１６９３）序。

Ｏ「古文尚書」和刻刊。

○『チェインバース百科事典』刊。

宝暦元（１７５１）

－ ５７



宝暦２（１７５２）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

宝

暦

２

壬

申

防

長

０１月３日、和智東郊、大坂より萩へ帰る。

０２月６日、和智東郊、米切手事件で再度大坂に赴き、この日大坂着。

０３月、山県周南、病気治療の為に香川修庵の診療を受くべく京都に赴

　く。滝鶴台、付添いとして同行。周南の京都行きは、毛利筑後広定以

　下藩の重臣遠の取り計らいによるものであった。

　　桃井桃庵（相良藩医）「傷寒論古訓口義」によると、周南の病気が

　傷食に因るものであるにもかかわらず修庵はその持論である゛傷食を

　以て覆乱となし、霧乱の治方を以て傷食を治″したので、却って周南

　の病を重くしてその死を早めたという。周南病気快癒せず、７月に萩

　へ帰る。

○滝鶴台、在京中林東漢と再会。東漢の為に服部南郭へ手紙を書き、東

　漢の過去を許して江戸の咀棟門統の人々が受け容れてほしいと懇願す

　る。

　　　〈滝鶴台、服部南郭宛書噴（「鶴台遺稿」巻八の南郭宛第六書）〉

　　　く滝鶴台、五言古詩「送林義卿」（「鶴台遺稿」巻－≫

○春、田坂ー山、病気のため江戸から萩へ帰る。帰途京都にて香川修庵

　の診察を受く。

　７月、病気快復せず致仕する。（「ｉ覇山詩集」）。

　　　〈山根済洲「送子恭謝病還故郷二首」（「済洲詩稿」）〉

０４月、和智東郊、大坂米切手事件解決報告の為に江戸へ赴く。（『諸事

　小々控』）。

０８月１２日、山県周南歿、６６才。元禄３年（１６９０）生。

　鶴台以下門弟達の弔詩はそれぞれの詩文集に見える。

○栗山文仲（孝庵）、長崎に遊学す。

○林東漠、江戸に出て、１０月７日良野草陰の紹介にて林家に入門する。

　（林家入門者名簿「升堂記」）。

○滝鶴台、曽子泉（曽野有原）宛書墳（「鶴台遺吸』巻九）。周南に付添っ

　て嵯峨に遊んだとある。

○滝鶴台「寿香川先生七十序」（「鶴台遺稿」巻五）。

○山根華陽‾香川先生七十寿序」（『華陽文集」巻六）。

○坂時存『遺塵抄』この年成るか。

５８



年 区分 記　　　　　　　　　　事

宝

暦

２

壬

申

防

長

○坂時存ｒ本朝官位相当図丿刊。

○坂時存等「三老上書」。

○繁沢喉山、この年死去か。咳山は繁沢規直の子。山県周南に学ぶ。

　ｒ繕山詩集』がある。繕山の死により繁沢規直は上領伯仙の子（後の

　繁沢豊城）を養子とする。

○中村梁山、津田東陽の養子となっていたが、実家を嗣ぎ中村姓に復

　す。

○桂広保「蒙求拾遺』刊。山県周南祓。

参

考

○服部南郭、中西元雄を養子とする。

○太宰春台ｒ春台先生紫芝園稿』刊。同書後稿巻八に「詩論」を収め

　る。春台この「詩論」において、荻生胆来が推賞した明の古文辞派の

　詩を批判している。

○山脇東洋「医則』刊。山県周南序（『周南文集」巻六）。

○本居官長、京都に遊学する。宝暦７年１０月まで。

Ｏ「当世下手談義』刊。当世流行の風俗を面白おかしく述べながら批判

　したもの。寛延４年に刊行を差止められていた。

○宝暦から寛故にかけては戯作隆盛の時代となる。

宝

暦

３

発

酉

防

長

０１月２９日、和智東郊、当職手元役を辞し、阿武郡椿西分村面影山（現

　萩市）の麓に居住す。（『東郊文集』）。

０３月、毛利広漠、江戸加判役として参勤に従って出府。４月６日江戸

　着。

　　　く滝鶴台、毛利広漠宛書噴（『鶴台遺稿』巻九「豊西君」第二書）。

　　　広漠の藩政参与を祝し、活躍を期待するとともに行動に自戒を求

　　　めている。〉

○山根華陽、参勤に従って出府（『華陽文集』巻四）。しかし人員削減の

　対象となり、この年萩に帰る。

０７月、山県周南撰文「明倫館記」の石碑建立。津田東陽書。（『津山詩

　集』によると石碑建立は甲戌とあり、宝暦４年になる。）

０８月２日、草場允文（通称季英、号仲山）京都で死去、３８才。

宝暦２（１７５２）～同３（１７５３）

－

５９



宝暦３（１７５３）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

宝

暦

３

発

酉

防

長

　　　〈津田東陽「仲山草場先生墓誌」〉

０８月、５ヶ年間の藩財政緊縮令出る。

○秋、山根済洲、桧山（俵山）温泉に遊ぶ。

○無陽道費（６６才）、藩の招きに応じて深川大寧寺住職となる。（～宝暦

　６年まで）。

　　　〈滝鶴台「無陽禅師応本藩請住太寧寺賦賀」他詩（「鶴台遺稿」）〉

　　　く滝鶴台、無陽道費宛書墳（『鶴台遺稿』巻十）。鶴台は大寧寺へ無

　　　陽を訪ねている。また無暗に和智東郊を紹介し、無暗は東郊の叙

　　　事詩「宰相怨」・「祇王歌」の借覧を希望し、ここに無隠と東郊の

　　　交遊が開けることになる。〉

　　　く和智東郊「復大寧無隠禅師」（『東郊文集」巻五）。無暗の需めに

　　　応じて「宰相怨」・「祇王歌」を送ると述べる。〉

　　　〈無陽道費「雑華集』巷二。『雑華集』は無陽の第二詩集。〉

○和智東郊「与滝弥八」（「東郊文集』巻五の鶴台宛第一書）。自作の長

　篇叙事詩「宰相怨」・「祇王歌」への鶴台の批評を謝し、この詩にかけ

　た意気込みを述べる。また｀｀春初輯ち印授を解き、窮鳥羅網を脱する

　の懐いを為す。廼ち一挙千里、今日の幸いと為す″と、役務から解放

　され作詩に没頭できる心境を吐露している。

○滝鶴台、和子驀（和智東郊）宛書噴（「鶴台遺稿」巻九の東郊宛第二

　書）。「宰相怨」・「祇王歌」への讃辞を呈し、東郊の詩才・力量に敬意

　を表して激励している。また『周南文集』の序文を送るので校正して

　ほしいと述べる。

○滝鶴台、和智東郊宛書噴（「鶴台遺稿」巻九中の第三書）。防長組採学

　の隆盛の為に尽力してほしいと要請し、東郊と無陽の間に交友が開け

　たことを悦び、翌年春には大寧寺へ行くのでそこで会えたら嬉しいと

　誘う。

○滝鶴台、秦貞父宛書噴（「鶴台遺稿」巻十、貞父宛第一書・第二書）。

　秦貞父（守節）より須佐育英館で祖来の｀｀鬼神策″を講じるについて

　疑問を尋ねてきたのに対して答えたもの。秦貞父は秦兼虎（嵩山）の

　兄。周南に学び、須佐育英館教授。須佐益田氏儒臣。

○山県子棋が播磨国室の辺りで急死したのはこの年か。子棋は阿川毛利

－６０－



宝暦３（１７５３）～同４（１７５４）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

宝

暦

３

娶

酉

防

長

　家の家老。山県周南門下。「周南文集』刊行事務を担当していた。

○毛利広漠、給地阿川に時習館を創設。山県子騏、相談に与かる。

○永田瀬兵衛「御系図御家譜引書」（毛利家文庫３公統）。毛利家系譜作

　成上の引用文献集成。

参

考

０３月、荻生胆来『中庸解』刊。

○服部南郭ｒ物夫子著述書目記』成る。これは阻来の名を偏った偽書の

　出版を警戒し、胆来の著述３６部１９１巻を分類し解説したもの。ただし

　「政談」・「太平策』は入っていない。

○宇佐美清水ｒ絶句解考証』成。

○岡白駒訳「小説奇言」刊。

宝

暦

４

甲

戌

防

長

０５月８日、永田瀬兵衛政純歿、８３才。

　　　〈山根華陽「永田君基礎」（『華陽文集』巻八）。〉

０５月２２日、毛利広漠、加判役を突如罷免され、後に隠居となる。

　　　く滝鶴台、豊西君（毛利広漠）宛書噴（『鶴台遺稿』巻九中の第二

　　　書）。広漠の事件につき田中季三から詳細の通知があったと述べ、

　　　突然の不幸を慰め、その心情を推察し、広漠の失脚にかかわらず

　　　自分の友情は変わらないことを伝えている。鶴台の危惧が適中し

　　　たのであった。〉

○滝鶴台、栗文仲（孝庵）宛書噴（『鶴台遺稿』巻九、孝庵宛第一書）。

　山脇東洋か行った人体解剖は医学の進歩に資する盛事であることを述

　べて医学に対する自分の見解を披渥し、次いで東洋よりの山県周南基

　前に献じてほしいという「医則』が文仲より送られてきていないこ

　と、また東洋五十寿賀の文を頼まれたが承諾したことや無限の「出師

　表」・「鶏群帖」・「自叙帖」に言及、最後に毛利広漠の帑居後の状態を

　尋ね、山県子騏が生きていて広漠の事件を聞いたら驚死したであろう

　と書いている。

○中村梁山、明治館都講となる。

０９月１２日、津田東陽歿、５３才。

　　　く山根華陽「東陽君基礎」（ｒ華陽文集』巻八≫

　　　〈田坂潭山「哭東陽先生八首」（『ー山詩集』巻六）〉

６１－



年 区分 記　　　　　　　　　　事

宝

暦

４

甲

戌

防

長

０１２月、秦守節（貞父）「三之逞序」。「三之逞」は滝鶴台の著。

○永富独鳴庵、越前に赴いて奥村良竹に入門し、吐方を学ぶ。（この入

　門は山脇東洋の命によるもので、東洋の養子玄侃と同行したものであ

　る）。

○無隠道管「金竜尺噴集』刊。（寛延３年（１７５０）に既に刊行か）。

○　同「四会語録序」成る。

○滝鶴台「豊西君詩集序」（「鶴台遺稿』巻五）はこの年以後か。

○同「医官法眼東洋山君寿序」（ｒ鶴台遺稿』巻五）。

○山根華陽「賀医官山脇先生五十序」（「華陽文集」巻六）。

○田坂湖山「医官山脇先生寿歌弁序」（「湯山詩集」巻－）。栗山孝庵に

　代わって作る。

○この頃、『周南先生文集」原稿は校正の為に服部南郭の方へ廻されて

　いた。

○岩国の横山講堂成る。樋口東里主宰。

参

考

○閏２月、山脇東洋、人体解剖を行う。（その時の記録か「威志」とし

　て宝暦９年（１７５９）に刊行される）。

０４月、山脇東洋、滝鶴台宛書噴（「威志」）。「医則』を周南墓前に供え

　てほしいと述べている。これに対する鶴台の返信は「鶴台遺稿」巻八

　「医官法眼山脇玄飛」第一書である。

０９月、秋山玉山「玉山詩集」６巻刊。

Ｏ「金蘭詩集』刊。竜草廬の幽蘭社グループの詩集。

Ｏ「千石諦』刊。

○ｒ草難秋間数銕』和刻刊。

○『石点頭』この年舶来か。（尾崎雅嘉写「舶来書目」）。

宝
暦
５

乙
亥

防

長

○小倉鹿門、参勤に従って出府。

０４月、山県周南『作文初問」刊。周南の文学観がうかがえる。

０４月２７日、秦守節（貞父）、京都遊学より帰り病を得て歿す。３０才。

　　　〈滝鶴台「較秦貞父」（「鶴台遺稿」巻二）〉

　　　〈田坂濠山「哭秦子与三首」（「湖山詩集」巻四）〉

０９月２５日、山根済洲（世禄）歿、３０才。

宝暦４（１７５４）～同５（１７５５）

－

６２－



年 区分 記　　　　　　　　　　事

宝

暦

５

乙

亥

防

長

　　　〈滝鶴台「哭山世禄兼吊子濯」（「鶴台遺稿』巻二）〉

　　　〈田坂瀬山「哭山世禄六首」（「７萌山詩集』巻二）〉

０１２月１４日、栗栖探叔歿、５６才。狩野派画家。一時雲谷等叔を名乗る。

○滝鶴台「雑華集序」（『鶴台遺稿』巻五）。「雑草集」は無隠遁費の漢詩

　集。

０１２月、奈古重大夏、江戸に出張。

○雲谷等澄、名を等微と改める。

参

考

０１月６日、雨森芳洲歿、８８才。寛文８年（１６６８）生。

○海保青陵生。～文化１４年（１８１７）。

０８月、服部南郭「周南先生文集序」成る。

○東北地方大飢饉。

宝

暦

６

丙

子

防

長

０１月、繁沢豊城（当時上銭姓。上銭伯仙の三男）、繁沢規直の養子と

　なる。

０７月、繁沢規直、陽居す。

０７月、山根華陽・小倉鹿門、隔年交替で明倫館学頭代行となる。

０１１月２６日、無陽道費歿、６９才。一説宝暦７年歿。山口の法泉寺にて死

　去。

　　　〈滝鶴台「悼無隠禅師」（「鶴台遺稿」巻四）〉

○滝鶴台「三之逞」刊。（「長周叢書」に収まる。安民を果たすものであ

　れば儒・仏・道いづれの道であってもよいと論じている。）

○滝鶴台、豊西君宛書蹟（「鶴台遺稿」巻九、毛利広漠宛第四書）。広漠

　より「周南文集」の刊行が遅れているので催促してきた。鶴台は遅延

　の理由をいくつか挙げて説明し、了解を求め、広漠の身に起こった不

　幸と文集編集途中で生じた数々の不幸を重ね合わせて嘆いている。文

　集編纂は広漠が中心となって計画されてきたものであった。先師歿後

　４年を経たと感慨をもらす。

○長府藩安岡における砂糖製造事件起こる。これは永富独鳴庵の技術指

　導によるものであった。製品は大坂に送られて販売されたか、幕府か

　ら嫌疑を受け．調査の役人が派遣されてきて、製造は中止される。

宝暦５（１７５５）～同６（１７５６）

－ ６３－



年 区分 記　　　　　　　　　　事

宝

暦

７

丁

丑

防

長

０２月、藩主重就、高齢者を明倫館に招き、敬老の規式を催す。

０９月、山根華陽「為学正論序」（『華陽文集」巻六）。「為学正論」は窪

　井鶴汀著、宝暦九年刊。

０１０月２０日、戸川咸佐歿、７７才。岩国の人。宇都宮遊庵の弟子。

０１１月、滝鶴台「瀬山詩集序」（「鶴台遺稿」巻五）。

０１２月、山根華陽「瀬山詩集序」（「華陽文集』巻六）。

○山根華陽「恭庵佐佐田生墓砺」（「華陽文集」巻八）この年か。佐佐田

　恭庵は津和野の人。

○ｒ須万盛衰記』刊。徳山藩都濃郡須万村の沿革誌。

参

考

０７月６日、高野蘭亭（高子式）歿。５４才。　６８才の説もある。　１７才で失明。

○夏、服部南郭、羽沢（現渋谷区東二丁目）に自責屋を営む。（服部仲

　英「自責亭記」）。

○本多伊予守忠統（椅蘭侯・西台侯）歿。

０７月１７日、梁田娩巌歿、８６才。寛文１２年（１６７２）生。

○井上蘭台ｒ明七子詩解』刊。

○陶山南涛「忠義水滸伝解」刊。語釈したもの。

○岡島冠山訳「通俗忠義水滸伝』刊。継続して寛政２年まで。

○中村蘭林『閑窓雑録』成。

○伊藤束涯「秉燭譚』刊。

宝

暦

８

戊

寅

防

長

０３月２６日、栗山孝庵等手水川（現萩市椿東）刑場にて男の屍体を解剖

　する。解剖の実態を師山脇東洋に報告。

０４月１５日、田坂ー山歿、３９才。肺患の為。

　　　〈滝鶴台「田坂君碑陰文」（『鶴台遺稿」巻六）〉

○本城紫巌、萩に来て明倫館に入学、山根華陽に師事す。

○滝鶴台、長崎に遊ぶ。（滝高渠「鶴台行状」）。出島和蘭館に入り見分。

　この年鶴台５０才。旅行記『長崎紀行」がある。和智東郊「与滝弥八同

　米崎陽送弥八達郷」（『東郊文集』巻二）によると、鶴台の長崎行きは

　宝暦９年のようにも思われる。（宝暦９年の記事参照）

０１０月、雲谷等竺（当時扶持方成）、祖母心乱につき島借り（島送り）

　を申し出る。（「遠近方日帳」）。

宝暦７（１７５７）～同８（１７５８）

－ ６４－



年 区分 記　　　　　　　　　　事

宝

暦

８

戊

寅

防

長

０１０月、栗山孝庵宛山脇東洋書漬（『威志』）。

○滝鶴台宛山脇東洋書噴（ｒ威志』）。「威志」板行について釧台の序文を

　依頼してきたもの。

○和智東郊「坂翁八十寿序」（東郊文集』巻四）。阪翁とは坂時存（号子

　騏）。

○奈古屋大夏「寿阪子棋八十序」。

０１２月、坂時存、諮問を受けて当職毛利広定に藩政改革意見書提出（『毛

　利十一代史』の内「御国政再興記」参照）。この意見書が宝暦藩政改

　革の青写真となる。書中時存は、朝鮮の書『懲昔録」（豊臣秀吉の侵

　略を受けた自国朝鮮の国内体制への反省と自戒を述べた書）を引用し

　ている。

参

考

○春、服部南郭「漂山詩集序」。

○中井雙庵歿、６６才。

○太宰春台「詩書古伝」刊。山県周南序（『周南文集』巻五）。その序で

　周南は、朱子学的な詩経・嗇経観に反対の意見を記している。

○服部南郭「南郭先生文集四編」刊。延享２年から宝暦７年までの作品

　を収める。

○高野蘭亭『蘭亭先生詩集」刊。

○中井竹山「持律兆序」成る。

Ｏ「唐詩函」刊。

○沢田一斎訳「小説粋言』刊。

○口木山人（西田惟則）訳『通俗西遊記初編」この年より刊行。

宝

暦

９

●

己

卯

防

長

０２月１３日、和智東郊、長崎聞役となる。

　　　〈和智東郊「紀肥州崎陽事」（『東郊檎藻拾遺」）〉

　　「東郊文集』巻二「与滝弥八同来崎陽送弥八還郷」と題された七言律

　詩及び「東郊檎藻拾遺」の「贈弥八滝君序」によると、東郊は鶴台と

　長崎へ同行しているようである。しかし「鶴台行状」や「長崎紀行」

　は鶴台の長崎行きを宝暦８年とする。

０３月５日、山根華陽、明倫嶮学頭となる。

０３月、窪井鶴汀ｒ為学正論』刊。山根華陽・滝鶴台序、小田村鄭山政。

宝暦８（１７５８）～同９（１７５９）

－

６５－



年 区分 記　　　　　　　　　　事

宝

暦

９

己

卯

防

長

○春、滝鶴台「威志序」（「鶴台遺稿」巻五）。

０６月２１日、栗山孝庵、女体解剖を行う。山脇東洋に解剖記録を報告。

０７月、窪井鶴汀「古訓輯要序」。

０１０月２日、坂時存歿、８１才。

　　　〈滝鶴台「坂翁墓誌」（「鶴台遺稿」巻六）。〉

０１０月、奈古屋大夏「贈高山公序」。高山益田広尭五十歳の寿文。この

　頃大夏は遠近方頭人であった。

○冬、和智東郊、江戸藩邸留守居助役となる。

０１１月１３日、毛利広漠歿、３８才。

　　　〈山根華陽「蘭陵君像賛」（「華陽文集」巻九）。〉

○有吉高陽、世子毛利重広付となり出府。

○山根華陽「小川君基礎」（「華陽文集」巻八）。小川君は小川源右衛門

　澄衆、号秀軒。

○山根華陽「復田子逸」（「華陽文集」巻十）。田子逸は飯田居謙。河野

　養哲の記念碑建立に関し、碑の材石を狐島（現萩市椿東）の海中に獲

　たので、草場大腿書による山県周南撰文を小田村郵山・河野通周と相

　談して彫らせたが、冬期なので春になってから送り出したいと申し送っ

　たもの。

○金谷天満宮（現萩市椿西）建立。

参

考

０６月２１日、服部南郭歿、７７才。天和３年（１６８３）生。

○山脇東洋ｒ威志』刊。滝鶴台序（「鶴台遺稿」巻五）。

○吉益東洞「医断」刊。滝鶴台序（「鶴台遺稿」巻五）。

○小野蘭山・島田充房「花彙・草部」刊。

○末紫石、長崎より江戸に帰り塾を開く。

宝
暦
１０

庚
辰

防

長

０２月、和智東郊、公務により出府（「贈弥八滝君序」）。

０３月、滝鶴台、一家を挙げて右田より江戸に出て、芝に家塾を開く。

　　　〈山根南浪「送鶴台先生携二子遊東都」（「南洪先生詩集』巻三）〉

　　　く本城紫巌「奉送鶴台先生二子遊東都」他（「紫巌遺稿』≫

　　　〈滝鶴台「遊賀島記」（「鶴台遺稿」巻六）〉

宝暦９（１７５９）～同１０（１７６０）

－ ６６－



年 区分 記　　　　　　　　　　事

宝

暦

１０

庚

辰

防

長

○春、滝鶴台「大笑軒記」（ｒ鶴台遺稿』巻六）。大笑軒は、奈古屋大夏

　の書斎名。

０６月２７臼、和田梅翁（正清）歿、８４才。書家。厚狭毛利家臣。

　　　〈山根華陽「和田梅翁墓表」〉

○永富独鳴庵、長崎に遊学。通訳宮吉雄耕牛について和蘭医学に接す

　る。宝暦１２年夏、下関に帰る。

○山県周南「為学初問」刊。この書は既に「農園談余』の書名で組来著

　として流布していた。滝鶴台の仲子岐陽宛書噴（『鶴台遺稿」巻九岐

　陽宛第二書）によると、「為学初問』刊行に当たって織田家島津家等

　から文句がつけられ、本文を鶴台の手によって削除したところがある

　という。

０８月、山県周南「周南先生文集初編』刊。滝鶴台「周南先生行状」及

　び服部南郭「周南墓誌銘」を附す。第二編の刊行が予告されながら未

　刊に終わる。

○無隠道管「雑華集』刊。

○この年か、滝鶴台、細井平洲の零鳴館にて秋山玉山と会う。七言絶句

　三首を贈る。（「鶴台遺稿」巻四）。

参

考

○永田俊平撰『大東詩家地名考』刊。祖抹門流の詩風の―つとして日本

　の地名を中国風に言い替える趣向があり、その用例を集めたもの。

宝
暦

１１

辛

已

防

長

０６月、和智東郊、江戸より萩へ帰る（「贈弥八滝君序」）。

０７月、豊田養慶「緒鞭余録』刊。京都東山雙林寺における産物会の記

　録。豊田養慶は岩国の医師。

０１０月１７日、徳田幸助良方歿、６７才。『江氏家譜』編纂員の一人。

０１１月２１日、滝鶴台、長州本藩に招聘され、一代儒者として寺社組編

　入。米２５俵給与。

○この年、滝鶴台、「咀採集』の講義を行う。

○滝鶴台「糸竹園記」（『鶴台遺稿』巻六）。糸竹園は津和野の布施成章

　の園名。

○滝鶴台、吉益東洞宛書噴（『鶴台遺稿』巻八、東洞宛第二書）。小田雲

　淘（済川）の入門希望を伝え、紹介している。

宝暦１０（１７６０）～同１１（１７６１）

－ ６７－



宝暦１１（１７６１）～同１２（１７６２）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

宝
暦
１１

辛
巳

参

考

０５月、宇佐美清水「南留可志序」。「南留可志」は荻生胆来の著。

０９月３日、輿村良竹歿、７５才。越前藩医。永富独檜庵に吐方を伝え

　た。

０１１月２７日、井上蘭台歿、５７才。宝永２年（１７０５）生。

○伊藤東涯『紹述先生文集」３０巻刊。

○荻生狙来「四家筒丿刊。宇佐美清水序。出雲餐霞館蔵版。

宝

暦

１２

壬

午

防

長

○山根華陽、明倫館学頭を辞す。宝暦９年以来勤める。

０２月１７日、山県業園・小田村郵山、明倫館学頭暫役となる。同年閔４

　月１５日まで。

０３月、和智東郊「贈弥八滝君序」（「東郊檎藻拾遺」）。

０５月２１日、安部和貞歿、６８才。永田瀬兵衛等と「江氏家譜」を撰定。

０５月、滝鶴台、秋山玉山が熊本に帰るを送って詩を贈る（「鶴台遺稿』

　巻四）。

０７月６日、小倉鹿門、明倫館学頭となる。安永４年（１７７５）まで。

０９月２日、繁沢規直（南塘）歿、７９才。

０９月１９日、国富鳳山歿、５６才。徳山の祖練学者。服部南部の弟子。

○永富独咳庵、亀井南冥を連れて再度長崎に赴く。途次、ｅ前蓮池に大

　潮を訪問。この年、長崎より赤間関に帰り、直ちに上京。京都にて売

　茶翁に師事。

○曽野雲門（有原）、江戸に出て京橋柳原に居住す。

○奈古屋大夏「寿大連阪君六十」。大遠阪君は坂時遠のことで当時当職

　手元役。

○滝鶴台、伸子岐陽宛書積（「鶴台遺稿」巻九、岐陽宛第二書）。｀｀客冬

　公朝に召見せられ儒臣の列に就き世子に経を授く″とある。とすれば

　この書漬は宝暦１２年となる。しかし追伸中に「周南文集」及び「為学

　初問』に触れ、｀｀為学初問今春開板″とあるが、「為学初問」は宝暦１０

　年の板行であれば、｀｀客冬公朝に召見″された宝暦１１年以後のこの書

　噴は宝暦１２年のものか宝暦１０年のものかの疑問が生じる。後考を揆つ。

　「為学初問」の板行に関しては、その内容に織田・島津両家から横槍

　が入り、初稿を改めたと述べている。また「周南文集」の刊本と浄写

　本との対校を岐陽・山根華陽・鶴台とで行っている状況が知られる。

－６８－



年 区分 記　　　　　　　　　　事

宝

暦

１２

壬

午

防

長

　なお岐陽は最近結婚し、新居を卜築したとある。

○滝鶴台か大和小泉侯片桐氏の師儒として招かれることになったのはこ

　の年か。

参

考

○春、亀井南冥、永富独鳴庵に入門。

０３月１７日、五井蘭洲歿、６６才。元禄１０年（１６９７）生。

０８月１３日、山脇東洋歿、５８才。宝永２年（１７０５）生。

○荻生胆来『南留可志』刊。（元文元年（１７３６）にも刊）。

０９月、荻野復堂原輯・同鳩谷増定「東藻会彙」成る。宝暦１１年宇佐美

　満水序。日本固有の名詞類を胆採門流の詩文から採択し分類整理した

　もの。ただじ地名″についての部を欠く。

○『謝茂秦山人詩集』和刻刊。

宝

暦

１３

娶

未

防

長

０２月、永富独鳴庵『吐方考」刊。山脇東洋序。

０３月、永富独鴇庵『嚢語』刊。清田脊叟序。（文化６年再刊）。

○春、永富独檎庵、京より大坂へ移り、高麗橋南備後町に居住（「嚢語」）。

○滝鶴台、奈古屋大夏宛書噴（「鶴台遺稿』巻九、大夏宛第三沓）。朝鮮

　信使来朝の情報を伝えている。

０４月５日、滝鶴台江戸を発足し、５月１１日萩に着す。

０５月２２日、奈古屋大夏、遠近方より蔵元両人役となる。明和７年６月

　まで。

０６月、島田智庵、『萩古実」に記事を追加する。（多賀社文庫蔵「萩古

　実』）。

０９月２９日、曽野有原（雲門）歿、４６才。

　　　く滝鶴台「雲門曽先生墓碑」（『鶴台遺稿』巻七≫

０１２月２７日、朝鮮信使、赤間関に着し阿弥陀寺にて越年。（翌年５月帰

　国）。１２月２８・２９・晦日の３日間、滝鶴台等藩令により詩文唱酬。そ

　の詩文は『長門娶甲問檄』として刊行される。

○和智東郊「奉送今上皇帝登祚慶聘使阿川江君序」（「東郊文集」巻四）

○和智東郊「送阪大連之阪陽序」（「東郊襖藻拾遺」）。阪大速は坂時速の

　こと。

宝暦１２（１７６２）～同１３（１７６３）

－ ６９－



宝暦１３（１７６３）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

宝

暦

１３

娶

未

防

長

○永富独鳴庵「漫遊雑記丿成る。亀井南冥序。明和元年刊。文化６年

　（１８０６）再刊。

○小田村藍田「寿家大人序」（「藍田小田村先生集」）。小田村鄙山六十歳

　賀寿。

○和智東郊「与子羽秋君」（『東郊文集』巻五）。子羽秋君は熊本藩儒秋

　山玉山。滝鶴台を通じて玉山の名を知り、鶴台を通じて書を呈し交友

　を求めている。しかし玉山はこの年死去した。

○秦嵩山（兼虎）・本城紫巌、明喩館での就学にあきたらず、館を出て

　市中に居住し滝鶴台に師事する。

参

考

０４月、野村公台、服部南郭の扶菜館より甫郭手沢本「太平策』を借り

　て写す。（岩波「日本思想大系・荻生胆練」丸山真男「「太平策」考」）。

０５月、亀井南冥「漫遊雑記序」。

０６月、立原翠軒、大内熊耳に師事。

○大田南畝（１５才）、内山賀邸に入門。内山賀邸は明和期の江戸を代表

　する歌人。

○江村北海（５１才）、詩社賜杖堂の結成はこの年か。社友は金竜道人敬

　雄・芥川丹丘・武田梅竜・那波魯堂等。

○荻生胆来「絶句解』再刊。五言絶句百首解と池漬（李挙竜）七絶三百

　首解とから成り、いずれも明詩の解である。（享保１７年の項参照）

○中川南峰「絶句解弁書」刊。「絶句解』を分かり易く解説したもの。

○伊藤東涯「秉燭譚」刊。古義堂蔵板。（宝暦７年にも刊）

○祇園南海「詩学逢原」刊。詩論書。

○吉益東洞・巌恭敬甫編「建殊録」刊。滝鶴台と吉益東洞の往復書簡を

　附す。

○源誠章「古訓輯要序」。「古訓輯要』は窪井鶴汀著。

○大典「詩語解」刊。

○ｒ俗談唐詩選』刊。（或は宝暦１２年か）

○平賀源内「根南志具佐」・『風流志道軒伝』・「物類品隣」（附図は末紫
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宝暦１３（１７６３）～明和元（１７６４）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

宝
暦

１３

参

考

　石画）刊。

○「甘氏印正」和刻刊。葵殷堂蔵板。

０１２月１２日、秋山玉山歿、６２才。元禄１５年（１７０２）生。

宝明

暦和

１４元

⌒６
／

２－

甲

申

防

長

０１月、赤間開で越年した朝鮮使節、江戸に向かう。

０１月６日、滝鶴台、赤間開より萩に帰着６

０２月、日名内周道歿。

　　　〈奈古屋大夏「日名内周遊墓碑」〉

０４月９日、滝鶴台、萩出立。同１１日上ノ間着。しかし朝鮮使節は大坂

　変事の為に帰路延引し、鶴台は同月２５日上ノ開発、２７日一旦萩に帰

　着。

０５月６日、鶴台萩出足、８日上ノ間着。

０５月１９日、夜中朝鮮使節上ノ間着。２０日早朝出帆し赤間間に向かう。

　その為上ノ開での詩文応酬なし。直ちに鶴台達も船で赤間開に赴き、

　２１日赤間間着。即日製述宮三書記と詩文唱酬。２３日信使赤間間出帆。

　２４日鶴台萩帰着。（鶴台記「略系井伝書」による）。

　　　く滝鶴台「朝鮮南秋月成竜胴元玄川察問教条附」（「鶴台遺稿』巻十）。

　　　儒教を仏教・キリスト教・回教等と等価に置き、それらは各民族

　　　それぞれの特性にもとづいて樹てられた治国安民の道を説くもの

　　　であるとして、儒教への相対的な価値認識を表明している。一方、

　　　備中の人西山拙斎は、この南秋月・元玄川との接触によって咀昧

　　　学から朱子学へ転向している。〉

０９月、永富強鳴庵「漫遊雑記」刊。亀井南冥序。

０９月２１日、伊藤漕斎歿、６６才。長門国出身の儒者伊藤好義斎の養子。

　室鳩巣門下。

０１０月、撫育方設置。

○滝鶴台、渡りロ（現萩市）に居を移したのはこの年か（『鶴台遺稿」

　巻九、奈古屋大夏宛書噴第五書参照）。

○滝鶴台「錦渓小田君碑陰文」この年か。（『鶴台遺稿』巻七）。

○林東漢、京都四条高倉の家に頼春水の訪問を受ける。

－７１－



明和元（１７６４）～同２（１７６５）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

宝明

暦和

１４元

⌒６
／

２－

甲

申

防

長

○本城紫巌「次秦士熊贈韓客歌行之韻」（「紫巌遺稿』）。秦士熊は秦嵩山。

○青木葵園「双鶴歌和子光次秦士熊韓客歌行之韻」（『葵園遺稿』）。

○中村梁山「西村意真墓誌」この年か。

○藩主毛利重就夫人立花氏、賀茂真淵より「古今和歌集』の講義を受け

　　　　　　　　　　　ともぃこ　る。央人の侍女野村弁子も一緒に聴講し、講述を筆記する（明和元年

　冬）。それは後に上田秋成の補訂を経て『古今和歌集打聴」として寛

　政元年（１７８９）に刊行された（岩波「日本古典文学大辞典』）。

参

考

０２月、『古今図書集成』持渡る。

○大坂にて朝鮮信使随員訓導崔天守、小通事鈴木伝蔵に殺害される事件

　起こる。

０８月、細井平洲『曝鳴館詩集」６巻３冊刊。滝鶴台序（「鶴台遺稿」

　巻五）。鶴台・秋山玉山・波井太室・木村蓬莱が批点を附す。当時こ

　の詩集は非常な好評を博す。

０１１月２日、根本武夷歿、６６才。

０１１月、細井平洲、上杉嵐山の師となる。藁科松伯の推挙による。

○荻生胆来『古文矩』刊。宇佐美清水序。

Ｏ「欧陽文忠公文集』刊。皆川洪園等校。

明

和

２

乙

酉

防

長

０１月２４日、滝鶴台、新知４０石の外にその身一代６０石加給計１００石で長

　州藩譜代に取り立てられる。

０２月３日、滝鶴台、出府の為萩発足。京都にて林束瞑宅に止宿。途

　次、桑名の南宮大漱の家に宿る。３月１日江戸着。三十間堀藩邸に入

　る。藩世子の学問手蹟指南となる。

０３月、仲子岐陽、参勤に従って出府。

０５月、林束贋、旧門人北革汀の墓誌を撰す。

○和智東郊『和智東郊座右記」この年成るか。記中に徳川家康１５０回忌

　に言及し｀｀此明和二年酉ノ四月十七日云々″の文字が見える。

０６月２３日、和智東郊歿、６３才。元禄１６年（１７０３）生。

　　　〈滝鶴台「東郊和智君墓誌」（「鶴台遺稿」巻七）〉

０７月６日、滝鶴台、藩主重就の側儒となる。

－７２－



明和２（１７６５）～同３（１７６６）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

明

和

２

乙

酉

防

長

○本城紫巌、参勤に従って出府。青木葵園とともに滝鶴台に師事。

○滝鶴台、細井平洲の推挙により上杉鷹山に師として招かれる。（又は

　明和４年か）。鶴台と平洲の交流については平洲の「屡鳴棺遺稿」参

　照。

○国重竜原（１６才。後に佐々木姓）、都濃郡鹿野より萩に出て明倫館に

　入学。

○島田智庵（貫通）、薬園役となり、３月、河添薬園（後に南苑に発

　展）ヘー家で移る。

○「長門娶甲問嵯」２巻２冊刊。山根華陽序（『華陽文集』巻六）。

○田坂瀬山「潭山詩集』６巻３冊刊。服部南郭・滝鶴台序、山根華陽

　蹟。

○小田村鄙山「益田君墓誌名」（『鄭山集」）。益田君は益田広尭。

参

考

０５月２８日、入江南漢歿、８８才。

０９月、片山北海、大坂に混沌社を結成。（片山北海は宇野明霞の高弟）。

○小野蘭山・島田充房ｒ花彙・木部』刊。

○多紀元孝（藍渓の父）、江戸神田佐久間町に臍寿館を開塾。寛政改革

　の時に幕府の医学校となる。

○鷹司輔平（毛利重就の女婿）、東照宮百五十年祭の勅使として江戸下

　向。小沢蘆庵随従。輔平、長州江戸藩邸を訪問。蘆庵、江戸にて鷹司

　家出仕を停められる。

Ｏ「照世盃」和刻刊。

明

和

３

丙
戌

防

長

０１月、林東演ｒ明詩礎』再板。

０３月５日、永富独礦庵歿、３５才。享保１７年（１７３２）生。

　　　〈小田亨叔「独鳴庵先生行状」〉

０７月、滝鶴台「大漱詩集序」（『鶴台遺稿』巻五）。大漱は南宮大漱。

０８月２３日、小田村鄭山歿、６４才。元禄１６年（１７０３）生。

　　　〈山根華陽「鄭山田君墓硝」（「華陽文集」巻八）〉

　　　〈山根南浹「哭鄭山先生二首」（『南瞑詩集」巻三）〉

０１１月、窪井鶴汀「古訓輯要」刊。
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年 区分 記　　　　　　　　　　事

明

和

３

丙

戌

防

長

０１２月３日、中村九郎兵衛（梁山）、一代儒者兼業となる。

○本城紫巌、江戸より徳山に帰る。

○中村玄与・玄春父子在江戸。

参

考

０３月、荻生胆来「胆練先生素問評』刊。宇佐美濁水編。天愚孔平（萩

　野鳩谷）咳。荻野鳩谷は松江藩士、宇佐美潜水門下。

○荻生胆来『絶句解拾遺』刊。宇佐美濁水校。五絶句解拾遺・池漠七絶

　解拾遺・脊州七絶解とがら成る。初刊享保１８年。

０６月、陶山南涛歿、６７才。元禄１７年（１７０４）生。

○頼春水、片山北海の混沌社に加わる。

○大田南畝、松崎観海（太宰春台門）に入門はこの年か。

○多紀藍渓、臍寿館学頭となり井上金峨を学頭とする。

○都賀庭鐘『繁野話」刊。

○五井蘭洲『非物篇』成る。明和３年中井竹山序。蘭洲の原稿を竹山と

　中井履軒が整理したもの。胆来批判書。（大阪大学懐徳堂文庫復刻刊

　行会『懐徳堂文庫復刻叢書」）

Ｏ「明詩擢材」刊。

明

和

４

丁

亥

防

長

○春、本城紫巌、参勤に従って出府。

０８月、山根華陽「御家誠序」。ｒ御家誠』（毛利家文庫３公統に所収の

　「御教戒」）は、藩主重就の命により元就・隆元・輝元の遺文（手紙等）

　から日常の絨めとなるものを週録したもの。

０９月、奈古屋大夏「漏泄堂記」。瀬泄堂は奈古屋大夏の書斎名。

０９月８日、栗山孝庵（文仲）、藩主重就の侍医となる。

０９月、越氏塾を藩校明倫館の分館として再興する。明倫館儒官１人が

　輪番で出講する。（越氏塾の再興にあたり、山根華陽が藩命によって

　三田尻に赴き越氏塾の学規を制定した。時に華陽は７２才。奈古屋大夏

　は華陽の萩出足にあたって送別詩五首を賤けとした。それに応えた華

　陽の詩はｒ華陽文集』巻四に載る。）

　　　く山根華陽「復田子逸」（「華陽文集」巻十、田子逸宛第二書）。田

　　　子逸は華陽の弟子の飯田居謙。〉

０１０月、奈古屋大夏「受喘堂記」受噛堂は山田産卿の書室名。

明和３（１７６６）～同４（１７６７）
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明和４（１７６７）～同５（１７６８）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

明

和

４

丁

亥

防

長

○滝鶴台「但採先生医言序」（「鶴台遺稿」巻五）。

○中村玄春Ｆ祖抹先生医言序」。中村玄与「咀抹先生医言咳」。

○滝鶴台、井士良（窪井鶴汀）宛書噴（ｒ鶴台遺稿』巻九、鶴汀宛第四

　書）。鶴汀の書『古訓輯要』を贈られたことへの礼を述べ、林東漬が

　近頃江戸にやってきたがすぐに京都へ帰ったことを報じている。窪井

　鶴汀は当時京都に住んでいた。

参

考

０７月、田沼意次、側用人となる。

０８月、山県大弐（４３才）・藤井右門（４８才）死刑となる。明和事件。

○秋、大田南戴、始めて平賀源内に会う。

０９月、大田南畝（１９才）『寵惚先生文集初編」刊。

０１１月８日、岡白駒歿、７６才。

０１２月、竹内式部、三宅島にて歿、５６才。

○荻生胆来「医言」刊。

○宇佐美潜水『絶句解考証』刊。

○中井竹山「非徴」成る。天明４年（１７８４）刊。胆来「論語徴』を批判

　する。

○荻野復堂『東藻会衆纂略』刊。

○南宮大漱（４０才）、江戸に出て日本橋樗正町に居を構えて教授す。（森

　鴎外『伊潭蘭軒」）。

明

和
５

戊
子

防

長

０５月１４日、角田智庵（２代目）歿、８０才。

○山根華陽「湖北君五十寿序」（『華陽文集」巻六）。海北君は右田毛利

　広定（藩主重就の実兄）。

○滝鶴台「公族湖北君五十寿序」（『鶴台遺稿』巻五）。

○秋、奈古屋大夏「香化堂記」。香化堂は徳山藩士奈古屋子信の書室名。

０１２月、奈古屋大夏「賀芙蓉師住持養学院序」。

○奈古屋大夏「紀僧玄活事」。玄活は山口の大通院の僧。

Ｏ「三都学士評林」刊。滝鶴台は｀｀江戸之巻″の詩文家の部で巻頭の極

　上上吉、林束演は｀｀京都之巻″で詩文家の部に清田備叟・那波魯堂等

　と上上吉にランクされている。

－７５－



明和５（１７６８）～同６（１７６９）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

明
和
５

戊
子

参

考

０８月２２日．大潮歿、９１才。延宝６年（１６７８）生。

○江村北海「日本詩史」成稿。（明和７年１０月、江村北海「日本詩史

　凡例」）。

○戸崎淡園「唐詩聯材」刊。（唐詩の語として擬古詩に常用されたもの

　を集める。『唐詩礎』と同じような内容）。

Ｏ「尚書大全』刊。

Ｏ「潮中八雄伝』刊。水滸伝の願案物。作者は根本武夷か。

Ｏ「笑府』訓訳本刊。

明

和

６

己

丑

防

長

０２月５日、桂広保歿、８２才。

　　　〈山根華陽「長藩大夫南野桂君慕硝」（「華陽文集」巻八）〉

○春、滝鶴台「華陽先生文集序」（『鶴台遺稿」巻五）。

○滝鶴台、拝崎相如宛書噴（「鶴台遺稿」巻八）。

○滝鶴台、昨年冬より脚気を患って歩行困難になっていたが、この年６

　月頃快癒す。

０２月１１日、山根華陽の文集出版に対し、及び前藩主宗広以来の精勤に

　対する慰労として藩より金三十両下附される（ｒ毛利十一代史』）。

０２月、『防長古器考』編纂に着手。小笠原長鑑・林以成編。図は雲谷

　等叔。安永３年（１７７４）６月完成。

０３月、栗山孝庵（文仲）参勤に従って出府。

　　　〈奈古屋大夏「送栗山文仲之東都序」〉

○夏、栗山孝庵「華陽先生文集咬」。

０８月、吉田文献「済洲山根君遺稿叙」。

０９月、奈古屋大夏「浦子徳別号説」。

０９月２４日、宍道朝陽（広慶）歿、５４才。連歌を能くする。

０１０月か、滝鶴台、上杉鷹山宛書上（米沢郷土館蔵）。鷹山初入郎にあ

　たり、藩主としての心構えを説いたもの。

０１０月１４日、有馬喜三太歿。

○窪井鶴汀歿。

○有吉高陽（公甫）、江戸に出て滝鶴台に師事する。

○本城紫巌、江戸より徳山に帰る。

７６



明和６（１７６９）～同７（１７７０）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

明

和
６

己
丑

参

考

○清田偉叟ｒ唐土行程記』刊。寛政年間に『通俗漂海記』と改題して再

　刊。

○銅脈先生『太平楽府』刊。

○江戸で娘評判記盛行。水茶屋娘や町芸者の評判を記す。

明

和

７

庚

寅

防

長

○滝鶴台、拝崎相恕宛書噴（「鶴台遺稿』巻八、拝崎宛第二書）。

○滝鶴台「画藪序」（「鶴台遺稿』巻五）。『画藪』は宋紫石著『古今画藪」

　のこと。

○滝鶴台、井子章（溢井太室）宛書贋（『鶴台遺稿』巻八、太室宛第一

　書）。鶴台の藩政担当者及び藩政への批判が吐露されている。安藤紀

　－は、鶴台か江戸出発前に書いたものとする。

０６月、滝鶴台、明倫館振興に取り組む為に江戸より萩に帰る。（「題阻

　練先生真蹟後」『鶴台遺稿」巻七）。「学校興立仕法書」をまとめる。

０６月２１日、奈古厖大夏、蔵元両人役を免ぜられ、閏６月５日、目付役

　となる。

○閑６月５日、山根華陽隠居。その身一代米２５俵を給せらる。

○中村梁山、滝鶴台に代わって世子治親の侍続となり、江戸に出る。

０８月、山根華陽「五層城楼再修記」（「毛利十一代史」）。

０９月１２日、滝鶴台、藩主重就と面談中発病して倒れ、以後寝たきりと

　なる。

０９月、有吉高陽、南苑の監吏となる。高陽はこの年萩に帰る。

０９月、山根華陽「重建太祖神廟記」（ｒ毛利十一代史』）。毛利元就を祭

　り、仰徳大明神と称した神社の記。

０１１月２９日、三戸養因歿、８６才。岩国の狩野派画家。

○山根華陽「華陽先生文集」刊。滝鶴台序。

○奈古屋大夏「寿節軒八十八叙」。節軒は栗鼠姓。

○蘭鮑亭「虚実見聞記序」。

○南部伯民生。～文政６年（１８２３）。

７７



年 区分 記　　　　　　　　　　事

明

和
７

庚
寅

参

考

○尾藤二洲（２４才）、大坂に出て片山北海の門に入る。

Ｏ「喬風草」初版刊。安達清河（服部南郭門）の市隠グループの詩集。

○宋紫石「古今画藪」刊。翌８年にかけての刊行。滝鶴台序。

○宇佐美満水校訂「王注老子道徳経」和刻刊。河上公注本に対立する王

　弼注本。いわゆる『老子』の明和本といわれるもの。

Ｏｒ蕩子茎托解」刊。

明

和

８

辛

卯

防

長

０１月６日、朝枝文孟歿、６９才。連歌師。

０２月、奈古屋大夏「東郊先生文集咳」。

０２月晦日、゛儒者二人医師三人絵師二人役者三人、為稽古江戸被差越

　候面々月別御扶持方壱人銀拾七匁充、十二月二壱度銀弐百目充被立下

　候。右の外二儒医の儀は壱ケ年二金弐両宛被下候。″

○滝鶴台、細井平洲宛の手紙を栗山孝庵に託す。孝庵、３月に出府。４

　月に届けたが平洲は既に米沢へ出発した後であった。

０８月、秦高山「波田守節墓碑銘」。

０１２月２８日、山根華陽歿、７５才。元禄１０年（１６９７）生。

　　　〈本城紫巌「奉哭華陽先生」（「紫巌遺稿」）〉

　　　〈秦嵩山「華陽山根先生墓誌銘」〉

○小田享叔（済川）、萩に来て明倫館に入学。

参

考

○春、伊勢お蔭参り盛行。

０３月、前野良沢・杉田玄白等江戸千住小塚原にて死刑囚の死体解剖を

　見る。

０４月、細井平洲（４４才）、上杉鷹山に招かれて米沢に赴き、一年間滞

　在。

○南宮大漱（４４才）、祷正町より八町堀牛草橋に移る。その家塾を晴雪

　楼という。

○荻生胆来『皇朝正声』刊。

○江村北海「日本詩史』５巻刊（岩波「日本古典文学大辞典』による）。

　巻五で長州藩山県周南門統に言及している。

○（明）宋応星「天工間物」和刻刊。中国にて康煕１２年（１６７３）に刊行

　されたもの。和刻本は送り仮名を付けて読み易くしてある。

明和７（１７７０）～同８（１７７１）

－ ７８－



明和９・安永元（１７７２）～安永２（１７７３）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

明安

和永

９元

⌒１１

／

１６
－

壬

辰

防

長

０１月、奈古屋大夏「贈廻神屯序」。

０２月２９日、江戸大火。桜田・新橋の長州藩邸焼失。

０４月、滝鶴台宛細井平洲書状。上杉鷹山の藩主としての言動を伝え、

　これは鶴台の薫育の結果であると述べている。また秋山玉山墓碑銘の

　撰文を頼んできている。

○小田村藍田「明倫館祭酒鹿門先生七十寿序」（「藍田小田村先生集」）

参

考

０１０月２０日、佐藤一斎生。～安政６年（１８５９）。

０１０月、金竜道人「明七才子詩集掌故序」。

○宇野明霞ｒ文語解』刊。

○宇野東山「古文尚書標注」刊。

Ｏ「儒医評林」刊。滝鶴台は詩文家の部で巻軸に真上上吉として挙げら

　れている。巻頭は大内熊耳。ともに最上級に置かれ、南宮大漱・安達

　清河・伊藤藍田・戸崎淡園・入江北海等は上上吉に置かれている。

○田沼意次、老中となり側用人格を兼ねる。

案
２
１１

防

長

０１月２４日、滝鶴台歿、６５才。

　　　〈波井太室「滝鶴台墓誌銘」〉

　　　〈滝高梁「鶴台行状」（『鶴台遺稿』に収まる）〉

０３月１０日、林東演、金竜道人と共に江村北海の６０歳賀寿宴に出席する。

○閑３月１日、奈古屋大夏、目付役を免ぜられる。

０６月、三浦瓶山（名は衛興。山県周南門。石見の人）富山藩広徳館学

　頭となって江戸より富山へ移住。

０７月、奈古屋大夏「東里随筆序」。「東里随筆」は波多野東里の著。

０７月、奈古屋大夏「寿木梨君六十序」。木梨君は木梨恒通のこと。

０１１月、奈古屋大夏「潭陵印譜序」。「淵城印譜』は長井君茂著。君茂は

　長井俊卿の次子。

○奈古屋大夏「橋松園記」。橋松園は光阿上人の庵の在るところ。

○奈古屋大夏記「竜峰捜捕録」。大寧寺住職竜蜂の逮捕記録。大寧寺と

　藩と東照宮所在をめぐり対立し、竜峰は無届で寺を出奔したもの。

○小田村藍田「奉送長丘桂君之東都序」（『藍田集』）。長丘桂君は桂広訓。

○滝高渠、世子治親の侍読となる。

－７９－



年 区分 記　　　　　　　　　　事

案２
呑

参

考

０２月、『明七才子詩集掌故』刊。

０８月１１日、亀井昭陽生。～天保７年（１８３６）。

０９月２２日、吉益東洞歿、７２才。

○堀南湖校訂「五代史」刊。

安

永

３

甲

午

防

長

０６月、『防長古器考」成る。小笠原長鑑・林以成編、雲谷等叔画。

○越氏塾へ明倫館よりの儒者派遣を止め、越氏塾会頭役飯田楽軒（山根

　華陽の弟子）を儒役に選任する。

○林東漢、在江戸。

０９月、上杉鷹山「鶴台先生遺稿序」。

参

考

０７月２９日、冷泉為村歿。近世中期最大の堂上歌人。享保期以降、江戸

　に幕府高官を中心として冷泉派を構成。毛利重就の和歌の師。

○江村北海『日本詩選』刊。（岩波文庫本西沢道寛解説による。岩波

　「国書総目録」は安永２年刊とする）。同書続編は安永８年（又は同７

　年）刊。（明和８年の記事参照）。

○大典『唐詩集註』刊。

○皆川洪図『問学挙要』刊。

○杉田玄白・前野良沢等『解体新書』刊。

○玩世道人『増訂唐詩礎』刊。

○（清）沈炳震撰「唐詩金粉」刊。

○『唐土真話」刊。（「石点頭」の一話を浮世草子風に訳したもの）。

安

永

４

乙

未

防

長

０２月、小倉鹿門「重修霊椿山経蔵記」。

０２月、小倉鹿門、病気のため明倫館学頭を辞す。繁沢豊城・山根南洪

　の二人、明倫瞎学頭座勤務となる。

０３月、片山鳳翻「釣天余韻」成る。

○中村梁山、江戸に出て世子の侍読として再勤。

０５月、豊後の医師泉簡、栗山文仲宛書噴。栗山文仲在江戸。泉簡は山

　脇東洋の診察と処方の実例を記録して本として刊行したい意志を持っ

　ており、東洋の弟子である文仲に、その見聞するところを記してほし

　いと依頼してきたものである。

０８月、奈古屋大夏「賢己堂記」。

安永２（１７７３）～同４（１７７５）

－

８０－



年 区分 記　　　　　　　　　　事

安

永

４

乙

未

参

考

０５月、藪孤山「崇孟」刊。反咀味学の書。特に太宰春台「孟子論」

　（「斥非」附録）に対する反論。

○藪孤山、京・大坂に遊学し中井竹山・頼春水・篠崎三島と交わる。

○古賀精里、佐賀から大坂に上る。

０１０月、細井平洲「鶴台先生遺稿蹟」。

○江村北海『明七才子詩集訳説」刊。

○首藤水晶編「日本名家詩選」刊。

○呉山編「物類称呼」刊。全国方言辞典。

０１２月２３日、松崎観海歿、５１才。享保１０年（１７２５）生。

安

永

５

丙

申

防

長

○林東漢、３月刊の「平安人物志』に、学者の部初丁三番目に載せられ

　る。

０７月、奈古屋大夏、正燈院より借覧の『古今事文類聚」を返却する。

０８月、奈古屋大夏「熊毛郡分合記」。

０１０月２０日、小倉鹿門歿、７４才。

　　　〈林東洪「小倉鹿門墓誌」〉

０１２月、長冨順軒、宝蔵付絵師となり雲谷等惶を称す。高１３石７斗５

　升。

○奈古屋大夏「奉寿佐世相君六十序」。佐世相君は佐世六郎左衛門広嘉。

参

考

０４月２８日、大内熊耳歿、８０才。大内熊耳は田中江南・立原翠軒を通じ

　て組採学が水戸藩へ伝播する力となった。宇佐美清水とともに咀来門

　下最後の重鎮であった。

０４月、上田秋成ｒ雨月物語』刊。

０８月９日、宇佐美濁水歿、６７才。宝永７年（１７１０）生。

○中井竹山『詩律兆」刊。

Ｏｒ厳池浪先生詩集」和刻刊。

安永４（１７７５）～同５（１７７６）

－ ８１－



安永６（１７７７）～同７（１７７８）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

安

永

６

丁

酉

院

長

０７月、奈古屋大夏「摘藤斎記」。摘葎斎は粟里子貫の別邸。

０７月２日、青木葵園歿、３２才。延享３年（１７５０）生。

　　　〈役藍泉「亡友和卿行状」（「藍泉文集」）。和卿は青木葵園の字。〉

０９月、役藍泉「葵園遺稿序」（「藍泉文集」）。

○秋．奈古屋大夏「贈能美由庵序」。

０１１月、奈古屋大夏「勝田生字謙卿説」。

０１２月、奈古屋大夏「紀岡本勝方継絶世事」。

○奈古屋大夏「連歌両吟序」。（「連歌両吟」は安永６年６月から７月に

　かけての大夏と能美以成との２００韻付合せである。能美以或は通称吉

　右衛門、俳号桃李亭梨郷）。

○滝高梁「日記」残欠。安永６年～天明３年６月。

Ｏ「山代温故録序」（「山代温故録序」は小幡正蔵著）。

参

考

○尾藤二洲「素餐録」成る。反祖棟学の書。

○田中江南「絶句解国字解』刊。

○川合春川「詩学還丹』刊。漢詩入門書。

○『尚書註疏」和刻刊。（『十三経註疏」のうち。万暦１５年（１５８７）刊の

　北藍本による）。

安

永

７

戊

戌

防

長

０３月、奈古屋大夏（７７才）「千里亭記」。千里亭は末国次郎右衛門胤親

　伯民の亭。

０５月、奈古屋大夏「贈国府県令上山生序」。上山生は上山三郎右衛門

　泰照。

０５月、小田村藍田「祭嫡妻真如氏及嫡女阿難文」（『藍田集』）。

０７月、滝鶴台「鶴台先生遺稿」刊。１０巻５冊。上杉鷹山序、細井平

　洲・秦兼虎蹟。

０７月２８日、片山鳳翻「与蘆城先生」（「鳳翻集」巻十一）。

０８月、「鶴台遺稿』出版経費として滝高渠へ藩主より銀５０枚下賜。

０８月、奈古屋大夏「紀大忍法印重修正法寺之事」。厚狭郡松嶽山正法

　寺のこと。

０８月２１日、坂西山（仲礼）歿、３４才。徳山の漢詩人。

○秋、山根南浬「連歌両吟序」。

８２



安永７（１７７８）～同８（１７７９）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

安

永

７

戊

戌

防

長

０１０月１日、高洲平七就忠記ｒ御国政再興記』第一成る。藩主重就の藩

　政改革の事蹟を顕彰したもの。

０１０月２６日、滝高渠、江戸を発し、１１月２４日萩帰着。

○奈古屋大夏Ｆ紀林子遜改作旧宅事」。林子遜は林孫兵衛以成。

○秦兼虎（嵩山）、益田就祥に従って出府。

０６月１２日、小田雲間歿。長府藩医。小田亨叔の義父。

○森脇惟右歿、７９才。岩国の神道家。

○吉敷郡秋穂の青江浜で、始めて製塩の燃料に石炭を使用する。

参

考

０３月３日、南宮大漁歿、５１才。大漁の弟子泉豊洲は細井平洲に従学

　し、後に平洲の女婿となる。

安

永

８

己

亥

防

長

０３月、滝高渠、参勤に従って出府。翌年３月萩に帰る。

○本城紫巌、徳山藩主参勤に従って出府。翌年徳山に帰る。

０３月、法岸、大日比西円寺の住職となる。

０３月、藩政府、明倫館学業振興の為の訓令を出す。明倫館への出席者

　が減少し教育が低迷しているので、人材育成の為に藩士の向学心をた

　かめ就学者の増加を図って、今後は出席の多い者及び学業良好の者を

　毎年報告させ、将来役人任用の際その中から選抜することとする。こ

　れは役人の質が低下して勤務上支障が生じるようになったことへの対

　策でもあった。このように明倫館が衰微して学問や武芸を怠る者が増

　えたのは、永年にわたる過重な馳走出米が藩士の生計を圧迫している

　結果であると藩政府も訓令の中で認めている。（『毛利十一代史」）。

０４月２４日、藩の重役邸で役人を対象に経書の講釈が月例行事として行

　われていた状況を伝える『御当職所日記」記事。｀｀当御留守中（藩主

　が参勤で国元を留守にしている期間）も於御宅（当職益田越中就祥の

　屋敷を指す）例月十四日講釈有之筈候処、過ル十四日三百部御祈祷内

　二付延引ニて、今夕飯後繁沢権右衛門（豊城のこと）佐々木源六罷越

　講釈有之候。李家九市郎殿（裏判役）を始御手子中其外御蔵元請役人

　聴聞二罷出候事″。

０９月２日、滝高渠、藩主側儒となる。

－８３－



安永８（１７７９）～同９（１７８０）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

安

永

８

己

亥

防

長

０９月１２日、吉田以忠歿、４１才。書家。

０１０月、奈古屋大夏「紀遊佐自寛終焉之事」。遊佐自寛は名は直茂、字

　他郷。

０１１月７日、山県十蔵（寸身軒）歿、７５才。弓術家。武芸を能くする。

０１１月、奈古屋大夏「寿逆法禅師六十序」。逆法禅師は萩の海潮寺住職、

　牌良遂。

０１２月、役藍泉「贈片北海序」（「藍泉文集」）。片北海は片山北海。

○国重竜原（のち佐々木姓）、萩より鹿野へ帰る。

○越氏塾、三田尻上ノ町へ修築移転（３月か）。４月１日より稽古初。

○役藍泉「幽蘭社詩稿序」（「藍泉文集」）。幽蘭社は藍泉を中心とした徳

　山の詩社。

参

考

○塙保己一、ｒ群書類従』の編纂に着手。

○山本北山「作文志般」刊。反祖練学の書。

○亀田鵬斎「論語撮解」成る。

０１２月１８日、平賀源内、獄中で病死、５２才。享保１３年（１７２８）生。

安

永

９

庚

子

防

長

０６月、田上菊舎、萩の消光寺で出家する。２８才。

０９月５日、笹山一玄斎歿。狩野派画家。

０９月２５日、林東洪歿。　７３才。宝永５年（１７０８）生。

０１０月、繁沢豊城・山根南漠、側儒格となり明喩館学頭勤務。

○国重（佐々木）竜原、明倫館教授となる。

○山田北海、三丘徳脩館教授となる。

○片山鳳翻「私擬対策放鄭声一道」（「鳳翻集」巻十）。゛礼楽″の゛楽″

　を論ず。

参

考

○荻生胆来「太平策』、この頃写本で世上に流布する。明和の初め頃は

　世上に知られていなかったという。（丸山真男「「太平策」考』）。

○貝坂隙人「政談広義」刊。但来「政談」の注釈書。

○三浦瓶山、富山藩近習頭となる。禄１２０石。

○『芥子園田伝』和刻刊。

０１２月２７日、頼山陽生。～天保３年（１８３２）。

８４－



天明元（１７８１）～同２（１７８２）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

安天

永明

１０元

⌒４
／

２－

辛

丑

防

長

０２月、田上菊舎、美濃に赴き大野傘狂に入門、一字庵の号を受く。

０２月２３日、雲谷等仲（聴松庵箇枕）歿、６２才。

　　　〈祖養「原箇枕碑銘」（山本勉弥『萩俳諧史』）〉。

０３月、奈古屋大夏「寿三浦雲伯六十」。

０９月、奈古屋大夏「謹白嘉寞」。大夏の絶筆。中屋惣右衛門組の吉郎

　左衛門の事を記す。

０１０月１３日、奈古屋大夏歿、ａ）才。

　　　〈山根南洪「大原奈古屋翁墓誌銘」〉

○山県太華生。～慶応２年（１８６６）。吉敷郡大内御堀の吉田半右衛門

　の子。

○中村梁山、世子治親の侍読となる。

参

考

０１月９日、湯浅常山歿、７４才。宝永５年０７０８）生。

○伊東亀年（藍田）「学則井附録標註』刊。伊東亀年は荻生金谷の弟子。

Ｏ「袁中郎尺璃」刊。山本北山開。

○江村北海「授業編序」。天明３年刊。

天

明

２

壬

寅

防

長

０２月８日、香取太華歿、６２才。長府藩医。

０８月、『御国政再興記』第二或る。藩主重就の意向により第一に続い

　て書かれたもの。重就がその施政に対する批難への抗弁として書かれ

　た。「毛利十一代史」所収。

０８月２８日、藩主重就隠居し、治親襲封。治親夫人は田安宗武女で、松

　平定信の姉。

○秋、山根南瞑「大原奈古屋翁墓誌銘」。

０１２月、片山鳳翻、吉敷毛利就兼の命により咀来の「太平策」を写す。

　その後記に゛猶且疑フベキコトアリトイェドモ善本の按ずべき無けれ

　ば姑ク疑いを存じて以て後賢の是正を待つ″とあって、防長の地の

　「太平策」の流布状態が知られる。

○秦兼虎、益田就祥に従って出府。

○小田亨叔（済川）、長崎に遊学。

○瀬戸内、九州など大荒凶。

８５



天明２（１７８２）～同４（１７８４）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

天
明２

壬
寅

参

考

０１月８日、金竜敬雄歿、７１才。

０４月１１日．広瀬淡窓生。～安政３年（１８５６）。

０５月２５日、会沢正志斎生。～文久３年（１８６３）。

○中井竹山（５３才）、惶徳堂第四代学主となる。

○大田南畝「三春行楽記」（天明２年正月から３月までの日記）。

Ｏ「大東詩集」刊。咀来門流の明和・安永期の詩作を収める。

天

明

３

娶

卯

防

長

０２月２９日、山県案園歿、６５才。享保４年（１７１９）生。

０３月１４日、滝高渠、江戸より萩へ帰着。

０３月２０日、小野春庵歿、４３才。医家。

　　　〈滝高梁「小野春庵墓誌」〉

０９月２４日、中村牛荘生。～明治２年（１８６９）。

○片山鳳翻、吉敷毛利就兼に従って出府。

○草場大麦（安世）「岡部正昭墓誌」。

参

考

０２月４日、近松半二歿、５９才。

０２月、大坂で米価騰貴、米買占めに対し打ちこわし起る。

０７月、浅間山大噴火する。死者２万人。

○江村北海「授業編」刊。天明元年自序。山県周南・林東漢等へ言及し

　ている。

○山本北山『作詩志般」刊。但練学派の詩を激烈に非難している。

○司馬江漢、日本で最初の銅版画制作に成功する。

○市川白猿、江戸中村座で代々団十郎では初めて大屋由良之助を演じ

　る。それを祝賀して『皆三升扮戯大屋』という狂歌集を刊行。

○冷害の為に諸国大飢饉。奥羽地方餓死者多数。天明の大飢饉始まる。

天

明４

甲
辰

防

長

０５月、能美吉右衛門以成「蔵櫃録」或る。自らの役人時代の回顧録で

　あるとともに長州藩宝暦改革一藩主重就の政治路線への批判の書で

　ある。

○有吉高陽、清末藩主毛利匡邦に招かれる。

－８６－



年 区分 記　　　　　　　　　　事

天

明４

甲
辰

参

考

○五井蘭洲「非物編」刊。反咀来の書。享保～元文年頃に書かれたか。

○中井竹山「非微」刊。反組来の書。

○佐久間熊水『討作詩志般』刊。山本北山の「作詩志般」への反撃の

　書。

○戸崎淡園ｒ妾註唐詩選』刊。

○諸国飢饉激烈、農民流亡し農村荒廃。

天

明

５

乙

巳

防

長

０４月１７日、秦兼虎（嵩山）歿、５１才。享保２０年（１７３５）生。須田益田

　家の儒臣。郷校育英館教授。秦守節の弟。山根華陽・滝鶴台の弟子。

　　　〈役藍泉「益田宰秦嵩山碑銘」（『藍泉文集」〉

０５月９日、徳山藩校鳴鳳館創立。本城紫巌（５９才）・役藍泉教授とな

　り学規・学則を定める。「鳴鳳館学制」。（役藍泉「藍泉文集」中の

　「学範」はこの時のものか）。祖練学を貞幹とするが、学に内外はない

　ので他学を廃せずとしている。しかし藍泉の「学範」は、より咀採学

　を強く打ち出したものになっている。

０９月２４日、井上桐華歿、７１才。書家。

０９月、吉田文献（山根華陽の弟子）越氏塾督学となる。（近藤清石

　『防長人物誌』による。或いは天明８年か）。

○有吉高陽、手廻組に編入される。

参

考

０３月２３日、清田傅叟歿、６７才。享保４年（１７１９）生。

０６月２９日、芥川丹邱歿、７６才。宝永７年（１７１０）生。

天
明６

丙
午

防

長

０３月１６日、宮庄親輔歿、８４才。岩国吉川家家老。ｒ巌邑誌』の著者。

０９月４日、中山又四郎（号玉山、字季有）歿、４８才。山県周南第五

　子。

　　　〈中村梁山「中山玉山墓碑」〉

○本城紫巌、六十歳寿賀。

天明４（１７８４）～同６（１７８６）

－ ８７－



天明６（１７８６）～同７（１７８７）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

天

明

６

丙

午

参

考

０３月１１日、末紫石歿、７２才。

０７月、関東大水害。江戸、諸物価高騰。全国的に米価高直。

０８月、田沼意次、老中を罷免される。

○立原翠軒、水戸藩彰考館総裁となる。翠軒が彰考館に奉職したのは宝

　暦１３年、２０歳。

○雨森芳洲『橘窓茶話」刊。

○室鳩巣『大学章句新琉』刊。

○三浦梅園「詩轍』刊。

○都賀庭鐘「発句冊」刊。

○林子平「海国兵談』或る。

天

明

７

丁

未

防

長

○清末藩校育英館創立。教授片山鳳翻。鳳翻、学規・学則を定める。

０９月２７日、有吉高陽歿、４７才。

　　　〈片山鳳翻「高陽有吉先生遺髪家碑」（『鳳咽集』巻九）〉

０９月、片山鳳翻「鳳翻雑記」成る。

０１１月１９日、飯田楽軒歿、５２才。越氏塾督学。（近藤清石「防長人物誌」

　は天明４年歿とする）。

０１１月２８日、栗山孝庵・同玄厚（孝庵の養孫）等、萩郊外大屋刑場にて

　罪人備中文助の屍体を解剖、図誌を作る。

参

考

０５月、米価高騰し、大坂・江戸で打こわしが起る。大坂で米１石銀

　２５０匁、江戸で金１両で米１斗６～７升となる。８月になって米価下

　落にむかう。

０６月、松平定信、老中首座となる。

０１０月、市河寛斎、江湖詩社を結成。

○六如上人「葛原詩話」刊。

○祇園南海『詩訣」刊。

○尾藤二洲『正学指掌」刊。二洲の著「素餐録」で説いたところを、初

　学者向きに和文で書いたもの。

○本居宣長「秘本王くしげ」成る。

Ｏ「群書治要」刊。尾張藩明治堂による刊行。この版本は後に中国に渡

　り、玩元のｒ四書未収書目』に収められた。

－８８



天明８（１７８８）～寛政元（１７８９）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

天

明

８

戊

申

防

長

０１月、亀井南冥「鳴鳳館記」。（『徳山市史」資料編下に収録）。

０６月、役藍泉「南冥集序」（『藍泉文集』）。南冥は亀井南冥。

０１２月１４日、聴松庵古竹歿。聴松庵第二世。

○永富独礦庵「徽癒口訣」刊。

○豊浦懐（被褐道人）「老子道徳経妄言」２巻成る。豊浦懐は長門の人。

　字子玉。被褐道人については、西島蘭渓『弊帚詩話附録』参照。

参

考

０１月、柴野栗山、幕府に登用される。

０１月２３日、古賀銅庵生。～弘化４年（１８４７）。

０２月２日、江村北海歿、７６才。正徳３年（１７１３）生。

０５月、松平定信、大坂に赴き視察。中井竹山に時務への意見を求め

　る。竹山は『草茅危言』を著して定信に提出。（テツオ・ナジタ「懐

　徳堂』参照）。

０６月１４日、波井太室（字は子章）歿、６９才。享保５年（１７２０）生。

０８月、司馬芝叟（永富独礦庵の次男）作「花上野誉石碑」（浄瑠璃。

　筒井半二と合作）が江戸の肥前座で初演される。

○『絵本三国志』刊。

○春、「学者角力勝負附評判』刊。山県周南は西前頭筆頭に置かれる。

　東前頭筆頭は秋山玉山。因に、大関は熊沢蕃山・新井白石、関脇は荻

　生祖来・伊藤仁斎、小結は細井広沢・服部南郭である。

天寛
明政
９元

⌒１
／

２５
－

　己
　酉

防

長

０１月４日、山科太室歿、５１才。須佐育英館学頭。秦嵩山及び赤松池洲

　の門下。（歿年は吉田祥朔『近世防長人名辞典」による。『阿武郡志」・

　『防長人物誌」は文化４年とする）。

０３月、片山鳳翻「送清末侯述職序」（『鳳翻集』巻七）。

○国重竜原、鹿野より萩に出て再び明倫館都講となる。

○斎藤方策、京都に上って小石元俊（永富独礦庵門）に入門。

○小田村藍田「贈坂君為行相長吏之東都序」（「藍田集」）。坂君は坂九郎

　左衛門時保。

○吉田文献、警固方より寺社組に編入。

－８９



寛政元（１７８９）～同３（１７９１）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

寛

政

一瓦

己

酉

参

考

０３月１４日、三浦梅園歿、６７才。享保８年（１７２３）生。

０９月１１日、那波魯堂歿６３才。享保１２年（１７２７）生。

０２月、荻生胆来『射書類聚国字解」刊。宇佐美清水校。

○片山兼山「古文孝経参疎」刊。

○荻生胆来「弁名」刊。

○木下順庵『錦里先生文集」刊。

○中井竹山「草茅危言序」

○アイヌの反乱（クナシリ騒動）起る。

寛

政

２

庚

戌

防

長

０７月２日、若月太中歿、７０才。滝鶴台の弟子。

０８月１０日、小倉宗爾歿、６１才。（歿年は吉田祥朔「近世防長人名辞典』

　による。「阿武郡志』は享和３年とする）。

○寛政年間、仲束門の私塾楽群堂盛況。｀｀門下済々、一時城下を傾く″

　といわれる。明倫館に桔抗するほどであった。仲東門は明倫館都講で

　あった。

参

考

０５月、寛政異学の禁令出る。老中松平定信から大学頭林錦繍宛布達。

　（岩波「日本思想大系・近世後期儒家集』に｀｀寛改異学禁関係文書″

　が収まる）。

０９月２２日、片山北海歿、６８才。享保８年（１７２３）生。

○畠中観斎、（銅脈先生）『唐土奇談初編』３冊刊。

○本居宣長『古事記伝』刊行始まる。

寛

政３

辛
亥

防

長

０４月１９日、三戸典顕斎歿。岩国の狩野派画家。

０６月、小田村藍田「送神原道与之東都序」（「藍田集」）。

０１１月１５日、栗山孝庵（文仲）歿、６１才。享保１６年（１７３１）生。

　　　〈山根雨漬「哭栗山文仲」（『南漬詩集」巻一）〉

○片山鳳翻、参勤に従って出府。

○中村梁山、藩主斉房の侍読となる。

○山根南洪、在江戸、藩主側儒となる。

－９０



寛政３（１７９１）～同４（１７９２）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

寛

政

３

辛

亥

参

考

０５月１７日、尾藤二洲、昌平饗教官となる。

０６月、荻生胆来「胆採集』刊。

０７月、塚田大峯「滑川談』或る。

○亀井昭陽（１９才）、徳山に来て役藍泉に詩文を学ぶ。

○服部南郭述ｒ唐詩選国字解』刊。

○尾藤二洲『素餐録」成る。天保７年（１８３６）刊。

○林子平「海国兵談」刊。

○吉田篁壊「論語集解放異」刊。

○秋水園主人「小説字彙』刊。白話小説中の語釈。

○（清）袁枚『随園詩話』舶来。（大庭脩『江戸時代における唐船持渡

　書の研究』）。

寛

政

４

壬

子

防

長

０１月２６日、滝高渠歿、４８才。ｒ高渠先生文集』がある。

　　　〈山県泰道「滝高渠先生墓誌」〉

０２月、繁沢豊城、明倫館学頭となる。

０５月、長府藩校敬業館創立。小田亨叔（済川）都講となる。

０８月、呉（くれ）孟明、清末藩校育英館学頭となる。

０９月２６日、役藍泉宛亀井南冥書状。藩儒（甘栗館学頭）を罷免され閑

　暇を得ることとなったので『論語語由ｊの完成に専心できると、畢生

　の仕事への意欲を示しており、原稿を見せるので意見を述べてほしい

　と「語由」への序文を依頼している。南冥の悲運に対して、藍泉を中

　心にした徳山藩士は慰めの為に酒を贈っている。

○藩、越氏塾を増修築する。

参

考

０５月、幕府、林子平を禁絹に処し「海国兵談」を絶板とする。

○古賀精里、昌平肴教官に登用される。給米２００俵。

０１１月７日、千葉芸閣歿、６６才。秋山玉山の弟子。古河藩儒。

○閔２月６日、安達清河歿、６７才。享保１１年（１７２６）生。服部南郭の弟子。

○懐徳堂焼失。寛政７年再建。

○藤田幽谷ｒ正名論』成る。

○村士玉水編『李退渓書抄』１０巻１０冊刊。朝鮮の朱子学者李退渓の書を

　日本に最初に紹介したものと言われる。

－９１－



年 区分 記　　　　　　　　　　事

寛

政

５

突

丑

院

長

０５月２７日、役藍泉、詩文師より鳴鳳館教授役再任。（「徳山市史』資料

　編下）。

０８月１４日、山根南漠歿、５２才。（吉田祥朔「近世防長人名辞典」によ

　る）。　４７才の説あり。

　　　〈片山鳳翻「与楊子筥」（「鳳翻集』巻十二、子庶宛第四書）。〉

○秋、片山鳳翻、萩に来り玉江潮音閣に遊ぶ。（「鳳翻集」巷六）。

０１１月２０日、高洲平七就忠歿、７０才。「御国政再興記」の筆者。

○小田亨叔（済川）、長府藩校敬業館教授となる。

参

考

０１月２２日、大塩中斎（平八郎）生。天保８年（１８３７）歿。

０６月２１日、林子平歿。

０７月、松平定信、老中を解任される。

○亀井南冥「論語語由』成る。２０巻。

０１２月、亀井南冥、役藍泉宛書状（古田樟堂文庫「南冥書状」）。『論語

　語由』の成就を伝え、禁固中の憂憤を訴えている。二人は頻繁に書状

　を取り交わしており、二人の関係を軸に徳山藩士と南冥の間には密接

　な交流があった。このことは防長における祖棟学を考える上で重要で

　ある。この書状の中で南冥は｀｀論語語由一通り成就仕、清書も仕置候

　へ共誰尋くれ候者も無之候。いつれ古学不向二付ての事と慨嘆仕候。

　此所ニてハ白河公も余程来翁の邪魔を被成候と乍慮外うらめしく御座

　候″と書いている。

○『紅楼夢』９部持渡る。同書は２年前の１７９１年（乾隆５６年）に刊行さ

　れたもの。

寛
政
６

甲
寅

防

長

０１月２０日、江戸大火。桜田長州藩邸類焼。

０５月２５日、天例歿、７２才。山口常栄寺住持。白隠の弟子。

０９月２０日、「長門本平家物語」全２０冊を筆写して松平定信に贈る。

　（安藤杞一「萩史料」）。

０１２月２３日、吉田文献歿、５７才。越氏塾督学。山根華陽の弟子。後任督

　学は脇山陽。

○小田村藍田「光雲粟屋君墓碑」。光雲は粟屋舎人正憲。

○能美洞庵生。～明治５年（１８７２）。

寛政５（１７９３）～同６（１７９４）

－ ９２－



寛政６（１７９４）～同８（１７９６）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

寛
政
６

甲
寅

参

考

０５月、奥田尚斎「学問源流序」。奥田尚斎は那波魯堂の弟。

０１１月１１日、江戸の洋学者、オランダ正月を祝う。

○振鷺亭「いろは酔故伝』刊。

○張景星編「宋詩抄」和刻刊。

寛

政

７

乙

卯

防

長

０１月５日、国島京山歿。墓誌銘は亀井昭陽撰文。

０２月、役藍泉「益田宰秦嵩山碑銘」（『藍泉文集』）。

０３月、国常棟「南淡詩稿序」。（『南淡先生詩集』）。

０５月、小川亨叔（済川）、長府藩校敬業館「生徒訓条」を定める。

０８月２１日、三輪東皐歿、７１才。赤間関の阻練学者。

０８月２７日、林以成歿、７６才。「防長古器考』編者の一人。

○国重竜原、佐々木姓となる。

参

考

０７月、円山応挙歿、６３才。

○三浦瓶山歿、７１才。山県周南の弟子。富山藩儒。享保７年（１７２２）生。

○懐徳堂再建される。幕府、再建費として３００両補助する。

○大田錦城ｒ疑問録』成る。

○本居宣長『玉勝間』刊行始まる。

寛

政

８

丙

辰

防

長

０８月、藩主斉房、明倫館文武振興に関し訓令を発する（『毛利十一代

　史」）。

○秋、臼杵太仲、細井平洲に入門。翌９年国に帰る。

０１０月２７日、山県東原（少内）、側儒となる。

０１１月、役藍泉「答洛陽村孟中陳情書」（ｒ藍泉集』巻下）。

○小田村藍田「佐藤君七十寿序」（『藍田集』）。

参

考

０５月、古賀精里、幕府の儒官となる。それまでは佐賀藩士籍。

○伊藤東涯「制度通」刊。享保９年（１７２４）東涯自序。

○荻生組来「訳文茎蹄後篇」刊。この後篇を祖来の著とするには疑問が

　あるという。

－９３－



年 区分 記　　　　　　　　　　事

寛

政

９

丁

巳

防

長

０１月、池田瑞仙（岩国出身、医師）、江戸に出て幕府の医官となる。

　給米２００俵。痘癒治癒を担当。

０２月、明喩館の居寮生の評価を五科（高足・日進・専心・遊怠・撲

　斥）に分かち、学業の精励と向上を図る。

０３月、村田清風（満１４才）、明倫館入学。

０３月、山根南瞑『南漢先生詩集』刊。細井平洲「題尾」。

０６月、片山鳳翻「哺風館記」（「鳳翻集」巻八）。喋風館は山口町人安

　部氏の別邸。

　０７月１７日、脇山陽歿、３７才。山陽は越氏塾督学、飯田楽軒の弟子。

　後任督学吉武江陽。

○閑７月１５日、山県東原歿、５２才。山県周南の孫。「放言漫録』という

　藩政批判の著書あり。

０８月、小田済川（亨叔）「漫遊雑記序」。「漫遊雑記」は永富独嘸庵著。

○中村華嶽、嫡子雇として出府。

○小田済川、江戸に出て藩主毛利元義の侍講となる。江戸にて甥の司馬

　芝叟と遇うか。翌１０年帰国。

参

考

０１０月、藤田一正「修史始末」成る。水戸藩の史観論争を記す。

寛

政

１０

戌

午

防

長

０１１月、片山鳳翻「冬至論」（「鳳翻集」巻八）。

○中村梁山、藩主斉房に従って萩に帰る。

○小田済川、江戸より長府に帰る。

参

考

０３月、宇田川楕庵生。

０６月、本居宣長「古事記伝」完成。

○（清）林雲銘「楚辞燈」和刻刊。

○『紀効新書』和刻刊。

寛政９（１７９７）～同１０（１７９８）

－

９４－



年 区分 記　　　　　　　　　　事

寛

政

１１

己

未

防

長

０３月、幕府役人羽倉簡堂、俵物調査のため防長巡回。

０５月２日、国島嶺南歿、５２才。徳山の儒者。

０１１月、吉田半七（山県太華）、明倫館に入学する。

○中村梁山、藩主に従って出府。

○能美以成（棋斎）「覚書」成る。諸書よりの抄録及び随想集。以成７６

　才。

参

考

○那波魯堂「学問源流」刊。

○「侠存叢書」刊行始まる。６映６０冊。文化７年、第６鋏にて刊行完

　了。林述斎（天滞山人と署名）編刊。木活字本。これは１８８２（光緒

　８）年、中国においても尤炳奎によって出版された。

○大窪詩仏「詩聖堂詩話」刊。

○司馬江漢「西洋画談』成る。

○山東京伝「忠臣水滸伝』刊行始まる。～享和２年。

寛

敢

１２

庚

申

防

長

○中村牛荘（伊助）、明倫館に入学し繁沢豊城に師事する。

○上田鳳陽、明倫館に入学する。

○本城太華、熊本に赴き高本紫浪に師事する。

○片山鳳翻、其身一代儒者として萩本藩に出仕、寺社組へ編入される。

　給米２５俵。（「伊藤市右衛門手控」）。

○片山鳳翻「瑞光公神道碑」（『鳳翻集」巻九）。瑞光公は毛利秀包のこ

　と。

○片山鳳翻「与楊子箇」（『鳳翻集』巻十二、子庶宛第二書）。子庶は楊

　井蘭洲。

○片山鳳咽「寿桂子雄五十序」（『鳳翻果』巻七）。桂子雄は吉敷毛利氏

　の家老。桂月洲の父か。

○中村梁山、藩主に従って萩に帰り、老齢のため隠居する。

０９月１４日、佐々木竜原歿、５１才。小倉鹿門の弟子。「竜原遺稿」があ

　る。

　　　〈小田村藍田「竜原遺稿序」〉

　　　〈繁沢豊城「佐々木俊信墓誌」〉

寛政１１（１７９９）～同１２（１８００）

－ ９５－



年 区分 記　　　　　　　　　　事

寛

政

１２

庚

申

防

長

○大日比西円寺蔵版『専修念仏要語」刊。

○佐波郡右田時観園を博文堂と改称。杉山良哉、督学となる。

○坂本天山、三田尻・山口・深川・萩に滞留する。

○この年頃、三田尻において佐伯玄厚・高田玄仲（後に飯田姓）・杉山

　宗立・熊野林仙等、蘭学研究会を開く。

○撫育方の蓄積資本銀５，３２３貫目を本勘会計（藩一般会計）の財源に充

　当し、藩士手取り分は永久三ッ成を令す。

参

考

○宇佐美鷹水『弁選考注』刊。（瀧水には『弁名考注』もある）。

○松平定信『集古十種』成る。

Ｏ「論語古註疏』（「十三経註疏』のうち）和刻刊。

寛享

政和

１３元

⌒２
／

５－

辛

酉

防

長

０１月１５日、小田済川（亨叔）歿、５５才。長府藩儒。永富独檎庵の弟。

０１月２２日、中村梁山歿、７１才。享保１６年（１７３１）生。中村華嶽家督し

　出府する。

　　　〈楊井蘭洲「梁山先生墓碑」〉

０５月２５日、近藤芳樹、周防国吉敷郡岩淵村農業田中清吉の長男として

　生る。～明治１３年（１８８０）。

０６月、川棚芝居（豊浦郡）若嶋座、規約を定める。

０７月９日、冷泉古風生。～安政元年（１８５４）。（冷泉古風『石竹集』

　に附された小伝による）。

０８月、片山鳳翻「与楊子箆」（「鳳翻集」巻十二、子鎗宛第三書）。

０９月１５日、善教寺南嶺歿。岩国の画家。伊藤若冲に師事する。

０１０月、勝関田盛稔（湾翁）生。

○粟屋就応、知行所熊毛郡大河内村（現熊毛町）に郷校故学堂創設。士

　庶共学。

○長沼采石（徳山藩）、江戸へ遊学し昌平饗に入る。後、熊本に赴き高

　本紫廣に師事。

○本城太華（徳山藩。本城紫巌の子）、亀井幽冥に入門。享和２年、徳山

　へ帰・る。

○繁沢豊城、７０歳賀寿。

　　　〈役藍泉「長藩明倫館祭酒豊城翁七十誕辰需」（「黄泉詩集」）。〉

○坂本天山、三田尻等へ滞留。

寛政１２（１８００）～享和元（１８０１）

－ ９６－



年 区分 記　　　　　　　　　　事

寛享

政和

１３元

参

考

０２月８日、大典（顕常）歿、８３才。享保４年（１７１９）生。

０６月２９日、細井平洲歿、７４才。享保１３年（１７２８）生。

０８月、司馬芝叟（永富独礦庵次男）作の浄瑠璃「箱根霊験璧仇討」初

　演。

０９月２９日、本居官長歿、７２才。享保１５年（１７３０）生。

○柏木如亭「聯珠詩格訳註」刊。漢詩を俗語を混えながら散文訳してい

　る。

Ｏ「日本文抄」刊。

○『合類書籍目録大全』刊。

○（清）周之鱗撰「陸放翁詩抄』８巻４冊、和刻刊。

享

和

２

壬

戌

防

長

０５月、役藍泉「南冥先生六十寿序」（「藍泉文集』）。南冥は亀井南冥。

０７月１７日、小田村藍田、明倫館学頭助役となる。

○本城太華、筑前福岡より徳山へ帰る。

○長沼采石、江戸より徳山へ帰り、藩校鳴鳳瞎訓導となる。

○臼杵太仲、長府藩校敬業館教授となる。

○小田村藍田「凛城円政密寺大相国菅公廟碑」。

○広瀬喜尚『玖珂郡志』成る。

０１２月２２日、山県鶴江歿、４９才。書家。

参

考

０１月２５日、木村無蓋堂（巽斎）歿、６７才。

０４月２０日、藪孤山歿、６８才。

○杉田玄白「形影夜話序」。（「形影夜話』の中で玄白は栗山孝庵（文仲）

　の逸話を伝えている）。

○司馬芝屋、歌舞伎作者として芝屋勝助の名で角の芝居の立作者とな

　る。

Ｏ「宋詩語」刊。

Ｏ「楊誠斎詩話』刊。

享和元（１８０１）～同２（１８０２）

－

９７



享和３（１８０３）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

享

和

３

娶

亥

防

長

０１月１３日、草場大農歿、６４才。

０１月２４日、片山鳳翻、藩主侍読となり手廻組へ編入。参勤に従って出

　府。

０３月９日、能美由庵歿、８９才。

○春、小田村藍田、清水就周の招きによりその領邑周防国熊毛郡立野に

　赴く。

　　　く小田村藍田「青楓亭記」（『藍田集』≫。

　青楓亭は清水氏の立野に在った。

０８月１０日、小倉宗爾歿、６０才。（「阿武郡志」による）。

０８月、片山鳳翻「楠廷尉像賛大和伊織需」（「鳳翻集」巻八）

０１０月４日、本城紫巌歿、６７才。山根華陽・滝鶴台の弟子。

　　　≪役藍泉「紫巌本教授伝」（「藍泉文集』≫

○役藍泉、喝鳳館（徳山藩校）第２代学頭となる。

○吉田半七、藩命により山県家を相続。すなわち山県半七太華。山県家

　の当主正左衛門孝彰は眼疾のために家業を勤めることができず、家

　督・家業を吉田半七か継ぐことになったのである。正左衛門は服部九

　郎左衛門清忠の養子となり服郡家を継ぐ（吉田樟堂文庫「山県家系

　譜」）。

○厚狭毛利房衆、学館朝陽館創設。

○片山鳳翻‾故長公族世卿功玄子蓋誌」、（ｒ鳳翻集』巻九）。吉敷毛利房

　直の墓誌。

○長沼采石、再度肥後に赴き高本紫演に従学する。

参

考

０１０月１７日、前野良沢歿、８１才。

○大窪詩仏・山本緑陰編「宋三大家詩紗」刊。

○大窪詩仏編『宋詩礎』刊。

－９８



年 区分 記　　　　　　　　　　事

享文

和化

４元

⌒２
／

１１
－

甲

子

防

長

○南部伯民『技療録』刊。

○樋口世禎「節倹略』成る。（『日本経済叢書』巻２４に収まる）。

参

考

０２月５日、中井竹山歿、７５才。享保１５年（１７３０）生。

○田能村竹田、熊本の高本紫漢に従学する。（高本紫演は朱子学者で、

　また本居宣長門下）。

○荻生胆来ｒ経史子要覧』刊。胆来の口述を門弟の三浦竹渓が筆記した

　もの。

○大田錦城「九経談』刊。

○市河寛斎「全唐詩逸』刊。

○大窪詩仏・山本緑陰校定「石湖先生詩抄』刊。山本北山序。周之麟・

　柴升編。

○楊誠斎撰『江湖詩抄』刊。山本北山序。

○干済編『唐宋笈注聯珠詩格」刊。山本北山・佐藤一斎序。

Ｏ「随園詩話」刊。全６冊。柏木如亭・神谷東渓による袁枚ｒ随園詩話』

　よりの抄録。

○『東彼文抄』刊。蘇東彼の文の選集。

文

化

２

乙

丑

防

長

０１月、樋口世禎『理水略』成る。

０２月、吉敷毛利房裕、服部溥巌の家塾憲章斎を給領主経営の学館憲章

　館として改組、服部傅巌を学頭とする。

０８月、小倉遜斎生。　～明治１１年（１８７８）。内藤三郎右衛門之茂の三

　男。

０１２月２８日、山県溥泉歿、５５才。吉川家臣。皆川洪園・細井平洲に学

　ぶ。

０１２月、野村紫沢歿、２８才。画家。谷文鳳に師事。

○岩政信比古、出雲の千家俊信に入門する。時に１６才。

○山県太華、九州遊学。（吉田禅堂文庫「山県家系譜」）。亀井南冥・昭

　陽に就く。

文化元（１８０４）～同２（１８０５）

－ ９９－



文化２（１８０５）～同４（１８０７）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

文
化
２

乙
丑

参

考

○田能村竹田、京都に上り村瀬拷亭の門に学ぶ。文化４年にかけて。

○吉益東洞「医方古言」刊。山県周南「医方古言序」（『周南文集」巻

　六）。

○宇田川玄真「医範提綱」刊。附録の「内象銅版図」は亜欧堂田善画に

　よる日本最初の銅版解剖図で、文化５年に刊行。

○大窪詩仏編「佩文韻府両韻便覧』刊。

文

化

３

丙

寅

防

長

０４月～６月、伊能忠敬、長州藩内を測量。萩では浜崎吹上の山県家に

　宿泊。

０８月２７日、中村華嶽、藩主斉房の侍読となる。

０１０月６日、楊井謙蔵（字子箆、号蘭洲）、記録所役となる。

０１０月１４日、明倫館学頭繁沢豊城危篤により金５０両下附される。

０１０月２４日、小田村藍田、明倫館学頭となる。

０１１月１２日、繁沢豊城歿、７５才。享保１７年（１７３２）生。

　　　〈村田清風「祭豊城先生文」（「村田清風全集」）〉

○本城太華、江戸に出、翌４年５月徳山に帰る。

○池田瑞仙「痘診戒草』刊。

参

考

○大窪詩仏、江戸神田お玉ヶ池に詩聖堂を開く。

○陸式王編「宋詩選』刊。山本緑陰序。

○周之麟・柴升編『東城先生詩紗』刊。山本北山・朝川善庵序。

文
化
４

丁
卯

防

長

０５月、本城太華、江戸より徳山へ帰り藩校鳴鳳館訓導となる。

０６月１０日、幕府役人羽倉簡堂、囲米調査のため萩へ来る。

０７月、小田村藍田「北海集序」。

０９月１３日、三須蛛水歿、５７才。岩国の組採学者。

０９月１５日、長谷川有文歿、４５才。「秘府隻旗考」を著す。

○睦（くか）士彦「安梨のまま序」。（陸士彦は長門国大津郡の人で、西

　依成斎に師事。大坂住吉に医を開業する。）

－１００　－



文化４（１８０７）～同５（１８０８）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

文

化

４

丁

卯

防

長

○山科太室歿、５１才。須佐英育館学頭。秦嵩山・赤松蒼洲の弟子。（歿

　年は「阿武郡志」及び近藤清石『防長人物志』による。吉田祥朔「近

　世防長人名辞典」は歿年を天明９年１月４日とする。天明９年の記事

　にも出す）。

　　　０５月１６日、皆川洪園歿。　７４才。享保１９年（１７３４）生。役藍泉は洪園と

　　　　交渉があり、「贈皆洪園序」（『藍泉文集』）の一文がある。
参　○市河寛斎編『三家妙絶』刊。大窪詩仏序、柏木如亭・菊池五山蹟。

　　　○菊池五山、この年以後ｒ五山堂詩話』を年々刊行。

考ＩＯ館柳湾編『晩唐十家絶句』刊。

　　Ｊ

文

化

５

戊

辰

防

長

０３月１２日、村田清風、明倫館退学。８月に嫡子雇で小姓役に出仕。

０３月、古賀精里及び古賀穀堂「送山県文祥序」。山県太華が江戸より

　帰国するに当たっての送辞。（吉田樟堂文庫「山県家文書」）。

０５月３日、樋口束里歿、８７才。伊藤蘭嶼門下の岩国の儒者。

０９月３日、高津允中歿、６５才。儒者。美祢郡大田に脊山塾を開いてい

　た。

０９月１４日、片山鳳祠歿、６９才。元文５年（１７４０）生。養子片山潤蔵、

　家業を継ぐ，

　　　〈片山岡蔵「片山鳳咽行状」〉

○役藍泉「鳴鳳館学範」刊。『徳府学範』ともいう。徳山藩校鳴鳳館の

　教育方針と嶮則を示す。仁と忠恕とを教育理念として掲げ、狙練学に

　基づきながらも道無内外、学無流派から朱子学・陽明学・仁斎学もま

　た必ずしも廃するものではないと述べている。

　６月、役藍泉「学範序」。鳴鳳館は徳山藩校。その学規・学則は初代

　学頭本城紫巌によって天明５年（１７８５）に基礎づけられた。

○秋、海保青陵「送山県君序」。山県太華帰国への送辞。（吉田樟堂文庫

　「山県家文書」）。

１０１　－



文化５（１８０８）～同７（１８１０）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

文

化
５

戊
辰

参

考

０１２月２５日、小石元俊歿、６６才。永富独噫庵の弟子。

○佐藤信淵『西洋列国史略」成るか。日本人が書いた最初の西洋通史。

○呉孟挙・呉自校編「楊誠斎詩紗』刊。

○この年より幕府天文方は蘭書の取扱い方を命ぜられ、西洋の地理歴史

　に関する願訳を始め、蘭書訳方となる。

文

化

６

己

巳

防

長

０９月２８日、役藍泉歿、５７才。宝暦３年（１７５３）生。墓碑銘は亀井昭陽

　（藍泉の詩文の弟子）が撰す。

○宍戸就年、給領地熊毛郡安田村に学館徳修陀創設。教授山田北海（運

　平）。

　　　〈山田北海「徳修館記」〉

○『風月楼記』成る。

０１２月、伊能忠敬、防長の南部を測量。

参

考

０８月１３日、横井小楠生。　～明治２年（１８６９）。

Ｏ「資治通鑑綱目全書」この年より刊。徳島藩出版。三宅亡羊所有の板

　木を購入して補板し刊行。

○『東城先生志林」刊。

文

化

７

庚

午

防

長

○片山岡蔵「対策」上申はこの年か。「片山対策」との題名で松陰神社

　蔵。松下村塾旧蔵。

０１２月２７日、山県太華、明倫館学頭助役となる。

０１２月、長沼采石、鳴鳳館助教となる。藩の蔵元両人役兼務。

参

考

○林述斎編「侠存叢書」、第六較をもって刊行終わる。

○大窪持仏『詩聖堂詩集初編』刊。

○この年、全国的に豊作で米価下落。

－１０２　－



文化８（１８１１）～同９（１８１２）

年 　　｜区分Ｉ　　　　　　記　　　　　　　　　　事

文

化

８

辛

未

防

長

０１月、伊能忠敬、藩内測量。

○春、益田房清「鳳翻巣序」。益田房清は吉敷毛利家より益田家を相続。

○小田村藍田、病気のため春以来休職を願い、湯田で湯治する。

０７月、片山鳳翻『鳳翻集』刊。

０８月、亀井南冥「藍泉集序＿。南冥と役藍泉の交友は、『藍泉文集』

　（「徳山市史」資料編所収）中の南冥宛書噴や、藍泉宛の「南冥書状」

　（吉田樟堂文庫）参照。

０１１月２０日、山根東漸歿。山根南瞑の子。

○小田村藍田「遊懸壷亭記」（「藍田集』）。

○古萩園葦号、古萩園二世となる。

○池田瑞仙「新刊痘科弁要」。

○斎藤方策、大坂より三田尻に帰り、長崎・熊本に赴いて再び大坂に上

　る。

参

考

０２月２８日、佐久間象山生。～元治元年（１８６４）。

○田能村竹田、京都に上り、はじめて輯山陽と相識となる。

○菅原老山・梁川里巌編「宋三大家律詩』刊。山本北山・大窪詩仏等序。

○梅辻春樵ｒ春樵詩草初編』刊。

０５月、幕府、浅草天文台暦局内に蕃書和解御用を新設。

○シヨメール百科全書の訳述開始。「厚生新編』の題名で出版される。

　弘化年間まで訳述の作業は続く。

文

化

９

壬

申

防

長

０６月、厚狭毛利房衆を盟主とする藩政掌握陰謀事件への処分が行われ

　る。毛利房衆は隠居。首謀者の一人である儒者片山潤蔵（片山鳳嘔の

　養子）は８月１８日に隠居の上家禄半減となる。（「某氏意見書』は片山

　潤蔵の著か）。

０７月、内藤尚蔵（後の小倉遜斎）、小倉実光の養子となる。

０８月１９日、楊井謙蔵（蘭洲）、直目附となる。

０８月、仲東門歿（「防長人物志」による）。明倫館都講であった。その

　家塾を楽群堂という。

　　　〈中村信馨「紀先師徳碑」〉

－１０３　－



文化９（１８１２）～同１０（１８１３）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

文

化

９

壬

申

防

長

０９月１１日、小田村藍田、明倫館学頭を辞す。後任は中村華嶽・山県太

　華の２人が隔年勤務となる。藍田へは１ヶ年銀８００目宛下附される。

○中村牛荘、再度明倫館へ入学する。文化５年に一旦退学していた。

○法洲、大日比西円寺の住持となる。

参

考

０５月１８日、山本北山歿、６１才。宝暦２年（１７５２）生。

○菅茶山ｒ黄葉夕陽村舎詩』正・続刊。

○大窪詩仏・菊池五山編「広三大家絶句』刊。

文

化

１０

娶

酉

防

長

０６月２７日、臼杵鹿垣（太仲）歿、４２才。長府敬業陀教授。亀井南冥門。

０７月２９日、杉山良哉歿、４４才。杉山宗立の兄。飯田楽軒・亀井南冥・

　皆川洪園等に学ぶ。右田博文堂（時観園の後身）督学・長府敬業館教

　授となる。

０１０月１４日、伊能忠敬来藩。　２８日まで測量に従事。

０１０月、山県太華『救弊談』成る。

０１１月２日、田村姫山（長統）歿、印才。越氏塾の書法の教師。

○山県太華「山県半七書出雑録』この年成るか。

○山県太華「栗鼠正論墓誌」。某屋正論は通称弾蔵、登人と称す。弓術

　者。

参

考

○大田錦城ｒ梧窓漫筆』前編或る。

○佐藤一斉、「言志録』を書き始める。

０８月１０日、篠崎三島「藍泉巣咳」。

○田能村竹田、隠居する。

０１２月１４日、尾藤二洲歿、６７才。延享４年（１７４７）生

Ｏ「末四名家詩』刊。

○柏木如亭編及び序『宋詩清絶』刊。（清）贅六圃「宋百家詩存」から

　約３００首を選ぶ。

－１｛｝４－



文化１１（１８１４）～同１２（１８１５）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

文

化

１１

甲

戌

防

長

０１月１３日、蒲生鳳林（貞固）歿、７３才。豊浦郡阿川の儒者。阿川毛利

　氏の郷校中山館の教授。繁沢豊城門下。国島筈斎の師。

０２月１６日、山口常栄寺焼失。

○吉田樟堂文庫「山県家文書」所収の４月１４日付の山県太華宛亀井昭陽

　書状はこの年か。

０６月１０日、山県太華、藩主に従って出府。

０１０月１７日、小田村藍田歿、７３才。

　　　〈口羽房良「藍田小田村先生墓誌」〉

０１０～１１月、原古処、周防に来り滞留（吉敷郡台道村上田氏宅）。田中

　子潜（後の近藤芳樹、１４才）従学する。

０１１月４日、広江九隣歿、３８才。松村呉春に学んだ画家。

○大野毛利就頼、知行地熊毛郡大野南村に学館弘道館創設。

参

考

３月２日、亀井南冥歿、７２才。寛保３年（１７４３）生。

１０月３日、脇愚山歿、５１才。宝暦１４年（１７６４）生。

文

化

１２

乙

亥

防

長

０１月２２日、古萩園里川歿、７９才。俳諧師。古萩園初代。

０４月、上田鳳陽（４７才）、山口長山に学校山口講堂を設立する。後に

　文久３年（１８６３）に山口明倫館となる。

０４月１５日、上田鳳陽、長州本藩に召し出されて、その身一代儒者とな

　る。

０４月、岡研介、伊予国越智郡岩城島に居住。

０１０月８日、笹山良意（別名度会東明）歿。長州藩の狩野派画家。

０１１月８日、古萩園葦号歿。古萩園第二世。

０１２月Ｈ日、山下玄良歿、６１才。小野蘭山に従学。

０１２月２３日、栗山孝庵（玄厚）萩郊外椿東分村手水川刑場にて男体解剖

　を行う。

○原古処、夏より冬の間、防長両国に来遊。萩へも訪れる。

○渡辺平吉「渡辺年表」を編撰する。「相府年表」ともいう。

参

考

－１０５　－



文化１３（１８１６）～同１４（１８１７）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

文

化

１３

丙

子

防

長

０１月４日、栗山子文歿、４７才。須佐の儒者。亀井南冥門下。

○聞８月１９日、萩弘法寺境内に芝居小屋を建て、１０年間芝居興行を許可

　する。

０９月役藍泉「藍泉集』３巻刊。

０９月６日、池田瑞仙歿、８２才。岩国通津出身の医師。（瑞仙及びその

　家系については森鴎外「伊渾蘭軒」参照）。

０１０月１日、市川箆高歿、４９才。阿川毛利家の儒臣。

○原古処、１０月より翌１４年８月まで豊浦郡西市・赤間関に来遊。

○上田鳳陽、明倫館に再度入学する。明倫館蔵の大黒証本（今井似閑蔵

　本の写本）の研究のため（『山口市史」）。

参

考

０２月１９日、輯春水歿、７１才。延享３年（１７４６）生。

０４月、日下南州（号伯巌。伊予松山藩儒）「送山県君文祥帰長州序」。

　山県太華宛のもの。（吉田禅堂文庫「山県家文書」）。

０８月９日、岡田寒泉歿、７７才。元文５年（１７４０）生。

○原念斎「先哲叢談」刊。山県周南及び滝鶴台が収まる。

○角田九華「近世隻語」刊。周南・鶴台他長州藩儒の記事か収まる。

○津阪東陽「夜航詩話序」。

○市河寛斎選『隨園詩抄』刊。大窪詩仏序。隨園は清の袁枚。その「小

　倉山房詩紗」より４４１首を選ぶ。須原屋より刊。

○（晩唐）杜牧『奥川詩集」刊。

文

化

１４

丁

丑

防

長

０２月２１日、不易亭爾松歿、６５才。俳人。大津郡紫津浦の人。寺戸氏。

０２月２６日、神器陣第一回操練を菊ヶ浜で行う。神器陣は坂本天山の良

　野流兵学の影響下に生まれたもので、旧来の兵式と銃砲を中心とする

　半洋式部隊との組合せで機動性を増す。

０４月２４日、独雄歿。漢詩人。徳山大成寺住職。

０５月、岡研介、広島の中井厚沢に入門する。

０７月、「法岸和尚行業記」刊。

０８月１８日、呉孟明歿。清末藩校育英館学頭。

○中村牛荘、藩儒となる。

－１０６　－



文化１４（１８１７）～文政２（１８１９）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

文

化

１４

丁

丑

防

長

○田中子潜（近藤芳樹）、上京して猪飼敬所に入門し経学・歴史を学ぶ。

○月性、玖珂郡遠崎村妙円寺に生る。～安政５年（１８５８）。

○岩政信比古ｒ本末歌の解』刊。

参

考

０２月１５日、中井履軒歿、８６才。享保１７年（１７３２）生。

０５月３日、古賀精里歿、６８才。寛延３年（１７５０）生。

０５月２９日、海保青陵歿、６３才。宝暦５年（１７５５）生。

○原松洲編「文衡山詩紗』刊。柏木如亭・原松洲序。

文文

化

１５
　歌

心４

／

２２元－

戊

寅

　　　０３月９日、頼山陽、九州旅行への途次、吉敷郡台道村の上田堂山を訪

　　　　う。

　　　０３月１４日、頼山陽、赤間関に広江殿峰を訪う。（広江殿峰は文人交流

　　　　の結社海同社を結成している。）
防　０１０月３日、服部二見歿。女流俳人。

　　　０１０月１０日、樋口世禎歿、６６才。宝暦３年（１７５３）生。岩国の組洙学者。

　　　　「節検略』（『日本経済叢書』収）の著がある。号蘭咤。

　　　　　〈南方一枝「蘭碗先生伝」（文久２年成る）〉

　　　○冬、山県太華「入学正路序」。（年次は県立山口図書館蔵の松岡鶴嘴筆

　　　　写本における太華自序文による）。朱子学が儒学の正路であることを

長　主張する太華のｒ入学正路』はこの年成るか。（岩波『国書総目録』

　　　　は文致５年成立としている）。

　　　○渡辺平吉『自楽抄』はこの年成るか。記事中‘‘ことしの春宍戸美濃

　　　　就年七十の寿”とあるによる。渡辺平吉、名は直。滝高渠の弟子。

参

考

０３月２９日、大沼沈山生。～明治２４年（１８９１）。

○岡熊臣（津和野藩の社人）、大国隆正の紹介で平田篤胤に入門する。

文警

昂

防

長

０１月、田中子潜（近藤芳樹）、頼山陽と防府（台道村上田方か）にて

　面会。山陽より詩を贈られる（吉田樟堂文庫「近藤芳樹大人日譜草

　稿」）。

０４月３日、性堂歿、７９才。常栄寺住職。

－１０７－



文政２（１８１９）～同３（１８２０）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

文

政

２

己

卯

防

長

０４月、岡研介（字子究）、広瀬淡窓に入門する。淡窓の塾では塩山屯・

　遠山一圭（一渓）とともに三長者の一人であった。入門以前、萩で医

　を開業しており、木戸孝允の父和田昌景と交際があった。淡窓「懐旧

　楼筆記」・「淡窓日記」及び亀井昭陽「空石日記」・「昭陽先生文集初編」

　に修業時代の研介の姿が記されている。

○閏４月１日、吉敷郡鯖山禅昌寺焼失。

０７月１１日、樋口義所歿、５９才。岩国吉川家儒臣。古義学派。

○小倉尚蔵（実敏・遜斎）明倫館に入学。

○中村華嶽、毛利家軍記の編纂に携わる。

○藩士で娘を三味線稽古に通わせることが流行し、禁令が出る。

参

考

○柏木如亭訓訳『訳本芥子園画伝』刊。

０７月１０日、柏木如亭歿、５７才。宝暦１３年（１７６３）生。

文

政

３

庚

辰

防

長

０１月２９日、清末藩儒広井孫兵衛の子広井圭助、日田に広瀬淡窓を訪ね

　る（「淡窓日記」）。

０６月１日、宝晋斎湖十、萩に来る。湖十は藩主斉煕（俳号三夕堂露朝）

　の俳諧の師で時に４８才。宿は魚店の熊屋家。この時の旅を「胡枝紀行」

　にまとめている。

０１０月１６日、山田北海歿、６６才。熊毛郡三丘徳修館（宍戸氏の学館）の

　教授。山根華陽の弟子。

０１０月、村田清風「売知売爵論」。藩主への上書。

○長沼采石、徳山藩校鳴鳳館教授となる。

○本城太華．鳴鳳館助教となる。

参

考

０３月１９日、原念斎歿、４７才。山本北山門下。

○宇田川玄真『和蘭薬鏡』刊。後に改訂増補して「新訂増補和蘭薬鏡』

　として刊行。

○柏木如亭『如亭山人遺稿」刊。

○柏木如亭『海内才子詩初集」刊。

－１０８　－



文政４（１８２１）～同５（１８２２）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

文

政

４

辛

巳

防

長

０１月、内藤静修（昌盈）『官暇漫吟』刊。頼山陽序。漢詩集。内藤静

　修は山陽に師事。

０３月、杉山宗立、京都に上り斎藤方策を訪れ、１か月間新宮涼庭に師

　事する。

○南部伯民、江戸に出、松平定信の知遇を得る。１１月、三田尻に帰る。

０８月４日、水上実巌歿、６７才。足利学校第十九世校主。玖珂郡保津の

　人。

０１１月９日、香川景柄（黄中）歿、７７才。

○東条英庵、萩浜崎新丁上の町に生る。父は右田毛利家の医官。

○中村牛荘、退官して家塾を開く。

要 ０２月２８日、山片蟻桃歿、７４才。寛延元年（１７４８）生。

文

政

５

壬

午

防

長

０５月、中村華嶽、側儒より明倫館学頭となる（天保６年まで）。大組

　に列す。

０６月３日、滝茂兵衛九華（滝高渠の子）、側儒となる。

０８月７日、観海歿、７１才。熊毛郡平生村真覚寺住持。

０８月８日、南部伯民、長州藩医となる。給米年２５俵。

０８月、コレラ大流行す（蘭領ジャワより伝わったもの）。萩では８月１４

　日から同２５日までに５８３人が死んだという（大坂の蘭方医斎藤方策か

　ら仙台の佐々木仲沢に宛てた手紙による）。当時日本ではコレラの病

　因が知られていなくて、覆乱の一種と見なされた。

０９月６日、広江殿陣歿、６７才。その居宅を西江堂という。

０９月、岡研介、亀井昭陽に入門。文政７年に退塾。

○南部伯民「胡盧利病説並治方」成る。コレラに関する著作。当時伯民

　は松平定信の侍医であった。

○南部伯民『技債録』及び『難病治験方』刊。

○斎藤方策・中環中共訳『把爾愈浬（パルヘイン）解剖図譜』刊。ベル

　ギーのヨハン・パルフィン原著。

○斎藤方策「八刺精要序」。『八刺精要』は大槻玄沢訳の医書。

○山県太華「入学正路』成る。（岩波「国書総目録』による。しかし文

－１０９　－



年 区分 記　　　　　　　　　　事

姦５
乖

防

長

　政元年か。文政元年の記事参照）。

○中川好古『招魂帖」成る。

○桂月洲（吉敷毛利家臣）、亀井昭陽に入門。

文

致

６

発

未

防

長

０２月５日、『三代実録」の編纂に着手し、蜜用方の周布寛を用掛りと

　する。明治３年に完成。全４９冊。

０２月２１日、近藤芳樹（当時田中姓）、村田春門に入門する。束修金百

　疋。９月２４日、大坂に村田春門を訪ね、翌年春まで逗留。

０８月６日、楊井謙蔵歿、６２才。字は子箆。滝鶴台・山根南淡に学んだ

　が、朱子学を好んだ。

０１０月２２日、南部伯民歿、５４才。明和７年（１７７０）生。墓誌は菅茶山の

　撰文。

０１２月、岩国吉川家、『家中古文書纂』編纂。

０１２月、徳山藩校鳴鳳館に医学館を附設し、藩医松岡玄知、医学を講じ

　る。当時藩主は毛利就寿（後に広鎮）。

０１２月３０日、李家庸謙歿、７１才。藩医。

　　　〈山県太華「李家庸謙墓碑銘」〉

０１２月３０日、斎藤方策、一代雇として長州藩医となる。給米年２５俵。方

　策は当時大坂に住んでいた。

○藩役人の給与を５分（５割）減とする。

参

考

０４月６日、大田南畝歿、７５才。寛延２年（１７４９）生。

０４月９日、葛西因是歿、６０才。明和元年（１７６４）生。

０７月６日、シーボルト、長崎オランダ商館の医師として来日。当時２７

　才。

○田能村竹田、翌７年にかけて京都に遊び、京坂地方の文人との交流を

　深める。

○菅茶山『黄葉夕陽村舎詩後編」刊。

姦
７；

防

長

０１月１８日、山県太華、明喩館学頭座勤務を解かれ、藩主側儒に復する。

０３月１０日、大村益次郎生。～明治２年（１８６９）。

０５月、近藤芳樹、本居大平に入門。

文政５（１８２２）～同７（１８２４）

－ １１０



年 区分 記　　　　　　　　　　事

文

政

７

甲

申

防

長

０６月、小倉遜斎、明倫館助講となる。

０７月２８日、岡研介、長崎より福岡に赴き亀井昭陽を訪ねる。（亀井昭

　陽「空石日記」）。

０８月、有田作胤編『典刑』成る。

○閑８月３日、小田海憐、その身一代寺社組に編入され、給米年２５俵。

　隠居の前藩主毛利斉煕付きとなる。

０１０月、京都の人明石良平、萩で心学講話を行う。

Ｏｎ月１２日、賀屋恭安、松崎僧堂を訪れる。恭安は自著『要術知新」の序

　文を大槻玄幹を介して僧堂に依頼していたのである。（『僧堂日暦』）。

○法道、大日比西円寺住持となる。

０５月か、岡研介、亀井昭陽の門を退塾し（亀井昭陽「送岡子究遊長崎

　序」（「昭陽先生文集初編」））、シーボルトに従学。（鳴滝塾初代塾長と

　なる）。

○山県太華「李家庸謙墓碑銘」成る。

参

考

０９月、宇都宮黙霖、安芸国賀茂郡弘村に生まれる。～明治３０年（１８９７）

○シーボルト、長崎に鳴滝塾を開く。

○佐藤一斎「言志録」刊。福知山城主朽木格斎序。

文

政

８

乙

酉

防

長

０８月３日、当職代行福原豊前、明倫館臨時視察。儒学講釈等を受講。

　聴衆７３人出席。（「当戦所日記」）。当戦や国許加判役による明倫館視察

　は定期的に行われていた。

０１２月、大日比西円寺住持法道、遠島に処される。翌９年５月赦免。

０１２月２８日、楊井子温（楊井蘭洲の子。号静斎）、松崎恨堂に入門。（『恨

　堂日暦』）。時に子温２９才。

○杉山宗立・井上文恭、長崎に赴きシーボルトに師事する。

○奥田頬杖（心学者）、防長に来る。

参

考

０２月、幕府、異国船打払令（無二念打払令）を発する。天文方高橋景

　保の対外政策上の意見上申による。

０４月２３日、太田錦城歿、６１才。明和２年（１７６５）生。（山県太華は「芸

　窓筆記』等において錦城の言説に反対し批判している）。

文政７（１８２４）～同８（１８２５）

－ １１１　－



文政８（１８２５）～同１０（１８２７）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

１ 参
考

○会沢正志斎『新論」成稿。

○山本北山序『宋三大家絶句』刊。

文

政

９

丙

戌

防

長

０１月１６日、福井静斎（孫太郎）、松崎慄堂から「雑説」三首及び「古

　文関鍵』を贈らる（「恨堂日暦」。同じ内容の事が４月２５日の条にも見

　える）。

０１月１６日、シーボルト、江戸出府の途次、赤間関佐甲家に着。７日間

　滞在。４月、江戸着。

０６月、福井静斎（孫太郎）、公儀人（幕府との折衝役）となる。

０７月、岡奉安（熊毛郡平生の人。岡研介の兄）、長崎に赴きシーボル

　トに師事。翌１０年２月帰郷。

０８月２３日、田上菊舎歿、７４才。

０１０月９日、国島筈斎歿、５７才。長府藩校敬業館教授であった。

０１０月、山県太華「益田房湾碑銘」。

○山県棺所（山県束原の第三子で、山県太華の嗣子となった）、江戸に

　遊学する。

○山根蕉窓（山根南浪の孫）、頼山陽の門を卒業して帰国。（蕉窓は山県

　太華に学び、江戸では太田錦城に就いた）。

○全国大豊作。長州藩領は不作。

参

考

０３月９日、亀田鵬斎歿、７５才。宝暦２年（１７５２）生。

○田能村竹田、長崎に遊ぶ。

○青地林宗「輿地志略』刊。

文

政

１０

丁

亥

防

長

０１月、長府藩主毛利元義、清元「梅の香」を作る。（江戸の春景色を、

　吉原を中心に目出度く述べる。『狂歌人物誌』によれば、元義の狂歌

　の師匠鹿都鄙真顔の代作という。元義は梅を愛し、自分の狂歌名を梅

　酒戸真門といい、遊芸を好んだ）。

０３月、小倉尚蔵（遜斎）、江戸に遊学する。翌１１年５月、萩に帰る。

０５月２０日、山県格所歿、３３才。

○閏６月２０日、高野長英、熊屋五郎左衛門を訪ねて萩に来る。熊屋家に

　止宿。（『御当職所日記』）。

－１１２



文政１０（１８２７）～同１２（１８２９）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

文

致

１０

丁

亥

防

長

０１１月３日、山根蕉窓歿、２４才。

○今津桐園、越氏塾督学となる。前任は吉武江陽。

○大田租香（１８才）、広瀬淡窓に入門。

○菅江嶺、長州本藩に召抱えられ、その身一代寺社組に編入。

参

考

○東条琴台「先哲叢談後編』或る。刊行は文政１３年。林来演・永富独哺

　庵が収録されている。

○頼山陽、改削なった「日本外史』を松平定信に献じる。

○官板（幕府による出版書）「末十五家持週」１６巻１６冊刊。

○青地林宗『気海観瀾』刊。文政８年成稿。林宗は日本最初の物理学者

　である。

文

政

１１

戊

子

防

長

０１月、狩野芳涯生。～明治２１年（１８８８）。

０４月、山県太華の帰国に際し江戸で送別会が催される。（集った人々

　の送辞が吉田樟堂文庫「山県家文書」に収まる。）

○山田東周、儒家山根家を継ぐ。（後に藩主毛利斉広の侍読となる）。

○宇都宮蓋庵「作文楷梯』刊。

○近藤芳樹「正統論』成る。

参

考

０６月２５日、津田真道生。～明治３６年（１９０３）。

０８月、シーボルト事件発生する。

○頼山陽、山紫水明処を築く。

○頼山陽『日本楽府』成る。文政１３年刊。

○（清）趙翼『鴎北詩話』和刻刊。

文
政

１２

己

丑

防

長

０２月、岩国の医師飯田玄栄・宇都宮了安、肥前大村で種痘法を学ぶ。

○小倉遜斎、明倫館講師となる。

０１２月２日、来原良蔵生。～文久２年（１８６２）自殺。

参

考

０２月３日、西周生。～明治３０年（１８９７）。

０５月１３日、松平定信歿、７２才。宝暦８年（１７５８）生。

－１１３－



文政１２（１８２８）～天保元（１８３０）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

文

政

１２

己

丑

参

考

０１１月２５日、原采頻、松崎憬堂を訪れる。憬堂より“女子立身の道”

　を諭される（「恨堂日暦」）。

○田能村竹田『屠赤瓊噴録」成る。

○『文政十七家絶句』刊。漢詩集。

○ｒ学者必読妙々奇談』刊。現存している同時代の有名人の評判記。以

　後、妙々奇談もの流行する。

○訓訳本「訳解笑林広記」刊。

文天

政

１３保

⌒
１２元

／

１０年

一

庚

寅

防

長

０３月２日、斎藤彦右衛門貞宣歿、５７才。山県太華・村田清風等と文致

　５年から同６年にかけて大江広元・季光の故事を鎌倉に調査した。

　「桑山古墳考」の著がある。

０６月４日、森重靭負歿、５８才。合武三島流砲術の開祖。森重曽門の兄。

０７月４日、中野豊台歿、７４才。豊浦郡西市の人。

０８月４日、吉田松陰生。～安政６年（１８５９）刑死。

０９月２日、小国玉淵歿、６２才。名は融。須佐益田家の儒臣。亀井南冥・

　皆川洪園に従学。

　　　〈亀井昭陽「小国玉淵碑銘］〉

０９月１３日、辨信歿、６０才。吉敷郡大海の出身。三河岩津の信光明寺の

　住持。

○中村牛荘、明倫館教授となる。

○大田裕香、長崎遊学。

○熊毛郡麻郷村郷稜成器堂設立される。在郷藩士の拠金を主として藩の

　補助を受けて設立されたもの。

○毛利斉広「みさこそうし」或る。（「毛利十一代史」収）。

０４月、近藤芳樹（当時田中芳樹麿）編「類題阿武の柚板」刊。萩今宮

　文庫蔵梓。萩の地を中心に各階層の人の和歌凡そ６６０首を収録した類

　題集。その中の一首、く江芸閣といへるから人になが崎にあへりしと

　き’’ことのはのへたてこそあれへたてなき心にみゆるやまともろこ

　じ布施御池〉

○賀屋恭安『河豚談」刊。

○池田瑞仙『痘科鍵剔正補注』刊。

○岡研介、大坂に出る。「生機論」（生理学の書）或る。

－１１４　－



天保元（１８３０）～同３（１８３２）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

｜：
一篇

蛮

参

考

○会沢正志斎『新論』、秘密に出版される。

○東条琴台「先哲叢談後編』刊。成稿は文政１０年。

○頼山陽「日本楽府」刊。

天

保

２

辛

卯

防

長

０２月１６日、草場晋水歿、５１才。書家。（ｒ毛利十一代史』は３月１６日と

　する）。

０２月２６日、能美友庵歿、６１才。

０４月、能美洞庵家督。

０５月、毛利斉広「陳情」成る。平田淳序。

０７月、天保大一揆起る。

○毛利斉広（世子）「世子告文・附言」（『毛利十一代史』所収）この年

　成るか。大一揆に直面して藩政の在り方を痛切に批難し、藩政の抜本

　的変革を求めている。

０９月２９日、円浄歿、８７才。漢詩人。柳井の誓光寺住持。

０１２月２８日、儒者津田東作、江戸にて修業中逃亡し、家禄没収される。

○吉敷郡御堀益田氏の郷校学習塾創設。

○大田裕香、広瀬淡窓に入門（近藤清石『防長人物志」）。

○月性（１５才）、豊前の恒藤醒窓（広瀬淡窓門下）の梨花寮に入る。

鴛　○梁川星巌、江戸に出て玉池吟社を開く。

天

保
３

壬

辰

防

長

０２月１３日、毛利斉広、林述斎に入門。（『毛利十一代史』）。

０９月１３日、木村秋亭歿。三田尻の人。医家にて歌人。

０１２月２８日、中川好古歿、６５才。長府藩士。儒家。ｒ招魂帖』の編者。

○本城太華、徳山藩世子毛利広篤の侍読となる。

○桂周水（治右衛門）歿。『情実集』の作者。

○村田清風「天保辰御改正大意」及び「此度談」を書く。

○近藤芳樹「たのむの雁』成る。

○草刈泰彦編「草舎（くさのや）年表』成る。文禄４年（１５９５）より天保

　１４年（１８４３）まで。ただし天保４年以後は追録。（「毛利家文庫」１７）。

１１５－



年 区分 記　　　　　　　　　　事

天

保
３

壬

辰

参

考

０３月２１日、家田大峯歿、８８才。延亨２年（１７４５）生。

０５月２６日、中村敬宇生。～明治２４年（１８９１）。

０９月２３日、頼山陽歿、５３才。安永９年（１７７９）生。死去の時、ほぽ「日

　本歌記』を脱稿していた。

○渡辺単山、洋学研究を始める。田原藩の年寄役末席となり、藩の海防

　掛りを兼ねたことか動機であった。

天

保

４

発

巳

防

長

０６月２０日、村尾呑屋歿、４３才。画家。

０６月２６日、木戸孝允生。～明治１０年（１８７７）。

０８月１８日、渡辺平吉歿、７１才。「渡辺年表』及び『自楽抄』の著かある。

０８月１８日、聴松庵烏強歿、６８才。聴松庵四世。

０８月、茅原虚斎「茅窓漫録」刊。（吉川弘文館「日本随筆大成』第１１

　巻に収まる）。

０１２月２９日、広沢真臣生。～明治４年（１８７１）。

参

考

０４月、大塩平八郎『洗心洞割記」（家塾版）成る。（吉田松陰は嘉永３

　年平戸遊学中購入している）。

○輯山陽「山陽詩抄』刊。８巻。山陽自身が編集したもの。

○宇田川桔庵『植学啓原』刊。日本最初の植物学書。

○この年より天保大飢饉始まる。

天

保

５

甲

午

防

長

０２月、賀屋恭安「漫費紙録序」。『漫費紙録』は河野中庵（永富独噫庵

　の子）の著。

０７月１４日、長沼采石歿、６０才。

０８月２４日、内藤子謙（昌盈、静修）歿、７６才。山根南滉及び頼山陽に

　師事。

０８月２５日、中村牛荘・山根東周（吉之丞）、藩主斉元の侍読となる。

０９月６日、広江秋水歿、５０才。頼山陽に師事。

０１０月１９日、二宮錦水（元輔）、松崎議堂に入門する（『恨重日暦」）。吉

　田祥朔『近世防長人物辞典』は入門を天保８年とする。「慄堂日暦」

　によれば、錦水は天保７～９年の間、しばしば憬堂門に出入りしてい

　る。

天保３（１８３２）～同５（１８３４）

－ １１６　－



年 区分 記　　　　　　　　　　事

天

保
５

甲

午

防

長

０１０月２１日、吉武江陽歿、７２才。飯田楽軒に師事。

○本城太華、鳴鳳館教授となる。天保１４年１２月まで。

参

考

○篠崎小竹及び角田九華「山中人饒舌序」。「山中人饒舌』は田能村竹田

　著。

０１２月１２日、福沢諭吉生。～明治３４年（１９０１）。

○この年諸国飢饉。江戸の米価高騰し、百俵が金１４～１５両となる。（『徳

　川十五代史』）

天

保

６

乙

未

防

長

０１月２８日、中村華嶽、明倫館学頭を辞す。山県太華、明倫棺第１０代学

　頭となる。以後明倫館、朱子学を採る。

０４月３日、吉田大助歿、２９才。吉田松陰の叔父で養父。

０７月、藩、心学講話所日章舎を萩江向に設立。また奥田頼杖を招き、

　藩内各地での心学講話を依頼。頬杖は以後年々防長に来て講話して廻

　る。天保大一揆後の人心収攬対策であった。

０１０月１６日、小田南峡歿、４６才。長府藩敬業暗教授を勤める。小田済川

　の養子。

ＯＵ月２日、三浦源蔵歿。「塩製秘録」の著者。

○月性、Ｅ前佐賀の精居寮に入る。精居寮は、佐賀の真宗僧不及が主宰

　する真宗僧侶のための学塾。在寮中月性はしばしば長崎に遊んだ。

○近藤芳樹「古風三体考」成る。刊行は天保８年。

参

考

０８月２９日、田能村竹田歿、５９才。安永６年（１７７７）生。

○佐藤一斎「言志後録』刊。

○『当世名家評判記』刊。

天

保
７

丙

申

防

長

０６月１２日、阿武川氾濫。溺死者数百人という。萩市中は青物絶無と

　なり諸物価高騰。銀１匁につき白米６合の相場で藩より米を売り出す

　（「毛利十一代史」）。

○秋、安芸の吉村秋陽、長府藩の招きにより藩校敬業館教授となる。（安

　政２年まで在職か）。秋陽は佐藤一斎門下の陽明学者。東沢潟の師。

　（秋陽が長府藩の招きに応じた年を天保７年とするのは岩波『日本思

　想大系近世後期儒家集』の解説による。「山口県教育史」及び「下関

天保５（１８３４）～同７（１８３６）

－ １１７



天保７（１８３６）～同９（１８３８）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

天

保

７

丙

申

防

長

市史」は天保１６年とする）。

○滝九華「滝九華雑記」起筆。九華は滝鶴台の孫。記事は天保８年まで

　の見聞や感想を記す。

０１２月２９日、藩主毛利斉広歿、２３才。

○田中（近藤）芳樹「芸州厳島図会序」。「芸州厳島図会」は天保１３年刊。

参

考

０３月、帆足万里「窮理通」成。

０５月１７日、亀井昭陽歿、６４才。安永２年（１７７３）生。

０１１月、尾藤二洲「素餐録」刊。

○津阪東陽「夜航詩話」及び「夜航余話」刊。

○天保の大飢饉、ピークを迎える。

天，

保

８

丁

酉

防

長

０１月１７日、山根東周歿、５０才。

０１月２１日、林芳洋歿、６５才。徳山鳴鳳館教授。

０３月、小倉遜斎、侍読となり出府。明倫館教師を兼務。

０４月、毛利敬親襲封。（翌９年４月、初入国）。

０５月より１２月にかけて傷寒病（腸チフス）流行する。

０７月、近藤芳樹「古風三体考」刊。静間三枝蹟。天保６年成稿。

○藩、領内各地へ心学講師を派遣し、民心の教化を図る。

○佐伯囁津、山口宰判大内村志多里八幡宮に国学塾開設。

○法洲『三法語構鋭大意」この年刊か。

参

考

０２月１１日、大窪詩仏歿、７１才。明和４年（１７６７）生。

０２月、大塩平八郎の乱起る。

０３月、宇田川棺庵訳「舎密開宗初編』刊。（同省第七編の刊行は弘化

　４年）。

○広瀬淡窓『逮思樗詩抄初編』刊。同省二編は嘉永２年刊。

毒
９
屋

防

長

０１月、吉田松陰（９才）、家学の兵学教授見習として明倫館に出任す

　る。

○閑４月、山県有朋生。～大正１１年（１９２２）。

－１１８－



天保９（１８３８）～同１０（１８３９）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

天

保

９

丙

戌

防

長

○閏４月２９日、上田堂山歿、８１才。吉敷郡台道の富家。後裔に上田敏雄・

　上田保兄弟が在る。

０７月２６日、滝九華歿、５４才。滝高梁の子。

０８月３日、飯田竹舎歿、６６才。徳山藩士。連歌師。

０８月、村田清風、香川作兵衛とともに地江戸仕組掛りとなり、藩政改

　革に着手。藩の負債総額銀９２，０２６貫余。年々の元利年賦償還額銀

　１２，１７５貫余。

　　　〈村田清風「大仕組大目途」〉

０１２月７日、山下憐洲歿、７８才。徳山藩儒。書家。

○飯田竹塙（徳山藩士）、吉村秋陽に従学する。後、佐藤一斎に学ぶ。

○前年以来の凶作の為、藩内捨子が甚だ多しという。

参

考

○緒方洪庵、滴々斎塾（滴塾）を開設。

○徳川斉昭『弘道館記丿成る。（藤田東漸起草）。

○頼山陽「日本敢記」刊。

○古賀刺庵「海防臆測』成る。

○渡辺車山『敲舌或問』及び「慎機論』成る。

○高野長英「戊戌夢物語」成る。

○『天保三十六家絶句』刊。

天

保

１０

己

亥

防

長

０３月、山県太華「国史纂論序」。

○山県太華「国史纂論」刊。弘化２年安積艮斎序。弘化３年林政序。

０３月、青木周弼（３７才。村上丹波家来）、その身一代雇として長州本

　藩に出仕、給米年２５俵。

０７月１３日、法洲没、７５才。大日比西円寺住持。

０８月２０日、高杉晋作生。～慶応３年（１８６７）。

０１０月、山田東陵歿。三田尻の画家。

０１１月３日、岡研介歿、４１才。晩年には狂気となる。

０１１月２５日、楊井静斎（孫太郎）、公儀人を免ぜられる。

０１２月、熊毛郡岩田村に文武稽古場（後の正業舎）が設立される。国光

　小源太等の請願によるものであった。

○近藤芳樹（当時田中姓）、藩に出仕する。

－１１９　－



天保１０（１８３９）～同１１（１８４０）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

天

保

１０

己

亥

防

長

○賀屋恭安『好生緒言』刊。

○赤間関に心学講義所斎省舎が開設される。

０４月２４日、独旨真明歿、６５才。黄柴山万福寺第三十世。赤間間出身。

参

考

０５月、鳥居耀蔵の陰謀による蛮社の獄起る。

０５月２３日、小関三英（蕃書和解御用）自殺する。５３才。蛮社の獄に関

　係するものとして自殺に追いこまれたのである。後任には箕作Ｒ甫が

　登用される。

天

保

１１

庚

子

防

長

０１月２６日、茅原虚斎歿、６７才。儒家。美祢郡大嶺の人。

０５月、久坂玄瑞生。～元治元年（１８６４）自殺。

０６月１日、松島健作（松島剛蔵及び栂取素彦の弟）、小倉遜斎の養子

　となる。（後に小倉家を離縁となり、松田謙三と改名、東北地方を流

　浪する）。

０６月、山県太華上書「愚案」。

０７月１３日、藩政改革発令。〈村田清風「流弊改正意見」〉

０７月、静間美積、江戸より萩に帰着。

０８月５臼、絵図方平田弥次兵衛、精密な防長全図を作る。

０９月、萩八丁南園内に医学所開設。熊野玄宿・李家尚謙・大中益甫・

　馬屋原大庵・赤川玄成・島田良岱・青木周弼・河村養信・和田昌景・

　竹田太純・吉松玄琢・半井玄友教授となる。能美洞庵・賀屋恭安、医

　学成立定掛として医学所設立に従事する。

○青木周弼、蕪訳掛となる。（毛利家文庫１５「西洋学御引立一件沙汰控」）

０１１月１８日、田中芳樹（４０才）、馬術家近藤小二郎の家を継ぎ近藤姓と

　なる。扶持方５人・銀２０５匁給付される。家業を改め和学家とされる。

０１２月１７日、近藤芳樹及びその門人、藩主敬親に非公式に召出され、そ

　の前にて古典を講じ（芳樹は日本書紀天孫降臨の章を、冷泉古風は古

　語拾遺訓賊の章）、探題作文をする。宍戸真激（左馬之介）は遣唐使

　を送るという題で文章を作り、従来の常識を破って安部仲麻呂よりも

　中国に同化しなかった藤原清河の方を顕彰した。（近藤芳樹は「寄居

　歌談』で、国学者でこうした評価を行ったのは真激か最初であろうと

　評価した）。

－１２０　－



天保１１（１８４０）～同１２（１８４１）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

天

保

１１

庚

子

防

長

０１１月、玉乃九華「救時話言」上書。

０１１月、松島伊之助（後の揖取素彦）、小田村右門（吉平）の養子となる。

○佐伯勝馬等、凝成館を萩に役立するように藩に申請。国学及び祭儀の

　教授を行う藩による神職の教育機関設置を求めたもの。天保１４年に開

　館となり、河本越前・佐伯勝馬等が教授となる。後文久３年（１８６３）

　藩府の山口移鎮に伴い山口に移転し、五十鈴学館となる。

○飯田竹塙、江戸に出て昌平饗に入り、佐藤一斎に師事。

○先大津・上関・三田尻等の宰判に心学修甫の制か設けられる。基金運

　用の利銀をもって年２回心学講師を招く。

○宇部亀浦の向田七右衛門・九十郎の兄弟、南蛮車を発明する。

参

考

０８月、日本にアヘン戦争の報伝わる。

○滝沢馬琴、失明する。

天

保

１２

辛

丑

防

長

０１月、藩、諸郡各村の風土地誌等を書き出すように各宰判に通達し、

　ｒ風土注進案』（近藤芳樹編輯）に着手する。

○藩主敬親、公式に近藤芳樹・安部惟貞及びその門弟を召見し、国学の

　進溝を受ける。席上近藤芳樹は賀茂真淵の’’ますらをぶり”を首唱す

　る（「寄居政談』巻－）。

０４月、小倉遜斎、佐藤一斎に入門する。

０５月９日、有阪長為・大田恭平（栢香）、高島秋帆の武蔵国徳丸原で

　の洋式軍事演習に参加する。

０９月２日、伊藤博文生。～明治４２年（１９０９）。

０９月、毛利敬親、林培斎に入門。小倉遜斎も侍読である為に同時入門

　する。

０９月、宍戸桃戎歿、８０才。俳人。菖蒲庵二世。

０１１月１０日、熊野玄宿歿、４９才。

０１１月、山県太華「事斯語序」。「事斯語」は前藩主毛利斉広輯の語録。

０１１月、安積艮斎「有備暗記」成る。

０１２月１１日、江戸桜田長州藩邸内に有備館開設。命名は大学頭林緯。小

　倉遜斎その他教務に従事し学制を定める。

０１２月１３日、亘理南山歿、７７才。熊毛郡麻郷に開塾し子弟を教育した。

－１２１　－



天保１２（１８４１）～同１３（１８４２）

年 区分｜　　　　　　　　記　　　　　　　　　　事

天

保

１２

辛

丑

防

長

○岡本栖雲（成章）、萩江向に学時習斎を開塾。教授学科は漢学と書法。

　別名を江南塾という。最盛期は弘化元年前後。（吉田松陰「吉日録」

　参照）。

○大田稲香、江戸で高島秋帆に学び、８月に帰郷。右田の脩来院（博文

　堂を改称）の督学となる。禄高３０石。

○郡司寛之進、藩命で長崎に赴き高島秋帆に入門。帰藩後、ヘキサンス

　砲採用を建言。

○江戸葛飾砂村の長州藩邸内に鋳砲所を設置。郡司右平次、職人２人と

　共に出府して佐久間象山から洋式火砲の製造法を学ぶ。

○増野徳民、玖珂郡山代本郷に生る。医家。吉田松陰門下生となる。

鴛 ０１０月１１日、渡辺単山自刄す。４９才。佐藤―斎・松崎憬堂の弟子。

天

保

１３

壬

寅

防

長

０１月１３日、近藤芳樹、防長国郡志編纂用掛となる。撰国郡志総裁梨羽

　頼母。

０６月、坪井信道、能美洞庵の育みとして一代雇藩医となる。弘化３年、

　譜代となる。

０６月、中村松洲歿、６５才。赤間関の人。「長門国志」の著者。

０７月、村田清風「淫祀談」或る。清風の宗教政策がうかがえる。

０８月、勝開田盛稔宅にて定家卿影前会開催。近藤芳樹ら出席。

０９月、藩内の淫祀廃除を行う。

０１０月１４日、賀屋恭安歿、６４才。その居宅を梧陰書屋という。

０１１月、近藤芳樹「寄居歌談初編序」。『寄居歌談初編』はこの年刊。

○浦氏の郷校克己堂、熊毛郡阿月（現柳井市）に開設。

○玉木文之道、自宅で私塾を開く。吉田松陰・山県半蔵（当時安田辰之

　助）等入門。

○毛利斉広輯『事斯語』刊。

○大村益次郎（当時村田蔵六。１９才）、宮市（現防府市）の梅田幽斎に

　従学。

○心学講談所日章舎（萩江向十日市筋船垣しに所在）を補修改築する。

　三坂理兵衛・水津藤右衛門・古谷振岳・久芳内記等講師として登用さ

　れる。日章舎の経営は庶民よりの献金によった。

－１２２　－



天保１３（１８４２）～同１４（１８４３）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

天
保
１３

壬
寅

賢 ○藩役人の役料５分派（５削減）のところを３分減にする。

参

考

０６月、幕府、１０万石以上の藩に対し出版事業奨励の令を発す。これ以

　後、各藩の出版事業盛んになる。

０９月、広瀬旭荘、ｅ前大村藩に招かれる。

０９月、箕作阪甫、「和蘭文典前編」刊。

天

保

１４

娶

卯

防

長

０１月、近藤芳樹ｒ淫祀論』。藩の諮問（村田清風の意向による）に答

　えたもの。

０２月、森脇梅庵歿。歌人。

０３月山県太華「民政要編序」。『民政要編』は『周礼』より周官の民政

　上の諸官職について、山県太華が註を施し解説したもの。明倫館より

　刊行。０４月１日、羽賀台大操練。

０４月８日、三坂理兵衛歿、６６才。心学者。また俳人として古萩園三世。

０４月、村田蔵六（大村益次郎）、広瀬淡窓の咸宜園に入門。

０４月、寺社奉行口羽善九郎元実・飯田小右衛門信篤を藩内各地に派遣

　して淫祠を廃止する。（淫祠廃止は前年９月、寺社奉行より発令され

　た）。

０４月、村田清風の政策「三十七ヶ年賦皆済仕法」発令。

０５月２４日、広井良徳歿、７５才。号は柳渓。湾末藩儒者。

０７月８日、八木沙村歿、４４才。明倫館都講。漢詩を能くす。

０７月１８日、八谷選良歿、８７才。三隅で学塾を開く。村田清風幼時の師。

○村田清風、大津郡三隅浅江に尊聖堂を建設。

０８月、山県太華「尊聖堂記」。

０９月８日、上田琴風歿、５６才。吉敷郡台選の女流国家。

０１０月、近藤芳樹『寄居歌肢二編』成る。刊行は弘化２年。

０１１月２０日、朝倉南陵歿、８８才。菅江嶺に師事した画家。

０１２月６日、徳山藩、鳴鳳館に蘭医学の講義を始める。

０１２月１７日か、萩に凝成館（神職養成機関）開館。

０１２月、小川乾山、鳴鳳館教授となる。嘉永３年９月まで。前任は本城

　太華。

－１２３－



天保１４（１８４３）～弘化元（１８４４）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

天

保

１４

発

卯

防

長

０１２月、周布政之肋、明倫館居寮生となる。（山県太華の推挙による。

　周布政之助は天保９年頃明倫館就学。天保１１年１０月より自賄入舎生と

　して小倉遜斎に従学していた）。

○郡司源之允、長崎に再遊し高島秋帆に従学。

○竹院（吉田松陰の母方の伯父）、鎌倉瑞泉寺住持となる。

○会沢正志斎の『新論』は、天保末年に月性によって明倫館生に紹介さ

　れたといわれる。

参

考

○閑９月１１日、平田篤胤歿、６８才。安永５年（１７７６）生。

○斎藤竹堂「鴉片始末」成る。竹堂２９才。

○杉田成卿、幕命によりオランダ憲法を椴訳。（尾佐竹猛「維新前に於

　ける憲法草案」）。

殼

⌒こ

－

甲

辰

防

長

０４月、道亭歿か。萩小畑の陶工であって画家。

０６月、村田清風退陣。坪井九右衛門（顔山）登場。

０７月６日、椿八幡宮宮司青山上総長清の宅において、令義解竟宴の再

　現の会が行われる。集会の人々は青山長清・近藤芳樹・冷泉古風・山

　田昌之・引田利亮・赤川道昭・奈古屋彰（与三）・白上舎人・安藤重

　長・城邑政国。

０１０月９日、藩主敬親、国学・兵学の進講を受ける。

０１０月２９日、本城太華歿、７０才。

０１１月１８日、近藤芳樹、手習組に編入される。

０１１月、坪井九右衛門の政策「公内借倒仕法」発令。

○馬島甫仙生。

○近藤芳樹「防長名所抄』成る。

参

考

０５月、岡熊臣「読淫祠考」成る。山県太華「淫祠考」への反論である。

○帆足万里『入学新論』刊。同「東潜夫論」成る。

○勝海舟、佐久間象山に入門。

○加賀藩、ｒ欽定四書』をこの年より刊行。～嘉永４年（１８５１）まで。

○高松藩、ｒ隋書』刊。（『二十一史』のうち。明の万暦の北監本を底本

　とする）。

○魏源ｒ聖武記』、日本に始めてもたらされる。老中阿部正弘購入する。

－１２４　－



弘化２（１８４５）～同３（１８４６）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

弘

化

２

乙

巳

防

長

０１月２５日、山口講堂を講習堂と改称。

○小倉遜斎、参勤に従って出府。

０５月、小倉遜斎、山県太華のｒ国史纂論』反び『民政要｜角が）刊行用

　掛となる。

０８月、小倉遜斎「国史纂論序」。

０１０月、青木研蔵、外国事情調査のため藩命で長崎に赴く。

０１１月１１日、矢野筈山歿、６６才。画家。

○吉田松陰、山田亦介に入門し長沼流兵学を修める。亦介により外患に

　めざめる。

○厚狭毛利元美、学館朝陽館を再興。

○佐々木向陽「薔我堂記」。薔販堂は宇部福原氏の学館。

○雫鳴社、明倫館内に結成される。（或は弘化３年か。海原徹『明治維

　新と教育」は弘化２年と見ている。）堺鳴社結成は周布政之助・北条

　瀬兵衛等の首唱により、殆どのメンバーは明倫館生であった。結成に

　は月性も関係した。明倫館教育の旧習を破り、古今の歴史・時事問題

　等について関心を持とうとした。このグループは江南学派とも呼ばれ

　る。曝鳴社は安政３年に入ってからまた活発となり、安政４年には社

　屎を明喩館から河添に移した。（『来原良蔵伝』及び『周布政之介伝」）。

○近藤芳樹「寄居歌談二編』刊。

○熊谷直好『浦の汐貝』刊。柱園派の代表的歌集の一つ。

○吉田恕庵、右田の脩来院助教となる。嘉永６年まで１０年間勤務。

○秋良敦之肋、浦家の家老となる。

参

考

○角田九華「統近世叢語』刊。

○梁川星巌、玉池吟社を閉じて京都に移る。

○朝岡興禎『古画備考』起稿か。嘉永３年の説もある。

０７月、幕府、海防掛設置。外交部門担当機関の創始である。

弘皆

草

防

長

０７月１６日、名嶋月碩歿、８０才余。岩国の南画家。

０９月１２日、井上可就（よしなり）歿、８０才。三田尻の書家。

０１１月１日、右田毛利元統、学館脩来院を迫山に移し学文堂と改称する。

　督学大田稲香。

－１２５　－



弘化３（１８４６）～同４（１８４７）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

弘

化

３

丙

午

防

長

０１１月８日、吉賀恪斎歿、３３才。越氏塾都講。吉武江陽に従学した。

０１２月９日、明倫館再建を発令。

０１２月１０日、諸葛函渓歿。長府の画家。

○吉田松陰、山田宇右衛門に説かれて外患への対処方法を考究。「外夷

　小記」を著す。

○村田蔵六（大村益次郎。２２才）、緒方洪庵の適塾に入門。（福沢諭吉の

　適塾入門は安政２年。大村益次郎の適塾退塾は嘉永３年）。

○桂月洲、吉敷憲章館学頭となる。

○佐伯摂津、藩から巡回講談師に任ぜられる。

○坪井儒道、長州藩譜代藩医となる。

参

考

０６月２２日、宇田川棺庵歿、４９才。

○鈴木春山沢編「兵学小識」成る。

弘

化

４

丁

未

防

長

０１月２７日、安部諒（惟貞）、・近藤晋一郎（芳樹）、藩主敬親に国学進講。

０２月、西洋書願訳用掛を設け、青木研蔵・東条英庵・松村太仲が掛り

　となる。

○春、月性、玖珂郡遠崎妙円寺内に時習館開塾か。叔父にして養父の周

　邦と協同経営である。草葺平家建。涜狂草堂とも称す。

０５月２０日、岩国吉川氏学館養老館開設。学頭玉乃九華、教授二宮錦水。

０６月２日、小田村石門（古平）歿、５７才。又は５３才とも。（小田村藍

　田の長子）。

０７月、玉乃九華「養老館記」刊。中沢雪城書。

０１０月１２日、勢一尚古歿、４９才。三丘徳修館学頭。

０１２月、坪井九右衛門（顔山）、禁固に処される。

○山県太華校訂及序「六諭街義大意』（室鳩巣著）刊。明倫館蔵版。

○柱太郎生。

参

考

０１月３０日、古賀詞庵歿、６０才。天明８年（１７８８）生。

○藤田東漸『弘道館記述義』再稿成る。

○塩谷宕陰『阿芙蓉葦間」編輯。

－１２６－



弘化４（１８４７）～嘉永元（１８４８）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

ｌ

ぶ

参

考

○鳥山新三郎、鍛冶橋外桶町河岸に私塾を開く。

Ｏｒ影末本尚書正義丿刊。熊本藩時習館による出版。

Ｏ「南史」・「北史」刊。南藍本による松江藩の出版。

弘嘉

化永

５
　－
　児⌒ン

－

戊

申

防

長

０１月、吉田松陰（１９才）、家学後見人を解かれて独立の兵学師範とな

　る。

０８月、李家尚謙歿、５８才。医学館教授。

０９月１６日、村田清風、明倫棺再興御用掛となる。

○山県太華「民政要綱」３巻刊。ｒ周礼』による中国古代周の時代の地

　方官や民政に関する微官の解説。

０１１月１日、藩庁用方役人へ山県太華編著『民政要綱』を一郎宛配布す

　る。

０１１月８日、坪井信道歿、５４才。

０１１月、小野為八、長崎から萩に帰る。

○久坂玄機、適塾々頭となる。翌２年正月に萩に帰る。

○月性の時習館に、大島郡久賀村の大洲鉄然（１５才。９月に入塾し２ヶ月

　余在塾し、学文堂へ入る）、玖珂郡柱島の松崎武人（後の赤根武人）、熊

　毛郡田布施村の円立寺真逆等入塾する。（海原徹「近世私塾の研究」）。

○近藤芳樹ｒ新撰防長名所方角抄』成る。

○村田蔵六（大村益次郎）、長崎から大坂に上り再度適塾に入門。嘉永

　３年に帰郷。

○藩、西洋原書頭取を置く。

○萩の南片河町山城塁孫十郎、この年の刊記のある北尾墨香編ｒ撮西六

　家詩抄」に、江戸の須原屋茂兵衛等とともに発行者に名を列ねている。

　（これは販売権を持っているということか）。

○福田正憲ｒ思夢問答丿刊。嘉永元年１０月鈴木高鞘序。発行者は萩呉服

　町山城塁孫四郎ほか。福田正憲は徳山の人。

参

考

○安積艮斎『洋外紀略」成るか。

－１２７　－



嘉永２（１８４９）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

嘉

永

２

己

酉

防

長

０１月２０日、能美洞庵、医学所頭取となる。赤川玄悦・青木周弼、会頭

　となる（１月２３日発令）。久坂玄機都講となる。（医学所制度改正によ

　る人事である）。

０１月２６日、明倫館重建成る。学校総奉行益田玄蕃、学校手元役村田清

　風。開校は３月２日。

０１月２９日、安部諒（惟貞）、和学兼学を免ぜられ、連讐歌師のみの家

　業となる。

０２月１８日、新明倫館、初釈菜挙行。

０２月２５日、山県太華、明倫館釈菜の式の席順について藩府の指図に従

　わなかったので逼塞となり、３月１日に許される。（「遠近方記録』・

　『瀬城鑑』）。

０３月２日、重建明倫館開校、初講義行われる。藩主臨席。「文学規則」

　に朱子学を立教の基とすることを明示する。講義初めとして山県太華

　が「大学』三綱領を講じた。

０３月２日、宮城彦助・有地九助等和歌・茶の湯等の風流に耽り文武の

　稽古を疎かにしたとして逼塞となる。それに関係して近藤晋一郎（芳

　樹）・桂隼人も逼塞となる。（『濠城鑑』）。

０３月、山県太華「重建明倫館記」成る。

０３月２２日、近藤芳樹、家業替えを命ぜられ、今後儒家として取扱われ

　ることとなる。しかしその身一代有職兼業を命ぜられ、遠近付支配と

　なる。

○閑４月２０日、権代春鴎歿、５８才。宮市の画家。

０８月２３日、医学館制度の改正が行われ、医学館頭取役を医学教諭役と

　改称し、各科の主任教授を頭取役とする。

０８月、月性「近世名家文紗例言九則」。「近世名家文紗』は、篠崎小竹・

　斎藤拙堂・坂井虎山・野田笛浦の文集。

０９月、青木研蔵、長崎にて種痘法を学び萩に帰る。（７月に長崎に赴

　く。　１０月より医学館で種痘実施）。

０９月、明喩館練兵場操業開始。

０９月、心学講談を中止し、小学講談を採用。敬身堂へ陪臣や農商人の

　入学を認めて初等程度の教育を施そうとするもので、明倫館直轄経営

　の藩立庶民教育機関に改組したものである。

－１２８　－



嘉永２（１８４９）～同３（１８５０）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

嘉

永

２

己

酉

防

長

０１０月８日、斎藤方策歿、７９才。

０１０月１０日、吉田松陰、門人を率いて羽賀台で教練を行う。

０１０月、藩内ではじめて種痘を行う。

○近藤芳樹、家塾抄宗寮を新堀に開いたのはこの年か。

○山県太華「鄙言」この年か。明倫館に国学を採用することに反対した

　上申書。本居学はいけないが、それ以前の和学であればよいと述べて

　いる。

○弘正方「松崎天神鎮座考」刊。

○大田稲香（恭平）、学文堂０日時観園）の教授となる。

○村田蔵六（大村益次郎）、適塾塾頭となる。翌３年退塾して帰郷する。

○田上宇平太、洋書顛訳用掛となる。

○乃木希典生。～大正元年（１９１２）自殺。

備

考

０６月２７日、菊池五山歿、８１才。

○岡熊臣、津和野藩校養老館の国学教授となる。

○「備急千金要方』和刻刊。江戸の医学館よりの刊行。北宋本を底本と

　する。

○この年舶載されたｒ紅接夢』の直段は１部銀５匁。嘉永６年舶載の同

　書も同価。

嘉

永

３

庚

戌

防

長

０２月１３日、小田村伊之助（後の揖取素彦）、明喩館講堂の諸事用掛と

　なる。

０２月２２日、山県太華、７０歳賀寿。

０３月１４日、小田村伊之助、江戸番手として萩出足。４月３日江戸着。

　有備館講堂掛となる。

０４月２３日、天野謙吉、明倫館都講となる。

０６月、田原玄周・青木研蔵、西洋原書頭取となる。

０６月２９日、明喩館構内にある医学館の名称済生堂を好生館に改め、南

　苑に移転。８月１５日、新築落成。

０８月２５日、吉田松陰、平戸遊学に出発。長崎を経て９月１４日平戸着。

　（１２月２９日萩に帰着）。この遊学で松陰は会沢正志斎「新論』・大塩平

－１２９　－



嘉永３（１８５０）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

嘉

永

３

庚

戌

防

長

　八郎「洗心洞割記」・高野長英「夢物語」その他「阿芙蓉彙聞」・『聖

　武記附録」・「海国見聞録』等に接し、熟読する。

０８月、布施御池『救鎧提要』成る。山田亦介序。

０９月５日、中村牛荘、側儒再役。

０１０月２９日、平田陪渓（新右衛門）、明倫館学頭座御用取計となる。同

　年１２月２８日辞職。（一説２９日）。

０１１月２３日、山県太華、中風となる。（伊藤市右衛門ｒ日載』）。

０１２月２９日、山県太華、明倫館学頭を辞す。中村牛荘・小倉遜斎の両名、

　明倫館学頭座御用取計となる。

○医学所の教則を増補して、陪臣医・地下医の入学を認め士庶共学とす

　る。

○村田清風ｒ病翁宇波言』。

○山田亦介、古賀洞庵「海防臆測」を無断出版する。これにより亦介は

　処罰される。

○月性の時習館へ熊毛郡阿月村の秋良雄太郎入門する。

○中村雪樹、明倫館へ入学する。

○小川乾山、徳山藩校鳴鳳館教授を罷免され、家名断絶・蜃居の処分を

　受ける。藩政上の失政によるという。安政３年５月に許される。

○弘平五郎『楽水紗」。（永田瀬兵衛撰「江氏家譜」の記載事項を訂正

　したもの）。

○この年頃、田上宇平太、伊東玄朴の免先堂の塾監を勤める。（ｒ柴田収

　蔵日記』）。

○この年頃、能美洞庵、萩平安古満行寺筋に居住。（杉山宗立手記）。

備

考

０１月６日、佐藤信濃歿、８２才。明和６年（１７６９）生。

０１０月晦日、高野長英自殺、４７才。文化元年（１８０４）生。

○勝海舟・高畠五郎・津田真道（真一郎）、佐久間象山に入門。当時象

　山は江戸深川の松代藩邸にて砲術を教授していた。

○太平天国の乱起る。（太平天国の乱を記した羅森『渦流紀事」を、吉

　田松陰は「清国威豊乱記」として新訳した。増田渉「西学東漸と中国

　事情」参照）。

－１３０　－



嘉永４（１８５１）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

嘉

永

４

辛

亥

防

長

０１月４日、鈴木和泉直道歿、６４才。松崎神社宮司。国学者。鈴木高鞘

　の父。近藤芳樹はその門下。

０２月３日、近藤芳樹、明倫館講師小学教諭役となる。（吉田祥朔「近

　藤芳樹大人日譜草稿」及びｒｌ城呟』による。嘉永２年の説もある）。

０２月１０日、近藤芳樹、手廻組に加えられる。

０３月、吉田松陰、江戸遊学の為、参勤に従って出府。また中村百合蔵・

　米原良蔵・土屋矢之助（蕭海）、同じく藩主参勤に従って出府。

０４月６日、池谷道勝（源吾）歿、６９才。山県絹江の弟子で絵を能く，す。

　号は長南。道勝の女は勝開田盛稔の妻。勝関田稔は孫になる。

０５月、大洲鉄然、月性の時習館へ再入学し１０月頃まで在塾する。また

　熊毛郡平生の松岡弁之助、大津郡三隅の和真道（西福寺の子）、萩の

　土屋恭平（蕭海の弟）時習暗に入学。（海原徹「近世私塾の研究』参

　照）。

０８月２３日、服部傅巌歿、８１才。吉敷憲章館学頭。片山鳳翻の弟子。

○桂月洲、憲章館学頭となる。

０８月、小倉健作、江戸遊学。

０１１月、山県半蔵、江戸へ遊学し安積艮斎に入門。後塾長となる。

０１２月６日、玉乃九華歿、５５才。

０１２月１４日、吉田松陰、北陸・東北遊歴の為に脱藩する。嘉永５年４月

　５日江戸帰着。その間、水戸学に触れる。

０１２月２７日、林百非歿、５６才。画家でもある，吉田松陰の兵学の師。冷

　泉古風の兄。

○山県太華、藩命により四書五経の訓点を改正する。従来、明倫咄は咀

　肺学による読み方をしていたものであったが朱子学による読みに統一一

　したのである。これは藩の学問思想を教科書から朱子学に統一するも

　のであった。

備

考

○川本幸民「気海観瀾広義」刊。青地林宗の『気海観測』を読み易いよ

　うに仮名混じり文にして解説したもの。

○勝海舟、蘭学塾を開いて蘭書と西洋兵学を講ず。その門より杉亨二が

　出る。

－１３１－



嘉永４（１８５１）～同５（１８５２）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

聚
４
委

備

考

○斎藤竹堂『蕃史」或る。西洋史。

○魏源「海国図志」、はじめて日本にもたらされる。（大庭脩「江戸時代

　における唐船持渡書の研究』）。

嘉

永

５

壬

子

防

長

０２月１３日、市川玄伯歿、５７才。厚狭朝陽館督学。山県太華門下。

０２月、小倉遜斎、世子毛利広封（後に元徳）の侍読兼務となる。

０２月、寺内正毅生。～大正８年（１９１９）。

０４月２１日、内田雁渓（耕月）歿、７３才。岩国の震谷派画家。

０６月、小倉遜斎、服忌令の公務により出府。９月萩に帰る。

０７月２５日、山田亦介、「海防臆測」の無断出版により逼塞となる、８

　月２５日、改めて隠居及び家禄減石となる。「海防臆測」は古賀洞庵の

　著。亦介による出版は嘉永３年。

０１０月１２日、山県太華撰「明倫館諸生学業課目次第」布告。（「防長回天

　史」第壱編）。

０１１月１６日、菅江嶺歿、９１才。画家。岸駒及び鈴木南湖に学ぶ。

０１１月頃、吉田寅次郎、松陰の号を用い始める。

０１１月、中村牛荘・小倉遜斎、側儒兼明治館学頭となる。

０１２月１日、徳山藩、藩校鳴鳳館を興譲館と改称する。

○明倫館蔵版「改定音訓四書正文』刊。山県太華の訓点による。

○毛利広篤撰「省耕集』刊。安積艮斎序。徳山藩士の漢詩集。

○小倉遜斎『服忌令正義』成る。

○能美隆庵、始めて月性と面識となる。

○富永有隣、見島へ流される。

○大栗源太郎、この年に月性の時習館に入学か。それまでは佐波郡右田

　の学文堂で大田稲香に従学。安政２年７月に咸宜園に入学する。

Ｏ「滑稽道中宮嶋土産初編」に、萩南片河町山城塁孫十郎が江戸の須原

　塁茂兵衛や大坂の秋田屋太右衛門等と刊行者に名を列ねている。

Ｏ「長防風土記」成る。（東大史料編纂所所蔵）。

備

考

０６月１４日、帆足万里歿、７５才。安永７年（１７７８）生。

－１３２－



嘉永６（１８５３）～安政元（１８５４）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

嘉

永

６

突

丑

防

長

０１月２６日、吉田松陰、１０ヶ年の諸国遊歴の藩許を得て萩出足。５月２４

　日江戸着。

０２月７日、姥倉運河着工。

０３月１１日、近藤芳樹、藩主参勤に従って萩出立。４月１日江戸着。翌

　安政元年５月萩に帰る。

０５月８日、大野雲鯨歿。俳人。聴松庵五世。

０９月１０日付、玉木文之進宛吉田松陰書状。｀｀風説かは知らざれども、

　近藤晋一郎（注・芳樹）を山鹿素水へやり其鋭を聞かしむるの論起り

　しよし。（中略）亦近藤も人意に不満人物なるにかかることあるは、

　素水を口実として西洋流を破るべき手段と被察候。″

０９月、周布政之助、政務役となる。

０９月２９日、村田蔵六（大村益次郎）、伊達宗城の招きで宇和島に赴く。

０１１月１４日、長州藩、相模海岸警備を命ぜらる。安政５年６月２０日まで。

　相模国鎌倉・三浦両郡のうち６９ヶ村担当。

０１２月８日、上田鳳陽歿、８５才。

　　　〈山県太華「鳳陽先生碑銘」〉

○香川牛谷（新左衛門）歿、４６才。岩国の儒臣。

○赤根武人、月性の紹介で浦氏の郷校克己堂（在阿月）に入学する。

○大津郡三隅西福寺の和真道、恒藤醒窓の塾に再入学し、４年間在塾し

　塾頭となる。

○山県太華『太華文紗』この年まとまるか。

○近藤芳樹編「類題風月集」成る。安政３年刊。

備

考

０６月３日、ペリー、浦賀に来航する。

０７月１８日、プチャーチン、長崎に来航する。

Ｏ「明史藁」刊。越後高田藩による出版。

Ｅ

書

防

長

０１月１１日、来原良蔵等忠義会結成（『来原良蔵伝』）。

０１月１８日、祖式尹哉（観耕亭）歿。俳人。菖蒲庵三世。

０２月２７日、久坂玄機歿、３５才。（『近世防長人名辞典」は３月２７日とす

　る）。久坂玄瑞の兄。

－１３３－



安政元（１８５４）～同２（１８５５）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

嘉安

永

７

－政

１１

／

２７
　－　瓦－

甲

寅

防

長

０２月、玉乃九華「風雅」刊。天保１１年（１８４０）自序。

０３月２８日、吉田松陰・金子重輔、下田にて密出国に失敗し自首する。

　１０月２４日、萩に護送されて帰り、松陰は野山獄に、重輔は岩倉獄に入

　る。

０４月２４日、明倫館「四書」板刻。（「敬親事蹟』）。

０５月２１日、冷泉古風歿、５４才。歌人。国学に親しむ。林百非の弟。

　（歿年を「防長人物志」は安政３年とし、「近世防長人物辞典」は安政

　５年とするが、冷泉古風の歌集「石竹集」に附した天野御民（古風の

　子）撰による「小伝」は安政元年とする）。

０６月、周布政之助等、藩政改革に着手。（長州藩の安政改革）。

０６月２３日、吉川氏、岩国錦見椎尾前の種痘場を医学館に改修する。

０９月１２日、福間青海歿、４２才。自殺。徳山藩校興譲館教授。

０９月１８日、梅廼舎好也歿、７８才。

０１２月、月性「封事草稿」成る。幕府の対外政策を激しく批判している。

○近藤芳樹『霊祭私儀』・「職原抄校本」成る。

○山県半蔵（後の宍戸瓊）、幕府勘定吟味役村垣範正の一行に随従して

　北海道・沿海州を巡見。翌２年帰国。この時の体験は「北陸日記」・

　「暗喇噂略誌」としてまとめられる。

○世良修蔵、月性の時習館に入学。

参

考

０３月、日米和親条約締結。日本開国。

０４月１６日付、佐渡三良宛坪井信良書状。｀｀此十三日二青木周助の銭別

　会有之。一同集会仕、終日寛話仕申候。御人々ハ伊東玄朴、大槻俊斎、

　戸塚静海、林洞海、三宅艮斎、竹内玄同、川本幸民、淡堂、周助、信

　良″。（赤木昭夫『蘭学の時代』参照）。青木周弼在江戸。

○羅森「満清紀事』日本に伝わる。（安政２年、吉田松陰はこの書をｒ涜

　国威豊乱記』として訳した）。

姦
叉

卯

防

長

０１月１１日、金子重輔、岩倉獄中にて病歿、２５才。

０１月１２日、明倫館経費を３，５００石とする。（『敬親事蹟」）。内現米１，４００

　石。その負担は所帯方支出４２０石、撫育局支出９８０石の割合。

０３月、吉田松陰、始めて月性と文通する。

－１３４一一



年 区分 記　　　　　　　　　　事

安

政

２

乙

卯

防

長

０３月、安積艮斎「北陸日記・噫喇噂略誌序」。「北陸日記」・「唸喇噂略

　誌」は山県半蔵著。

○春、世良修蔵、須佐益田家の家臣重富家の養子となる。

０４月１０日～１７日（或は１６日か）月性、萩郊外椿東分村明安寺で法話を

　行う。この年月性３度萩に来る。

０４月１２日、吉田松陰、野山獄中にて『孟子』の講義を始める。講義は

　後にまとめられて「講孟苔「Ｉ記』となる。

０５月２６日、村田清風歿、７３才。

０７月２６日、大楽源太郎、広瀬淡窓の咸宜園に入学。

０７月、山田宇右衛門・藤井百合吉（二人は海岸砲架・攻城砲架の研究）

　福原清助・来原良蔵（二人は蘭学習得）、湯浅祥之助・郡司熊太郎（二

　人は砲術研究）、小沢忠右衛門（造船術）、長崎へ研習に派遣される。

０８月５日、中村牛荘、老齢により側儒兼明倫館学頭を辞す。時に７３才。

０８月５日、山県謙蔵（号紫贋）、側儒再役。

０８月１０日、赤川淡水（後佐久関左兵衛）、水戸遊学のため萩出足。会

　沢正志斎・豊田天功に師事。３年後帰国して明倫館都講となり、水戸

　学を鼓吹する。

０８月、周布政之助退陣し、椋梨藤太、政務没となる。

０８月、林道－（博多の人）、柳井遠崎の清狂草堂にて「月性剣舞の図」

　を描く。

０８月、長崎派遣の山田宇右衛門・藤井百合吉・小沢忠右衛門・岡儀右

　衛門、佐賀藩に赴き西洋技術の撮取状況を視察する（「佐賀藩銃砲沿

　革史」）。この時、反射炉の操業や鉄砲技術等の伝授を求めたが拒絶さ

　れ、改めて長州藩は薩摩藩（当時藩主島津斉彬）へ同目的の申入れを

　行った（『防長回天史』）。

０９月１日、西洋学所を好生館に附属する一局として設置。能美隆庵・

　田原玄周・松島端益を西洋学師範に、田上宇平太・青木研蔵を西洋学

　師範掛とする。能美隆庵は兵学は教えず医学・文法を講じる。西洋学

　所は後に博習堂と改称され、長州藩の兵学校となる。

０９月４日、堀文左衛門（寿松園）歿、６６才。書家。

０９月１３日、宇都宮黙霖、萩に来て土屋蒼海宅に止宿。吉田松陰の「幽

安政２（１８５５）

－ １３５　－



安政２（１８５５）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

安

政

２

乙

卯

防

長

　因縁」を読み、感激して蕭海を介して野山獄の松陰と文通する。次い

　で黙霖は須佐に赴く。

０９月、近藤芳樹、藩主参勤に従って出府。

０９月、山県太華「鳳陽先生墓銘」成る。

０１０月２日、木梨恒充（衛門七）、安政の大地震で江戸にて圧死する。

　恒充はｒ八江萩名所図会』の図を描いた。

０１０月２２日、松島瑞益、幕府が開設した長崎海軍伝習所に入学の藩許が

　あり、オランダ人教官よりの直伝習生となる。長州藩士の直伝習生の

　始め。次いで楊井裕二・山田宇右衛門・藤井百合吉・岡儀右衛門が入

　学し直伝習生となる（「周布政之助伝』）。

０１０月頃（９月～１１月か）、宇都宮黙霖、柳井遠崎の月性の清狂草堂に

　滞在。

０１１月、伊藤慎蔵（萩の医師）、緒方洪庵の推薦により越前大野藩に仕

　える。

○山県太華、隠居する。

○佐伯勝馬歿、４３才。凝成館教授。

○吉田松陰「清国威豊乱記』成る。（羅森『満清紀事」の願訳。増田渉

　『西学東漸と中国事情』参照）。

○山県太華「江風山月楼記」。

○明倫館蔵版「改定音訓四書正文」刊。山県太華の訓点による明倫館定点。

　（明倫館蔵版の『孝経』及び長門蔵版局によるｒ改定音訓五経』もこ

　の頃成るか）。

○原田曲斎（徳山の人）『蕉門通鑑』成る。

○この年、月性「建白書」成るか。（この書において月性は、攘夷を行

　えない幕府を条件つきで討伐するよう主張する）。

○この年、吉村秋陽、長府藩致仕か。

○中村涜旭「大訓后義」成る。毛利元就遺訓の注釈書。

参

考

０８月朔日、古賀撞一郎（茶渓。洞庵の子）、洋学所頭取となる。（洋学

　所は翌３年２月蕃書調所と改称。洋学所の機構整備には箕作Ｒ甫が関

　与した）。

－１３６　－



安政２（１８５６）～同３（１８５６）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

弘
参

考

０１０月２日、江戸大地震。藤田東湖圧死、５０才。

０１０月、長崎海軍伝習所開設（長崎奉行所西役所内）。

安

政

３

丙

辰

防

長

０２月１９日、布施御塘歿、５８才。歌人。「救俵提要』・「他所問答』の

　著がある。

０３月１０日、樋口遵庵歿、５６才。吉川家の儒臣。伊藤東峰の弟子。

０３月、大日比西円寺の法道、萩の報恩寺の住職となる。

０４月２４日、萩郊外小畑の恵美須鼻に洋式造船所を開設。木造軍艦建造。

０６月１８日、吉田松陰、野山獄から引続く「孟子」の講義を終える。講

　義はまとめられて『講孟箱記』（後『講孟余話」と改題）となる。

０６月、藩内の全医師を好生館の支配下に置き、統制する。

０６月～８月～１０月、松下村塾生と雫鳴社と対立、意見の応酬を行う。

　これは安政３月１月の日米通商条約締結に対する政治的態度のとり方

　をめぐってのものであった。（『来原良蔵伝』）。

０８月１０日、月性、西本願寺の召し出しによって上京。伊勢・和歌山へ

　出張して説教を行う。

０８月１０日、好生館（医学館）、南苑より明倫館に移転、奸生堂と改称。

０８月１６日、今津桐園歿、６８才。越氏塾教授。吉武江陽の弟子。後任は

　今津秋庵。

０８月１８日、吉田松陰・宇都害獣霖の勤王論争始まる。（松陰は獣霖に

　説伏され討幕論に転換。直接に松陰が討幕を主張しはじめるのは安政

　５年６月の幕府の違勅事件から）。

０８月、赤根武人、松下村塾に入る。

０９月４日、吉田松陰、山県大弐のｒ柳子新論』読了（松陰『野山獄読

　書記」）。

０９月１３日、阿部大厳歿、５３才。阿武郡江崎教専寺住職。

０９月、吉田松陰「松下村塾記」成る。当時松下村塾は松陰の外叔父久

　保五郎左衛門の経営であった。

０１０月１日、月性（在京都）、南禅会で斎藤拙堂・頼三樹三郎・広瀬元

　恭等と織り合う。

０１０月２３日、小泉杏陰歿、６３才。熊毛郡上関の医師。漢詩人。

－１３７　－



安政３（１８５６）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

安

政

３

丙

辰

防

長

０１０月、吉田松陰、山県太華の「講孟笏記評語」に反論する。

０１０月、月性「護法意見封事」（「仏法護国論」）執筆。

Ｏｎ月１日、村田蔵六（大村益次郎）、江戸新進一番町に塾を開き、鳩

　居堂という。

０１１月１６日、村田蔵六、蕃書調所の教授手伝となる。

０１１月、前田孫右衛門が建議した反射炉建設は中止となる。

０１１月、萩南苑の地に製薬所を設け、土屋養哲を主任にして西洋薬物

　（火薬）の製造を始める。

０１２月１日、村井正純歿、４７才。玖珂郡三丘の宍戸氏郷校徳修館教授。

０１２月１７日、萩小畑の造船所において長州藩最初の洋式軍艦丙辰丸進水。

　艦長松島瑞益。

　（この洋式軍艦及び軍備の洋式化に対する藩内の空気を伝えてくれる

　ものとして安政７年の玉木文之進の意見書参照。そこで文之進は西洋

　主張の人々に反対している。）

０１２月１８日、梅田雲浜、阿月を経て萩に来る。翌年１月１４日まで滞在。

０１２月２７日、小倉遜斎、明倫館学頭となる。慶応３年２月まで。

０１２月２７日、岩政信比古歿、６７才。国学者。

○美祢郡伊佐村に友善塾開設。代官玉木文之進の勧奨により在郷藩士の

　捕金により設立されたものである。

　　　〈玉木文之進「友善塾記」。（実は吉田松陰の代作）〉

○和真道、大津郡三隅下村に不老渓塾を開く。

○太田報効（『毛利十一代史」の編者）、広瀬淡窓の咸宜園に入塾。

○中村雪樹、会沢正志斎に従学する。

○郡司覚之遥、伝習生として長崎に赴く。

○松崎武人、阿月浦家の臣赤根雅平の養子となり、赤根武人となる。

○岩政信比古『佐久良の林』刊。

○近藤芳樹「花の江の記」或る。

○玉木文之進周辺の人によって大橋訥庵の『隣仙臆議』筆写されている。

○松下村塾の寄宿料１日米５合（５合分銀４厘６毛余。米価石当り銀１０１

　匁位）。

－１３８　－



安政３（１８５６）～同４（１８５７）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

安

政

３

丙

辰

参

考

０２月１１日、幕府、洋学所を蕃書調所と改称する。４月１日付で東条英

　庵・手塚律蔵（共に防長出身）、教授手伝となる。２０人扶持に年１５両

　の手当。外に教授手伝になった者に松木弘安（後の寺島宗則）・川本

　幸民等がいる。蕃書調所は翌４年１月に開所。

０１０月２０日、二宮尊循歿、７０才。

０１１月１日、広瀬淡窓歿、７５才。天明２年（１７８２年）生。

○高野長英訳『三兵答古知機』刊。

○蘭人ヒューゲニン著・手塚謙蔵（律蔵）訳『西洋鉄煩鋳造篇』成。

○中国でアロー号事件起る。

安

政

４

丁

巳

防

長

０１月、赤根武人、月性の紹介により萩に来遊した梅田雲浜の弟子とな

　る。

０２月５日、小川乾山歿、４９才。徳山藩儒。

０４月３日、月性（在京都）、西本願寺別邸の翠紅館で藤森天山・梅田

　雲浜等と会合。

０４月１１日、村田蔵六（大村益次郎）、幕府講武所の助教授となる。講

　武所は、安政２年に幕府が江戸築地越中島に設けた武術習練場。村田

　蔵六の仕事は西洋兵書の願訳。

０４月、世良修蔵、江戸に出て安井息軒の三計塾に入門。

０６月、伊藤慎蔵訳「裔風新話」刊。（英人ベンリイ・ビッディングト

　ン原著の蘭訳書よりの重訳。航海法の書）。

０７月１７日、松本彦右衛門歿。明倫館算学師範。

０８月、藤井又右衛門（佐波郡宮市の書肆）、ｒ佐波のあら玉』刊。三田

　尻地方の歌人の和歌集。

０１２月、玉木文之進「友善塾記」成る。友善塾は美祢郡伊佐村池定にあっ

　た。

○喫鳴社友、萩河添に家を借り、社の寄合いの場とする。（山県氏の河

　添洲崎の家で、川に臨む）。喫鳴社は北条瀬兵衛と周布政之助とが相

　談して結社したもので、後には入社者十数人に達した。当時の明晩館

　の学風－“館内主張経説、弗理余事¨（北条測兵衛「把山遺稿序」）

　に反抗してのことであった。そしで専講温史八文字、兼攻辞章。久

－１３９－



安政４（１８５７）～同５（１８５８）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

安

政

４

丁

巳

防

長

　之入社十数人、相会則討論講究、援古微今、延及時事”状態であった。

　更に亨保時代の儒者を除いては、柴野栗山から尾藤二洲以下近時の儒

　者の著作を読み、お互いに抄録を作り集まって数冊となったという。

　（中村百合蔵「零鳴社記」。又「周布政之助伝」・「来原良蔵伝」。海原徹

　「明治維新と教育」）。

○坂上忠介（寓所）、明倫館助教となる。

○大楽源太郎、上洛して梁川星巌・梅田雲浜・輯三樹三郎等へ出人りす

　る。梅田雲浜には師弟の礼をとる。

○村田蔵六、『敵兵操練全書」訳述。

参

考

０１月１８日、蕃書調所開所す。（蘭学の教育機関であると同時に外交文

　書願訳局として幕府外交機関の下部機関でもある。後には訳局として

　の性格が強くなる）。

０８月、会沢正志斎「新論」刊。（文致８年成稿）。

０１０月２１日、ハリス、江戸にて米大統領の国書を将軍に呈す。

○吉村秋陽、家塾一枝楼を開く。

安

政

５

戊

午

防

長

０１月６日、吉田松陰「狂夫の言」成る。

０２月２９日、杉山宗立歿、８３才。医家。シーボルトの弟子。

０２月２９日、浅見巣雲歿、７４才。書家。

０２月、広瀬旭荘、萩に来る。

０２月～４月、月性、萩に来て光山寺・泉福寺・清光寺にて法話を行う。

０３月、松下村塾生、須佐育英館生（学頭小国剛蔵）と相互交流を行う。

０３月、江戸桜田藩邸内で蘭書回読会を開く。会主竹田庸伯。坪井信友・

　東条英庵を講師とする。

０３月、藤井百合吉、反射炉を建設して鉄砲・銅砲の鋳造を行うべきこ

　とを建議する。この頃、手塚謙蔵（律蔵）訳『西洋鉄煩鋳造篇』が長

　州藩にもたらされ、田上宇平太から松島現益に渡る。

０３月、近藤芳樹「花洛名勝図会序」成る。

０５月１１日、月性歿、４２才。文化１４年（８１８１７）生。

０５月、藩是三大綱領決定。朝廷に忠・幕府に信・祖宗に孝。

－１４０　－



安政５（１８５８）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

安

政

５

戊

午

防

長

０５月～６月、吉田松陰、「対策」・「愚論」・Ｆ続愚論」を梁川星巌に送

　る。

０７月、吉田松陰、藩政改革意見書「急務四条」を上書。文中、山県太

　華を‘‘国家の大計勤王の大義”を知らない俗儒として排斥を求める。

０８月１日、都濃郡戸田の給領主堅田氏の家老河内紀令（堅田氏の郷校

　を主宰）、戸田の壮士２６名を率いて松下村塾に来て合同教練を行う。

０８月２１日、長州藩へ密勅下る。

０８月、口羽把山（徨祐）、寺社奉行となる。

０８月、赤川淡水（佐久間左兵衛）、水戸から帰り、明倫館都講兼助教

　となる。

０８月、飯田正伯、松下村塾へ入門する。

０８月、明倫館改革が藩政府で問題となる。学力があっても身分階級に

　より入学できない者でも入学できることとし、館内の列座も身分によっ

　ていたのを改めて学力によることとする。ただし館外では身分を厳守

　させる。

０８月３０日、岡奉安歿、６３才。

０９月４日、宍道芝斎（浪江）歿、６０７．楊井蘭洲の第２子。楊井静斎

　の弟。宍道敬所の父。

０９月１１日、岸御園歿、４０才。国学に親しみ、和歌を能くす。吉田松陰

　と交友かあり、松下村塾に出入する。

０９月、久坂玄瑞、村田蔵六（大村益次郎）の鳩居堂（江戸番町新道一

　番町）に入門。

０９月、来原良蔵、「寝られぬまま」を著す。藩政改革意見を述べたも

　の。

○秋よりコレラ流行。

０１１月５日、石川瓊洲歿、４９才。画家。

０１１月、吉田松陰、老中間部詮勝要撃策を立てる。

０１１月４日、高杉晋燎作、昌平饗に入学する。寮では岡鹿門（仙台藩）

　と同室。晋作は８月に出府して大橋訥庵に入門していた。（昌平饗『書

　生寮姓名簿』。岡鹿門『在臆話記』）。

０１２月２７日、吉田松陰、野山獄に再入獄となる。

－１４１　－



安政５（１８５８）～同６（１８５９）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

安

政

５

戊

午

防

長

○山県半蔵（宍戸磯）、明倫館都講となる。

○中村雪樹、再度明倫館に入学。

○松島剛蔵（瑞益）、藩命により青銅加濃鋳遺書を訳す。（大橋周治『幕

　末明治製鉄史』）。

○手塚律蔵訳ｒ泰西史略』刊。

○近藤芳樹「標注職原抄校本」刊。（嘉永７年成立）。

○佐々木向隔「凄註蒙求標疏」刊。岡白駒の「簾註蒙求」に注釈をつけ

　たもの。

参

考

０６月１９日、日米修好通商条約締結。（これをめぐり違勅問題が起り、

　吉田松陰、討幕論を主張するようになる）。

０７月、幕府、長崎に英語伝習所開設。長崎岩原屋敷内の奉行支配組頭

　永持享次郎役宅を充てる。

０９月２日、梁川星巌歿、７０才。寛政元年（１７８９）生。

０９月以降、安政の大獄進展する。

０１０月、福沢諭吉、江戸築地鉄砲洲に蘭学塾を開く。奥平藩中屋敷内。

０８月頃より江戸にコロリ（コレラ）流行する。

安

政

６

己

未

参

考

０１月、吉田松陰、獄中にて伏見要駕策を画策する。

０１月、山口講習堂の経費を明倫館の負担とする。

０２月１５日、久坂玄瑞、江戸より萩へ帰る。同月２８日、西洋学所へ入所。

０４月、東条英庵、幕臣となる。

０４月、北山安世（佐久間象山の甥）、萩に来る。

０４月７日、吉田松陰、北山安世宛書状。“那波夕Ｉ哨を起してフレーヘー

　ドを唱ねば腹悶医し難し。（中略）、今の幕府も諸侯も最早酔人なれば

　扶持の術なし。草莽転起の人を望む外頼なし。”

０４月、宍戸真微「六郡廻村日記摘要」（玉木家文書」）。美祢・小郡・

　山口等の宰判の行政監察及び民政視察報告書。

０５月２５日、吉田松陰、江戸へ送られる。

０６月、西洋学所における「洋学科目」を定める。

０７月、庄原彝卿「篁熾詩紗」刊。

１４２－



安政６（１８５９）～万延元（１８６０）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

安

政

６

己

未

防

長

０８月１日、西洋学所を南苑より明倫館へ移し、博習堂と改称する。

０８月１日、好生館を南苑より明倫館へ移し、好生堂と改称する。文久

　元年（１８６１）に更に瓦町に新築移転する。

０８月１８日、桂月洲（瀬兵衛）歿、５２才。吉敷毛利家の臣。郷校憲章館

　学頭。

０８月２１日、口羽把山（徳佑）歿、２６才。

０７月から８月にかけてコレラ患者多発。

０９月３日、能美隆庵（洞庵の子）、嫡子雇にて世子の侍医となる。

０９月１８日、環中歿、７０才。玖珂郡本郷村出身。天竜寺栖松軒住職。

０１０月１日、原釆鼎、萩瓦町にて歿す。６２才。原古処の娘である。

０１０月２７日、吉田松陰、刑死。３０才。

　　　〈吉田松陰「留魂録」〉

０１１月２０日、青木周弼、『英国史」新訳の藩命を受ける。（翌万延元年、

　能美隆庵・山県半蔵、「英国史』の校訂を命ぜられる。）

○富永有隣、松下村塾を去って吉敷郡秋穂に定基塾を開く。

○荒地清蔵保清、鉄砲金具師戸村重右衛門と共に出府し、弾式銃の製造

　技術を学ぶ。万延元年６月、萩に帰る。

○原田曲斎「貞享式海印録』成る。俳諧書。

参

考

０５月、英国総領事オールコック着任する。（オールコック「大君の都』）。

０９月１４日、梅田雲浜歿、４４才。

０９月２０日、佐藤一斎歿、８８才。明和９年（１７７２）生。

０１０月７日、橋本左内（２６才）・頼三樹三郎（３４才）、刑死。

○福沢諭吉、開港直後の横浜に赴き、英極７）世界性に目覚め、蘭学から

　英学へと転向を決意する。

Ｆ
こ

皐

防

長

０１月１９日、北条源蔵、幕府の遣米使節に随従して渡米の為、咸臨丸に

　て品川を出発。

０２月２０日、藩の兵制を、神器陣方式から全面的に洋式方式に転換する。

０３月１０日、小倉遜斎、明倫館学頭を辞す。後任は飯田履軒。

０３月、小田村伊之助、山口講習堂の督学となる。

－１４３－



万延元（１８６０）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

安万

政

７

⌒

３延

／

１８

゛元

庚

申

防

長

０４月４日、鈴木高鞘歿、４０才。鈴木直道の子。

０４月１８日、熊谷五右衛門義比歿、６６才。

０４月２６日、村田蔵六（大村益次郎）、長州藩に出仕し、年米２５俵の給

　与を受く。

０４月、久坂玄瑞出府。文久元年１０月、萩に帰る。

０４月、飯田正伯（藩医）、奥州蝦夷地視察に出発。

０４月、上領道仁（前好生堂舎長）・中原玄快、長崎に遊学し、オラン

　ダ人ボンベ・ファン・メールデルフォルトに師事する。

０５月１４日、楊井静斎（意洲）歿、６４才。字は子温。松崎恨堂門下。

０５月２７日、飯田忠彦自殺、６３才。「野史」の著者。

０７月２５日、木村鶴巣歿、８３才。書家。

０７月、弘正方歿、５１才。歌人。国学に親しむ。『松崎神社鎮座考』等

　の著述がある。

０９月２６日、高橋有胤歿。山口多賀神社宮司。

０９月２７日、山根素全歿。俳人。古萩園四世。菖蒲庵五世。

０１０月２０日、越氏塾学舎再築成就。

０１１月１２日、日野春揚歿、５３才。

０１１月２２日、北条源蔵、米国より帰国し、この日萩に帰着。

０１１月２８日、山口講習堂・三田尻越氏塾が明倫館一手捌き（所轄）とな

　り、助教・舎長など明倫館より派遣する。小田村伊之助（揖取素彦）、

　講習堂教授となる。

○静間三積歿。歌人にして国学者。楊井松雄及び本居大平に従学。行年

　を『阿武郡志」は８３才とする。

○原田曲斎「七部婆心録」成る。俳諧書。

○『三代実録』に毛利秀就の事蹟を加え、編纂の規模を拡大して「毛利

　氏四代実録」として編纂に着手する。明治３年６月完成。

参

考

０３月３日、幕府大老井伊直弼殺さる。桜田門外の変。

０３月、大坂の銀相場、金１両＝銀７４．７７５匁、銭１貫文＝銀１１．２２５匁。

　（「近世大坂の物価と利子』）。

０１１月２１日、安積艮斎歿、７１才。

－１４４　－



文久元（１８６１）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

万文

延

２

⌒久
２

／

１９

゛元

辛

酉

防

長

０１月２８日、村田蔵六（大村益次郎）、博習堂用掛となる。在萩。

０１月、天野華「百非先生行状」成る。

○春、山県恭平、小田村伊之助に替り山口講習堂教授となる。

０２月７日、久保五郎右衛門歿、５８才。吉田松陰の外叔。松下村塾を一

　時主宰した。

０２月１３日、大塚竹塙歿、５７才。岩国の南画家。

０２月２５日、好生堂、瓦町の新館に移る。（これまで明倫館内にあった。

　明倫館の好生堂跡には、南苑にあった博習堂が入る）。

０３月１日、村田蔵六・田原玄周・戸田亀之肋、博習堂規則を定める。

０３月、長井雅楽（当時、直目附）、航海遠略策建議。３月２８日、航海

　遠略策が藩是に決定される。

０４月２き日、桂右衛門・山尾庸造、シベリア沿海州探険の為に箱館を出

　航する。

０４月２６日、滝墨華歿、４４才。儒者。滝九華の子。

０５月１５日、長井雅楽「航海遠略策」。

０６月、藩、『英国史』８巻５冊刊。英人托馬斯米爾納著・英人慕維廉

　（ウィリアム・ミュアヘッド）漢訳よりの重訳。長門温知社蔵版。青

　木屑弼・山県半蔵・能美隆庵か関与する。漢訳者Ｗ・ミュアヘッドは

　上海の英人宣教師。高杉晋作が文久２年上海渡航の時に訪問する。

０６月、荒地溝蔵、江戸での洋式銃製造技術習得を終え、鉄砲金具師戸

　村重右衛門と江戸の細工人吉之助・清八・甚太郎・鹿蔵等の戦人を速

　れて萩に帰る。萩郊外椿西分村に沖原鋳造方を設置して、それまでの

　和流十匁筒を改めてケーベル銃の製造を行う。

０７月２１日、高杉晋作、世子小姓役として出府。

０９月９日、山口講習堂、亀山の東屋に新学舎落成して移転する。

０１０月１１日、久坂玄瑞、江戸より萩に帰着する。

０１０月１７日、庄原篁戦歿、５２才。佐藤一斎門。

０１１月１２日、生田良佐歿、２５才。

０１２月１９日、杉孫七郎、幕府遺欧使節竹内下野守保池の一行に随従して

　欧洲に出発する。文久２年１２月帰国。

　　＜杉孫七郎「環海詩誌」。（明治３７年刊）＞

－１４５　－



文久元（１８６１）～文久２（１８６２）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

ぴ

７久
ｊ；

二元

義

防

長

０１２月、松下村塾生及びその同志「一燈銭申合」。

○井原図書煕敬、熊毛郡美原に郷校縮往舎開投。

参

考

０６月より江戸をはじめ麻疹流行。

０１１月、「ザ・ジャパン・ヘラルド」刊。

○津田真道「性理論」成る。気一元論を主張し、その気を曳埋（エーテ

　ル）だとしている。

文

久

２

壬

戌

防

長

０１月３日、高杉晋作、幕府役人根立助一郎一行に随従して上海に渡航

　し、太平天国の乱と中国植民地化の現実を体験する。

　　く高杉習作「遊清五録」（内容「航海日録」・「上海庵留日録」・「外情探

　索日録」・「内情探索日録」・「崎陽雑録」）〉

０１月１４日、坂本竜馬、武市半平太の書を携えて萩に来る。２３日に帰る。

　（「もりのしげり」）。

０１月２１日付、久坂玄瑞より武市半平太宛書状（「維新史」第３巻）。

　“諸侯不足侍、公卿不足侍、草莽志士糾合義挙の外には廸も無策の事

　と私共同志中中合居候事二御座候。乍失敬尊藩も弊藩も滅亡しても大

　義なれば苦しからず。　’’　これに対する武市半平太の考えは吉村寅太郎

　宛書状によってうかがえる。

○春、今比浜川（岩国永興寺住職）「禅海一瀾」成る。

０３月、久坂玄瑞、京都に上り長井雅楽排斥運動に入る。

０３月、楢崎景海（五百輔）撰「萩城六々歌集」刊。発行所萩博古堂。

　萩地の歌人３６人の選集。近藤芳樹序。

０５月、長井雅楽、「航海遠略策」によって朝廷に罪を得、６月に帰国

　して謹慎する。

０７月１４日、高杉晋作、上海より長崎に帰る。

０８月２日、久坂玄瑞、「廻瀾条議」を藩主に提出。

０８月２日、長谷川萬錫歿、２２才。岩国養老館教授。玉乃九華の弟子。

０８月８日、熊谷直好歿、８１才。桂園派歌人。岩国の人。香川景樹門下。

　（兼清正徳「熊谷直好』）

０８月８日、船越清蔵歿、５８才。長府藩儒臣。帆足万里・広瀬淡窓門下。

－１４６　－



文久２（１８６２）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

文

久

２

壬

戌

防

長

０８月２９日、来原良蔵、江戸長州藩邸にて自殺。３４才。長井雅楽の航海

　遠略策を支持したことへの自責による。

○閏８月８日、中谷正亮歿、３５才。

○閑８月２１日、熊谷薦月歿、８０才余。聴松庵六世。藩用達商人熊屋宗家。

○閑８月２４日、小田海偉歿、７８才。画家。

○閏８月２７日、高杉晋作、江戸藩邸より亡命する。

○秋、高杉晋作より某宛書状。¨今日より二国を勤王のため提つと御決

　心遊ばされ候時は二国四民残らず今日必死の時節と決心仕り候えば

　云々”。（この書状を堀哲三郎編「高杉晋作全集」は閑８月下旬とし

　桂小五郎宛とする。奈良本辰也氏は池間書店刊ｒ近代日本の名著・先

　駆者の思想」で、９月以降とする）。

○閏８月２８日、久坂玄瑞『解腕痴言」或る。

０１０月、宍戸真激（左馬之介）「松陰先生遺唖序」成る。

０１１月、高杉晋作等松下村塾生を中心とした二攘夷血盟書」成る。

０１２月１２日、高杉晋作等、品川御殿場山の英国公使館を焼打ちする。

０１２月、久坂玄瑞・山県半蔵、信濃松本に佐久間象山を訪ね、長州藩招

　聘を要請するが承諾を得られなかった。

○飯田正伯、獄中に死す。３８才。

○坂上忠介、江戸有備館教授となる。

○山県太華「上書」（山口県文書喧蔵）。“近来世上天朝復古の談と申有

　之由、是ハ当時の形勢を深く不相考より’’起こったもので終には天

　下の大乱を招くことになるから、“公武御一和の前議へ御取返し披遊

　候御事”と進言している。

○尚義場（陪臣の文武習練場）を山口に開設する。文久３年．山口明倫

　館附属となる。

○福田扇雨（長府藩医の子）、長府に桜柳亭（後に集童場）を開く。一

　般庶民にも門戸を開放する。この塾に学んだものは、後に多くの者が

　報国隊に参加。乃木希典もその一人であった。

○南方一枝「蘭咤先生伝」成る。蘭咤先生は樋口世禎のこと。

○明倫館蔵版『明詩別裁集』１２巻６冊刊。清の沈池潜及び周準が乾隆３

　年（１７３８・元文３）に共撰したものの和刻。

－１４７－



文久２（１８６２）～同３（１８６３）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

文

久
２

壬

戌

備

考

０１月１５日、幕府老中安藤信行襲撃される。坂下門外の変。

０６月、津田真道、オランダへ留学。

０７月２１日、大橋訥庵歿、４７才。文化１３年（１８１６）生。

○会沢正志斎「時務策」成る。開国を止むを得ないとしている。

○長崎英語伝習所を片淵郷組屋敷内の乃武館に移し、“英語所”と改称

　する。翌３年、立山奉行所内に移す。

文

久

３

炎

亥

防

長

０２月６日、長井雅楽、切腹。４５才。

０２月２８日、能美洞庵隠居し（７０才）、隆庵家督。

０３月１５日、高杉晋作。東行と号す。

○春、世良修蔵、浦氏の家臣木谷家の養子となる。世良と改姓したのは

　慶応２年のこと。

０４月５日、安部淮貞（諒）歿、７４才。連歌師の家柄。国学を習得。

０４月１６日、藩主毛利敬親、萩より山口へ移る。藩府の山口移鎮。

０５月１０日、第一次馬関攘夷戦争始まる。６月にかけて決行する。

０５月１２日、井上聞多・伊藤俊輔・山尾庸三・遠藤撞助・井上勝、英国

　留学に出発する。

０５月２９日、中島名左衛門、暗殺される。４７才。郡司覚之進、遺骨を萩

　に葬る。

０５月、赤間関に軍事病院を設置する。赤間関病院と称し、総裁赤川玄

　棉・副総督李家文厚。医員２０余名。攘夷戦に備えたもの。元治元年１１

　月閉鎖。

０６月７日、高杉晋作、奇兵隊を結成する。

０６月２３日、法道（大日比西円寺住職）歿、６０才。

０７月、和真道、金剛隊を結成。防長の僧３００名をもって編成。萩の清

　光寺に屯所を置く。別名白鞘隊という。

０８月、萩練兵場を山口に移し、白石の普門寺を仮教場とする。村田蔵

　六教授。

０８月１８日、公武合体派（会津・薩摩藩）のクーデーター。長州藩、京

　都より追放される。

０１０月４日、松島剛蔵、海軍頭取となる。

－１４８－



文久３（１８６３）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

文

久

３

娶

亥

防

長

０１０月１２日、生野の変起る。河上弥市、自殺する。

０１０月２８日、坪井九右衛門（顔山）、処刑されれる。　６４才。

０１１月１５日、佐々木向陽歿、６３才。宇部福原氏の郷校薔我堂教授。

０１１月２６日、山口の講習堂を山口明倫館と改称、を萩の明倫館を萩明倫

　館と改称。山口明倫館に文学寮・兵学寮を設け、文学寮に小学舎・編

　輯局、兵学寮に歩兵・騎兵・砲兵の三課を置く。

０１２月１６日、青木周弼歿、６１歳。能美洞庵の後任として、２月に好生堂

　教諭役になったばかりであった。

０１２月、明治館稽古始めの講義に、「大学』三綱領とともに新しく「日

　木沓記」神代巻を加えて講ずべきことと定める。

○萩の疑成館を山口に移し、五十鈴学館と改称する。

○服部東陽（吉敷毛利氏の臣）、長州本藩のその身一代儒者となり、明

　倫館助教となる。

○渡辺平吉、博習堂都講となる。

○浮村定直（画家）、沖原鋳造所を辞める。

○吉田松陰ｒ孫子評註』刊。

○長門明倫館蔵版「陸宣公奏議」刊。陸宣公は唐の陸贅。ｒ陸宣公奏議』

　（「陸宣公翰苑集』）は各藩校で『貞観政要』とともに政治上の必読書

　として読まれた。

○長門明治館蔵版「歴代名臣奏議初編」刊。『歴代名臣奏議」は、明の

　永楽１４年（１４１６・応永２３）に成祖の命による勅撰。明の張溥が後に則

　定した。

○加藤榊陰『一騎歌書」刊。嘉永５年（１８５２）自序。長月明倫館蔵版。

　各家兵法を今様の文調で学生が暗唱しやすくしたもの。加藤榊陰は常

　陸笠間藩士。七聊長州下向に従い、山口明倫館で教授した。

参

考

０１月２５日、徳富蘇峰生。～昭和３２年（１９５７）。

０６月１０日、緒方洪庵歿、５４才。文化７年（１８１０）生。

０６月１７日、箕策睨甫歿、６５才。寛政１１年（１７９９）生。

０７月２日、薩英戦争起る。

０７月１４日、会沢正志斎歿、８２才。天明２年（１７８２）生。

－１４９－



文久３（１８６３）～元治元（１８６４）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

文

久

３

娶

亥

参

考

０７月、長崎の英語所、立山奉行所内の長屋に移され、英語稽古所とな

　る。

０７月、何（が）礼之、平井義十郎とともに長崎の英語稽古所学頭となる。

０８月２９日、幕府、洋書詞所（蕃書調所の後身）を開成所として改組す

　る。（そこに集った洋学者は、明治官学の形成者となった）。

○アメリカ船、象を舶載。江戸両国で見世物とする。

○江戸の諸物価は、文政期に比べると米は１．５倍、灯油は３倍、塩は４．６

　倍、絹は３．５倍となる。開国による外国貿易開始の結果であった。

文元

久

４

　治

⌒
２

／

２０元

－

　甲

　子

防

長

０１月、中島治平、好生堂舎密頭取となる。

０１月、高杉晋作書状。某宛。

　　゛拙者は御割拠も真の御割拠が得意なり。進発も真の進発か得意なり。

　ウハの割拠は不得意なり。（中略）ウハの進発は聞くも腹が立つなり。″

０２月１４日、越氏塾を学習堂と改称する。更に７月１１日に講習堂と改む。

０２月２７日、宝州歿、６４才。弘法寺住持であった。萩郊外椿東松本に住

　した。

０２月、明倫館釈菜の儀を神宮式により執行する（「高田信濃介勣功書

　上」。高田信濃介は萩郊外鶴江神明社の神官であって、明倫館におい

　り吃式の仕講御用を勤めた）。

０３月２日．庄原芳庵歿、７１才。医師。林百非・冷泉古風の兄。

０３月、青木研蔵（青木周弼の弟）、好生堂教諭役となる。

０３月、長府に集童堂開設。（藩士熊野直介等によるもの）。

０３月２９日、高杉晋作、脱藩の罪で野山獄に投ぜられる。

０６月５日、吉田稔磨死、２４才。池田屋の変による。

０６月９日、飯田履軒歿、６１才。

０６月１４日、高杉習作「獄中手記」。（林房雄「青年」参照）。

０６月２１日、臼杵横波歿、５３才。長府藩校歌業館教授。

０７月１１日、山口明倫館文学寮を本学寮と湊学寮に分け．本学寮には神

　典・法度・散文、漢学寮には経学・歴史・制度・文章の各課を置く。

０７月１９日、禁門（蛤御門）の変。長州藩大敗し、久坂玄瑞以下戦死。

－１５０　－



年 区分 記　　　　　　　　　　事

文元

久

４

　治
⌒
２

／

２０元

－

　甲

　子

防

長

０８月２日、幕府、征長令を発す。（第一次長州征伐）。

０８月５日、四国連合艦隊、赤間関の長州砲台を攻撃、長州大敗する。

０８月１８日、武田楊岸歿。岩国の富谷派の画家。

０９月１０日、土屋蕭海歿、３６才。

０９月２６日、周布政之肋自殺、４２才。

０１０月、長州藩、幕府へ恭順謝罪。藩主、山口より萩へ移り、謹慎して

　幕命を待つ。

０１２月１２日、宍戸真激等処刑される。宍戸真激は６１才。

０１２月２６日、高杉晋作、赤間関で挙兵。

○近藤芳樹、山口明倫館教授となる。

○近藤芳樹「標注令義解校本』刊。嘉永７年４月、安積艮斎序。

○近藤芳樹『寄居歌談」全巻揃（５巻５冊）刊。

参

考

０１月、幕府、長崎大村町に語学所を開設、英・仏・独の各国語を教授

　する。

０３月、西洋のサーカス団、始めて横浜にて興行。（芳虎・芳年の綿絵

　に残る）。

０７月１１日、佐久間象山暗殺される。５４才。文化８年（１８２５）生。

○何礼之、長崎に英語の塾を開く。前島密・安保清康・陸奥宗光・山口

　尚芳・芳川顕正・高峰譲吉等入門。慶応３年まで存続する。

ぴ

悩

１

九元

云

防

長

０１月６日、奇兵隊等諸隊、藩正規軍と美禰郡絵堂で交戦。以後１月１０

　日に美禰郡大田、１月１６日に同郡絵堂で戦い、諸隊の勝利となる。

０１月１３日、羽仁稼亭歿。書家。

０１月１４日、本城素堂殺さる。４１才。徳山藩儒。

０１月２８日、藩政府役員交迭。俗論党派排除される。

０１月、浅見煙渓歿、３３才。徳山藩儒。

０２月２７日、藩主毛利敬親、再び山口へ移る。

０２月、黒神直民、徳山遠石八幡宮大宮司となる。

０３月１３日、村田蔵六（大村益次郎）、兵学校用掛となる。

０３月１５日、干城隊結成され、佐世八十郎（前原一誠）、頭取となる。

元治元（１８６４）～慶応元（１８６５）

－ １５１



慶応元（１８６５）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

元慶

治

２

　応
⌒
４

／

７元

－

　乙

　丑

防

長

０３月２３日大田市之進・佐々木男也・山県狂輔等宛高杉晋作書状。゛赤

　間関も我断然国体を愧じしめるざるよう開港すべし。（中略）、五大州

　中へ防長の腹を推し出して大細工を仕出さねば大割拠は成就致さずな

　らむ″

０４月２６日、柱小五郎（木戸孝充）、潜伏先の但馬より赤開聞に帰る。

０５月１２日、幕府、第２次長州征伐発令。（９月２１日、長州再征勅許）。

０５月１７日、萩練兵場を萩兵学校と改称。歩兵・砲兵・騎兵の三科を置

　く。

０５月２７日、村田蔵六、軍政専任の用所役となる。

○閑５月１日、坂本竜馬、赤間関に来て桂小五郎と薩長連合について協

　議。

０７月４日、藩、領内諸郡に招魂場建設を命じる。

０８月２９日、杉百合助歿、６３才。吉田松陰の実父。

０８月２９日、三田尻の講習堂を大学寮とし．庶民教育機関として別に小

　学舎を設ける。

０８月、江村風月歿。徳山藩士。本城素堂の弟。安積艮斎の弟子。

０９月２６日、高杉晋作・桂小五郎、海軍興隆用掛となり、赤間関開港を

　図る。

０１１月、馬島甫仙、奇兵隊を除隊して萩に帰り、松下村塾を経営する。

０１２月２２日、村田蔵六、大村益次郎と改名する。

○成器塾、開校される。一門老臣や高禄者の子弟を教育する学問所とし

　て設置したもの。

○美祢郡大田に郷校温故堂開設。在地の藩士が中心になって創設。藩よ

　りの下附米１７０石を基資とした。

○毛利斉広「庶子詰文』刊。毛利元循序。

○明倫館蔵版『彙玉編』刊。尊王思想を鼓吹する為に編纂されたもの。

　「弘道陀記」・「正気歌」・「二十一回猛士自賛文」等を収める。二十一

　回猛士とは吉田松陰のこと。

○明倫陀蔵版『築城典刑』刊。オランダ人吉母波百児著、大鳥圭介訳。

０３月２３日、武備恭順の藩是決定。

－１５２　－



年 区分 記　　　　　　　　　　事

び
八

八－
云

参

考

０８月、長崎語学所、新町の元長州屋敷跡に移り、済美館と改称。英・

　仏・独・の外国語の外に西洋諸学科を教授する。（明治元年２月、維

　新政府による長崎奉行所接収によって広運館と改称。後、文部省所轄

　長崎英学校となる。）

０１２月２８日、西周・津田真道、オランダ留学より帰国。

○長崎大浦天主堂完成。

○この年、諸国に百姓一揆多発する。

慶

応

２

丙

寅

防

長

０１月２１日～２２日、木戸貫治（孝允）、京都薩摩藩邸にて西郷隆盛・坂

　本竜馬等と会合し、薩長軍事同盟成立する。

０１月２５日、赤根武人、刑死す。

０２月１４日、福原冬嶺歿、５３才。来原良蔵・中谷正亮の師。

０３月９日、「長防臣民合議書」版刻。

０３月、小倉遜斎「抄宗寮叢書序」。抄宗寮は、近藤芳樹か萩で開いた

　家塾。

０４月２日、大村益次郎、三兵教授兼軍政用掛となる。

○閑５月２日、小国融蔵歿、４２才。須佐育英館学頭。

０５月、中村百合蔵（浩堂）、周防明倫館学頭座御用取計となる。翌年

　１月まで。

０６月７日、幕府軍、大島□に進撃。第２次征長の役（四境の役）開戦。

０７月、能美隆庵「思慕余事序」。『思慕余事」は波多野藤兵衛洞霞著。

０８月６日、太田裕香歿、５７才。右田の学文堂督学。後任は天野謙吉。

０８月１３日、徳山藩、練兵塾を献功堂と改称する。

０８月２６日、山県太華歿、８６才。天明元年（１７８１）生。

０９月４日、幕府、征長車の撤兵を令す。

０９月２５日、山県紫洪歿、５２才。通称恭平。第二奇兵隊書記。

０９月、好生堂、山口に移る。

０１１月１７日、東沢潟・栗栖天山、岩国沖の柱島に流される。　１２月９日、

　栗栖天山自殺する。　２８才。

０１１月２５日、物外和尚歿、７３才。文致年間、瑠璃光寺の住持であった。

０１２月８日、内藤白露園歿、６５才。通称清兵衛。狂歌を能くする。

慶応元（１８６５）～同２（１８６６）

－ １５３　－



慶応２（１８６６）～同３（１８６７）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

慶

応

２

丙

寅

防

長

０１２月２８日、中島治平歿、４４才。

○岡村頁斎、三田尻の講習堂教授となる。

○大洲鉄然・島地黙富、改正局を設けて真宗僧侶の子弟に文武の教習を

　行う。

○徳山藩主毛利広鎮「類題玉函果丿刊。歌集。近藤芳樹序。

参

考

０１０月、岩城こと（高野広八）、足芸人浜碇定吉以下１７人の曲芸師を連

　れて横浜を出港し、アメリカ・欧洲の興行に出る。

０１１月１５日、吉村秋陽歿、７０才。寛政９年（１７９７）生。

Ｏ「智環啓蒙』刊。英人レッグ・ゼームス著。薩摩藩による出版。

○この頃江戸で「チョンキナ節」流行る。

慶

応

３

丁

卯

防

長

０１月２７日、中村百合蔵（浩堂）、長門明倫館学頭座取計となる。

０２月、長門明倫館の称を廃し萩文学寮とする。２月１３日、萩明倫館学

　頭小倉遜斎、文学寮用掛となる（安藤紀一ｒ萩史料ｊ）。

０３月２７日、竹院（吉田松陰の伯父）、熱海にて歿、７２才。

０４月１４日、高杉晋作、下関新地の林算九郎の離れにて歿、２９才。

０４月２４日、藩内全域に郷校を設置して一般庶民に門戸を開放、就学さ

　せる（「日本教育史資料」）。

０５月２２日、上領九郎兵衛、大津郡河原村に河原学校を開設する。

０５月２２日、坪井信友歿、３６才。信友の養子が坪井航三である。

０６月、萩に医学小学校を設ける。（元好生学舎を使用、当時病院になっ

　ていた。慶応４年間４月に閉鎖される。）

０７月、久坂玄端「江月斎稿」刊。漢詩集。

０７月、松下村塾再興。塾頭馬島甫仙。藩の扱いは、諸郡の郷校に準ず。

０８月２３日、南部五竹、刑死す。３７才。岩国藩士。

０８月２５日、狩野晴皐歿。長府藩の画家。狩野芳涯の父。

０９月、加藤榊陰（有隣）、私塾詠帰塾を山口金古曽に開く。榊陰は常

　陸国笠間藩士。「一騎歌尽』の著者。

０１０月、沢宣嘉『香川津孝子伝」成る。

－１５４　－



年 区分 記　　　　　　　　　　事

慶

応

３

丙

寅

防

長

０１１月６日、野村望東尼歿、６２才。

０１１月１１日、山田宇右衛門歿、５５才。吉田松陰の師。

０１２月、米人を教師として三田尻に語学校を開く。

○小田村伊之肋、揖取素彦と改名。

○萩浜崎に朋来舎開設。命名は沢宣嘉。

○大津郡深川村に深川学校開設。

○大津郡沢江村（現三隅町）の郷校を再建する。

○大村益次郎「兵家須知戦術門」刊。長門明倫館蔵版。原書はオランダ

　の格能被著。当時大村益次郎は明倫館兵学寮や博習堂教授であった。

参

考

０９月、津田真道「日本総制度・関東領制度」成稿。津田真道の憲法私

　案一連邦制度案である。

０１１月、西周「議題草案」成る。徳川慶喜の諮問に応えて提出した憲法

　私案であって、連邦制度を採っている。

０１２月、福沢諭吉「西洋事情初編」刊。

慶明

応
４

心｀９治

／

８

゛元

　戊

　辰

参

考

０１月３日、鳥羽伏見の戦い起り、戊辰戦争始まる。（明治２年５月１８

　日、箱館五稜郭陥落して戊辰の内乱は終る）。

０１月２５日、木戸孝允、太政官の微士となり、総裁局顧問となる。

０１月２５日、三田尻海軍学校博習堂を洋学塾と改め、米人ベデルを教師

　として招く。

０２月、木戸孝允、藩葎奉還を建言する。

０４月２７日、大村益次郎、維新政府の軍防事務局判事となり、東征大総

　督補佐を命ぜられ江戸に下る。閏４月４日、江戸着。

○閑４月２０日、世良修蔵（奥羽征討軍参謀）、暗殺される。　３４才。

○閑４月、青木周蔵（青木研蔵の養子）、医学研究の為プロシアヘ留学。

　藩より学費として１か年７００ドル支給、３ケ年修業の予定。

０５月１８日、成器塾を山口明倫館に移す。

０６月６日、河村公成（芭蕉堂五世）、暗殺さける。６１才。

０６月、山口明倫館の館則を改正する。

○山口明倫館兵学寮に英学科を新設。教授伊藤弥次郎。

慶応３（１８６７）～同４（１８６８）

－ １５５－



明治元（１８６９）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

慶明

応

４

⌒治
９

／

８

゛元

戊

辰

防

長

０７月２２日、山口蔵版局において戦報抄を印刷する。

０８月３日、三田尻講習堂を明倫館管轄より三田尻代官所に移す。

０８月、船木宰判に石炭局を設ける。明治５年に廃止される。

０１０月４日、奥平謙輔「贈秋月子錫書」（明治２２年１２月刊「経世評論」

　所載）。秋月子錫は会津藩士秋月悌次郎のこと。１０月６日、謙輔に答

　えた秋月悌次郎「答長門奥平居正書」かある。）

０１０月、松下村塾版「留魂録・風盾遺草」刊。

０１１月４日、明倫館を文学・兵学の二寮に分け、文学寮に小学舎・成器

　塾・郷学舎を附属、兵学寮に歩・騎・砲の三兵塾を附属とする。学校

　主事柏村数馬・同助役小川市右衛門。

０１１月１４日、福田侠平（奇兵隊軍監）歿、４０才。

○小学舎における士庶混交を廃し、足軽以下百姓町人は附近の郷校又は

　私塾において修学するように布達（「山口県文化史」）

○岡村貰斎、山口明倫館教授となる。

○松岡温良、鋳鉄司に私塾水哉堂を開く。松岡温良は吉敷郡大道の人。

参

考

０２月２４日、『中外新聞』（市河春三）創刊。

０３月１４日、五ヶ条の誓文を発表。最終的に木戸孝允が手を加えたもの。

　後年、木戸孝允は五ヶ条の誓文のことを忘却していた。

０４月、「内外新聞」創刊。

○閑４月３日、『江湖新聞』（福地桜痴）創刊。

○閑４月、福沢諭吉、英語塾を芝新銭座に移転し慶応義塾と改称。教授

　料制度を採用。

０６月、中村敬宇、英国留学より帰る。

０７月、福沢諭吉「訓蒙究理図解」刊。

０１０月６日、秋月悌次郎「答長門奥平居正書」（明治２２年１２月「経世評

　論」第６号所載。秋月悌次郎は奥平謙輔の遺文集「弘毅斎遺稿』に序

　文を寄せている。）

０１０月２５日、徳富蘆花生。～昭和２年（１９２７）。

０１１月１６日、北村透谷生。～明治２７年（１８９４）。

○津田真道（真一郎）訳ｒ泰西国法論』刊。日本最初の西洋法学の概説

－１５６　－



明治元（１８６８）～同２（１８６９）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

『

八●９治
辿

濤

参

考

　親書。オランダのライデン大学教授フィッセリングの講義による。西

　洋近代市民社会思想の導入を図ったもの。

○西周訳『万国公法』刊。西湖の諒解なしに無断出版されたもの。

○加藤弘之「立憲政体略」脱稿。

○幕府、公議所を開く。（議会施設の先駆である）。

明

治

２

己

已

防

長

０１月、松下村塾蔵版「三策」刊。狩野深蔵（狩野亨吉の父）著。塩谷

　宕陰評。

０１月、近藤芳樹編『抄宗寮叢書』刊。

０４月１日、桜井魁園歿、５６才。徳山の国学者。

０４月１８日、中村牛荘歿、８７才。繁沢豊城の弟子。

０４月２０日、岡本栖雲歿、５５才。

０４月、奥平謙輔、越後府権判事となり佐渡に赴任する。

０６月６日、安部健臣歿、４０才。明倫館国学教授。

０７月８日、大村益次郎、兵部大輔となる。

０８月２７日、富田貞次郎、洋学修業のため３ヶ年東京に遊学する。

０９月４日、大村益次郎、襲われて重傷を負う。１１月５日歿、４６才。

０９月１２日、田上宇平太歿、５３才。

０９月１５日、明倫館附属小学舎に、孝経・四書・五経の三科の上に歴史

　料を置いて、十八史略を初等に日本外史を上等として必修課目とする。

０９月、吉田松陰『講孟別記』及び『宋元明鑑紀奉使抄丿刊。共に松下

　村塾蔵版。

０９月、長門蔵版局『三十六峯外史墨蹟暢寄帖』刊。萩にある輯山陽の真蹟

　を集めて臨華して刊行したもの。

０１０月８日、田原玄周歿、５５才。蘭学者。

０１０月１１日、蔵版局を廃して萩学校に合併する。

０１０月１２日、好生局を医院と改称して医学研究機関とする。

０１０月、天野御民「続風盾遺草序」。（「風盾遺草」は一名「防長正気集』。

　刊行は明治８年）。天野御民は冷泉古風の子。

Ｏｎ月２５日、萩御許町に養蚕教授所を設けて、婦人１０人を定員として指

　導者を養成する。

－１５７　－



明治２（１８６９）～同３（１８７０）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

明

治

２

己

巳

防

長

０１１月２７日、政府常備軍編成をきっかけに諸隊反乱にむかう。１２月２日、

　諸隊脱隊者は三田尻に集合し、脱隊騒動起る。

○宍戸磯（山県半蔵）、山口藩権大参事となる。

○高杉小忠太（高杉晋作の父）、山口藩大監察兼毛利家家扶となる。

○井上勝、造幣頭兼鉱山正となる。

○阿武郡循佐村に学校修斎塾開設。

○岡村貰斎（山口明喩館教授）、「忠節事蹟考」を著わす。

○久坂玄端「侯采択録』刊。志士の小伝。菊池（大橋）槙子「夢路ノ日

　記」を附す。

参

考

０１月５日、横井小楠、暗殺される。６１才。文化６年（１８０９）生。

○津田真道「郡県議」。

０６月１７日、藩籍奉還。

明

治

３

庚

午

防

長

０１月下旬～２月上旬、脱隊騒動最高潮に達し、木戸孝允直接指揮に当

　り弾圧する。

０１月、岡村凌化歿、６３才。俳人。

０３月１０日、二階玄東歿、５７才。書家。

０５月２７日、瀬能正路歿、６４才。歌人。

０６月１日、鴻靭負歿、７６才。

０７月、福原芳山、英国に遊学する。

０８月２日、山県有朋、欧洲より帰国。

０８月、山口明倫館に仏人クロゼーを招聘する。

０９月８日、青木研蔵歿、５６才。

０１０月、前原一族、萩へ帰る。

○閑１０月１０日、萩の抄宗寮、廃止される。

０１１月２３日、山口・萩両明倫館を各々中学と改称。また三田尻講習堂

　（越氏塾の後身）及び諸郡の郷校を小学と改称する。

○束沢潟、保津村に沢湾塾を開く。（明治１７年閉塾）。

○宍戸磯（山県半蔵）、刑部少輔となる。

○城村五百樹、玉祖神社の祢宜となる。城村五百樹は足代弘訓・近藤芳

　樹に学ぶ。

－１５８－



明治３（１８７０）～同４（１８７１）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

明

治

３

庚

午

参

考

０１月３日、大数宣布により廃仏毀釈行われる。

０５月１９日、西田幾多郎生。～昭和２０年（１９４５）

０７月１０日、明治２年８月以来統合されていた民部（内務・産業）と大

　蔵両省を分離する。維新政府内の木戸派と大久保派の対立を示す。

０７月、加藤弘之ｒ真政大意』刊。

０１０月、政府、平民に苗氏使用を認める。

０１０月、スマイル著・中村正直（敬宇）訳『西国立志編」、静岡で刊行

　される。（刊行年次については明治３年または同４年の説があって―

　定しない）。

○閑１０月、福沢諭吉『西洋事情二編』刊。

０１１月４日、西周、家塾育英舎を開く。そこで「百学遼遠」を講術する。

０１１月２５日、堺利彦生。～昭和８年（１９３３）。

０１２月８日、「横浜毎日新聞』創刊さる。最初の日刊紙である。

明

治

４

辛

未

防

長

０１月９日、広沢真臣、暗殺される。３９才。

０１月１１日、河内紀令歿。

０２月１０日、山口中学に独逸学伝習所を設け、洋学寮と命名、ドイツ人

　″ルリンを招く。

０３月８日、天野謙吉歿、５６才。右田学文堂最後の督学。

０３月１６日、大楽源太郎、暗殺される。　４０才。

０５月３１日、御厠耕助歿、３１才。

０５月、山県篤蔵、東京で「新聞雑誌」を木戸孝允の後援で創刊する。

　「東京曙新聞」の前身である。

０６月１４日、岩国中学校に英人スチーブンスを招き、外国語学所を設け

　る。

０６月２１日、中山みや歿、３２才。歌人。

０６月２１日、萩洋学寮を山口に合併し、萩中学校内に洋学舎を設ける。

０６月、久坂玄端「廻瀾条議』刊。

０７月２日、萩兵学寮を山口兵学寮に統合する。

０９月１２日、徳山藩校であった興譲館を徨山都小学と改称。

０１０月７日、岩国錦見岩倉寺に女子小学校を開設する。

－１５９－



明治４（１８７１）～同５（１８７２）

年 区分 記　　　　　　　　　　事

明

治

４

辛

未

防

長

０１０月、赤川みち、萩江向に搬貞松舎を開設する。

０１１月１２日、木戸孝允・伊藤博文・山田顕教・野村靖・内海忠勝等、遣

　欧米使節団（岩倉使節団）団員としてアメリカに出発する。

０１１月１５日、山口・岩国・豊浦・清末の４県が廃止されて山口県となる。

０１１月、山口中学校に、英人グルネーを招く。

参

考

０７月１４日、廃藩置県の詔書発布。

０７月１５日、国木田独歩生。～明治４１年（１９０８）。

０８月２８日、政府、植多・非人の称を廃止する。

０９月１日、熊本洋学校開校される。米人ジェーンズ、教授として招か

　れる。

０１１月４日、（旧暦９月２３日）、幸徳秋水生。～明治４４年（１９１１）。

０１１月１２日、中江兆民、遣欧米使節団と同船し、フランスへ留学のため

　出発。明治７年５月帰国。

明

治

５

壬

申

防

長

０２月、長府敬業館・清末育英館・岩国養老館を小学に改め、山口中学

　校の所管とする。

０３月、萩中学にドイツ人ヒレル夫妻を招く。

０５月２９日、能美洞庵歿、７８才。

０８月１６日、八谷梅顛歿、６７才。漢詩を能くす。

０１０月、山口・萩・豊浦・岩国に変則中学を設置。８月の政府による学

　制領布に対する措置である。県内を四中学区に分けた。中学は小学

　（８年）の課程終了者が１４才～１９才の６年間在学するものであるが、

　小学卒業生が少ないので旧藩校の生徒がそのまま移行し、その故に変

　則といった。

０１１月９日、太陰暦を廃し太陽暦を用いることとなる。１２月３日を明治

　６年１月１日とする。

○県庁萩支庁内に掲示所を設け、３・８の日に日誌・雑誌等を公開する。

　山口県における図書館の始めとされる。

○宍戸磯、教部大輔兼文部大輔となる。

－１６０　－



年 区分 記　　　　　　　　　　事

明

治

５

壬

申

参

考

０２月、福沢諭吉ｒ学問のすすめ初編』刊。

０２月２１日、日本人最初のプロテスタント教会「日本基督公会」横浜に

　設立される。

０２月２１日、「東京日日新聞』創刊。

０６月、「郵便報知新聞』創刊。

０８月３日、学制発布。義務教育制実施。

０１１月２８日、徴兵令発布。

明治５（１８７２）

－ １６１　－





索　　　　引

長州藩狙棟学関係探索備考





－（あ）

安倍和貞　宝暦１２

　　　　　（暦年は該当記事記載年）

赤川みち　明治４

赤川道昭　天保１５

赤根武人　嘉永元・６，安政３・４

　　　　　慶応２

明石良平文政７

秋月悌次郎　明治元

秋山玉山　寛延２，宝暦４　・　１０　・・１３

　　　　　天明８

秋良敦之助　弘化２

秋良雄太郎　嘉永３

芥川丹丘　享保１７，寛延元

朝枝玖珂（毅斎）享保元・４，延享２

朝枝文孟　明和８

朝倉南陵　天保１４

浅見煙渓元治２

索 引

安倍春貞

安部大厳

阿芙蓉彙聞

足立寿軒

青木葵園

青木研蔵

－１６３　－

浅見巣雲安政５

天野　華　万延２

天野御民安政元，明治２

天野謙吉　慶応２，明治４

天野曽原　享保１０

雨森芳洲　寛文８，元禄２・５

　　　　　正徳４，享保３，宝暦５

　　　　　天明６

新井白石　元禄６　・１５

　　　　　宝永３・６・８

　　　　　正徳２・４，享保元・１０

　　　　　天明８

有坂長為　天保１２

有馬喜三太　明和４・６

有馬氏倫　享保７

有田作胤　文政７

安倍健臣

安倍惟貞

安倍信貞

安積艮斎

安積謄泊

安達消河

安梨のまゝ

安藤重長

安藤東野

寛文１２，延宝８，貞享２

元禄１１

明治２

弘化４，嘉永２，文久３

享保７

嘉永元・５，安政２

万延元

天和３，元文２

明和７，寛政４

文化４

天保１５

天和３，宝永３・４・７

正徳元・２，享保２・４

安政３

弘化４

寛保３

宝暦１４，明和２，安永６

弘化２・４，嘉永２・３

安政２，元治元，明治３

青木周弼　天保１０　・　１１，　嘉永２

　　　　　安政６，文久３

青木周蔵　慶応４

青地林宗　文政９　・１０

青山長消　天保１５

赤川玄成　天保１１

赤川玄悦嘉永２

赤川玄楳　文久３

赤川淡水　→佐久間佐兵衛



伊藤竹里

伊藤梅里

伊勢のっと

伊藤亀年

伊能忠敬（い）

医
医
医
医

伊藤東涯寛文１０

　　　　　　宝永３・４・５・７

　　　　　　正徳４・６

　　　　　　享保２・４・５・６・７。

　　　　　　９　・１０・１１・１９・２０

　　　　　　寛延３，宝暦元・１１

　　　　　　寛政８

有吉高陽　宝暦９，明和６・７

　　　　　天明４・７

荒地清蔵安政６，文久元

粟屋勘兵衛元与　寛保３

粟屋就応享和元

会沢正志斎　天明２，文政８，天保１４

　　　　　安政２・３・４

　　　　　文久２・３

鴉片始末　天保１４

晏子春秋　元文元

享保７

宝永３・４，享保３

元禄１０

天明元

文化８　・１０

天保１１，嘉永２・３

明和４

医範提綱

医方古言

椅　蘭　侯

遺　塵　抄

遺徳談林　寛保３，寛延４

一騎歌婁　文久３

彙　玉　編　慶応元

井原図書煕敬　文久元

井上玄徹　貞享３

井上玄静延享元

井上金蛾明和３

井上可就弘化３

井　上　勝　文久３，明治２

井上桐華天明５

井上蘭台　宝暦７　・１１

井上聞多（馨）文久３

尊蘇州集宝永３

生田良佐　文久元

池田光政　天和２

－１６４　－

学　所

　　言

則　宝暦２

断　宝暦９

文化２

文化２

→本多忠統

寛保３，寛延元，宝暦２

飯田玄栄文政９

飯田竹舎天保９

飯田居謙（楽軒）宝暦９，明和４

　　　　　安永３，天明７

飯田竹鳩天保９　・１１

飯田道環享保１１，寛延４

飯田忠彦万延元

飯田正伯　安政５，万延元，文久２

飯田履軒　安政６・７，元治元

五十鈴学館　文久３

いろは酔故伝　寛政６

生駒等寿　寛文６，元禄１４

為学初問　宝暦１０　・　１２

為学正論　宝暦７・９

伊藤唯斎　明和元

伊藤弥次郎　慶応４

伊藤博文　天保１２，文久３，明治４

伊藤慎蔵　安政２・４

伊藤元啓　享保１２

伊藤仁斎　天和３，貞享２

　　　　　元禄４・８・１６

　　　　　宝永２・４，正徳２・４

　　　　　享保７，天明８



宇都宮了安

宇都宮獣霖

宇佐美滋水

天和３

元禄２　・　３　・　８　・１０・１２

１３　・　１６

宝永元・２・３・４・５

正徳３，文政１１

文政１２

文政７，安政２・３

寛延元，宝暦１１

明和３・４・７，安永５

寛政元・１２

寛政１０，天保４・８　・

文化２・文政３

明和９

元禄１４，享保９・１０

元禄１１，延享２，寛延元

明和９

池田瑞仙　寛政９，文化３・８・１３

　　　　　文政１３

郁　離　子　享保１７

育英館（清末）天明７，明治５

育英館（須佐）亨保２０，天明９

　　　　　文化４，安政５

育　英　舎　明治３

石川大凡享保１１

石川丈山　寛文１２

石田梅岩　貞享２，延享元

板倉美仲享保９

市川玄伯嘉永５

市川箆嵩文化１３

市川団十郎（初代）元禄１７

市川白猿（団十郎）天明３

市河寛斎天明７，文化元

侠存叢書寛政１１，文化７

今井似閑享保８

今北洪川　文久２

今津秋庵安政３

今津桐園文政１０，安政３

岩国屋長吉　享保７

岩国領内寺社由来記　元禄１０

岩国変則中学　明治５

岩政信比古　文化２　・　１４，　安政３

入江若水　正徳元・６，享保６

入江南洪　享保２０，明和２

隠　　　元　延宝元

淫　祀　談　天保１３

淫　祀　論　天保１４

陰徳太平記　元禄８，正徳２

宇田川格庵

宇田川玄真

宇野東山

宇野士朗

宇野明霞

－１６５　－

（う）

鵜飼石斎寛文３

雨月物語安永５

上杉鷹山安永３

上田道山（堂山）文化１５，天保９

上田琴風天保１４

上田鳳陽　寛政１２，文化１２　・　１３

　　　　　嘉永６，安政２

上田秋成享保１９，安永５

上野玄貞元禄５

浮村定直文久３

臼杵鹿垣（太仲）寛政８，享和２

　　　　　文化１０

臼杵横披　元治元

内田渓鴎　享保１９

内田浴渓　嘉永５

内山賀邸　宝暦１３

内海忠勝　明治４

梅田幽斎　天保１３

梅田雲浜　安政３・４・６

宇都宮三的

宇都宮遜庵

享保９

寛文９．延宝３・６



Ｃ
ｇ
Ｘ
３
１３

文化８

安政元

弘化２

明治３

安永５

宝永６

寛文１１

正徳２，享保７

明和６，安永３

安永１０

→繁沢規直（南塘）

享保１９，宝暦５

享保元

天和３，貞享２

宝永２・・　６

　　　　　　天明５・８

　　　　　　寛政４・７

　　　　　　享和元・２・

　　　　　　文化５・６・

円機活法延宝元

彝州先生四部稿選　寛延元

鼻州尺肢寛保２

梅辻春樵

梅酒舎好也

浦の汐貝

浦　靭　負

雲谷等憎

雲谷等鶴

雲谷等爾

雲谷等恕

雲谷等叔

雲谷等仲

雲谷等直

雲谷等徴

雲谷等宥

雲谷等瑠

円　　　浄　天保２

円立寺真道　嘉永元

袁中郎尺肢　安永１０

遠藤謹助文久３

遠思楼詩抄（初編）天保８

６　・１２

５

－１６６　－

（え）

（お）

雲谷等与　寛文７・８

小笠原長技　明和６，安永３

小川市右衛門　明治元

小川乾山　天保１４，安政４

小川秀軒宝暦９

小国　融（玉淵）文政１３

小国融蔵安政５，慶応２

小倉宜季　享保１９，元文３

　　　　　　寛保３・４，延享２

小倉尚斎　延宝５，元禄５　・１３

　　　　　　宝永３・６・８

　　　　　　享保３・４・５・１９

　　　　　　元文２

小倉宗爾　寛政２，享和３

小倉遜斎　文化２・９，文政２　・１０

　　　　　　天保８　・１１・１２，　弘化２

　　　　　　嘉永３・５，安政３・７

　　　　　　慶応２・３

小倉鹿門享保６，元文２

　　　　　寛延元，宝暦５・

　　　　　明和９，安永４・

小沢忠右衛門　安政２

江　戸　雀

慧極（道明）

延宝５

寛文７・８，貞享４

元禄４・５・７，享保６

慶応元

宝暦１３，安永２・３・４

天明元・３・８

江村風月

江村北海

役　藍泉　寛延４，安永６・８

絵本三国志　天明８

英語伝習所　安政５

英　国　誌　安政６，文久元

影宋本尚書正義　弘化４

悦　　　山　宝永６

悦　　　峰　宝永４

越　氏　塾　享保４　・　６　・１２，　明和４

　　　　　　安永３・８，天明５

　　　　　　寛政４・６，文政１０

　　　　　　万延元，文久４



小沢蘆庵　明和２

小田雲同安永７

小田南咳天保６

小田享叔（済川）延享４，宝暦１１

　　　　　明和３・８，天明２

　　　　　寛政４　・　７　・　９　・１０・１３

小田海倶　文政７文久２

小田村鄭山　元禄１６，正徳４

　　　　　享保４　・１０・１３・１９

　　　　　元文４・５，延享５

　　　　　宝暦１３，明和２・３

小田村藍田　宝暦１３，明和９

　　　　　安永２・７

　　　　　寛政元・３・６・８

　　　　　享和２・３

　　　　　文化３・４・８・９・１１

小田村伊之助　→栂取素彦

小田村石門　天保１１，弘化４

小野春庵天明３

小野為八嘉永元

小野蘭山　明和２

小幡正蔵安永６

尾形乾山　寛保３

緒方洪庵　天保９，文久３

越智雲夢貞享３

大井貞広正徳５

大内熊耳　宝暦１３，安永５

大窪詩仏　寛政１１，文化元・３・７

大洲鉄然　嘉永元・４，慶応２

大田稲香　文政１０，天保２　・１２

　　　　　嘉永２・５，慶応２

大塩平八郎（中斎）天保４・８

大沼沈山　文政元

大田南畝　寛延２，宝暦１３

　　　　　明和３・４，天明２

　　　　　　文政６

大塚竹鳩万延２

大野雲鯨嘉永６

大村益次郎（村田蔵六）文政７

　　　　　　天保１３　・　１４，　弘化３

　　　　　　嘉永元・２・６

　　　　　　安政３・４・５

　　　　　　万延元・２

　　　　　　文久元・３，元治２

　　　　　　慶応元・２・３・４

　　　　　　明治２

大中益甫　天保１１

太田報助安政３

王昌齢集　享保１８

王注老子道徳経　明和７

王注東城先生詩　明暦２

曖鳴館詩集　明和元

畷　鳴　社　弘化２，安政４

鴎北詩話　文政１１

御国政再興記　宝暦８，安永７，天明２

岡儀右衛門　安政２

岡　研介　文化１２

　　　　　　文政２・５・７・１３

　　　　　　天保１０

岡　泰安　安政５

岡　熊臣　文化１５，天保１５，嘉永２

岡　白駒　享保１２　・　１６，　寛保３

　　　　　　延享４，宝暦３

岡島冠山　元禄５・７，宝永５・７

　　　　　　正徳元

　　　　　　享保元・４　・１０・１１・１３

　　　　　　宝暦７

岡部市郎兵衛　享保２０

岡村贅斎　慶応２・４，明治２

岡村凌化　明治３

－１６７　－



Ｌ
ｒ
Ｍ
Ｑ

９
　
Ｌ
ｎ

ｎ
４
り
　
４

正徳元・２

享保２・３

７・９・１０

１４・１７・１８

仮名性理元禄４

香取太華天明２

華夷通商考　元禄８

華陽先生文集　正徳４，享保１１

　　　　　元文２・４，寛保元・３

　　　　　延享３，寛延４

　　　　　宝暦２・３・４・７・９

　　　　　明和２・３・４・５・６・７

栂取素彦（小田村伊之助）天保１１

　　　　　嘉永３，安政７・万延元・２

　　　　　慶応３

噫喇瞬略誌　安政２

海国図志嘉永４

海国兵談　天明６，寛政３・４

海内才子詩初集　文政３

海保青陵宝暦５，文化１４

海防臆測　天保９，嘉永３・５

芥子園画伝　享保９，寛延元，安永９

解体新書安永３

解腕痴言　文久２

廻瀾条議　文久２，明治４

懐　徳　堂　享保９　・１１・１５，　天明２

　　　　　寛政４・７

貝坂陳人　安永９

貝原益軒　宝永５．正徳４

改定音訓四書正文　嘉永５

楽　群　堂　文化９

学館功令　宝永２，元文３

学　　　則　享保１２，延享４

学則集話　延享４

学則井附録標註　天明元

学時習斎　天保１２

学　習　塾　天保２

学　習　堂　文久４

学　山　録　宝暦元

岡本栖雲　天保１２，明治２

荻生胆来（胆練）寛文６　・１２

　　　　　　元禄５・９・１６

　　　　　　宝永元・２・３・４・５

　　　　　　６・７・８

１３　・

（か）

－１６８　－

　　　　　　元文元・２・３・５

　　　　　　延享元，寛延３

　　　　　　宝暦３　・１１・１２・１３

　　　　　　明和元・３・４・８

　　　　　　天明８

　　　　　　寛政元・３・８

桜柳亭（のち集童場）文久２

奥平謙輔　明治元・２

奥の細道元禄２

奥村良竹宝暦１１

１１　・１２

賀屋恭安

花彙木部

花玉集千句

何（が）礼之　文久３，元治元

香川宣阿（梅月堂）貞享４，元禄８

　　　　　正徳２，享保２０

香川景柄（黄中）文政４

香川牛谷　嘉永６

香川修庵　寛保３，宝暦２

香川津孝子伝　慶応３

加藤弘之　明治元・３

加藤有隣　文久３，慶応３

賀茂真淵　元禄１０．明和元

文政７　・１３

天保５　・１０・１１・１３

明和２

元禄１６



木村秋亭天保３

奇　兵　隊　文久３

気海観瀾文政１０

気海観瀾広義　嘉永４

其　　　角　宝永４

紀効新書　寛政１０

葵園遺稿安永６

祇　王　歌　宝暦３

祇　　　徳　享保２０

祇園南海　宝暦１３，天明７

技　養　録　文化元

議題草案慶応３

菊地五山　文化４，嘉永２

岸　御　園　安政５

北川ｉ文陽　寛保元

北村透谷明治元

北山安世安政６

吉斎漫録享保７

橘窓茶話　天明６

九州紀行宝暦８

鳩　居　堂　安政３・５

鳩巣小説正徳２

窮　理　通　天保７

救磯提要嘉永３

救時話言　天保１１

虚実見聞記　明和７

行　　　海　元禄６

峡中紀行　宝永３

凝　成　館　天保１１　・　１４，　文久３

京羽二重　貞享２

狂夫之言安政５

衝　風　草　明和７

享保増補村記　元文３

玉壷詩稿元文４

玉山詩集宝暦４

学者角力勝負附評判　天明８

学者必読妙々奇談　文政１２

学　文　堂　弘化３，慶応２

学問源流寛政６・１１

学問のすすめ　明治５

郭注荘子元文４

柿並子竜寛延２

柏木如亭享和元，文化１０　・　１４

　　　　　文政２・３

柏原数馬　明治元

片山潤蔵　文化５・７・９

片山鳳翻　元文５，安永４・９

　　　　　天明２・３・７

　　　　　寛政元・３　・　５　・　９　・１０・１２

　　　　　享和元・３

　　　　　文化５・８

桂　広保正徳６，享保１３，寛延２

　　　　　宝暦２，明和６

活所遺稿寛文６

勝間田盛稔　享和元，天保１３

亀井昭陽　寛政３，文化１１

亀井南冥　天明８，寛政４・５

　　　　　享和元・２

　　　　　文化８　・１１・１３

亀田鵬斎　安永８，文政９

蒲生鳳林文化１１

－１６９　－

（き）

木下順庵

木下蘭皐

木戸孝允

木梨恒充

木村鶴巣

木村兼薮堂

天和２，元禄１１，寛政元

元文４

天保４，慶応元・２・４

明治４

安政２

万延元

宝暦１３，享和２



熊野玄宿

熊野林仙

熊本洋学校

窪井鶴汀

天保１１　・　１２

寛政１２

明治４

享保１７，宝暦７・９

明和３・４・６

元禄５

宝暦５

栗栖等悄

栗栖探叔

国司正久延享３

国島京山寛政７

国島嶺南寛政１１

国島筈斎文政９

国富鳳山宝暦１２

国光小源太　天保１０

熊屋五郎左衛門　文政１０

熊谷五右衛門義比　万延元

熊谷直好　弘化２，文久２

熊谷薙月　文久２

熊沢蕃山　明暦３，寛文１２，延宝８

　　　　　貞享３・４，元禄４

　　　　　宝永６，天明８

琴鶴丹公　→黒田直邦

金華稿剔享保１３

金聞詩集宝暦４

金竜敬雄　明和９，安永２，天明２

金竜尺肢集　宝暦４

近世叢談文化１３

近世名家文妙　嘉永２

欽定四書天保１５

錦里先生文集　寛政元

（く）

栗山玄厚

来原良蔵

呉，猛　明　寛政４，文化１４

黒神直民　元治２

黒田直邦享保８　・１７

鞍岡蘇山（元昌）元禄１１　・　１６

－１７０　－

栗栖天山　慶応２

栗山子文　文化１３

栗山孝庵（初代）享保８，

栗山孝庵（文仲）享保１６。

　　　　　寛延元

寛保元

寛保３

宝暦２・４・８・９

明和４・６，安永４

天明７，寛政３

天明７，文化１２

弘化２，嘉永４

安政２・５，文久２

久坂玄機嘉永元・７

久坂玄瑞　天保１１，安政５・６

　　　　　万延元，文久元・２

　　　　　元治元，慶応３

　　　　　明治２・４

久芳内記　天保１３

久保五郎左衛門　安政３，万延２

玖珂郡志享和２

公内借捌仕法　天保１５

裔風新話安政４

愚　　　論　安政５

旧事本紀解序　享保４

陸　士彦　文化４

草場居敬　元文２

草場允文（仲山）元文３，延享５

　　　　　宝暦３

草場大麓（安世）宝暦９，天明３

　　　　　享和３

草場晋水　天保２

草舎（くさのや）年表　天保３

□羽徳祐（把山）安政５・６

口羽房良　文化１１

国木田独歩　明治４

国重政恒宝永７



元文４

天明４

（け）－

身

業

献　功　堂　慶応２

建　殊　録　宝暦１３

憲　章　館　文化２，弘化３，嘉永４

言外和尚宝永４

言　志　録　文化１０，文政７，天保６

源氏物語湖月抄　延宝３

厳流浪先生詩集　安永５

桑原幽宅宝永４

郡司源太夫信之　寛保２

郡司源之允光孚　天保１４

郡司熊太郎　安政２

郡司右平太　天保１２

郡司覚之進　天保１２，安政３，文久３

郡書類従安永８

郡沓治要天明７

訓蒙助語辞諺解大成　宝永５

訓蒙究理図解　慶応４

訓訳示蒙元文３

訓幼字義享保２

（こ）

虎

湖

１７１　－－

敬

敬

Ｑ
　
Ｌ
Ｑ

５

４

小泉杏陰

小石元俊

五井蘭洲

安政３

文化５

元禄１０，

宝暦１２，

享保１６，

明和３，

五山堂詩話　文化４

古賀精理　安永４，寛政４・８

古賀伺庵　天明８，天保９，弘化４

古学先生喝銘行状　宝永４

古訓輯要　宝暦９，明和３・４

古今学変　享保２０，寛延３

古今詩剔　寛保３

古今図書集成　明和元

古今事文類聚　寛文６，安永５

古事記伝　寛政２　・１０

古萩園葦今　文化８　・１２

古萩園里川　文化１２

古風三体考　天保６・８

古　文　矩　明和元

古文孝経参疏　寛政元

古文孝経孔子伝　享保１７

古文尚書　宝暦元

古文尚書標注　明和９

古文真宝　寛文３，天和３

故　学　堂　享和元

　　渓　享保８

月　抄　→源氏物語湖月抄

嘉永２

寛政４・７，文化１０

天保７，明治５

堂

館

経学字海便覧　享保１０

経　済　録　享保１４

経史子要覧　文化元

経史博論　宝永７，元文元

形影夜話享和２

鶏林唱和集　正徳元

契　　　沖　貞享４，元禄１４

慶応義塾慶応４

芸苑垣言　延享３

杭圃捕余享保１１

月　　　性　文化１４，天保２・６・１４

　　　　　弘化２・４

敲舌或問

馥園十筆

馥園隨筆

馥園録稿

嘉永元・２・３

安政元・２・３

天保９

正徳２

正徳４

享保１２　・　１６



御系図御家譜引沓　宝暦３

語孟子義天和３，元禄８，宝永２

語録字義元禄７

胡盧利病説並治方　文政５

護法意見封事　→仏法護国論

江月斎稿慶応３

江湖詩紗文化元

江湖新聞慶応４

江氏家譜享保９，寛保２

江風山月沓楼記　安政２

江　陵　集　寛保元，延享２

光阿上人安永２

弘道館（大野）文化１１

弘道館記　天保９，慶応元

弘道館記述義　弘化４

好生堂（好生館）嘉永３

　　　　　安政２・３・６

　　　　　文久元・４，慶応２

好生緒言　天保１０

好色一代男　天和２

好色一代女　貞享３

好色五代女　貞享３

広益助語辞集例　元禄７

広益書籍目録　貞享２

広益書籍目録大全　元禄５

広益俗説辨　正徳５

広陵問磋録　正徳２

皇清経解享保２

皇朝正声　明和８

皇朝七才子詩集注解　延享４

皇明七才子詩集解　元禄２

皇明通紀　元禄９

河内紀令　安政５，明治４

河内屋利兵衛　元禄９

幸徳秋水　明治４

講孟箭記安政２・３，明治２

講孟箭記評語　安政３

航海遠略策　文久元・２

康煕字典享保５

興　譲　館　嘉永５，明治４

篁撒詩妙安政６

繕山詩集宝暦２

黄葉夕陽村舎詩　文化９，文政６

合類書籍目録大全　享和元

駐頭本助語辞　天和３

己　堂　天保１３，嘉永６

夢

堂

寛政５，嘉永２

弘化２，安政６・７

文久元・３，慶応元・２

明治３

紅

講

楼

習

克
心
寄

権代春鴎

混　沌　社

（さ）

１７２

嘉永２

明和２・３

居歌談 天保１３　・　１４，　弘化２

元治元

国史纂論　天保１０，弘化２

国　学　塾　天保８

獄中手記（高杉晋作）元治元

此　度　談　天保３

近藤芳樹　享和元，文化１１　・　１４

　　　　　　文政２　・　６　・　７　・１１・１３

　　　　　　天保３・６・７・８・１０・

　　　　　　１１・１２・１３・１４・１５

　　　　　　弘化２・４

　　　　　　嘉永元・２・４・６・７

　　　　　　安政３・５，文久２

　　　　　　元治元，慶応２，明治２

佐伯勝馬

佐伯玄厚

天保１１，安政２

寛政１２



佐久良の林　安政３

佐久間象山　文化８，嘉永３，元治元

佐久間佐兵衛　安政２・５

佐々木縮往　宝永４，享保６・１９

佐々木向陽　弘化２，安政５，文久３

佐々木源左衛門　享保４

佐々木竜原　明和２，安永８・９

　　　　　寛政元・７　・１２

佐世広嘉安永５

佐藤―斎明和９，文化元・１０

　　　　　文政７，天保６，安政６

佐藤信淵嘉永３

佐藤直方享保４

佐波のあら玉　安政４

西　　　鶴　元和２，貞享３・５

　　　　　元禄６

西郷隆盛慶応２

西国立志編　明治３

斎藤閑渓貞享２

斎藤等室寛文８

斎藤彦右衛門貞宣　文政１３

斎藤方策　寛政元，文化８，文政５

　　　　　嘉永２

斎藤竹堂　天保１４，嘉永４

済　生　堂　嘉永３

宰　相　怨　宝暦３

坂上忠介（寓所）安政４，文久２

坂本天山　寛政１２，享和元

坂本竜馬　文久２，慶応元・２

坂　時存　元禄６　・　１４，　宝永６

　　　　　正徳元

　　　　　享保元・１１・１３・１４・１７。

　　　　　　１８

　　　　　　元文４，寛保２・３

　　　　　　延享４・５

　　　　　宝暦２・８・９

坂　西山（仲礼）安永７

堺　利彦　明治３

榊原篁洲　延宝７，天和３，元禄８

作文初問宝暦５

作文楷梯　文政１１

作文志殼安永８

作詩志殼天明３

桜井魁園明治２

笹山一玄斎　安永９

笹山良意（度会東明）文化１２

雑　華　集　宝暦３・５・１０

ザ・ジャパン・ヘラルド　文久元

沢　宣嘉　慶応３

三家詩話享保１１

三家妙絶文化４

三十七ヶ年賦皆済仕法　天保１４

三代実録　文政６

三体詩詳解　元禄１３

三都学士評林　明和５

三　之　埋　元文３，宝暦４・６

三法語講説大意　天保８

三兵答古知幾　安政３

三老上書　宝暦２

産　　　語　延享２

山中人饒舌　天保５

山東京伝　寛政１１

山陽詩妙　天保４

－１７３　－

（し）

四　家　周

四時幽賞

司馬芝叟

司馬江漢

史記評林

宝暦１１

寛文８

天明８，享和元・２

寛政１１

延宝元・２



宝暦８

寛政１１

享保７

貞享３

天明７

天明６

→咀陳先生詩文国字肢

延宝７

享保２

延宝６

宝暦８．安永５

寛文６

七部婆心録　万延元

宍戸広周　延享５

宍戸就年文化６

宍戸桃戎天保１２

宍戸　磯（山県半蔵）天保１３，嘉永４

　　　　　安政元・２・　５・６

　　　　　文久２，明治２・３・５

宍戸真激（左馬之介）天保１１，文久２

　　　　　元治元

静間三積　天保８　・　１１，　万延元

しげしげ繁　野　話　明和３

篠崎東海享保１０

篠崎三島安永４

篠崎小竹天保５

柴野栗山　天明８

池井太室（井子章）明和元，安永２

　　　　　天明８

池川春海　元禄２

漉谷道勝嘉永４

シーボルト　文政６・７・８・９・１１

島田充房　明和２

島地獣雷慶応２

品川勿所　元文３

舎密開宗初編　天保８

謝茂秦山人詩集　宝暦１２

射書類聚国字解　寛政元

周張全書　延宝３

周南先生文集　宝永２・６・７，正徳５

　　　　　享保３　・　４　・　７　・１２・１４

　　　　　元文４，寛保元

　　　　　延享３・４，寛延元

　　　　　宝暦３・５・６・８・１０・１２

周南余音　享保１１

秋水園主人　寛政３

拾遺意行集　元禄６

思慕余事慶応２

思夢問答　嘉永元

消水就周　享和３

私擬策問（滝鶴台）延享３

挨采択録　明治２

詩学還丹　安永６

詩学逢原宝暦１３

詩経約説寛文９

詩林良材　貞享４

詩書古伝

詩聖堂詩話

詩　　　茎

詩　　　藪

詩　　　訣

詩　　　轍

詩文国字噴

詩法授幼抄

詩法要略

詩律幼学抄

詩　律　兆

詩林広記

－１７４　－

自　楽　抄　文政元

賜　杖　堂　宝暦１３

七　石　集　宝永４

七経孟子孜文　享保５　・１１・１６

七経孟子孜文補遺　享保１６

詩　　　論　寛延元，宝暦２

資治通鑑綱目全書　文化６

時　習　館　弘化４

　　　　　　嘉永元・３・４・５

　　　　　　安政元

事　斯　語　天保１２　・　１３

事文類聚　寛文６，安永５

紫巌遺稿　宝暦１０　・　１４，　明和８

紫芝園稿宝暦２



松下村塾 安政３・５・６，文久２

慶応元・３，明治元・２

安政３

文政５

安政６，文久元

元治元

文久２

明和５

安永６

修史始末寛政９

修　斎　塾　明治２

脩　来　院　天保１２，弘化２・３

集義和書寛文１２

集義外書宝永６

集古十種寛政１２

集　童　堂　文久２，元治元

朱子語類大全　寛文８

朱子文集正徳元

朱子詩伝膏盲　延享３

朱　舜　水　天和２

儒医評林明和９

縮　往　舎　文久元

諸体詩則元文６

授　業　編　天明元・３

重建明倫館記　嘉永２

重修霊椿山経蔵記　安永４

旬子全書延享２

春樵詩草初編　文化８

小説精言寛保３

小説奇言宝暦３

小説粋言宝暦８

小説字彙寛政３

笑林広記文政１２

常山紀談　元文４

情　実　集　天保３

初学詩法延宝８

書籍目録大全　天和元

彰　考　館　寛文１２，天和３

樵漁余適集　元文４

傷寒論古訓古義　宝暦２

照　世　盃　明和２

湘中八雄伝　明和５

鳴　風　館　寛政９

紹述先生文集　宝暦１１

貞享式海印録　安政６

城村五百樹　明治３

城邑政国　天保１５

攘夷血盟書　文久２

助語辞俗解　享保４

助　字　考　宝暦元

植学啓原天保４

職原抄校本　安政元・５

白上舎人　天保１５

心　　　越　延宝５

心学典論　寛延元

宍道芝斎安政５

宍道朝陽（広慶）明和６

神　異　経　貞享５

慎　機　論　天保９

新宮涼庭　文政４

新裁軍記　元文３，寛保元

新鏑詩牌譜　享保１５

新聞雑誌　明治４

新撰防長名所方角抄　嘉永元

新版増補書籍目録　元禄１１

新　　　論　天保元・１４，嘉永３

　　　　　　安政４

明治３

明治２

－１７５　－

松下村塾記

招　魂　帖

庄原篁轍

庄原芳庵

尚　義　場

尚書大伝

尚書註疏

抄　宗　寮

抄宗寮叢書

笑　　　府

嘉永２，

慶応２，

明和５



（す）

消朝咸豊乱記　安政２

真政大意明治３

瀬能正路明治３

正学指掌天明７

正　名　論　寛政４

正　業　舎　天保１０

正　統　論　文政１１

生　機　論　文政１３

西洋画談寛政１１

西洋学所安政２・６

西洋事悄慶応３，明治３

西洋鉄煩鋳造篇　安政３・５

西淡余稿延享４

成　器　塾　慶応元・４

成　器　堂　文政１３

性　　堂　文政２

性理字義寛文８　・１０

政　　　談　享保１２

政談広義安永９

制　度　通　享保９，寛政８

聖学問答享保１７，元文元

聖　武　記　弘化元

棲息堂記元禄１６

棲息堂坐右蔵　宝永５

清田傅叟　宝暦１３，明和６，天明５

薔荻堂記　弘化２

済　美　館　慶応元

臍　寿　館　明和２

勢一尚古　弘化４

製塩秘録　天保６

省　耕　集　嘉永５

惺高先生文集　慶安４（せ）

　　　　節

　　　　絶

－１７６　－

石
斥
関

点　頭　宝暦４

　　非　延享元・２

孝　和　宝永５

倹　略　文化元

句　解　享保１７，宝暦１３

須万盛衰記

周布政之助

宝暦７

天保１４，弘化２，嘉永６

安政元・２，元治元

周防明倫館　慶応２

陶山南涛享保７，明和３

水滸全伝訳解　享保１２

水津藤右衛門　天保１３

水　哉　堂　慶応４

崇　　　孟　安永４

隨園詩抄　文化１３

隨園詩話文化元

隋　　　書　天保１５

杉　孫七郎　文久元

杉百合之助　慶応元

杉岡就房宝永３

杉田玄白　享和２

杉山宗立　寛政１２，文政４・８

　　　　　安政５

杉山良哉寛政１２，文化１０

鈴木和泉直道　嘉永４

鈴木春山　弘化３

鈴木高輛　嘉永４，万延元

末国常棟（国常棟）寛政７

駿台雑話　享和１７，寛延３

世良修蔵　安政元・２・４，文久３

　　　　　慶応４

世子詰文　慶応元

世子詰文附言　天保２

世説新語補　元禄７



宋三大家詩抄　享和３

宋三大家絶句　文政８

宋三代家律詩　文化８

宋　詩　語　享和２

宋詩清絶文化１０

宋　紫石（楠本石渓）明和７

宋　詩　選　文化３

宋　詩　紗　寛政６

宋　詩　礎　享和３

宋　　　書　宝永３

宋四名家詩　文化１０

草舎年表（草舎年表）天保３

草茅危言　天明８・９

戚　　　志　宝暦４・８・９

浪浪尺肢享保１４　・　１５

浪浪先生文纂　享保１１

流浪詩話享保１１

増益書籍目録大全　元禄９

増訂唐詩礎　安永３

続近世叢語　弘化２

続　愚　論　安政５

俗談唐詩選　宝暦１３

孫子国字解　寛延３

孫子評註文久３

尊　聖　堂　天保１４

絶句解考証　宝暦３，明和４

絶句解拾遺　享保１８，明和３

絶句解弁書　宝暦１３

絶句解国字解　安永６

石湖先生詩抄　文化元

千　石　飾　宝暦４

全唐詩逸文化元

先哲叢談文化１３

先哲叢談後篇　文政１０　・　１３

洗心洞笏記　天保４，嘉永３

笑註唐詩選　天明４

隻註蒙求標疏　安政５

善教寺南嶺　享和元

（そ）

－１７７　－

（た）

祖式左中寛延２

祖式尹哉（観耕亭）嘉永７

但　篠　集　宝永２・４・５・６・８

　　　　　　正徳元・２・３・５

　　　　　　享保２・３・４・１０

　　　　　　元文５，寛政３

祖練集拾遺　正徳４，享保５・７

祖練先生答問書　享保９　・１０・１２

祖像学則附録問答　享保１３

祖誄先生学則解　延享元

但練先生詩文国字解　享保２０　・　２１

但篠先生素問評　明和３

素　餐　録安永６，寛政３，天保７

曾野有原　寛保２，宝暦２　・１２・１３

曾根崎心中　元禄１６

楚辞章句（王逸注）寛延３

楚辞集注慶安４

楚辞補注寛延２

楚　辞　燈　寛政１０

宋元明鑑紀奉使抄　明治２

田上宇平太　嘉永２・３，安政２・５

　　　　　　明治２

田上菊舎　安永９　・　１０，　文政９

田坂瀾山　享保５，延享２・５，寛延４

　　　　　　宝暦２・４・５・７・８

　　　　　　明和２

田中大観享保２０

田中桐江宝永３，正徳３，寛保２



高野蘭亭

高橋有胤

高本紫洪

鷹見爽鳩

滝　鶴台

元治元

文化５

文政１０，天保９，嘉永３

安政３

元禄３，宝暦７

万延元

文化元

享保７　・２０

宝永６

享保７　・１３・１５・１６・１７

１８　・　１９

元文２・３・５，寛保３

延享３

　
　
　
　
Ｑ

９
　
Ｌ
ｎ

寛延元・

宝暦２・

７・８・

１３　・　１４

高田信濃介

高津允中

高野長英

太平楽府

対　　　策

泰西国法論

泰西史略

高島秋帆

高杉小忠太

高杉晋作

田中江南安永６

田中蘆城享保２０，延享５

田沼意次　明和４・９，天明６

田能村竹田　文化元・２・８

　　　　　文政６・９・１２

　　　　　天保５・６

田原玄周　嘉永３，安政２，文久元

　　　　　明治２

田村姫山　文化１０

多紀元孝　明和２

多紀藍渓　明和３

他所問答安政３

大　学　解享保３

大学章句新疏　天明６

大学定本貞享２，正徳４

大学或問　貞享３

大学養老篇　寛保３

大　疑　録　正徳４

大訓術義安政２

大笑軒記宝暦１０

大潮（元皓）延享４，明和５

大東詩集天明２

大東詩家地名考　宝暦１０

大東世語寛延３

大　　　典　宝暦１３，安永３，享和元

大日本史　正徳５

大明一統志　正徳３

大楽源太郎　嘉永５，安政２・４

　　　　　明治４

大楽朴水元文４

太華文紗嘉永６

太極図説諺解　貞享元

太平記演義　享保４

太　平　策　享保６，宝暦１３，安永９

　　　　　天明２

高洲平七就忠　安永７，寛政５

高瀬学山　享保元

高田玄仲寛政１２

明和６

安政５

明治元

安政５

天保１２　・　１４

明治２

天保１０

文久元・２・３・４

元治元・２，慶応３

滝

滝

明和元・２・３・４・５。

７・８・９

安永２・７

文政５，天保７・９

安永２・６・７・８

天明３，寛政４

－１７８　－

九華

高渠

９ １１　・

ｎ
Ｉ
り
　
４

Ｎ
　
Ｃ
ｙ
３

１２　・１０



忠節事蹟考　明治２

朝　陽　館　享和３，弘化２

長防産物名寄　享保２０，元文２

長防臣民合議書　慶応２

聴松庵箇枕　→雲谷等仲

聴松庵古竹　天明８

聴松庵烏強　天保４

暢　寄　帖　明治２

懲　惣　録　元禄８，宝暦８

陳　　　書　宝永３

茅原虚斎天保４　・１１

明和４

安政５

－ヽ一冗治冗

文久２

延宝８，元禄７・９・１３

享保２　・　６　・１３・１６・１７

元文元・４

延享２・３・４・５

宝暦２・８

竹内式部

竹田庸伯

武田楊岸

武市半平太

太宰春台

立原翠軒宝暦１３，天明６

谷口元淡（谷大雅）享保１３

玉　勝　間　寛政７

玉木文之進　天保１３，安政３

玉乃九華天保１１，弘化４

　　　　　　嘉永４・７

丹波屋安兵衛　元禄１３

丹丘詩話　寛延元

談　芸　録　享保１１

－１７９　－

（ち）

（つ）

文化１３，天保７

文久元・２，慶応元・３

明治元・２

天保２

享保４　・　６　・　９　・１１・１８

寛保元，延享３・５

寛延３，宝暦３・４

津阪東陽

津田真道

津森等為　貞享３

都賀庭鐘　寛延２，明和３，天明６

通　化　寺　寛文７

通俗漢楚軍談　元禄８　。

通俗元明軍談　宝永２

通俗西遊記　宝暦８

通俗三国史　元禄５

通俗南北朝軍談　宝永２

通俗漂海記　明和６

通俗北魏南梁軍談　宝永２

通俗両国史　享保６

塚田大峯　寛政３，天保３

土屋蕭海　嘉永４，安政２，元治元

土屋恭平　嘉永４

土屋養哲安政３

津田東作

津田東陽

千葉芸閣　寛政４

智環啓蒙　慶応２

チェインバース百科事典　宝暦元

竹　　　院　天保１４，慶応３

築城典刑慶応元

近松半二天明３

近松門左衛門　元禄１６

中外新聞　慶応４

中　山　館　文化１１

中　庸　解　享保３，宝暦３

中庸発揮正徳４

中朝事実　寛文９，天和元

忠　義　会　嘉永７

忠義水滸伝　享保１３

忠義水滸伝解　宝暦７



恒藤醒窓天保２，嘉永６

角田九華　文化１３，天保５，弘化２

坪井九右衛門　天保１５，弘化４，文久３

坪井信道　天保１３，弘化３

　　　　　嘉永元

坪井信友慶応３

東郊先生文集　元文２，延享３・４

　　　　　寛延３・４

　　　　　宝暦３・８・９・１３，明和８

東郊座右記　→和智東郊座右記

東条琴台　文政１０

東条英庵　文政４，弘化４

　　　　　安政３・５・６

東潜夫論　天保１５

東藻会彙　宝暦１２

東藻会彙纂略　明和４

東披文抄文化元

東波先生詩抄　文化３

東披先生志林　文化６

東浪先生詩文　延享２

東野遺稿　宝永４・７，正徳元

童　子　問　元禄４，宝永４

唐王右丞詩集　正徳４

唐音雅俗語類　享保１１

唐　後　詩　享保５

唐詩訓解　寛文１０

唐詩句解　享保２０

唐　詩　函　宝暦８

唐詩金粉安永３

唐　詩　趣　享保４・５

唐　詩　選　享保９

唐詩選国字解　寛政３

唐詩集註安永３

唐詩正声　享保１４

唐　詩　礎　享保１３

増訂唐詩礎　安永３

唐詩品彙　享保１８，元文３

唐詩聯材　明和５

唐土奇談初編　寛政２

唐土行程記　明和６

唐土真話安永３

（て）

－１８０　－

（と）

手塚律蔵（謙蔵）安政３・５

定　基　塾　安政６

鄭注儀礼寛延２

鄭注周礼寛延２

鄭ｌ詩経延享４

適塾（適々斎塾）天保９，弘化３

　　　　　嘉永２

鉄　　　牛　延宝８，元禄１３

寺内正毅嘉永５

天　　況　寛政６

天工開物　明和８

天愚孔平　→萩野鳩谷

天保三十六家絶句　天保９

伝　習　録　正徳２

典　　刑　文政７

戸崎淡淵　天明４

戸田旭山　元文３

戸田亀之助　文久元

戸村重右衛門　安政６，文久元

吐　方　考　宝暦１３

杜律集解貞享２

屠赤鎖瓊録　文政１２

東京日日新聞　明治５

東　見　記　貞享３

東　光　寺　元禄４　・１２



独
独

内藤以貫　元禄５

内藤静修（子謙）文政４，天保５

内藤白露園　慶応２

中井竹山　享保１５，明和４

　　　　　安永４・５

　　　　　天明２・４・８

　　　　　寛政元，享和４

中井履軒　文化１４

中井梵庵　宝永８，享保１１　・　１５

　　　　　宝暦８

中江兆民　明治４

中川南峰　宝暦１３

中川好古　文政５，天保３

中島治平　文久４，慶応２

中島名左衛門　文久３

中西淡淵　寛延３

中院通茂　宝永７

中野偽謙　元禄９，宝永２，正徳４

中野豊台　文政１３

中原玄快　万延元

中村蘭林　宝暦元・７

中村華岳　寛政９，享和元，

　　　　　文化３・９，文政２・５

　　　　　天保６

中村牛荘　天明３，寛政１２

　　　　　文化９　・１４

　　　　　天保５，嘉永３・５

　　　　　安政２，明治２

中村清旭　安政２

中村玄春　明和３・４

中村玄与　正徳５，明和３・４

中村松洲　天保１３

中村雪樹　嘉永３，安政３・５

中村楊斎　元禄１５

中村正直（敬宇）天保３，慶応４

唐本目録（山県周南）享保５

唐訳便覧享保１１

唐話纂要正徳６

唐宋名家史論奇妙　正徳４

当世下手談義　宝暦２

陶靖節集　寛文４

桃源遺事元禄１４

痘疹大成元文５

道　　　亭　天保１５

銅脈先生　→畠中観斎

徳川光圀　寛文１２，元禄１３

徳　修　館　文化６

独旨真明　天保１０

雄　文化１４

立　寛文１２

－１８１　－

（な）

徳田幸助良方　宝暦１１

徳富蘇峰　文久３

徳富蘆花　明治元

徳山雑吟　宝永６・７

徳山府記宝永３

徳山名勝　宝永３

読淫祀考　天保１５

読史余論　正徳２

冨田貞次郎　明治２

富永有隣嘉永５，安政６

豊浦　懐　天明８

豊浦変則中学　明治５

豊田天功　安政２

豊田養慶　宝暦１１

鳥山新三郎　弘化４

遜庵詩集　正徳３

名嶋月罰

内外新聞

弘化３

慶応４



　　　　　　享保１５

長沼采石　享和元・２・３，文化７

　　　　　　文政３，天保５

奈古屋彰天保１５

奈古屋大夏（以忠）享保８，寛延３

　　　　　　宝暦５　・　８　・　９　・１０・１２・

　　　　　　１３　・　１４

　　　　　　明和４・５・６・７・８・９

　　　　　　安永２・４・５・６・７・

　　　　　　８　・　１０，　天明元

那波活所寛文６

那波魯堂　宝暦１３，寛政元・１１

楢崎五百輔景海　文久２

成島錦江　元禄２

南留別志　元文元，宝暦１１　・　１２

南郭先生詩話　享保１０

南郭先生文集　享保１０　・　１２　・　１７，　元文２

　　　　　　寛保３，延享元・２

　　　　　　宝暦８

南郭先生燈下書　享保１０・１８・１９

南軒先生文集　寛文８

南宮大漱　明和３，安永７

南史（南監本）弘化４

南部五竹慶応３

南部南山　寛文１２

南部伯民　明和７，文化元

　　　　　　文政４・５・６

南洪先生詩集　宝暦１０，明和３

　　　　　　寛政３・７・９

難病治験方　文政５

　　　　　　明治３

中村百合蔵（浩堂）安政４

　　　　　　慶応２・３

中村梁山　宝暦２・４，明和７

　　　　　　安永４，天明元・６

　　　　　　寛政３，享和元

中谷正亮　文久２

中山又八郎（季有）天明６

中山みや　明治４

仲　東門　寛政２，文化９

仲子岐陽　享保６，寛保２

　　　　　　延享３・４，寛延元

　　　　　　宝暦１０　・　１２，　明和２

永田瀬兵衛（政純）享保元・３

　　　　　　元文３，寛延２

　　　　　　宝暦３・４

永田俊平　宝暦１０

永富独哺庵　享保１７，延享元・３・４

　　　　　　寛延元・４

　　　　　　宝暦４　・　６　・１０・１２・１３

　　　　　　明和元・３，天明８

　　　　　　寛政９

長井雅楽　文久元・２・３

長井君茂　安永２

長崎英語伝習所　安政５，文久２

長崎語学所　元治元・２

長門突甲問磋　宝暦１３，明和２

長門国志　天保１３

長門国明倫館記　→明倫館記

長門戊辰問磋　延享５

長門本平家物語　寛政６

長門明倫館　文久３，慶応３

長冨等珍　元禄１５

長冨順軒　安永５

長沼玄珍　元禄１３，宝永元・３

（に）

－１８２　－

二階玄東

二程全書

二宮錦水

明治３

貞享元

天保５，弘化４



（は）

野村望東尼　慶応３

野村　靖　明治４

野山獄読書記　安政３

野呂玄丈延享３

能美由庵　延享３，享和３

能美友庵天保２

能美洞庵　寛政６，天保２　・１１・１３

　　　　　嘉永２・３，文久３，明治５

能美隆庵　嘉永５，安政２・６

　　　　　文久３，慶応２

能美吉右衛門以成　安永６，天明４

嚢　　　語　宝暦１３

仁保玄珠享保２０，寛延元

日本外史文政１０

日本楽府文政１１　・　１３

日本政記天保３・９

日本永代蔵　貞享５

日本古今人物史　寛文８・９

日本詩史　明和５・８

日本詩選安永３

日本基督公会　明治５

日　章　舎　天保６　・１３

日本総制度・関東領制度　慶応３

日本文紗享和元

日本名家詩選　安永４

肉　布　団　宝永２

西　　　周　文政１２，慶応元・３

　　　　　明治元・３

西川如見元禄８

西田幾多郎　明治３

入学新論　天保１５

入学正路文政元

（ね）

－１８３　－

（の）

芭

波多野等宥　延宝５

波多野東里　安永２

波多野藤兵衛洞霞　慶応２

羽仁稼亭元治２

長谷川有文　文化４

長谷川萬錫　文久２

八江八景（萩）貞享２

八種画譜　寛文１２

瀾城印譜　安永２

湖城新著　寛延元・２

潮城円政密寺大相国菅公廟碑　享和２

ｉ覇山詩集　享保１９，延享５，寛延４

　　　　　　宝暦２・３・４・５・７・８

　　　　　　明和２

蕉　貞享４，元禄２・７

　　寛保３

把爾倉浬解剖図譜　文政５

俳諧句選　享保２０

俳　優　考　宝永３

佩文韻府　正徳元

佩文韻府両韻便覧　文化２

根南志具佐

根本武夷

宝暦１３

享保２　・　５　・１２・１６

寛延３，明和元

麻惚先生文集初編　明和４

寝られぬまゝ　安政５

乃木希典　嘉永２・文久２

野間三竹（静軒）寛文９

野間静軒　寛文８

野村公台　宝暦１３

野村紫沢　文化２



５安永２・

嘉永４

安政２

宝永６， 正徳元

林　百非

林　道―

林　義端

林　子平

林　述斎

林　鳳岡

原　古処

原　采殯

原　雙桂

原　念斎

原　松洲

原田曲斎

万国公法

　宝暦２

・３・４

・９

梅月堂宣阿　→香川宣阿

売知売爵之論　文政３

萩　古　実　宝暦１３

萩城六々歌集　文久２

萩中学校　明治３・４・５

萩文学寮慶応３

萩兵学校　慶応元，明治４

萩変則中学　明治５

萩明倫館文久３

萩野鳩谷　明和３

萩野復堂明和４

白氏長慶集　明暦３

白責書屋　正徳２

白　責　型　宝暦７

博　習　堂　安政２・６，万延２

　　　　　　慶応４

博桑名賢文集　元禄１１

博　文　堂　文化１０，天保１２

箱根霊験登仇討　享和元

秦守節（貞父）宝暦３・４・５明和８

秦兼虎（嵩山）寛延３，宝暦１３　・　１４

　　　　　　明和８，安永７

　　　　　　天明２・５，寛政７

服部二見　文政元

閥　閲　録　享保５　・１１

鳩野宗巴元禄１０

花の江の記　安政３

塙保己―安永８

英　草　紙　寛延２

林　芳洋天保８

林孫兵衛以成　明和６，安永３・７

　　　　　寛政７

林　驚峯　寛文６，延宝８

林　東洪享保５　・１６・１７・２０

　　　　　元文３・４・５・６

　　　　　寛保元・２

・３延享元・２

寛延２・４

明和元・２

晩唐十家絶句　文化４

奨川詩集文化１３

万庵

－１８４　－

服部東陽

服部傅巌

藩
蕃

寛政２

天和３，元禄９，宝永７，

正徳２

享保３・４・５・９・１０・

１２・１６・１７・１９

元文４，寛保２・３

延享元・２・３

寛延２・３

宝暦２・３・５・７・８・９

天明８，寛政３

文久３

文化２，嘉永４

天明６，寛政３・４・５

寛政１１，文化７

元禄４，享保１７

文化１１・１２・１３

安政６

享保１１

文化１３

文化１４

安政２・６，万延元

明治元

翰　譜　元禄１５

　　史　嘉永４

　（原資）寛保元，延享２

畠中観斎

服部南郭



嘉永２，万延元

文化１１

天保５

文化１５，文政５

天保１４

天保４，明治４

享和２

天明２，文政２，天保８

安政２・３

天保１３，安政５

安政３

文政２

文化元・２，文政元

文久２

（ひ）

繁沢規直（南塘）享保５　・１４

　　　　　　宝暦２・６

繁沢雄山延享５，宝暦２

繁沢豊城宝暦２・６，安永４・９

　　　　　　寛政４　・　１２，　享和元

　　　　　　文化３

弘　正方

広江九隣

広江秋水

広江殿峰

広井良徳

広沢真臣

広瀬喜尚

広瀬淡窓

広瀬旭荘

樋口週庵

樋口義所

樋口世禎

（ふ）

－１８５　－

　
物
薬

　
ａ
ａ

ｊ
ブ
　
ゴ
タ
　
。
『
『
グ

樋口東里宝暦４，文化５

天明４

天明４

宝暦１４

万延元

貞享４

明和４，

明和３，

日名内周道

日野春揚

日野弘資

｀徴

　篇

批点檀弓　延享４

秘府故旗考　文化４

秘本玉くしげ　天明７

被褐道人　→豊浦懐

尾藤二洲安永６，天明７，寛政３

　　　　　文化１０

備急千金要方　嘉永２

鄙　　言　嘉永２

東　沢潟慶応２，明治３

引田利亮　天保１５

百学連環明治３

百非先生行状　万延２

病翁宇波言　嘉永３

標注令義解校本　元治元

平井温故　享保１９

平田弥次兵衛　天保１１

平田浩渓嘉永３

平田篤胤　天保１４

平野金華　元禄元

　　　　　享保４　・　９　・１２・１３・１７・２０

平賀源内　宝暦１３，明和４

選　元文３

不易亭爾松　文化１４

武将感状記　享保元

布施御結　文政１３，嘉永３，安政３

扶桑名勝詩集　延宝８

蕪　　　村　享保元

郎山小田村先生集　元文５，明和２

風盾遺草　明治元・２

風　　　雅　嘉永７

風流志道軒伝　宝暦１３

風月楼記文化６

封事草稿安政元

復　軒　説　天和３

復軒先生行状　元禄１３

福沢諭吉天保５，弘化３

　　　　　　安政５・６，慶応３・４

　　　　　　明治３・５

福田侠平　明治元

福田扇馬　文久２



秉　燭　譚

弁　　　道

弁道考注

弁　　　名

弁名考注

弁　　　信

福田正憲嘉永元

福原清助安政２

福原冬嶺慶応２

福原芳山　明治３

福間清海安政元

藤井又右衛門　安政４

藤井右門明和４

藤井百合吉　安政２・５

藤田東湖　天保９，弘化４，安政２

藤田幽谷寛政４

藤村庸軒先生伝　元禄１３

服忌令正義　嘉永５

仏法護国論　安政３

物外和尚　慶応２

物夫子著述沓目記　宝暦３

物類称呼安永４

物類品隋宝暦１３

船越清蔵文久２

古谷振岳　天保１３

文　　戒正徳４

文会雑記正徳元

文衡山詩抄　文化１４

文林良材　元禄１４

文墨（「文章欧治」）元禄元

文章欧冶　元禄元

文心離龍　享保１６

文政十七家絶句　文政１２

文墨小言　享保１９

文体明弁　寛文６

文　　論　延享５

分類補註李太白詩　延宝７

享保１４，宝暦１３

享保２・５，元文２

寛政１２

享保５，元文２

寛政１２

文政１３

－１８６　－

（へ）

（ほ）

戊戌夢物語　天保９

保健大記貞享５

帆足万里　天保７　・　１５，　嘉永５

穂積以貫正徳４，享保４

法　　　岸　安永８

法岸和尚行業記　文化１４

法　　　洲　文化９，天保８　・１０

法　　　道　文政７・８，安政３

　　　　　　文久３

某氏意見書　文化９

茅窓漫録天保４

宝　　　洲　元治２

放言漫録寛政９

防長正気集　→風盾遺草

防長古器考　明和６，安永３

防長風土注進案　天保１２

防長名所抄　天保１５

防長両国物産絵図　享保１１

報　国　隊　文久２

朋　来　舎　慶応３

北条源蔵　安政７，万延元

北条瀬兵衛　弘化２

鳳刷雑記　天明７

鳳　刷　集　安永９，天明７・９

　　　　　　寛政５　・　９　・１０・１２

　　　　　　享和元・３，文化８

敵兵操練全書　安政４

兵学小識　弘化３

兵家須知戦術門　慶応３



松崎祐之　宝永４，正徳４

松島健作天保１１

松島瑞益（剛蔵）安政２・３・５

　　　　　文久３

松平定信　天明７・８

　　　　　寛政２・５・６・１２

　　　　　文政１０　・　１２

松平不昧　宝暦元

松室松峡　享保４，延享４

松村太仲　弘化４

松本伊兵衛　寛延元

松本彦右衛門　安政４

円山応挙　寛政７

満清紀事　嘉永３・７

万葉代匠記　貞享４，元禄３

漫遊雑記　宝暦１３．明和元

北睡日記安政２

北史（南監本）弘化４

細井広沢元禄９，享保１５　・　２０

細井平洲宝暦１０，明和元・９

　　　　　安永４，享和元

堀　南湖安永２

堀文左衛門（寿松園）安政２

本城紫巌宝暦８　・１０・１３・１４

　　　　　明和２・４・６・８

　　　　　安永８，天明５，享和３

　　　　　文化５

本城素堂元治２

本城太華　寛政１２・享和元・２

　　　　　文化３・４，文政３

　　　　　天保３・５・１５

本多忠統享保９　・　１０，　宝暦７

本朝画史　元禄４

本朝官位相当図　享保１７

本朝詩英寛文９

本朝通鑑　寛文１０

（み）

－１８７　－

（ま）

みさこそうし　文政１３

三浦源蔵　天保６

三浦義賢　享保１２

三浦衛興（瓶山）延享元

　　　　　安永２・９，寛政７

三浦竹渓　元禄２，享保４，文化元

三浦梅園　天明６，寛政元

三須錬水　文化４

三坂理兵衛　天保１３　・　１４

三谷等休　貞享４

三戸典顕斎　寛政３

三戸養因　明和７

三宅観瀾　延宝２，宝永８

三宅石庵　元禄１０　・　１４，　宝永８

三宅尚斎　寛保元

三輪休雪（初代）宝永２

三輪執斎　正徳２，享保１１

馬屋原大庵　天保１１

馬島甫仙　天保１５，慶応元・３

前野良沢享和３

前原一誠　元治２，明治３

前田孫右衛門　安政３

増野徳民　天保１２

増田房清　文化８，文政９

松岡玄知文政６

松岡温良　慶応４

松岡弁之助　嘉永４

松崎観海　享保１０，明和３，安永４

松崎恨堂　文政７・８・９，天保５

松崎神社鎮座考　嘉永２



（め）

明

鳴

寛延３，天明６御堀耕助明治４

水上実巌文政４

南方一枝文久２

箕作Ｒ甫天保１３

皆川洪園安永３，文化４

宮城彦助嘉永２

宮庄親輔享保８，天明６

宮瀬竜門寛延３

明官古名考　宝暦元

明詩別裁集　文久２

明　詩　礎　元文４，明和３

明詩擢材明和３

明　史　藁　嘉永６

明七子詩解　宝暦７

明七才子詩集掌故　明和９，安永２

明七才子詩集訳説　安永４

明李王七言律解　寛延３

民政要編　天保１４，嘉永元

鳳

（も）

－１８８　－

（む）

・５

４

４・８・９

９　・　１２，　享和２

７・９

７，天保６・９

３

４
　
７

ｃ
ｖ
Ｍ
ｎ

２

鳴鳳館学範

鳴鳳館記

明　倫　館

説

館

延宝９

天明５，享和３，文化５

文政３，天保５　・１４

嘉永５

文化５

天明８

享保４　・　８　・　９　・１３・１４

元文２，延享３・４・５

寛延元・３

宝暦３・４・６・７・８。

９　・１２

　　　　　　　慶応元・２・３・４，明治３

明倫館記　寛保元，嘉永２

安政２・４・

文久３・４

明和２・

安永３・

寛政８・

文化３・

文政５・

弘化２・

嘉永元・無隠道費　元文５，延享元，寛延元

　　　　　宝暦３・４・５・６・１０

無　孔　笛　元文５，延享元

椋梨藤太安政２

向田九十郎　天保１１

向田七右衛門　天保１１

村井正純安政３

村尾春屋　天保４

村士玉水　寛政４

村田玄廸　延享３

村田清風　寛政９，文化５，文政３

　　　　　天保３　・　９　・１４・１５

　　　　　嘉永元・３，安政２

村田蔵六　→大村益次郎

室　鳩巣　宝永８，享保１７　・　１９

毛利就寿（広鎮）文政６

毛利綱元　貞享元，元禄１０

　　　　　宝永４・６

毛利貞斎　宝永５

毛利就兼　天明２・３

毛利斉広　文政１３，天保１３，慶応元

毛利就頼　文化１１

毛利房衆　享和３，文化９



本末歌の解

本居宜長

文化１４

享保１５，宝暦２，

寛政２　・　７　・１０，

文政１３

安永７

弘化３

安永３

正徳２

夜航余話天保７

役者口三味線　元禄１２

訳　　　社　正徳元

訳解笑林広記　文政１２

訳文茎諦　正徳元・５，寛政８

訳文笙諦題言十則　正徳元

訳本芥子園画伝　文政２

梁川星巌　文化８，天保２，弘化２

　　　　　安政５

梁田鋭巌宝暦７

楊井裕二安政２

楊井子温（静斎）文政８・９，天保１０

　　　　　万延元

楊井子匡（蘭洲）（謙蔵）寛政１２　・　１３

　　　　　享和元，文化３・９

　　　　　文政６

柳沢吉保　元禄元・７・９・１６

　　　　　宝永元・３・６，正徳４

藪　孤山　安永４，享和２

藪　慎庵　元禄２，享保２

和　真道　嘉永４・６，安政３

　　　　　文久３

大和本草宝永５

山井毘庭　元禄３，正徳３

　　　　　享保２　・　５　・１３・１６

山内広俊延享３

山内広通享保元・１０，延享４

山尾庸造　文久元・３

山鹿素行　明暦２，寛文６・９・１３

　　　　　延宝９，天和元，貞享２

山県有朋　天保９，明治３

山県篤蔵　明治４

山県鶴江　享和２

山県恭平（紫贋）万延２，慶応２

山県謙蔵　安政２

毛利広篤嘉永５

毛利広漢（豊西君）寛保元・３

　　　　　延享４・５，寛延２・４

　　　　　宝暦３・４・６・９

毛利広鎮慶応２

毛利広政　宝永７・８，正徳２・４

　　　　　享保３　・１０・１６・１８

毛利宗広　享保１６，延享４・５

　　　　　寛延４

毛利元統弘化３

毛利元次元禄３　・１６

　　　　　宝永２・３・４・５・７・８

　　　　　享保元・４

毛利元美　弘化２

毛利元義　文政１０

毛利三代実録　文政６

孟子古義享保５

蒙求拾遺寛延２，宝暦２

蒙求詳説天和３

（や）

－１８９　－

天明７

享和元

森重靭負

森脇惟右

諸葛函渓

唐土真話

問嵯崎賞

八江萩名所図会　安政２

八木沙村　天保１４

八谷通良　享保１１

矢島半左衛門直之　享保１１

矢野筈山　弘化２

夜航詩話　文化１３，天保７



延享元・２・

２

Ｃ
ｙ
Ｍ
９

寛延元・

宝暦２・

１０

・４・５

山口講堂　文化１２，弘化２

山口中学　明治３・４・５

山口変則中学　明治５

山口明倫館　文久３，元治元，慶応４

　　　　　　明治３

山崎闇斎天和２

山下玄良　文化１２

山下偉洲天保９

山科太室天明９，文化４

山科長安寛文８

山代温故録　安永６

山城屋孫四郎　嘉永元

山城屋孫十郎　嘉永元・５

山田宇右衛門　安政２，慶応３

山田原欽　寛文６

　　　　　　延宝４・７・８・９

　　　　　　天和２・３

　　　　　　貞享元・２・３・４

　　　　　　元禄元・２・３・４・６

山田顕義　明治４

山田東陵　天保１０

山田北海　安永９，文化６，文政３

山田昌之　天保１５

山田亦助　弘化２，嘉永３・５

山田麟嶼　正徳２，享保１０　・　２０

山根華陽　享保４　・　６　・　９　・１１・１３・１９

　　　　　　元文元・２・３・４

　　　　　　寛保元・３

　　　　　　延享：元・３・５，寛延３・４

　　　　　　宝暦２・３・４・６・７・

　　　　　　８　・　９　・１０・１２

　　　　　　明和２・３・４・５・６・

　　　　　　７・８

山県子棋延享５，寛延２

　　　　　宝暦３・４

山県十蔵（寸身軒）安永８

山県東原　寛政８・９

山県東門宝永４

山県業園延享５，天明３

山県太華　天明元，享和３

　　　　　文化５　・　７　・　９　・１０・１１・１３

　　　　　文政元・７・９・１１

　　　　　天保６　・１０・１１・１２・１４

　　　　　弘化４，嘉永元・３・４・６

　　　　　安政２・３，文久２

　　　　　慶応２

山県半蔵　→宍戸磯

山県溥泉文化２

山県格所　文政９　・１０

山県良斎（長白・雲洞）寛文８

　　　　　元禄７　・１３

　　　　　宝永３・５・６・７・８

　　　　　享保１０　・　１３

山県周南貞享４，

　　　　　宝永２・３・５・６・７・８

正徳元・２・３・４・

享保元・２・３・４・

７　・　８　・　９　・１０・１１・１。

１４・１６・１９

元文２・３・４・５

寛保元・２・３

Ｌ
ｒ
Ｍ
ｏ

山根済洲　延享元・

　　　　　宝暦２・

山県大弐

山片経桃

３

３

－１９０　－

ｒ
Ｄ
　
Ｑ
１
１
ｙ

９
　
Ｃ

２・

３・ ５

天明８，文化２　・１３

明和４

文政４

８・



山本洞雲

山本北山

Ｑ
　
Ｑ

山本緑陰

山脇東洋

吉田恕庵

吉田大助

吉田稔麿

吉田文献

弘化５，嘉永３・４・

安政元・２・３・５・

文久３，明治２

弘化２

天保６

元治元

明和６，天明５

寛政元・６

寛政９，天保５

元禄元・７

宝暦９　・　１３，　安永２

文化２

享保１１，延享２

文政９　・１０

万延元

文化８

文政１１，天保５・８

宝暦１０，明和３

安永４・７・９

寛政３・５・７・９

貞享元

安永８　・　１０，　天明３

文化元・２・３・９

享和３，文化元

延享３

宝暦２・４・８・９・１２

１３

山根蕉窓

山根素全

山根東湖

山根東周

山根南渓

弘化３

安永８

寛政３

文政１３，天保９　・１２・１３

吉賀恪斎

吉田以忠

吉田篁熾

吉田松陰

羅

頼

（ら）

－１９１　－

（よ）

吉村寅太郎

要術知新

（ゆ）

吉武江陽

吉弘元常

吉益東洞

天保７・９，安政２・４

慶応２

文久２

文政７

吉山常房

吉村秋陽

湯浅祥之助

湯浅常山

夢　物　語

安政２

宝永５，元文４，安永１０

天保９

遊清五録文久２

友　善　塾安政３

友善塾記安政３・４

遊　仙　窟　元禄４

有　備　館　天保１２，文久２

郵便報知新聞　明治５

　森

山陽

頼　春水

頼三樹三郎

楽　水　抄

蘭碗先生伝

藍　泉　集

藍泉詩集

藍泉文集

嘉永３

安永９，文化１５

文政１０　・　１１，　天保３・４・９

明治２

明和３，安永４，文化１３

安政６

嘉永３

文久２

安永６，文化８　・１０・１３

享和元

安永６・８，天明５・８

寛政７，享和２・３

輿地志略文政９

用　字　格　享保１９

養老館（岩国）弘化４，明治５

養老館記弘化４

楊誠斎詩抄　文化５

楊誠斎詩話　享和２

横井小楠　文化６，明治２

横浜毎日新聞　明治３



（れ）

（り）

類題風月集　嘉永６　　　　　　文化８

藍田小田村先生集（藍田集）宝暦１３

　　　　　　明和９，安永２・７

　　　　　　天明９，寛政３・８

　　　　　　享和３，文化８

蘭亭先生詩集　宝暦８

（る）

－１９２　－

（ろ）

（わ）

冷斎夜話

冷泉為村

　　ひ害かぜ冷泉古風

寛文６

安永３

享和元，天保１５，安政元

霊祭私議安政元

歴代名臣奏議初編　文久３

連歌両吟安永６・７

聯珠詩格訳注　享和元

立憲政体略　明治元

理　水　路　文化２

梨雲館類定袁中郎全集　元禄９

李池漢先生文選　延享元

李池渓詩集　寛延元

李退渓書抄　寛政４

李太白詩　延宝７

李家尚謙　天保１１

李家文厚文久３

李家庸謙文政６

陸宣公奏議　文久３

陸放翁詩抄　享和元

六如上人天明７

竜峰捜捕録　安永２

柳子新論安政３

留　魂　録　安政６，明治元

流弊改正意見　天保１１

劉向新序　享保２０

両国本草　→長防物産名寄

両国唱和集　享保４・５

梁　　　書　宝永３

林塾名月篇　寛保２，延享４，寛延２

両巴垣言享保１３

老子経通考　宝永２

論語古義正徳２

論語古訓元文４

論語古註疏　寛政１２

論語語由　寛政４・５

論語集解放異　寛政３

論　語　徴　享保３・５，元文２

和田昌景　天保１１

和田梅翁（正清）宝暦１０

和智東郊　元禄１６，正徳３

　　　　　　享保６　・１０・１５

　　　　　　元文２・３，延享２・３・４

　　　　　　宝暦３・８・９・１３，明和２

和智東郊座右記　明和２

和語円機活法　元禄９

和刻詩学入門　元禄３

倭読要領享保１３

若月太中　寛政２

亘理南山　天保１２

脇　愚山　文化１１

渡辺峯山　天保３・９・１２

類題阿武の柚板　文政１３年

類題玉画集　慶応２



脇　山陽　寛政６・９

渡辺年表（相府年表）文化１２

渡辺平吉　文化１２レ文政元八人と保４

渡会東門　→笹山良意

（了）

川３



　（え）

延　年　園

益州上人

越　君端

于　士茄宇野士朗（宇野明霞の弟）

吉　文徴

吉　公言

北圃仲温

虚　舟　軒

紀　世馨

紀　卓哉

崎　　　陽

（く）

栗山玄伯

　（お）

小倉湖陵

雫　鳴　館

益田氏の堀内邸内の庭園名

真州の僧

越智雲夢

（き）

琴　岡　君

琴岡荊君

琴岡荊大夫

琴　台　君

（い）

椅　園　君

岩瀬子言

一本香先生

井上希聴

郁　　　雲

長州藩祖抹学関係人名等探索備考

　　　　　　長州藩祖肺学徒たちの詩文集に出てくる人名・固有名

　　　　　　詞等で今日からは不明なものが多いなかで、判明する

　　　　　　ものを挙げた。私見による判断もあり、充分でないが、

　　　　　　参考になればと提出するものである。よく知られたも

　　　　　　のは省いた。

（う）

井原孫左衛門元俊

同上

同上

山内広俊（阿川毛利広漢の

弟。山内広通の養子となり、

若くして死去）

吉田文献

吉益東洞

四代須原屋茂兵衛

礼法師範小笠原氏の軒名

細井平洲

大坂の医師。香川修庵門下

長崎

福原就清（宇部邑主）

岩瀬華沼

香川修庵（一本堂という）

井上太郎左衛門光美

生雲（阿武郡）

小倉鹿門の子

細井平洲の塾

寄組井原氏をいう

山県周南

山県良斎（長白）

山県鶴江

清水親周

清水就周

津久見華丘（刈谷藩儒）

　　君

次公

雲洞

子粂

江　君

玉　君

　京国

荊

県

県

県

瓊

瓊

源

－１９４　－

子徳

彦章

士参

仙　閣

関

芥

河

懐

君 実　和智東郊

栗山孝庵（文仲）の甥。

医師。

赤間関の佐甲氏の邸宅にあっ

た。

二本松の人

芥川丹丘

右田毛利氏の臣

越智雲夢の居宅

（け）

（か）

観瀾楼



子
　
子
子

（し）

英　山内広俊（山内広通の養子。

　　毛利広漢の弟）。

秋山玉山

楊井孫太郎静斎。意洲とも

号す。楊井聞洲の長子。

粟屋清通

和智東郊

坂時存

山県子棋又は坂時存

楊井聞洲

田坂ｉ覇山

山根華陽

松居員友（彦根藩士）

曾野有原

服部南郭

仲子岐陽

秦（波田）守節

平野金華（平子和）

山県周南

桂広保

京都大通寺の塔頭　恩徳院

の住持。

大内氷上山の住持

秋山玉山

阿川毛利氏の別荘。萩郊外

椿東上野にあった。

羽

温

高野蘭亭

高木文次郎。服部南郭門。

児玉氏の別荘

（やたがい）八谷を修して「谷」とした。

「谷君」という時、津田東

陽を指す場合もある（「東

郊先生文集」）。

谷口元淡

八谷通要（八谷五兵衛の孫）

阿川毛利氏の別荘（萩の河

添にあった）。

山県周南

益田就祥

益田広尭。（和歌を好んだ）

徳山藩士奈古屋子信の堂名

末国伯華

中川与一右衛門清一の号

滝高渠の河野家養子時代の

名。

済南佐世君

山　子英

山　世録

山　玄琳

山　有隣

餐　霞　堂

景　福　楼　阿川毛利氏の別荘（河添に

　　　　　　あったか）

賢　己　堂　仁保子豊（号華岳・奈古屋

　　　　　　大夏の次男）の堂名

佐世仁蔵就量

山内広俊（琴台君）

山根済洲（山根華陽の子）

江戸の人

山根南演（山根華陽の養子）

小倉宗爾の塾

高

高

壷

谷

こ）

　子式

　翼之

　天　園

　　君

寂

秋

哺

佐々木縮往

佐々木曲江

松江の人

石見の人

天野隆政の号

坂時存

坂時連（坂時在の子）

長井俊卿の号

　　道

　子羽

風　館

１９５　－

哺　風　斎　山口町人安部の沓斎名。

（さ）

左　洵　真

佐　曲江

佐　貞斎

佐　有裕

在　　　川

坂　子棋

坂　東原

済　　　江

谷

谷

孝

大雅

永卿

則　楼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
園

子
子
子
子
子
子
子
子
子
子
子
子
子
次
芝
竺

孝　　　濡

鴻　嶺　君

嵩　山　公

香　化　堂

国　伯華

江　　　南

河野玄悦

貫

驀

棋

騏

匡

恭

濯

潤

泉

遷

路

与

和

公

君

巌



児玉氏の別荘

内藤氏の別荘。現萩市三見

中山にあった。

奈古屋大夏の書斎

栗山孝庵（文仲）の書斎

大寧寺の僧

繁沢緩山

奈古屋大夏。（大原とも）

閣

館

（ち）

長丘桂君

長　俊卿

聴　松　庵

隨　月　亭　井原房道屋敷の亭名。現萩

　　　　　　市桜江にあったか。

寸　身　軒　山県十蔵

　（す）

隨　鴎

隨　樵

重　子泉　重見子泉。すなわち曾野有

　　　　　　原。

受　喧　堂　山田産郷（名は之恒）の堂名

場　季英草場允文

積　矣　館　阿川毛利氏の別荘か。

津　太雅　津田東陽か

秦　子熊　秦（波田）兼虎

秦　嵩山　秦（波田）兼虎

秦　子与　秦（波田）守節

秦　貞父　秦（波田）守節

茎　蹄　録　北川戌陽著の剣術の書

（そ）

草　仁甫

倉　実操

倉　子卓

藪　子厚

叢　露　園

竃　門　関

（た）

大　笑　軒

大　隠　斎

大麟上人

沢　子南

奈　大夏

草場仁甫

小倉尚斎

小倉子卓

藪孤山（熊本藩儒）

山内広通邸の園名

熊毛郡の上ノ関

田

田

子逸

子高

子恭

季参

享叔

公望

真甫

－１９６　－

田

田

田

田

田

青　陶　侯

済　　　江

済南佐世君

赤　　　津

蹟　子胤

折　肱　斎

節　　　軒

川　子因

（せ）

井　子章

井　子叔

井　士良

世　　　録

青　松　館

桂広訓（桂広保の次子）

長井武兵衛実賢

原箇枕（雲谷等仲）の庵名波井太室

井上蘭台

窪井鶴汀

山根済洲

裁芝園にあった建物。（裁

芝園は未詳）

清末藩主

長井俊卿の号

佐世仁蔵就量

播磨国明石のこと

小泉侯片桐氏の臣か。

医師神原道与の室号。

粟屋六郎左衛門勝之

中川与―右衛門清一。号江

南

和智東郊

鵜殿士寧

粟屋清通の別荘。現萩市小

畑にあった。

飯田居謙

門田子高。（山県周南門で、

吉田の入らしい）

田坂ｉ覇山

田中季三

小田享叔（済川）

小田村郡山

永田瀬兵衛政純

　（て）

棟　　　卿

鵜　士寧

摘　疏　斎



井原房道

井原房道

桂元冬の号

波多野伯敬（名は直方、号

東里。「東里隨筆」の著が

ある）

大寧寺

湯浅常山

天野隆政

和智東郊

石見の人

太宰春台

柏

坂

坂

坂

林

繁

鄙

秦

秦

秦

秦

鰻

　渓

子騏

東原

美仲

子遜

子雲

　岐

子与

貞父

士熊

子熊

鰻　窟

（な）

南塘先生

南　　　野

南宮弥六

中川子貫

永富昌安

奈　大夏

廬　山

之祥

隆政

子驀

善卿

　夫

東

湯

藤

膝

籐

徳

田
　
田
　
田

田坂漂山

門田子高

田中桐江。（柳沢吉保の家

臣）

長温

　優

省吾

（と）

冬　嶺　君

冬嶺荊君

東　　　嶽

東　　　里

末国次郎右衛門胤親

若月太中

上領伯仙。（繁沢豊城の実

父）

正徳・享保頃の清光寺の僧

坂時存

坂時連

板倉終渓。（荻生但来門下）

林孫兵衛以成

繁沢繕山か

萩

秦守節

秦守節

秦兼虎

秦士熊（兼虎）

国島京山の室名

　（は）

伯　　　民

伯　　　礼

伯遷領翁

　（ふ）

風　月

富　春

文

禅昌寺（山口吉敷にある）

小田村鄭山

毛利（阿川）広漢

山根華陽の居家

（ほ）

法　憧

望

豊　西

罰　非

仁保守智。（号華嶽。奈古

屋大夏の次男）

－１９７　－

　（ね）

ねざめ草　滝鶴台著「三之逞」の別名。

山

之

君

園

斎

叟

甫

繁沢規直（雲谷等直）

桂広保の号

南宮大漱

中川与一右衛門清一

永富独哺庵

奈古屋九郎右衛門以忠。大

原とも

長府藩主の別業

田中桐江（省吾）

松岡文甫

　（に）

仁保子豊

平野金華

沢田東江

山内広通の別荘。現萩市上

野にあった。

（へ）

平　子和

平　景端

藤　葛　館



滝鶴台の通称

山脇東洋

　（や）

弥　　　八

山脇玄飛

　（も）

木　君恕　木村蓬莱（初号は嶺南）

　（ゆ）

有

青木葵園

和智東郊

若月太中

　（わ）

和　　　卿

和　君実

若月伯礼

　（め）

明　霞　園

　（れ）

霊　椿　山　大照院（現萩市桜江）

本城子孟　本城紫巌

奈古屋大夏の茶室

奈古屋大夏

湯浅氏の亭名

国島京山の亭名。又、奈古

屋大夏の亭名。

（ろ）

漏　厄　堂

漏咀堂主人

朗　月　亭

禄　隠　亭

大和小泉藩主片桐氏邸の園

名

梁　渓　君

梁松和尚

流　水　園

山内縫殿広通。梁蹊君とも。

日蓮宗の僧

佐波郡右田（現防府市）に

あった滝鶴台の居宅。山県

周南の命名。

田坂湖山の居宅。

栗山孝庵（２代目）

林孫兵衛以成。

沢田東江の居宅。

（り）

－１９８　－

緑

栗

林

臨

椅　亭

　文仲

　子遊

川　楼

（了）
　（よ）

楊　子匡　楊井蘭洲

隣　山根南淡

米沢上杉氏の屋敷

毛利広漢

閣

君

　（ら）

来　章

蘭　陵



編　著　河　村　一　郎

　　　　萩市浜崎町７４－　２

近世防長儒学史関係年表

　平成８年５月３１日

桜プリント（企）萩支店

桜プリント企業組合

山口市旭通り１－１－６

画

刷

企

印
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